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総合研究資料館正面

昨年11月に装い新たに開館した総合研究資料館正面。赤門を入って、す

ぐ右手。玄関を入ると約600m2の明るい展示ホールとなっており、本学にお

ける文化史・自然史関係の著名な研究を、研究に用いられた標本・資料と

ともに展示・紹介している。



総合研究資料館ニュース発刊にあたって

総合研究資料館は日本の国立大学としては初めての大学博物館(TheUni-

versity Museum)として創設された学内共同利用施設です。

博物館は、一般に社会教育のための展示に必要な標本・資料を収集しま

すが、大学博物館は研究者が一つの研究テーマにそって収集し、実際に研

究を行った標本・資料を保管します。また同時に、それらをのちの研究や

専門的教育に役立たせることも大学博物館の重要な任務です。

たとえばE.s.モース博士が大森貝塚で発見し研究した土器や人骨は、単

に学史的に重要で、あるばかりでなく、モース論文の内容を現在の学問水準

によって再検討する際に欠かすことのできない標本です。なぜなら、これ

らの標本にもとづいて、モース博士は日本人の起源に関する重要な発言を

行っているため、この分野の研究者は大森貝塚出土品をさけて通るわけに

はいかないからです。

東京大学は日本最古の大学の一つであり、その伝統にふさわしい標本が

数多く保管されています。一万点を超える動物、植物、古生物の学名のも

とになったタイプ標本をはじめとして、収蔵・保管する標本・資料はいず

れも、日本が世界に誇る研究の素材となったものであり、海外の研究者か

らも深い関心が寄せられています。つまり、これらは世界的な文化財とも

いうべきものでしょう。

本館では、このように研究者が心血をそそいで研究した標本・資料を安

全に保管すると同時に、より高水準の研究にそれらを提供するために、関

連する新しい標本・資料の収集をはじめ、新しい研究成果にもとづく標本・

資料の再同定、学問的位置づけ、関連情報の整備などを行っています。また、

開館以来、本館に収蔵する標本・資料を核とした自然史・文化史の研究の

場としての機能をもはたしています。

多くの大学博物館は自然史・文化史の研究を標本・資料と一緒に展示し

て紹介しており、本館でも、各分野での世界的研究をささえ、今なお高度

の学術的価値を保つものを選んで‘展示しています。この展示は、学術とい

う固苦しい世界を超えて、私どもをロマンの境地にさそってくれることも

あります。

このような本館の活動を多くの方に知って項くため、今回、「総合研究資

料館ニュース」を発刊することにしました。このニュースが本館の活動を

学内外のより多くの方にご理解いただき、同時にご協力を賜わるための一

助となることを念願してやみません。

館長埴原和郎
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沿革と現状

総合研究資料館は昭和41年4月1日に設立さ

れた、学内共同利用施設である。本館は学術研

究資料を総合的に収集し、整理・保存を行い、

その有効な利用をはかることによって、本学に

おける研究・教育に資することが設置の目的で

ある。現在17の専門別の資料部門があり、多岐

にわたる圏内・外の標本・資料を収蔵し、学内

の自然史・文化史に関係する研究者が研究する

拠点となっている。

総合研究資料館は本学で行われた研究内容を

研究に用いられた標本・資料ととも展示し、紹

介を行っている。展示スペースは約600m2で、ある

が、学内の知的オアシスとして、同時に学外の

人々が東京大学をより身近かに感ずることがで

きる場として機能している。また、展示のほか、

講演会、館内一般公開などを行っている。

本学においては、かなり以前から、欧米の多

くの大学にならって、学内に自然史・文化史の

標本を収集して、それを基礎に研究を行う「大

学博物館」の設置を求める声があり、その早期

実現をめぐって検討が重ねられてきた。

これとは別に、戦後の研究・教育制度の改革

にともなって、本学では研究者・学生が急増し、

学問の進展と研究領域の拡大に即応する組織づ

くりに忙殺されていた。しかし、標本・資料の

整理・保管には十分な態勢を作ることができず、

その結果、自然史・文化史を研究する多くの部

局で、標本・資料の有効な利用が妨げられ、破

損や散逸の危険が懸念される有様であった。そ

こで、これらの分蔵されている学術資料を安全

かつ集中的に保管し、研究と教育の両面で一層

効果的に利用できるようにする施設の設置が求

められた。この要望は前記の「大学博物館」を

求める声と合体し、全学的な支持のもとに発足

したのが本館である。

設立当初、当時の学内研究資料の約半数が収

蔵された。まず、考古、文化人類、人類・先史、

医学、動物、植物、薬学、岩石・鉱床、地史古

生物、鉱物、地理、鉱山の12資料部門が発足し、

昭和42年に考古美術(西アジア)、水産動物、

昭和43年に美術史、建築史、森林植物が資料部

門として追加された。昭和54年度には、資料部
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門再編成の方針が一部認められて研究者の陣容

が強化された。これは現在の資料部門を、地球

科学、生物科学、文化科学の 3グループにまと

め、それぞれのグループが共通の管理研究室を

もつように構想されたものである。

各資料部門は、本学の研究者が約100年に渡っ

て収集した標本・資料の整理を続けている。

また、本学が近年海外で、行ったイラン・イラ

ク遺跡調査、アンデス地帯学術調査、インド・

ヒマラヤ植物調査、西アジア洪積世人類調査な

どによって収集された膨大な学術資料も大半が

本館に収納され、整理が続けられている。

このようにして標本・資料の管理態勢が整備

される一方、分野によっては当初から本館を標

本・資料の研究の場として積極的に利用してき

た。その結果、本館関係者による研究成果が相

次いで出版されるようになった。昭和45年以来

随時出版されている「研究報告」は本館に収蔵

されている標本・資料に関する研究、分類学関

係のモノグラフ、海外調査の成果を収録し、昭

和59年 3月現在で24冊を数える。また、関係者

の論文別刷を合本した「業績集」が昭和44年以

降毎年刊行されている。

昭和51年、学内の標本・資料の現状を把握す

るために全学の協力を得て、その数量、学術的

価値などを調査して「標本資料報告」の第 1号

として刊行した。第 2号以後は各資料部門にお

ける整理研究(キュラトリアル・ワーク)の成

果として、標本・資料のカタログが収録され、

昭和59年 3月には第10号が刊行された。

以上のように本館は標本・資料の収蔵施設で

あると同時に、すでに標本・資料に即した自然

史・文化史の研究の場として機能している。ま

た、標本・資料の整理は、同定・学問的位置づけ、

データパンク化など、研究と切り離せないこと

が広い範囲の研究者に認識されるようになった。

昭和50年に規則の一部を改正して、資料並ぴに

その保全に関する基礎的研究を行うことも本館

の使命であることを明記したのはこれらを反映

したものである。また昭和56年度から全学一般

教育ゼミナールを担当し、本学の教育の一環を

担っている。



展示紹介

本学は日本最古の大学のひとつであり、その

伝統にふさわしい標本・資料が数多く保管され

ている O

1階展示ホールでは本学の研究者によって行

われた優れた自然史・文化史の研究を、研究の

基礎となった標本・資料を通して紹介する。現

在、展示中のテーマは次のとおりである。

文化史関係

日本先史土器の分類学的研究(先史)
山内清男と日本考古学

東アジア考古学への貢献(考古)
原田淑人博士の業績

中国・朝鮮における建築遺跡の研究(建築史)
関野貞と建築史学

東京大学イラク・イラン遺跡調査(考古美術)
西アジアにおける発掘の成果
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自然史関係

日本産アンモナイトの研究(古生物)
横山又次郎・神保小虎・矢部長克らによる繋
明期の研究業績

ヒマラヤの植物(植物)
日本の植物との関連の研究

渡辺武男らによる新鉱物の発見(鉱床)
|白j生鉱床成国論の確立への過程から

六放i毎綿類の研究(動物)
飯島魁とその業積

日本の魚類学の幕明け(動物)
田中茂穂博士の業績

日本人の小進化に憶する研究(人類)
鈴木尚と日本の人類学

その他、 2階、 3階、 4階の展示ホールでは

それぞれ地学系、文化史系、生物系の展示を行

っている(5ページ参照L



展示ホール案内

.，階展示ホール(研究展示・他)

む口一ロ
ロ

E
一口

研究展示
①ヒマラヤの植物

②六放海綿類の研究

③日本の魚類学の幕明け

④東アジア考古学への貢献

⑤日本先史土器の分類学的研究

⑥日本人の小進化に関する研究

⑦渡辺武男らによる新鉱物の発見

⑧日本産アンモナイトの研究

⑨中国・朝鮮における建築遺跡の研究

⑬東京大学イラク・イラン遺跡調査

.2階展示ホール(地学系)

.3階展示ホール(文化史系)

①北海道の先史文化③日本の先史女化

②アンデス考古学

、、‘、

その他
⑪椿山のムクノキ

⑫黒鉱鉱床産鉱石標本

⑬別子型鉱床産鉱石標本

⑬カヌー

⑬アンモナイト

⑬朝鮮陶磁器

⑪伊能忠敬・大日本沿海輿地全図

⑬エジプトの棺

⑬地球儀

①上部マントル及び下部地殻の岩石

②輝安鉱

③日本産新鉱物

④明延鉱山産鉱石標本

⑤花岡岩及びホルンフエルス標本

⑥マンガン鉱床産鉱石標本

⑦鉱脈鉱床産鉱石標本(含細倉鉱山産鉱石)

③野田玉川鉱山産鉱石標本

⑨若林鉱物標本

⑬有用元素別鉱石標本

⑪黒鉱鉱床及び別子型鉱床産鉱石標本

⑫蛍光を発する鉱物及び酸化帯に産する二次鉱物標本

⑬象化石

⑪外国産化石

⑬日本産化石

⑬伊能忠敬「大日本沿海輿地全図」印刷用版木

.4階展示ホール(生物系)

①サメ類の歯・薬用植物と生薬標本・無導管被子植物

②化石人類標本標型及び特殊標本
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年 表

日召38. 5.21 

日召39. 7. 14 

日召40. 4. 1 

昭40. 4.20 

昭40. 5. 19 

H百40. 7.31 

12_ 9 

日百41.3.17 

4_ 1 

6.25 

日召42. 3.13 

3.15 

10. 1 

10.17 

H百43. 3.25 

4. 1 

昭44. 3.31 

12.12 

昭45. 3.31 

昭46. 4. 1 

H百48. 4. 1 

6. 29 

ag49. 4.24 

ag50. 2.18 

昭50.12. 1 

昭51.1. 11 

4. 2 

5.19 

日百51.12. 9 

H百53. 4. 2 

日吉53. 5. 6 

日百54.4. 2 

昭55. 1. 16 

日百56. 9.30 

昭57.10. 8 

昭58. 3. 24 

4. 2 

7. 5 

11. 5 

12. 3 

昭59. 5.10 

第 1回東京大学総合研究博物館設立準備委員会

上記委員会を東京大学総合研究資料館設立準備委員会と改称

渡辺武男初代館長に就任(昭和43年3月31日まで)

東京大学総合研究資料館規則制定

第 1回東京大学総合研究資料館運営委員会

1，645m'竣工

開館披露式(東洋文化研究所と合同)

英文名称をTheUniversity Museumに決定

東京大学総合研究資料館正式発足(地理、鉱山、地史古生物、鉱物、岩石・鉱床、薬学、

動物、植物、医学、考古、人類・先史、文化人類の12部門を置く)

第1回東京大学総合研究資料館講演会

第 1回東京大学総合研究資料館資料部門主任会議

増築1，092m'竣.1:(考古美術、水産動物の 2部門増設)

第 1回東京大学総合研究資料館展示(昭和43年5月31日まで)

東京大学総合研究資料館規則改正

増築2，318m'(新館)竣工(森林植物、美術史、建築史の 3部門増設)

館長原 寛(昭和46年3月31日まで)

東京大学総合研究資料館業績集創刊号刊行

第 1回東京大学総合研究資料館一般公開(12月13日まで)

東京大学総合研究資料館研究報告創刊号刊行

館長太田博太郎(昭和48年 3月31日まで)

館長関野雄(昭和51年4月1日まで)

長期利用内規による研究委嘱者依頼

長期計画委員会発足(昭和50年11月19日まで)

東京大学総合研究資料館規則改正

長期計画委員会議事抄録を発表

東京大学総合研究資料館標本資料報告創刊号刊行

館長江上信雄(昭和53年4月1日まで)

特別展示(ツュンペリー来日200年記念展示) (5月25日まで)

創立十周年記念式典

館長 j度謹直経(昭和54年4月1日まで)

特別展示(大森貝塚一一モース博士 発掘100年記念展示) (5月8日まで)

館長稲垣栄三(昭和58年4月1日まで)

将来計画委員会発足(昭和56年9月30日まで)

総合研究資料館の将来像一大学博物館の構想ーを発表

将来計画小委員会発足(昭和58年2月2日まで)

増築3，453m'竣工・東洋文化研究所と交換分合により 2，737m'を引渡す。面積合計5，771m'

館長埴原和郎

将来計画委員会発足

新館開館記念式典

新館落成記念講演会

東京大学総合研究資料館ニュース創刊号刊行
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総合研究資料館運営委員会委員名簿(昭和59年度)

電話

467-1171 
内 265

467-1171 
内 398

3934 

3955 

4780 

4740 

5851 

5853 

2848 

5755 

7856 

376-1251 
内 349

2600 

2002 

2830 

名

隆

和

康

士

夫

人

厳

豊

潮

雄

佑

勇

夫

興

夫

平

格

威

章

辰

増

武

公

氏

茂

禎

岡

田

沢

崎

谷

川

田

田

井

川

越

田

津

水

津

場

浜

寺

高

松

粕

三

鎌

戸

村

石

堀

裏

篠

速

赤

大

部局

養

養

教

電話

良日

名

和

氏

原埴

局

理(委員長)

部

育

育

自汗

薬

薬

教

教

事文

東

4485 

3217 

3233 

3325 

3346 

6183 

研

地震研

応 微 研

海洋研

図書館長

事務局長

総合研究
資料館

総合研究
望聖牢斗宮官

総合研究
資料館

東7017 

3798 

4431 

4522 

4457 

5217 

5255 

3792 

介

郎

雄

克

三

禰

爾

也

夫

仁

東

二

孝

彰

之

紫

昭

和

条

久

秀

佳

丈

観

知

三

寿

本

井

内

口

垣

内

階

野

野

沢

烏

花

本

橋

松

石

山

山

稲

武

高

上

水

田

飯

立

善

高

法

法

医

工

医

工

王里

農

農

王里

E里

女

文

2839 秀5508 経

総合研究資料館資料部門主任名簿(昭和59年度)

電話

4740 

5209 

5279 

3325 

3792 

3798 

467-1171 
内 398

5883 

名

潮

夫

雄

雄

也

雄

夫

雄

稔

幸

昭

佳

惟

和

敏

氏

川

谷

勢

内

野

田

谷

二

漬

能

山

上

辻

寺

松

所属

薬

部門名

学薬

電話

7018 

農森林植物6184 

農水産動物2830 

医"'" -+ 医4515 

文

東研

文

教

古

文化人類

考古美術

考

美術史

4544 
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生物地理研究会の活動

東京大学の自然史研究者の間では数年ほど前

から生物地理の学際的研究に強い関心が持たれ

るようになった。昭和58年4月には、総合研究

資料館の活動の一環として、多くの専門分野の

学内研究者による「アジア・太平洋地域の生物

地理に関する総合的研究」を当館にふさわしい

特別事業の一つであるとの合意のもとに、総数

約40名の研究者からなる生物地理研究会が発足

した。

生物地理学は生物の地理的分布を研究する学

問として古い歴史をもつが、近年の関連科学の

発展 特に生物進化や生態に関する理論の確

立、プレートテクトニクスを始めとする地史的

事変を示す諸事実の解明 は生物地理の本質

と形成過程が動物学・植物学・古生物学・地理

学・地質学などの従来の専門分野を越えた総合

的研究によってより深く理解されることを示唆

した。生物地理研究会の活動はこのような視点

に立ち、専門別の研究班の相E協力により単一

の教室等ではなしえないような学際的研究(海

案内図

東京大学総合研究資料館ニュース創刊号

外調査を含む)を推進しようとするものである。

昭和58年度にはほぼ毎週に総合研究資料館で

談話会(計23回)を開催した。談話会は毎回 1

名の話題提供者(学外の研究者に依頼すること

もある)を中心に専門の異なる研究者の聞でざ

っくばらんに討論を行ない、相互の理解を深め

ている。この会はオープンで院生・学生や他の

研究機関からの参加も歓迎している。 59年度も

定期的(ほぽ第 2、第4土曜午前中)に談話会

を予定し、近くシンポジウムも聞きたいと考え

ている。また限られた予算ではあるが、談話会

記録や短い論説・記事を収めた「生物地理研究

会ニュース」を随時出版し、生物地理関係の重

要図書も若干購入している。詳細は世話人に問

合せられたい。

自然史研究をめぐる昨今の情勢は大変きぴし

い。本研究会の活動はまだささやかなものであ

るが、現代社会における自然の重要性を見直す

一歩となることを期待している。

(生物地理研究会世話人速水 格・大場秀章)

発行日昭和59年 5月10日
編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:埴原和郎)

東京都文京区本郷 7~3~ 1 TEL 812-2111 内2801

印 刷日本写真印刷検式会社 J 

東京都千代田密会ーッ橋 lー 1~ 1 TEL 213-4771 
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ヒマラヤ高山帯のSαussureαobvallαtα(DC.)Edgew.
日本にも種類の多いキク科トウヒレン属の 1

種。茎の上方に着く葉が特殊化して半透明にな

っている。葉に取り回まれた内部には多数の花

を密生した花序があって、その半透明となった

葉と葉の隙聞から小さなノ、チやノ、ェの仲間の昆

虫が出入りしている。高山帯では天候が激変す

る。天候が悪化するとそれまで空中を飛び交っ

ていた見虫は、この半透明の葉の陳間を通って

中に入り込み、それらの葉で張り廻らされた、あ

たかも温室のような空間を、居心地よさそうに

動き田ったり、花の上で休んだりしている Oその

聞にこの昆虫達に休み場を提供した植物の受粉

が行われる。東部ネパール、アルン川上流ラムニ・

ナマ(海抜4200m)にて撒影。(本文2-3ページ参照)



転機をむかえたヒマラヤ植物の研究
ヒマラヤはその大きさ、高さにおいて世界を

代表する大山脈である o 広大な裾野から雪線に

いたるヒマラヤの植物相(フローラ)を最初に集

大成したのはフッカーである。フッカー (J.D. 

Hooker， 1817 -1911) は進化論を唱えたダーウ

インの友人の一人としても有名であるが、 1848

年から 3年にわたって、当時の欧米人には未知

の地域とも言えるシッキム・ヒマラヤを自ら踏

査して、ヒマラヤの植物研究の基礎を築いたの

である。 1855年に著した『インド植物誌』で、

フッカーはシッキムと日本の植物相の注目すべ

き類似性を多くの事例をあげて指摘したが、当

時はほとんど顧みられなかった。

東京大学では1960年(昭和35年)から、原寛

教授を中心とする東京大学インド植物調査隊を

組織し、これまで 7次にわたる現地調査を行い、

シッキム、ブータン、ネパールの植物相を調査

してきた。フッカーがシッキムと日本の+直物相

の類似性を指摘してから 1世紀後のことである。

日本の研究者がヒマラヤ植物の研究に積極的

に取り組んだのは、両地域の植物が共通の祖先

から分化したものであり、日本の植物相の起源

を明らかにするうえで、比較研究は不可避的で

あったためである。 1979年から1982年にかけて、

ヒマラヤの国々のひとつであるネパールに生育

する顕花植物の集覧、 Anenumeration of the 

flowering plants of Nepal、3巻(1979-82)が原

教授を中心とする東京大学と大英博物館の共同

研究により完成した。この研究によって、はじ

めてネパールを中心とするヒマラヤ植物相の概

要が掌握できるようになった。

『ネノfール顕花植物集覧』の完成によって、い

まヒマラヤ植物の研究はひとつの転機をむかえ

ていると思う。それは、かつて日本の植物相の

研究でみられたように、植物相掌握の段階から

その起源や形成過程を明らかにしようとする段

階への発展で、ある。

ヒマラヤの植物相の形成過程に関連して、最

2 

も注目されるのは、高山という特殊環境への植

物の適応である。実はヒマラヤと一口に言って

も、その大部分が純然たる高山帯に属している

わけではない。樹木限界から雪線にいたる聞が

高山帯であるが、ヒマラヤではおよそ海抜3500

から6000mが高山帯にあたる。その高度からも

想像されるが、野外調査には多くの困難がとも

なうため、どちらかと言うとこれまでは積極的

な取り組みがなされていなかった部分で、ある。

高山帯は低温の期聞が長く、植物が生育でき

る期間が非常に短いなど極地とかなり共通の性

格を有している。しかし、極地と異なり空気が

稀薄で、、水の蒸発が激しく、いつも乾燥してい

る。また強烈な日射に見舞れるため、日向の温

度は高くなるが、放射熱はただちに大気中に吸

収されてしまうため、日陰は日中でも寒く、日

向・日陰の較差が大きいなど、植物の生育にと

って極地とは環境の大きなちがいが認められる。

植物の生長可能な期間についての具体的なデ

ータは少ないが、海抜5000mでは約70日で、 6

月中旬に生長可能となり、 8月下旬に活動を終

えると言われている。無論、高度が増すにつれ

て生長期間はさらに短くなり、 6000mではわず

か6週間と推定されている。早春に芽を出し晩

秋に枯れる日本の草本植物と比べると、そこに

はたいへんな違いがあることに気付かれるであ

ろう。

ヒマラヤの山々が今日のような高さになった

のは地史的に新しいことだと考えられている。

それはともかく、短い生長期間と特殊な環境下

に発達したヒマラヤ高山帯の植物相は一体どん

な性格をもっているのだろうか。残念ながら私

達はこうした問題に正確に答えるだけのデータ

をまだ持ち合わせていない。だが、少しではあ

るが、ヒマラヤの高山植物がもっ特異性がこれ

までの調査・研究でわかってきている。ヒマラヤ

の高山帯には他の地域には見られない特異なか

たちをした植物が数多く存在するのもそのひと



つである O

キク科トウヒレン属の I種、 Sαussureαgossy-

piplwrα(写真1)は全体が球形で、茎の上部に

つく葉の全面に長い白色の毛が生えているため、

植物体はまるで白い毛糸玉のようにみえる。し

かし、毛糸玉の先端には小さなまるい鶴聞があ

って、そこを通して小さなノ、チやノ、ェの仲間が

出入りしている。この植物では、表紙で説明し

た同じトウヒレン属のS伽 ssureαobvαIIαtaや薬

草として有名なダイオウの 1種、 Rheumrwbile 

(写真2)のように葉を温室のガラス板のように

半透明化するかわりに、毛を密生させ、あたか

もセーターを着込んで保温をはかっているかの

ようにみえる。先端の隙間を通って中に入ると、

昆虫が動き回れる空間があり、その昆虫によっ

て受粉が行われる仕組みになっているのである。

昆虫を花に誘引するこのような仕掛は他のヒ

マラヤ高山帯の植物にも見ることができる。そ

の発達が高山のどんな環境と深く関連している

かを明らかにするのもこれからの研究課題のひ

とつである O

高山帯の植物の多くは高山普だけに生育の場

が限定されている。そのためひとつの山系から

別の山系の高山帯への移住は普通で、きない。ち

写真1.Saussurea gossypiphora D. Don 

3 

ょうど海洋中の島の植物のように、山系のひと

つひとつが他からなかば孤立していると考えら

れる o したがって高山帯では集団間の遺伝的隔

離が大きく、集団の大きさも小さいため、同じ

種に属する個体でも山系ごとに差があるものも

みられる。ところがこれまでおこなったベンケ

イソウ科の研究などから、ヒマラヤだけでなく

チベットを経由して、さらに中国西南部の雲南、

四JIIの高山にまで広範囲にわたって分布する種

も意外に多いことが判ってきたのである。この

ように高山帯の植物といっても分類群ごとに性

格を異にする。しかし各種の分布や変異の解析

は、まだ緒についたばかりである O

1960年にスタートとした本学におけるヒマラ

ヤ植物研究は 4半世紀をむかえ、いまや本資料

館が所蔵するヒマラヤ植物の標本・資料は大英

博物館、エジンパラ植物園と並び世界屈指のも

のとなっている。これまで進めてきた植物相の

掌握もまだ完全というわけではないが、昨年

(1983年)より新たな課題のもとにヒマラヤの植

物相の起源と形成過程の解明にむけて研究をさ

らに発展させるべく、文部省科学研究費補助金

(海外学術調査)を受け、現地調査を開始した。

(本館植物部門・助教授・大場秀章)

写真2.Rheum nobile Hook. f. et Thoms 



|展|示|紹|介|一考古部門一

激海とオホーツク文化
考古部門では一階展示ホールにおいては「東

アジア考古学への貢献 原田淑人博士の業績

Jというテーマで、三階展示ホールでは「北

海道の先史文化」というテーマでそれぞれ展示

を行っている。一階の展示は本学文学部考古学

研究室初代教授であった原田博士(1885~1974)

が中心となって調査された中国東北部の諸遺跡

の出土品、特に黒龍江省東京城のものを中心と

して展示している。東京城は湖海 (A.D.713~ 

926)の都・上京龍泉府に比定される遺跡、である O

i弱j海といえば中国の史書に「j毎東の盛国」と記

され、我国に奈良から平安時代にかけて34回に

わたって朝貢したこと、さらに、その際菅原道

真が使節と歌を交換したことなどが歴史上のエ

ピソードとして広く知られている。一方、三階

の展示「北海道の先史文化」では特にオホーヅ

ク文化に焦点をあてている。当文化は紀元後6

~1l世紀にかけて、樺太南部から北海道オホー

ツク海岸・千島列島にかけて分布した海獣狩猟

氏支化である O

日本海

図| 東京城出土青銅騎馬人物像|

(実大

ほほ同時期に存在した1勃海とオホーツク文化

はその社会的な発達レベルにおいて、その文

イヒ内容において、まったく異質と言えるもので

あるが、ある点において関連を持っとも言える

のである O オホーツク文化は、戦前においては

その文化内容からエスキモー・アリュート起源

説が説かれたことがある。しかしながら戦後、

網走モヨロ貝塚などの調査が行われるようにな

ると中国大陸系の遺物そのものがオホーツク文

化中に見られることが指摘されるようになって

きた。例えば東京城の調査にも参加された本学

文学部考古学研究室第二代主任教授駒井和愛博

士(1905~71) は、モヨロ貝塚出土品の中に溺j

オホーツク海

〆
fo 根室

q 

4 



図 2 ドゥボボ工遺跡・出土品

?訴も
唱

。 3CM 

i毎を滅ぼした遼 (A.D.916~1125) の素焼土器

の破片を確認されたのである。その後、北海道

大学の菊池俊彦氏(1976)によってオホーツク

文化に知られる大陸系遺物の集成が行われたが、

ここで、今回の展示品の中からさらに一例、間接

的ながらこうした文化の流れを示すものがある

ことを紹介してみよう。

一階展示ホールの片隅に東京城で購入された

小さな青銅製騎馬人物像がある(図 1)。最大長

4.1cmo人物頭部には小孔が見られる。ところで

1980年にソ連の考古学者によって報告され、彼

等が「女真文化」と呼ぶドウボボエ遺跡におい

ては、その18号墓からまったく同工のものが発

見されているのである(図 2-1. 2)。さらに当遺

跡からは間図 3のような小銅鐸、同図 4のよう

な帯金具が多数出土している。そして、この二点

を見られたならば、同様のものが三階オホーツ

ク文化の展示品中に見られることに気付かれる

であろう(図 3)。同図 1は常呂の同図 2は根室

のオホーツク文化遺跡、から出土したものである O

こうした騎馬人物像・小銅鐸・帯金具などは

シカチ・アリャンから下流のアムール川沿にお

いて点々と表面採集されているようであり、間

接的ながらも、湖j毎からオホーツク文化への文

化の流れが推測されるのである。さらに考古部

門主任でもあった故佐藤達夫先生(l925~77)

は、かつて中国史書に知られる貞観14年(A.D. 

640)に!吾に朝貢したという「流鬼」をカムチャ

ッカ半島の原住民・カムチャダールに比定され、

5 

彼等が千島列島・北海道・樺太をへて、直接長

安に至ったと考えられたことがある。こうした

説の当否は今後の考古学的調査によって明らか

になるであろうが、北東アジアにおける当時の

文化交流は、我々の予想以_tに活発で、あったか

もしれないのである O

(本館考古部門・助手・山浦 清)

図 3 北海道出土の青銅器

1 (実大)

2 



|部i門|紹|介卜鉱山部門一

鉱山部門は、主として、工学部資源開発工学

科が教育・研究活動の過程で採取した地下資源

に関する標本を所蔵している O 資源開発工学科

は、明治10年(1877年)に設立された東京大学

の地質・採鉱学科に起源をもち、その標本収集

の歴史は100年以上にわたる O

標本の中心は、金属鉱床の鉱石と岩石である

が、非金属鉱床、ウラン・石炭・石油鉱床の標

本や、海洋底の鉱物資源であるマンカ、、ン団塊な

どの標本も含まれる。また、昔の日本の鉱業技

術を示す器具なども多少保管している O 未整理

標本が多いため、所蔵する標本の総数は正確で、

ないが、 jわフかが、国の約300の鉱山で

およぴぴ、岩石の標本が1叩0，00ωO点以一上土、中国、朝鮮、

南北アメリカ、アフリカ、オーストラリアなど

の海外の鉱山産の標本が3，000点以上ある。

所蔵する標本の一部は、 jEマグマ成、ベグマ

タイト成、スカルン型、熱水鉱脈型、火山成、

堆積成、変成の)1頃序で、資料室に陳列している。

棟列に当つては、鉱石ばかりでなく、母宥や変

質岩の標本も陳列して、鉱床型による鉱石鉱物、

脈石鉱物、母岩の関係を把握できるように配慮

6 

して、鉱山地質学の教育・研究に利用している。

標本の中には、現在閉鎖されて、試料の採取が

不可能な鉱山の坑内試料が多数含まれている。

これらは、学術研究上大変貴重な標本である。

本部門が所蔵する特に大きな標本として、愛

媛県市ノ川鉱山産の輝安鉱と、別子鉱山産の銅

鉱石がある O 市ノ川鉱山では、明治14-15年頃

に、輝安鉱の大型結品を多数産出した。現在世

界の大学や博物館で陳列されている大型の輝安

鉱結晶のほとんどは、このとき産出したもので

ある O それらの中でも、本部門は長さが 1m以

上の結品を数本保有しており(写真 1)世界に

誇り得る。別子鉱山の鉱石(写真 2)は重さが1t

以上ある。このような巨大標本があると、露頭

と同じ規模で、鉱石組織を観察することができ

研究上極めて貴重で、ある。また、研究を離れて

も、鉱石鉱物と脈石鉱物が織り成す墨流し様の

模様は、自然のつくった造形美のーっとして、

我々の目を楽しませてくれる。

(本館鉱山部門主任、工学部資源開発工学科・

助教授・正路徹也)



スミソニアン研究所に滞在して
「人類の知識を増進し、普及する」機関として

1846年にSmithsonの寄付をもとに設立された合

衆国のスミソニアン研究所(SmithsonianInsti 

tution)に招かれたのは1979年のことである O

スミソニアン研究所は博物館、美術館、動物園お

よび宇宙物理天文台等の様々な研究所を擁し、

芸術、科学、暦史の各分野に関して、標本・資料

の収集、展示、各種の保存計画、図書の出版等

を実施している。自然史関係、だけでも 6000万点

以上の収蔵品を有する o 12の博物館・美術館の

年間見学者は1500万人を越えると言われている O

私はその中のひとつで、植物学、見虫学、古

生物学、人類学、無脊椎動物学、脊椎動物学、

および鉱物科学の 7部門から構成されている、

国立自然史博物館(NationalMuseum of Nat-

ural History)で、 BrianH. Mason博士のも

とで約半年間研究に従事した。

当時私は本学の博士課程 l年生で、各圧力下

において実験的に解明されつつあった、 ZnS-

FeS系相関係に大いに興味を抱いていた。この

相関係を鉱床という地質単位に応用し、その生

成圧や生成深度を推定することは sphalerite 

geo barometryといい、 Luskand Ford(1978)、

Hutchison and Scott (1981)等により、具体化

された。私達は1978年に本館岩石・鉱床部門の

収蔵する本邦の約50鉱床の標本をはじめとし、

本邦の大部分のスカルン型鉱床の標本を対象に、

この sphaleritegeobarometryの応用を終え、

次は世界中の鉱床に応用してみたいと願ってい

た頃であった。もちろん、それ以外にも標本・

資料に基づいた研究呂的があって、和、は夢見る

思いでスミソニアン研究所に旅立った。

食事時には寄宿舎に戻ったが、毎日 911寺から

24時過ぎまで研究所にいた。夜間巡回の警察官

のEverythingis all right ?という声が今も思い

Wlされる。月曜から金曜までは毎日 14時頃まで、

いわゆる標本資料室に入り浸っていた。それは、

指導教官の飯ILJ敏道教授に研究ばかりでなく、
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表舞台とも言える展示ルームの展示方法をはじ

め、舞台裏での標本・資料の整理状況、検索方

法、管理システム等の、いわゆる curatorial

workについても充分見できなさいと言われたた

めでもあった。しかし、第一級の標本をできる

だけ見ておこうと思う気持も強かったので、こ

れを B認としたのだと思う。

鉱物科学部門は当時総勢60名によって構成さ

れていた。 7名のcuratorの他にも、 assocIate

curator等 9名の研究者がいた。実際のcuratori-

al workには、 6名のmuseumspecialist、15名

のmuseumtechn.ician、および10名のボランテ

ィアが従事していた。残りは 5名のsecretary、

3名の奨学生等である O 研究者達の専門は15員石

学、鉱物学、岩石学、火山学、地球化学等で、

世界的に著名な人々である。 curatorialwork 

は大勢の人々の地道な子作業が主であった。

スミソニアン研究所での研究結果は一部では

あるが、公表できた(たとえば、 Shimizuand 

Shimazaki、1981)0 そして現在、総合研究資料

館においてその延長となる研究を続けている。

現状では、基本的に一人で、curatorialworkか

ら研究まで行うのであるから、残念ながら、ど

の面をとっても、総合研究資料館岩石・鉱床部

門とスミソニアン研究所の鉱物科学部門とは比

較にならない。しかし、大学博物館としての機

能を充分に果し、標本・資料に基づいた研究を

推し進めるために、一層努力しなければならな

いと考えている。

(本館岩石・鉱床部門助手・清水正明)



総合研究資料館研究報告
The University Museum， The University of Tokyo， Bulletin 

標記研究報告(欧文)は本館に収蔵される標本・

資料についての研究、分類学関係のモノグラフ、

海外における学術調査の研究成果などを収録し

No. 1* H. SUZUKI and 1. KOBORI. Report of 
the Reconnaissance Survey Oh Pa-
laeolithic Sit巴sin Lebanon and Syria. 
1970. 

No. 2* H. HARA. Flora of Eastern Hima-
laya. Second Report. 1971. 

No. 3* S. lZUMI. P. ]. CUCULIZA and C. KANO 
Excavations at Shill'acoto， Huanuco， 
Peru. 1972. 

No. 4* T. AKAZAWA. Report of the Investi-
gation of the Kamitakatsu Shell-
Midden Site. 1972 

No. 5* H. SUZUKI and F. TAKAI. The Palaeo 
lithic Site at Douara Cave in Syria. 
Part 1. 1973. 

No. 6 H. SUZUKI and F. TAKAI. The Palaeo-
lithic Site at Douara Cave in Syria 
Part II. 1974. 

N o. 7 R. SADANAGA and M. BUNNO. The 
Wakabayashi Mineral Collection. 1974. 

No. 8* H. OHASHI. Flora of Eastern Himalaya. 
Third Report. 1975. 

No. 9* M. TORIUMI. Petrological Study of the 
Sambagawa Metamorphic Rocks. 
1975 

No. 10 1. HAYAMI. A Systematic Survey of the 
Mesozoic Bivalvia from Japan. 1975. 

No. 11 K. HANIHARA. Statistical and Compa-
rative Studies of the Australian Abo-
riginal Dentition. 1976. 

No. 12 T. HANAI. N. IKEYA. K. ISHIZAKI. Y. 
SEKIGUCHI and M. Y AJIMA. Checklist 
of Ostracoda from Japan and Its 
Adjacent Seas. 1977 

No. 13 1. HAYAMI and T. KASE. A Systematic 
Survey of the Paleozoic and Mesozoic 
Gastropoda and Paleozoic Bivalvia 
from Japan. 1977. 

No. 14 K. HANlHARA and Y. SAKAGUCHI. Paleo-
lithic Site of Douara Cave and Pal-
eogeography of Palmyra Basin in 
Syria. Part 1. 1978. 

たもので、昭和59年4月現在まで下記の24冊を

刊行している。

No. 15 T. SATO. A Synopsis of the Sparoid 
Fish Genus Lethrinus， with the Descrip-
tion of a New Species. 1978 

No. 16 K. HANIHARA and T.AKAZAWA. Paleo-
lithic Site of Douara Cave and Paleo-
geography of Palmyra Basin in Syria. 
Part II. 1979. 

No. 17 T. HANAI. N. IKEYA and M.YAJIMA 
Checklist of Ostracoda from South-
east Asia. 1980 

N o. 18 H. KOIKE. Seasonal Dating by Growth-
line Counting of the Clam， Meretrix 
lusoria; Toward a Reconstruction 
of Prehistoric Sh巴ll-collectingActivi-
ties in Japan. 1980. 

N o. 19* H. SUZUKI and K. HANIHARA. The 
Minatogawa Man. 1982. 

No. 20 T. HANAI. Studies on Japanese 
Ostracoda. 1982 

No. 21 K. HANIHARA and T. AKAZAWA. Pal巴0-

lithic Site of Douara Cave and Pale-
ogeography of Palmyra Basin in Syria. 
Part IIl. 1983. 

No. 22 M. KOUCHI. Geographic Variation in 
Modern Japanese Somatometric Data 
and Its Interpretation. 1983. 

No. 23 T. SUZUKI. Palaeopathological and 
Palaeoepidemiological Study of Osse-
ous Syphilis in Skulls of the Edo Peri-
od. 1984. 

No. 24 1. HAYAMI. Natural History and Evolu-
tion of Cryptopecten (A Cenozoic 
Recent Pectinid Genus). 1984 

(※は残部のないものを示す)

研究報告についてのお問い合せは、本館図書室柿沼弘子
(内線2808):まで

謀長222主A2会Et型322ょ:ぷ52守itb ! 誤 ! 正 ! 
で、おわびして訂正します。 I教育高沢康人 3934I教育宮沢康人 3934 I 

東京大学総合研究資料館ニュース 2号 発 行 日 昭 和59年 9月10日
編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:埴原和郎)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL812-2111内線2801

印 刷日本写真印刷株式会社
東京都千代田区一ツ橋 lー lー TEL213-4771
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ドゥアラ湘窟の堆積物の中で見つかった種子

(1)出土状況(黒い粒が種子)

(2)原形を留めていた種子(径約 4ミリ)の実体顕微鏡写真 (3);(4)破片の走査電子顕微鏡写真(25倍と 700倍)



シリア砂漠に洪積世人類を探る

東京大学問アジア調査団が洪積世人類を求め

て西アジアに足を踏みいれてからすでに23年に

なる。そして、昨年夏の発掘を含めて、 6回現

地調査をおこない、数々の成果をあげてきた。

なかでも、 1961年、 1964年の調査でのアムッド

i同人(1階に展示中)の発見は脚光を浴びた。

アムッド洞人は数あるネアンデルタール人骨

の中でも前例がないほど完全で、あり、しかも比

較的よく保存されていたこともあって、その研

究は多くの新しい知見をもたらし、本調査団が

国際的にも注目されるきっかけとなった。しか

もアムッド洞人とそれにともなった多量の旧石

器は、従来知られていない新しいタイプで、ネ

アンデルタール人類と化石のホモ・サピエンス

の連続、不連続の問題を解明する上で欠かせな

い資料となったのである。

西アジアは、 1920年代から、主として欧米の

先史人類学者のフィールドとして長い歴史を持

ち、したがってすでに多量の先史資料が蓄積さ

れているが、なかでもネアンデルタール人類が

多数発見されている地域として、また植物の栽

培や動物の飼育という長い人類史の中で、起った

画期的事件に関する最古の証拠が残されている

地域として、各国の研究者に注目され、毎年、

多くの外国人研究者が競って調査にきている O

われわれの調査団は1967年以来、シリア砂漠

のほぼ北端にあるドゥアラ (Douara)洞窟遺跡の

調査を続けており、昨年の夏その 3回目の発掘

をおこなった。この遺跡では、未だ、人類化石

の発見というような華々しい成果はないが、別

の面で数々の新知見を得たので、ここにその一

端を紹介したい。

ドゥアラ洞窟は、アラビア砂漠から北に続く

広大な砂漠地帯の北端にある、いわゆるシリア

砂漠の低い山塊の中腹にできたものであり、こ

の山塊はノ~Jレミラ (Palmyra) 盆地と呼ばれる内

睦盆地の北の周縁を形成している。この盆地の

西の端にあり、シリア砂漠の中でも最大といわ
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れるオアシスを中心に、かつてはシルクロード

の重要な拠点として栄え、紀元前後頃にゼノピ

ア女王を戴いた隊商国家の廃嘘が、今もなお荒

涼たる砂漠の中に当時の面影を留めている。

このノfルミラ帝国の日寺イtもそうであったが、

今日のパルミラ盆地一帯は、冬に少しばかり雨

が降るだけで、残りの時期は40度を越える暑さ

の続く、雨のない乾燥期である。したがって人

が定住する所はオアシスを中心とした地域だけ

で、その他は不毛の地である。ところが、 1967

年、本調査団がこの地域で洞窟を中心とした遺

跡の分布調査をおこなった結果、盆地を囲む山

塊中にあるほとんど総ての洞窟で、旧石器や新

石器を発見することができた。その数はドゥア

ラ洞窟をはじめとして優に100を越えるほどであ

る。このような数多くの遺跡が、しかも現在全

く水気のない盆地一帯に広く分布していること

は、盆地の当時の自然環境が現在とは大きく異

なって、例えば、今日より雨が多く、そのため

緑も豊かで、、さまざまな動物も生息していたの

ではないかと想像させた。この疑問を解く Iつ

の鍵が1974年の調査で得られた。

自然地理学の専門家として同行した本学地理

学教室阪口豊教授が、盆地一帯の地形地質学的

調査をおこなったとき、盆地をとりまいて数段



の段丘がみつかった。この段丘の成因について

阪口教授は、この盆地がかつて内陸の湖であっ

たこと、またこの内陸湖の消長が段丘という地

形をつくることによって、その痕跡、を留めてい

るという考えを発表した。

昨年夏の調査の目的に、この“砂漠に消えた

湖"説を裏付ける証拠をひき続き入手すること

が含まれたことはいうまでもなし、。湖成堆積物

の有無、その形成のプロセスを検討できるサン

プルを得るために、内陸湖であったと考えられ

る地点でボーリングをおこなった。結果は大成

功で、約34mに達するコア・サンプルを得、阪

口教授の研究結果が待たれるところである O

このような調査項呂の中からもう一つ興味あ

る成果が得られた。実はj同震の堆積物の中から

多量の植物種子が発見されたのである O 発掘に

は各種の目的がある。洞窟の住人を発見するこ

とであり、かれらの生活の痕跡を留める石器や

動物化石を掘り出すことである。今回そのよう

な石器、動物化石にまざって多量の植物化石が

発見された。最初に気付いたのは原形を留める

ドゥアラ洞窟の内部、その奥に長径約6mの炉土II:がみつかり、

その灰層中より多量の種子力、発見された。

3 

ドゥアラ洞窟の内部、その奥に長径約6mの炉祉がみつかり、
その灰層中より多量の種子が発見された。

直径 2mmほどの種子であったが、その後細心の

注意を払って調べるにつれ、長径が1mmに満た

ない種子片が無数に堆積していることがわかっ

てきた。

この土佐積物が形成された頃の洞窟の住人はネ

アンデルタール人であり、それは残されている

石器の特徴から容易に知ることができ、その年

代はいくつかの測定結果によって50，000年から

100，000年前のことである o実は、西アジアの地

で、この古さを示す遺跡、から種子化石がこれほ

ど多量に発見された例はない。砂漠のような乾

燥地では、古い時代の気候や環境を知る研究材

料が乏しく、そのためわれわれが最も知りたい

と思う古生活環境の復原が遅れがちである。こ

れら種子の同定が進み、かつての盆地一帯の植

生がわかれば、砂漠に消えた湖のデータととも

に、 ドゥアラ洞窟人をとりまいていた環境を今

まで以上に詳しく語れることになるであろう。

(本館人類・先史部門・助教授・赤津威)



[緩i示{紹1介1-水産動物部門ー

サメ類の噛

当部門には約300点のサメ類液浸標本と約160

点の歯と顎骨の標本が保管されている。このう

ち歯と顎骨の標本の一部が、当館4階の展示場

に展示されている。これらの標本は、主に農学

部水産学科の谷内透博士の外洋表層性サメ類の

分類、生態、資源などに関する研究において採

集されたものである。この外洋表層性サメ類は

大型になる種が多く、運搬や保管が困難なため、

標本が少なく、当部門のコレクションはサメ類

の研究において大変重要なものである。

サメ類の研究における大きな問題の一つは種

の同定が困難な場合が少なくないニとである。

これは、種の特徴となるべき形質が少なく、相

互によく担ているためである。なかでもメジロ

ザメ類やシュモクザメ類などは種類数も多く、

形態も極めてよく似ているため特にやi別が難し

L 、。
これらの種の再定において、体形、鰭の位置

や大きさ、噴水孔の有無などが重要な形質であ

るが、歯は形質の安定性や特徴の多さで特に重

要である。そのため、サメ類の分類に関する研

究報告には、必ずこの歯に関する記載がなされ

る。谷内氏の研究においても歯に関する研究は

その重要な一部となっている。例えば、 1978年

のメジロザメ科の分類では、ネムリブカ属が歯

に中央尖頭のほか基底の両側にも尖頭(側尖頭)

をそなえること、ホコサキ属では上顎歯・下顎

歯とも尖頭の縁がなめらかで鋸歯がないことな

ど、歯の形賞が属の重要な特徴とされている。

サメ類の分類の基準に用いられる特徴を示す

yyyγ 

Aん~AB C 

図1. ミズワ二平ヰシロワニ
A 頭部腹面 B 歯 c 鱗

〔谷内(1970)より〕
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例をあげると、側部に 1小尖重貞をもっミズワニ

科シロワニの歯(図1・2)、側縁に鋸歯をもっメジ

ロザメ科のト力、リアンコウザメの歯(図 3)、多

数の尖頭をもっカグラザメ科のエドアプラザメ

の歯(図 4)などがある。

サメ類の研究に限らないが、生物の研究にあ

たって、まず対象となるものの分類形質を明ら

かにし、その種名を誤りなくつけることが要求

される。この外洋表層性サメ類の研究において

も向才筆で、谷内 (970)ではミズワニ干ヰのシロ

ワニの歯に変異の多いことを明らかにし、シロ

ワニの分類形質に関する検討を行なっている。

また、 1974年の報告では日本近海に分布するシ

ュモクザメ類は 3種であることを示し、検索表

を作り、その上で、分布の状態や回遊等について

図2 側尖頭をもっシロワニの歯

図4. 多数の尖E震をもっエドアブラザメの歯

5 

検討している。

これらの研究に用いられた標本は今後の研究

のために利用できる状態で保管されている。こ

れまで種の同定の困難さがこれら外洋表層性大

型サメ類の研究を遅らせてきたが、これまでの

成果とこれらの標本を活用することにより、研

究をより容易に進めることができるであろう。

また、サメ類の化石としては、ほとんどの場合

歯しか出てこない。このため化石に関する研究

は主に歯に基づいてなされているが、その分類

はもちろん、系統や進化の研究でも現生種との

比較が欠かせない。当部門の標本は正確な種の

同定がなされており、これらの分野での利用も

期待されている。

(本舘水産動物部門・助手・望月賢二)

図3 鋸歯縁をもっトガリアンコウザメの鵡



町守閣|介|一考古部門一

考古部門は、文学部考古学研究室およびその

教官、そして当館考古部門専任教官が収集した

資料を収蔵している。文学部考古学研究室は、

明治末、八角講堂の憐りの一室に考古学列品室

をおき、原田淑人講師(後に文学部教授)が資

料整理に当たった。その後、原田講師らの努力

により、年ごとに内容が充実していったが、大

正12年の関東大震災で烏有に帰してしまった。

それから原田助教授と駒井和愛副子(後に文

学部教授)らが各地におもむいて、直接資料収

集に当たったほか、国内外からの厚意によって

多くの寄贈をうけ、考古学列品室は再建されて

いったのである。その資料の一部は、総合研究

資料館発足とともに、当館に保管・展示しである。

当館に収蔵・陳列しである資料を紹介すると、

国内のものとしては、まず北海道関係の資料が

ある。文学部考古学研究室は、昭和20年代に、

北海道網走市モヨロ貝塚を発掘したが、 30年代

に入ってから常呂町、知床半島の発掘を行なっ

東京城出土石製獣形器脚(長さ 8.0cm)
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た。その時の常呂町トコロ貝塚出土の縄文時代

中期の北筒式土器に関する資料、また栄浦、岐

阜台地等常呂町内や知床半島で、発掘した続縄文

文化、擦文文化、オホーツク文化等の資料があ

り、いずれも我が国北方史研究の貴重な資料と

なっている。もう一つは、昭和30年代から40年

代にかけて行なった千葉県我孫子市我孫子古墳

群の発掘資料を、当館で整理し、報告した。そ

の資料の A 部を収蔵している。

国外の資料としては、考古学研究室の先輩が

行なった助海の都、上京竜泉府に比定される中

国黒竜江省の東京城、東京竜原府に比定される

半壮城等の資料が展示しである。渦海は 7世紀

末-10世紀に、朝鮮半島北部、中国東北地方、ソ

連沿海外|にわたって栄えた国で、 'i毎東の盛田J

といわれ、34凹にもわたって使節が来日し、我が

国とはきわめて友好的な関係にあった。日本海の

対岸にあったことから、日本海をはさんでの文

化交流を研究する上で貴重な資料である。

(考古音E門主任、文学部考古判枕室・助制受・上野佳也)

東京城出土華文方士事(一辺36.5cm)



|舞1界|樹博|物|館1-2

Herbarium 思ogorienseーインドネシアー

博物館のあり方は全く多様で、あり、このシリ

ーズの第 l回に取り上げ、られたスミソニアン研

究所のように総合的で、超大規模のものもある一

方で、特定の地域や特定の部門だけを対象にし

た限られた規模のものも多く、それらが研究や

教育に果している役割も極めて大きい。

ここで紹介しようとするHerbariumBogoriense 

も開発途上国における博物館の一つの典型であ

るといえよう。機構の上では、インドネシアで‘

は国立研究所は教育省・大学とは独立の組織と

なっており、ソ連のナウカや中国科学誌の例に

ならった内閣直属の機関である LIPI傘下に20余

の研究所群があり、研究活動はそこを中心に進

められている。それらの研究所群の一つに国立

生物学研究所があり、研究所の機構のーっとし

て、東南アジアで最大の規模をもっ植物園と並

んで、HerbariumBogorienseが設寵されている O

Herbarium Bogorienseは創立1817年で、まだオ

ランダの植民地であった頃に内容が整えられて

きたものであり、生きた植物を植物園で栽培す

るのと並行して、 1昔葉標本をハーバリウムに所

蔵し、研究が行なわれてきた。前世紀以来、熱

帯植物学研究の中心のーっとなり、植物学をリ

ードするような秀れた業績がいくつも産み出さ

れてきた。

インドネシアの独立後も、植物圏と並んで、最

も活発に研究の行なわれている研究機関の一つ

であり、訪問する熱帯植物学の権威者はひきも

きらない。ハーバリウムは植物学に限定される

が、植物園内には動物博物館もあり、生物学研

究所としては均衡のとれた構成となっている。

、ーノ〈リウムには現在160万点余の資料標本が

収蔵されているが、これは東京大学において理

学部・農学部に収納されている標本の数とほぼ

同じ数字である。HerbariumBogorienseの建物は、

植物関と道路一つ距てた場所に国立生物学研究

所と隣り合って建てられている。地上 4階地下

1階で床面積は7500m'に達している。このうち、

7 

上の 3階が標本の収納と研究のためのスペース

にあてられており、私共が滞在している聞は専

らそこの机を利用させてもらうことになる。 1

階は研究室・図書室・標本作製室・標本室(i夜

浸標本など)、事務室などに使用されており、地

下は民族植物学の展示室で一般に公開されてい

る。

研究スタッフは1981年版のIndexHerbariorum 

に18名挙げられており、その後変動はあるが規

模としてはその大きさで活動を続けている。こ

の他に、事務室職員・司書・標本作製のための

技術職員などの数は研究スタッフよりも多く、

技術職員が研究スタッフ以上の人数確保されて

いる点では西欧の良いシステムに従っている。

また、隣りの生物学研究所のスタッフも始終ノ、

ーノ〈リウムに出入りしており、大学院生の指導

もここで行なわれている。一方、スタッフの海

外における研修にも意欲的で、常に何人かが主

として欧米で研究に従事している。東大理学部

にも現在 1名が留学しているし、キュー植物園

(英国)職員になったりマラヤ大学教授になった

りしている優秀な人材の輸出さえ行なっている。

近時遺伝子資源の確保と開発が生物学分野で

も話題となっているが、熱帯の豊富な資源を抱

えるインドネシアでは、早くからこの問題が注

目され、情報の収集と資源の確保・開発に役立

てるべく、植物園と並んでこのハーバリウムの

整備が進められている。

(植物部門主任、理学部附属植物国・教授・岩槻邦男)



総合研究資料館研究報告第25号(1984年)

Sano， M.， Shimizu， M. and Y.Nose. 

Food Habits of γeleostean Reef Fishes in 

Okinawa Island， Southern Japan. 
The University Museum， The University of 

Tokyo， Bulletin NO.25 

(沖縄本島より得られたサンゴ礁魚類の食性)

佐野光彦・清水誠・能勢幸雄

熱帯サンゴ礁域が高い生産力と豊かな生物相

を持つことはよく知られており、サンゴ礁魚類

も非常に多くの種を数える。サンゴ礁魚類はこ

れまで多くの研究者の関心を集め、その群集構

造や生態の研究は数多くなされてきた。しかし、

食性に関する研究は大変少ない。そこで、本研究

では沖縄本島のサンゴ礁域より採集した33科、

188種、 1，891個体の魚類の消化管内容物を精査

することによって、それぞれの食性を明らかに

し、サンゴ礁生態系構造の基礎をなす食物連鎖

関係、の一部を解明した。

|生物地理研究会のお知らせ|

東京大学総合研究資料館では、プロジェクト

研究の一環として、生物地理の学際的研究に関

心をもっ学内外の自然史研究者による談話会を

定期的に聞いております。毎回 1名の話題提供

者を中心に専門分野の異なる研究者の聞でざっ

くばらんに討論を行ない、お互いの理解を深め

ております。どなたでもお気軽にご参加下さい。

場所:総合研究資料館講義室(101) 

第37回 |月 19日仕) 1 0 : 30 -1 2 : 00 
河野 博(農学部水産学科)rサパ科魚類の系統と介布江

第38回 2月2日仕) 1日:30-12:∞ 
鈴木三男(金沢大学教養部生物)r日本の第三紀材化石」

第39回 2月16白佳) 10: 30ー 12:00 
前田靖良(理学系研究科大学院生v白亜紀アンモナイトの主位里的介布」

第40回 3 FI 2日出 10 : 30ー 12:00 
小池裕子(埼玉大教養部)rハマグリの生長速度にみられる

地理的時代的変異」

第41回 3月16日住) 10: 30 -1 2 : 00 
石川l良輔(東京都立大学理学部自然史vオサムシの系統と介イヒ」

第42図 3月初日仕) 1 0 : 30 -12 : 00 

佐野光彦(農学部水産学科)rサンゴ礁生態系における食物

連鎖構造の地理的変化」

東京大学総合研究資料館ニュース3号

総合研究資料館資料報告
標記資料報告は学内標本資料の現状を把握す

るために、その数量・学術的価値・収蔵状況・

利用状況などを調査し第 1号を発行した。第 2

号以後は各部門において整理・分類されたカタ

ログで、昭和59年12月現在までに下記10冊を刊

行している。

τ'he University Museum， The University of To旬。，
Material Repo此S

No. 1 Preliminary Report on Specimens in The 

University of Tokyo. 1976. 

NO.2 T. ICHIKAWAand 1. HAYAMI. Catalogue ofTypeand 

Illustrated Specimens in the Department of 

Historical Geology and Palaeontology of The 

University Museum， The University Tokyo. Part 1. 
1978. 

No. 3 Y. ENDO and B. ENDO. Catalogue of Skeletal 

Remains from Neolithic Jomon Period in Japan 

Preserved in The University Museum， The 
University of Tokyo. 1979. 

No. 4 M. BUNNO. Catalogue of Mineral Specimens in The 

University Museum， The University of Tokyo. 

Part 1. 1980. 

No. 5 H. OHASHl. Catalogue of the Type Specimens 

Preserved in the Herbarium of Department of 

Botany in The University Museum， The Univ巴rSIty
of Tokyo. Part 1. 1981. 

No. 6 T. TANIICHI and T. MATSUTANI. Catalogue of 

Archaeological Remains in the Department of 

Archaeology of Western Asia. Part 1. 1981. 

No. 7 H. HARA and H. OHBA. Catalogue of the Type 

Specimens Preserved in the Herbarium， 
Department of Botany， The University Museum， 

The University of Tokyo. Part 2. 1983 

NO.8 1. KOBORI and M. TANAKA. Catalogue of Maps 

Preserved in the Department of Geography，百le

University Museum， The University of Tokyo. 
Part 1. 1983. 

NO.9 T. ICHIKAWA. Catalogue of Type and Illustrated 

Specimens in the Department of Historical 

Geology and Palaeontology of The University 

Museum， The University of Tokyo. Part 2. 1983. 

No. 10 M. SUZUKI. Catalogue of the Fossil Plants 

Preserved in the Herbarium， Department of 

Botany， The University Museum， The University 
of Tokyo. 1984. 

資料報告についてのお問い合せは、本館凶望書室柿沼弘子(内

線2808)まで

発行日昭和60年|月 21日
編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:埴原和郎)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL812-2111内線2801
印 刷日本写真印刷株式会社

東京都千代田区一ツ橋|ー 1-1 TEL213-4771 
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「若林鉱物標本j

若林菊一郎博士によって策集された鉱物標本・資料は「若林鉱物標本」と呼ばれ、当館の収蔵する世界的に有名なコレクションのひ

とつであり、当宮宮 2階展示ホールで常時一般公開されている。

方鉛鉱(NoI!-324)秋田県仙北郡協和町荒川鉱山産。

鉛灰色、金属光沢、正六面体結晶(等斡晶系)を示す鉛の硫化

物 (PbSl.。写真の横幅約3cm。

1 

磁硫鉄鉱(NoI! -298)栃木県上都賀郡足尾町足尾鉱山産。

黄銅色、金属光沢、六角柱結晶(六方品系)を示す鉄の硫化物

(FeS)。写真の横幅約3cm。



「若林鉱物標本j

若林禰一郎博士0874-1943)は明治 7年石川

県金沢市に生まれ、同31年に本学採鉱治金学科

を卒業後、当時の三菱合資会社の荒川鉱山(秋口一|

県)鉱山長、吉岡鉱山(岡山県)鉱山長などを歴任

され、実業界で活躍されながら、鉱物を中心と

した標本・資料の蒐集・研究に努力を傾けられ

た、今世紀初期の我国の代表的な鉱物学者のひ

とりである O

若林博士によって蒐集された「若林鉱物標本」

は、若林博士が還暦を迎えられた昭和 9年に、

一括して本学鉱物学教室に寄贈され、さらに、

同41年に鉱物学教室から当館に移管された。そ

の標本総数は1932点に及ぴ、変種をも合めると、

182種から構成されている。それらの大部分が今

世紀初期の本邦産であり、また、今日では採取

不可能となってしまったものが多いため、「若林

鉱物標本」は我国を代表する鉱物標本・資料の

ひとつとして、きわめて貴重である。

「若林鉱物標本」のひとつひとつが、その寄贈

直後から、伊藤貞市教授をはじめ、鉱物学教室

輝安鉱(No!ト376)愛媛県西条市市ノ川鉱山度。

鉛灰色、金属光沢、長柱状結晶(斜方品系)を示すアンチモンの

硫化物(Sb2S3)。写真の横幅約 10cm。

2 

の人々により、研究及び教育の両国で広く活用

されている。定永両一名誉教授及ぴ豊造秋博士

により、当館の出版物のひとつである、研究報

告 (TheUniversity Museum， The University 

of Tokyo， Bulletin)第7号にも研究成果の一部

が報告されている(若林博士生誕100年にあたる

1974年に出版された)。研究報告第7号は「若林

鉱物標本」から約1000点について、 Danaの分額

にもとづいておこなわれた詳細な記載を中心と

した研究であり、我国を訪問する鉱物学者が必

ずと言っても過言ではないほど見学に来られる

引き金となっている。

「若林鉱物標本」が人々を引きつけ続けている

理由は、「若林鉱物標本」のひとつひとつがたん

にその美しさや大きさや珍しさだけではなく(実

物をぜひ見ていただきたしサ、若林博士の鉱物科

学に対する造詣の深さを物語っているためでも

あろう O 自然界もいわば大きな実験室であり、

自然のおこなった実験結果(産状や標本・資料

など)の観察を通じて自然が語りかけてくる言

葉を読み取る行為は感動をftうO たとえ地道な

フィールド・ワークを重要視する分野において

でも、効率よく標本・資料を取扱うことができ

れば、短時間でも、じゅうぶんに見て、考え、

おどろくことができるということを「若林鉱物

硫枇鉄鉱(NoII -502)大分県大野郡緒方自T尾平鉱山産。

銀白色、金属光沢、四角柱状結晶(単斜品系)を示す鉄・枇素の

硫化物 (FeAsS)。写真の横幅約 10cmo



標本」は示してくれる O

鉱物はそれぞれ特有の化学組成と結品構造を

持っている O したがって、どのような元素が、

どのような組み方をしているかを明らかにすれ

ば、鉱物種を決定することができる O 近年の各

種機器の発展により、新たに決定された鉱物種

も多し、。「若林鉱物標本」のなかからも、新鉱物

「若林鉱(Wakabayashili te) Jが発見されている。

「若林鉱」は加藤昭博士らにより、西ノ牧鉱山(群

馬県)の枇素鉱石中の石英の品洞から見出され

た黄金色針状のアンチモン・耽素の硫化物で、

若林博士に民んで命名されたものである。なお、

「若林鉱」は「若林鉱物標本」のケース中のほ仇

同じ 2階の向い側にある「日本産新鉱物」のケ

ース中にも展示されている。

相次ぐ鉱山の閉山や産地の消滅などにより、

研究及ぴ教育上欠くことのできない標本・資料

の多くが採取不可能あるいは困難となっており、

「若林鉱物標本」は今後よりいっそう貴重なもの

となろう。

当館は全学共同研究教育施設であるが、一般

公開されているので、大学の社会への窓口的存

在でもあり、地球科学をはじめ、自然史・文化

史に興味を抱く方々に、「若林鉱物標本」を見て

いただきたいと思勺ている O

(本館岩石鉱床部門・助手・清水正明)

若林鉱(NoI!-544)群馬県甘楽郡下仁田町西ノ牧鉱山産。矢印の部介の針状結晶(単斜品系)。写真の横幅約 IOcm。
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山1~1 1t I 人類@先史部門

アムッ校入

展示ホールの人類・先史部門の展示のなか

で壁面の展示ケースの…つの中に、アムッド

人の化石骨模型が並べられている。アムッド

人は後期更新世の人類で、通常はネアンデルタ

ール人類と呼ばれるものの一つである O この化

石は、展示で説明されているように、鈴木尚呪

名誉教授を団長とする東京大学西アジア洪積世

人類遺跡調査団が、西アジアのイスラエルにお

いて遺跡の発見からその発掘 0961年、 1964年)、

研究に至るまですべてを行ったものであって、

我国としては初めての本格的な化石人類の調査・

研究であった。しかも、その成果の報告書は欧

米各国から注目され、高く評価されている O ち

なみになぜ模型が展示されているかを説明する。

現代では世界各国に文化財や博物標本を保護す

るきびしい法律があり、重要な標本(場合によ

っては全標本)を自国外に持出すことを禁止し

ている。アムッド人の化石は全身に及ぴ、伴出

した石器や動物骨も多く、とてもイスラエル国

内で研究しえなかったので、特に外交折渉の結

果 8年間借用して日本で研究し、契約にしたが

って実物をイスラエルに返却した。その返却の

前に、通常の化石研究で、行われる模型!を製作し、

日本にそれを残した。これが展示されているも

のである。

現在でもかなりの数の人類学者がそうである

が、近年までネアンデルタール人類は急激に絶

滅し、現生人類がこれにとって代って繁栄し始

めたという説を支持する研究者が一般的であっ

た。この説は、当時の知見としてフランスのドル

ドーニュ地方の多くの遺跡において、ネアンテザル

タール人類の使用していた中期!日石器を包含す

る層の直ヒに現生人類の使用していた後期|日石

器包含層が見られることや、この2種類の人類の中

間型の化石が発見されなかったことにあった。

しかし、西アジアの同じくイスラエルの海岸

地帯で、中期旧石器と共に現生人類に良く組たス

プール人が発見され、さまざまに議論されてい

4 

た。このスプール人は非常に現生人類に近い形態

をもっているので、ネアンデルタール人類とは

，8IJ系統の現生人類の祖型であるとか、現生人類

とネアンテずルタール人類とのi昆血であるとかい

う考えが代表的な説て、あった。

そのスプール人と程遠からぬよ也点から発見さ

れたアムッド人はやはり 11:1期 IH石器を伴い、

おおよそ開時代かやや新しい時代のものと考え

られるにもかかわらず、基本的にネアンデルタ

ール人類のカテゴリーに入る。しかし、面白い

ことに、一般のネアンテゃルタール人類の特徴とさ

れる諸形態特性を見ると、アムッド人には現生

人類的特徴が多く散見される。

まず第 lに、現生人類でも少なく、化石人類

には全くないとされた前頭縫合(額を形成する

前頭骨を左右に分離するもの)がある(図 1)。

またネアンデルタール人類では強く張出してい

る眼嵩上隆起もかなり退化的である(図 2)。下

10cm 

前頭縫合

図 1. アムッド人の頭蓋骨上霞観



顎はネアンデルタール的にかなり大きいにもか

かわらず歯が小さく、そのため下顎の後方では

第三大臼歯と下顎枝の聞に隙間がある。さらに、

ネアンデルタール人類ではまだ発達していない

とされている乳様突起(耳口の後方の突起)が大

きく発達し、現生人類と大差ない。四肢骨にも

同じようにネアンテPルタール的特徴と現生人類

的特徴がモザイク様に入り乱れている O とくに

下腿において、月壬骨が左右に扇平になり極度な

扇平日圭骨となっている(図 3)。このような形質

は後期旧石器時代の現生人類であるクロマニョ

ン人等にしか見られなかったものである。

このように、アムッド人は基本的にネアンデル

タール的でありながら、各部に現生人類の特徴

が現われている。このことから、ネアンデルタ

ール人類と現生人類が別系統のものでなく、西

アジアにおいてアムッド人→スプール人→現生

人類とし、う移行があったと鈴木は主張するに主っ

起隆上
町
南
町眼

I
l
l
1
1
1
1
1
↓

乳様突起

lOcm 

図2，アムッド人の頭葉骨側面観

た。この説には反対する人類学者も多いが、先鋭

的な研究者には賛意を表するものもかなりいる。

この移行は、とくに閉じ西アジアで近くのク

サラキル遺跡で、1'1:1期!日石器時代から後期!日石

器時代に序々に移行する厚い地層が存在するこ

とと無関係で、ないと考えられる。いつ、れにせよ、

アムッド人の発見とその諸特徴の発表は国際的

にみて、人類進化史に大きな影響を与えた。

前に述べた調査団はこのように重要な地域で

ある西アジアで、現在も活動を続けている。今

後の成果も世界的に注目され続けるであろう。

(本館人類・先史部門主任、理学部人類学科・

助教授・遠藤寓里)

10 20cm 

図3，アムッド人の腔骨
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植物標本は、死んでしまったものだから生命

現象の解析には無用のものと考える人もあるよ

うだが、分類学の研究にとってたいへん重要な

資料で、種の変異を具体的に示すほか、生物の

属性としての情報を非常に多く備えている O そ

の意味で貴重な植物め標本を集め、それに基

いた研究を行う場をハーバリウムといってい

る。ハーバリウムはどの国でも植物分類学の研

究センターとなっており、本館の植物部門は日

本を代表するハーバリウムとして内外に知られ

ている。

植物部門が収蔵する標本の主なものは、おし

ば標本と化石材標本である。これらの標本は、

理学部植物学教室の研究者らによって明治10年

(877)以来集められてきたものを基礎としてお

り、矢田部兵吉、松村任三、牧野富太郎、早田

文歳、中井猛之進らによって白本をはじめ、台

湾、朝鮮、インドシナなど東亜の植物相研究に

用いられた、歴史的にも貴重な標本が多数含ま

れている。

研究の進展とともに標本は増加の一途をたど

り、現在高等植物のおしば標本だけでも 140万点

余に達している。これまでの研究により、収蔵

標本の半数近くは、少なくとも一度は論文に引

用されている。新種の発表にあたって基準とな

ったタイプ標本だけでも 13，000点以上ある。残

念ながら今のところ点数では500万点以上の標本

をもっキュー植物層、パリ自然史博物館やハ-

fード大学のような世界の超一流のノ、ーノfリウ

ムには収蔵標本点数でも研究の総量でもまだひ

けをとっている。

近年、日本の植物相の研究が進むにつれて、

その起源と形成過程を明らかにすることを目的

とした近隣地域との植物相の比較研究がさかん

になった。本学では、日本の植物相と特に関連

の深い、中国・ヒマラヤの植物相の研究が組織

的に進められている。

特にヒマラヤ植物の研究は、原寛教授(現在

6 

本学名誉教授、本館第 2代館長)により 1960年

にその第 l次調査が実施されて以来、これまで

に7回におよぶ現地調査がおこなわれ、収蔵す

るヒマラヤ植物の研究資料標本は約18万点に達

している。今日では大英博物館、キュー植物園、

エデインパラ植物園とならぶヒマラヤ植物研究

の拠点となっている(なお、その調査・研究の

成果のゐ部は l階ホールで展示中であるL

このように本植物部門収蔵の標本は、東アジ

ア植物の研究を進めるうえで不可欠な資料と

なっているため、本学以外の研究者にもよく利

用され、外国からの訪問者も多い。内外の研究

機関への標本の貸し出しも毎年40件ほどに達し

ている O

(植物部門主任、理学部附属植物画・

教授・岩槻邦男)

宅襲

Arisaema undulatifolium Nakai 

subsp. undulatlfollum 

var. undulatlfollum 

ヒガンマムシグサ(サトイモ干ヰ)
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総合研究資料館研究報告第26号0985年)

Yuji Mizoguchi (溝口優司)

Shovelling: A Statistical Analysis of its 

Morphology. 

The University Museum， The University of 

Tokyo. Bulletin No.26， 176pp.， 9figs.， 47tables 

我われ日本人の上顎の前識の裏側はシャベル

状にくぼんでいる。このような前歯の特徴を「シ

ャベル形」と呼ぶ。この特徴及びその出現頻度

は、今日、日本人を含むモンゴロイドに顕著で、

コーカソイドやニグロイドでは弱い。本書は、

このシャベル形の機能的意味及ぴ適応的意義を

分析し、論じたものである。結論として、シャベ

ル形とは上顎の前歯を補強するための構造で、

特に強力な岐合力に耐えうる顔面構造の A環と

して存在する独特の形態であり、かつ肉食に重

きを置く狩猟生活と関係、した適応的形態である

可能性を指摘した。

か-令令+令-令。~令令。e・4-+令。

第31回総合研究資料館講演会

日 時:昭和60年3月16日出

午後2時一4時

講演者:堀越増興教授(海洋研究所)

演 題:インド・西太平洋海域の深海生物と

その群集

堀越教授は本年3月をもって東京大学を退官

されましたが、在職中当館助教授(昭44. 4. 1 

昭47.l. 31)として、海洋研究所教授に転任

後は昭47.3. 1一昭50.3. 31の間当館の助教授

を併任され、かっ運営委員(昭48.1 昭50.1、

昭54.4 昭60.3)として当館の発展のために

尽力され、数々の業績を残されました。

当Bは学内・外の多数の研究者を前に、長年

の研究成果並ぴにこれからの研究展望を極めて

的確かつわかり易くご紹介いただきました。

東京大学総合研究資料館ニュース 4号

|生物地理研究会のお知ちせi
東京大学総合研究資料館では、プロジェクト

研究の一環として、生物地理に関係する研究会

を開いています。この会は毎回 1名の話題提供

者を中心にいろいろな専門分野の研究者との開

で討論を行い、お互いの理解剖菜めることを目

的としています。どなたでも自由に参加するこ

とができます。

場所:東京大学総合研究資料館講義室(101) 

第43回 4月20日出 10: 30 ~ 12: 00 

天皇子 誠(都立大学理学部牧野標本舘)

「ホタルブク口の種内変異の解析」

第44田 5月11日(土) 10:30~ 12:00 

矢野和成(東海大学海洋学部)

「駿河湾産ツノザメ科魚類の分類・生態J

第羽田 5月25日出 10:30~ 12:00 

岡本隆(理学系研究科大学院)

「異常巻アンモナイトの形態解析j

第46回 6月8日出 10:30~ 12:00 

大場秀章(総合研究資料館)

「ヒマラヤ高山帯植物相の生物地理一第2次

謂査の目標」

第47回 6月22日出 10:30~ 12:00 

林公義(横須賀市白然博物館)

「テンジクダイ科魚類の日本沿岸における地

理的介布について」

第羽田 7月6日出 10:30~ 12:00 

安藤寿男(阜稲田大学教育学部)

「三畳紀化石二枚員モノチスの古生物地理」

発行日昭和60年 5月初日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長能勢幸雄)

東京都文京区本郷 7-3ー TEL812-2111 内線280I 

印 刷日本写真印刷株式会社
東京都千代田区一ツ橋 1-1ー TEL213-4771
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古代口ーマの別荘



「古代田ーマの別荘J

'5JU~tJ という言葉を耳にするとき、我々庶民

はすぐに軽井沢やコート・ダジュールを想い浮

べ、複雑な羨望の念にとらわれるだけである。

恐らく、古代ローマの一般市民も同様の気持を

抱いていたのではないだろうか。というのも、

当時から貴族や金持は競うようにして風光明眉

な地に別荘を所有していたからであり、 「太陽

にとって好ましいところは、いずれも別荘で覆

浴室の床下暖房装置(ヒュポカウス卜ゥム)。
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われてしまった」と心ある貧しいローマ人にそ

の屈折した心境を披露させている(但し、セネ

カのように常に清貧を説きながら、ローマ有数

の金持ちだった人間もいる)。それ程に多くの

別荘がローマ帝国のいたるところに出現する理

由としては、次のような背景もしくは条件があ

ったからである。城壁外の回国でも平和と安全

が保証されたこと、ローマ人の伝統的精神冨土



の中に農業を尊ぴ、自然に親しむ習慣があり、

東方ヘレニズム王国の豪警な宮殿や楽園(para伊

deisoi)を身近に実現させることの可能な経済的

余裕Ouxuria)が整ったこと、などである O 勿論、

別荘(villa)にも大別すると三つの呉なるタイプ

があった。農業生産を目的とする農作業場およ

び人夫や奴隷の宿泊施設としてのvillarustica 

(villa fructuari aともいう)、貴族や富裕市民の

セカンド・ハウスとしてのvillasuburbanaや海

浜別荘である villamarittima、それに都市内の

villa urbanaで、ある。これら三タイプの別荘は機

能も形態もそれぞれ大きく異なっていたのである。

私達が昭和54年から発掘調査を続けている別

荘祉は、この分類からすれば二番目のタイプに

相当する海浜別荘である。シチリア島の南海岸、

アグリジェントの西約10キロの地点にあり、砂

浜から直接石垣を組んでテラス状の敷地を整え、

約2000平方メートルの建物が海に臨んでいた。

この種の耳Jj荘に共通する特徴ではあるが、建物

の海側部分は、すIJ柱もしくは連続アーチによっ

て関口部を大きく設け、海からの涼風を一杯に

取り込む工夫がなされている。また、住居部分

の中心には列柱廊を巡らせた中庭があり、東方

的雰囲気の演出も巧みに行われている。一方、

この住居部分の西側に隣接する建物は、浴場施

設であり、豪華なモザイクで装飾された脱衣室

(apodyterium)や床下暖房(hypocaustum)を備

えた熱浴室(ca1idarium)などが良好な状態で出

土した。

調査の動機は、現在「別荘」を所有できない

ため、せめて古代の別荘に触れてみたいという

いじましい気持から生まれたわけではない。こ

の調査を開始する以前にボンベイの住宅発掘に

取り組んでいたため、自然条件、文化的環境が

ボンベイとは異なる地で同時代の住宅を調査し

比較研究のための史料を入手したいと考えてい

たからである。しかも、シチリアには古代ギリ

シアの植民都市が数多くあるため、そのギリシ

3 

ア時代に関する研究は進んで、いたが、ローマ時

代については多くの不明な部分が残されたまま

になっていたためである。事実、三次にわたる

発掘調査の結果、いくつかの興味深い事柄が明

らかとなった。例えば、脱衣室の床を装飾する

モザイクは、紀元一世紀末に制作されたもので

あり、当時の都ローマから出土するモザイクの

様式と類似点を多く有していること、別荘の創

建年代は紀元一世紀後半であること、住宅建築

としてギリシア的要素とローマ的要素が並存し

ていること、などである。モザイクの様式が都

ローマのそれに準じていることは、シチリアの

南海岸が、従来考えられていたように北アフリ

カの文化圏に属するわけではないことを示唆し

ている。また、紀元一世紀に別荘が建立された

ことは、すでに経済活動が復興していた状況を

物語っており、このことも従来の考えを再考し

なければならない契機を与えてくれたのである。

本年8月から第 4次の現地調査を行うが、以

上のような事柄をより具体的に証明することの

できる史料を発見できればと念じている。

(文学部・文化交流研究施設・助教授・青材rJ正規)

出土した舗床モザイクを修復のため長IJがしている o



高句麗古墳と瓦当
1階展示ホールの 3番目のコーナーにある小

さなケースに建築史部門収蔵資料のごく一部が

展示されている。その内容は中国の画像石拓本、

明器、中国・朝鮮の培、瓦当の合計35点であっ

て、その大部分は関野貞博士(1867-1935、東

大名誉教授)の収集による。

関野博士は1902年始めて朝鮮を訪れてから、

急速に関心が日本の古社寺建築から大陸の建築

や古墳に移っていき、以来頻繁に中国・朝鮮の

調査を実施するようになった。関野博士は、出

土遺物は現地で保存すべきだという考えをもっ

ていたので、保存態勢の擁立にも奔走したので

あったが、それが思うように進まず、放置して

おくと滅失のおそれのある場合、やむをえず日

本に持ち帰って教室で保管することとした。そ

の種類と数は尼大であって、当資料館の他の部

門に保管されているもの、あるいは博物館など

に移されたものもある。また今回展示できなか

ったものとして、古墳壁画の模写、石碑拓本、

写真乾板等があり、これらはいずれも未整理で

あるが、整理が完了すれば極めて有益な資料と

して活用されることになるであろう。

将軍塚出土瓦当(径215、周縁高35ミリ)
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関野博士の中国・朝鮮における関心が多方面

にわたっていたことは、収集遺物からもうかが

えるのであって、それは好奇心の強きと広さを

示すだけでなく、関野博士の学問的方法とも結

ぴついていた。関野博士の興味と学問上の方法

は、つねに個別的な資料に即して展開する。ま

ずその遺物を正確に記述し、細部の形状や技巧

を精細に読み取り、それを相互に比較すること

によって遺物の年代、先後関係あるいは様式的

特色を捉えようとする。関心の中心は建築にあ

ったであろうが、しかしその建築にしても、た

だちに全体像を直接把握しようとするのでなく

細部の集積によって始めて全体に関心が赴くと

いった風であった O 分析の対象が建築上の細部

から出発し、やがて古墳、壁画、仏像その他造

形美術のすべてに到達するのは、こうした方法

の一貫性にもとづくと考えることができる o

収集された遺物のうち、瓦当がかなりの量に

達するのは、それが建築の一部であり、質的に

経年変化せず、年代推定の手がかりとなる文様

があるという性質があるからである。遺跡の発

掘における瓦当の資料的価値は今でも少しも衰

太王陵出土瓦当(径210、周縁高50ミリ)



えていないが、発掘によってもたらされる情報

量が相対的に少なかった関野博士の時代には、

今以上に貴重な資料としての価値をもっていた

であろう。

ここに掲げた二つの瓦当は、高句麗の都であ

った中国吉林省集安の古墳のうち、太王陵およ

び将軍塚と呼ばれる大規模な石築墳から出土し

たものであって、関野博士収集の多くの瓦当の

なかでもとりわけ印象深いものである。太王陵・

将軍塚を含む集安の古墳群は、関野博士の調査

した19日年の前後にも多くの考古学者によって

調査されており、論考も数多い。すでにこれら

古墳の多くは破壊され、副葬遺物も伝えられて

いない今日、ここから出土したことの確実な瓦

当の存在はますます貴重な資料にならざるをえ

ないのである。とくに広開土王碑との関連で、

/ベ
将軍塚(平面図・立断面図w通溝』巻上、 1938)。
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古墳の被葬者をどの王に比定するかという問題

ともこれら瓦当は間接的に絡んでくる。

したがって問題は、瓦当の文様にもとづく編

年だけに係わるばかりではないであろう。そも

そもこうした石築墳に瓦を葺くということ自体

特異な構造といわなくてはならないし、積石の

上に直接葺いたのか、あるいは何等かの建築的

施設を伴っていたのかどうかも疑問とされてよ

い。とりわけ太王陵出土とされるあの周縁部の

特別高い、それだけに瓦当面に深い影をつくる

ことになる瓦が、どのようにして作られ、古墳

上でどのような効果を挙げたのか 一枚の瓦

当によって刺激される謎は尽きることがない。

(本館運営委員、工学部建築学科・教授・稲垣

栄三)

11;: 
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太王陵(平面図・断面図)(r通溝』巻上、 1938)。



介|一一一地史古生物部門

地史古生物部門は1877年本学創立以後、理学

部地質学教室を中心とする本学関係の地質・古

生物学研究者が集めた化石および堆積岩の標本

多数を収蔵している。そのうち最古のものは地

質学科初代教授EdmundNaumannが発見した

象化石や三畳紀アンモナイトなど、わが国地史

古生物学の繋明期の記載標本と、ドイツから大

量に鴻入され現在でも教育・比較研究に重要な

役割を果している「クラン、ソ標本」である。そ

の後、明治年間には横山又次郎・神保小虎・矢

部長克・徳永重康、大正年聞には横山又次郎・

小沢儀明、昭和に入ってからは小林貞一・大塚

弥之助・高井冬二・松本達郎らによって化石の

層序学的および分類学的研究が進められ、多く

の模式を含む記載標本が蓄積したo これら戦前

の襟本は戦時中および戦後に大きく混乱したが、

資料館設立とともに当部門に移され、漸く最近

になって登録・整理作業が完了した。

昭和20年代以降は、これら先学に加わってさ

らに多くの研究者が化石を記載し、取扱われる

分類群の範囲も著しく拡大した。近年では、関

連諸科学の理論と技術の発展にともなって、化

石の研究はきわめて多様化し、系統進化・機能

形態・群集古生態・古環境に焦点を合わせた研

究が盛んに行なわれ、化石を理解するための現

生生物の研究にもカが注がれるようになった。

現在、当部門には2000点以上の一次的模式標

本を含む17，000点におよぶ記載標本が保管され

ている(標本資料報告2，9号)。これらは記

載論文ごとに整理・配列され、いつでも内外の

訪問研究者の要望に応じて関覧できるようにな

っている。自然史研究の常として、古生物学の

研究者は先人の行なった襟本・資料の研究結果

の妥当性を確認・評価しながら新しい研究を積

み上げていくために、原標本にまで、戻って検討

をせまられることが多い。これは最近のように

古生物の研究が著しく多様化し、模式標本の意

義が「タクソンの典型」から「タクソンの名称

保持者」となっても変るところはない。
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当資料部門は単に化石・堆積岩類の保管場所

としてだけではなく、地史・古生物学の研究・

教育の場としてきわめて重要な役割を果してい

る。毎年当部門の標本・施設を利用して学生の

実習を行なうほか、学内の多くの研究者がここ

を研究の拠点としてすでに数冊の研究報告や業

績集の中の多くの論文に見られるような成果を

あげている O われわれ地史・古生物学の研究者

にとって誠にかけがえのない共同利用施設とコ

レクションで、ある。

(本館地史古生物部門主任、理学部地質学教室・

教授・速水格)

Desmostylus japonicus Tokunaga and Iwasaki， 1914. Syntype， 

CV13352. 

デスモスチルス類はわが国新生代の代表的な化石嶋乳動物

であるが、この臼歯は日本で最も古〈知られた標本の一つで

ある。 1902年に徳永重康(旧姓吉原)らはこれを所属不明の

新日甫手L動物として記載したが、 1914年に上記の種名を与えた。

岐阜県瑞浪IIlJ戸狩の中新世戸狩層産(実物大)。



|韓|界|め|博閣|館

The Peabody Museum of Harvard 
U niversity (1) 
Peabody Museumはノ、ーノfード大学にある多

数の博物館(5系列17館)の 1つで人類学博物

館である。その他には地質学 (geology)、動物

学(zoology)、植物学(botany)、美術(finearts) 

系の博物館がある。すべての博物館は関係分野

の教育・研究上の拠点であり、かっ一般にも公

開されている(例えばPeabodyMuseumの売屈

では年間10，000ドルの収益が見込まれている)。

Peabody Museum (正式名称 ThePeabody 

Museum of Archaeology and Ethnology) は

ノ、ーノてード大学の人類学科の教育・研究を担う施

設として次の3つの役割を果している。その1つ

は研究及ぴ教育活動にともなって蓄積される標

本並ぴに文献資料を恒久的に保全すること、 2

つ目は人類学科との協同のもとに人類学専攻学

生の教育と訓練を受け持つこと、 3つ目は関係

するスタッフの調査研究を助け、人類学研究を

推進することである。

歴史

Peabody Museumは、 1966年GeorgePeabody 

博士によって創設され、 1897年 1月1日を期し

てハーバード大学の一研究施設となった。とこ

ろでその機能であるが、創設にかかわった人々

の主たる関心は展示を通して一般市民と交流を

はかることにあったようである。しかし、次第

に展示は総括的なものとなり、 1930年代に博物

館教官 (curator)であったDonaldScott教授

は博物館の役割を次のように述べている。

~Peabody Museumの展示はこれからも関心

をよぶであろうし、一般の人々を教育する効

果も持ち続けると思われる。しかし、今日の

一般の理解と照らしてみた時、実はこの博物

館の機能は一般の博物館とは異なり、またそ

の博物館教官も一般博物館のスタッフとは異

なる。PeabodyMuseumは大学における研究、

教育施設であり、そこで働く博物館教官はま
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さにそのような教育と研究に直接たずさわる

専門家である。』

このScott教授の考え方は今日そのまま生き続け

ている。

Peabody Museumの歴史、特にその発展の過

程は、数多くの優れた研究者が当博物館を研究

の拠点として利用し、優れた成果をあげたこと

にあずかるところ大である。その中には、David

Bushnell， Graham Clark， Carleton Coon， J ames 

Dietz， William Howells， Alfred V. Kidder， 

Jong.HakKim川TilliamMorse， Hallam Movius， 

Alfred Tozzer， Jeffries Wymann等自然人類学、

社会人類学、考古学の分野において世界の学界

をリードした研究者達が名を連ねている。

Peabody Museumの発展の過程で志、れではな

らないのが、博物館が主宰した多岐にわたるフ

ィールド調査である。調査地域はアメリカ本土

はいうまでもなくヨーロッパ、西アジア、アフ

リカ、オーストラリア、日本等次第に世界各地

に及ぴ、調査内容も民族学、社会人類学、自然

人類学、考古学等に及んだ。学生、大学院生は

この種のフィールド調査に参加し、採集した標

本の整理、研究を博物館で体験する機会を得、

このような背景のもとにハーバード大学から次

々と新しい人類学者が育ってきたわけである。

次回は現在のPeabodyMuseumを紹介する。

(Nicole Rousmariere Coolidge) 



寄贈交換逐次刊行物リスト(1 ) 
総合研究資料館は現在、研究報告 (Bulletin)、

標本・資料報告 (MaterialReport) 、業績集

(Collected Reprints)の 3種類の出版物を逐次

刊行している。昭和60年 3月現在、研究報告は全

26巻、標本・資料報告は全11巻、業績集は全17

巻を数える。当館は、これら出版物を学術交流

の資料として圏内・国外の主要な国公私立博物

館、大学博物館、国公私立大学中央図書館(約

270)に送付してきたが、今日までにその見返り

として数多くの出版物が継続的に当館に寄贈さ

れている。

今回から、まず海外機関から受け入れた逐次

刊行物を数回に分けて紹介する。

Acta Universitatis Carolinae， Geologica. (Uni-
verzita Karlova v Praha， CSSR);1(1976). 

Acta Universitatis Upsaliensis， Bulletin of Ge. 
ological Institutions of the University of 
Uppsala. (University of Uppsala， Sweden) 
New Series;1(1969)-

Acta Universitatis Upsaliensis， Symbolae Bo-
tanicae Upsaliensis. (University of Uppsa-
la， Sweden); 22(1977)ー

Analele Stiintifica ale Universitatii "A1. 1. Cu. 
za" din lasi， Serie N ova. (Universitatea "A 
1. 1. Cuza" din lasi， lasi， Romania) Sect. II 
(Geologie.Geografie);24(1978)ー

Annalen des Naturhischen Museums in Wien. 
(Naturhistorisches Museum， Austria) Re. 
chinger-Festschrift; 75(1971)-83(1979)ー

Serie A (Minerologie und Petrographie， 
Geologie und Palaontologie， Anthropo-
logie und Prahistorie);84(1980)・

Serie B (Botanik und Zoologie);84(1980). 
Serie C (J ahresberichte);84(1980)ー

Annales Historico-Naturales Musei National-
is Hungarici. (Hungarian Natural History 
Museum， Budapest Hungary);61(1969)・

Annales Musei Goulandris. (Goulandris Natu-
ral History Museum， Kifisia， (Greece); 
1(1973)-

Annual of the Department of Antiquities. (De. 
partment of Antiquities， Amman， J ordan); 
6-7(1962)ー

Annual Report. (N ational Museums of Canada， 
Ottawa， Canada);1978.79(1979)ー

Annals of the South African Museum. (South 
African Museum， Cape Town， South Afri. 
ca);79(1979)ー

Anais do Museu de Antropologia da UFSC. 

東京大学総合研究資料館ニュース 5号

(Universidade Federal de Santa Catarina， 
Brazil); 4(1971)司

Anthropological Papers of the American 
Museum of Natural History. (American 
Museum of Natural History， New York， 
U. S. A.);60(1985)ー

Anthropologie. (Moravian Museum， Brno， 
CSSR); 17(1979)ー

Anthropos;studie z oboru anthropologie， pal-
eoethnologie， paleontogie a kvarterni ge. 
ologie. (Moravske Museum v Brne， Ustav 
Anthropos， Brno， CSSR); 17(1965)ー

Ausgrabungen und Funde;archaologische be-
richte und informationen. (Academie der 
Wissenschaften der DDR， Berlin， DDR); 
18(1973)ー

Art & Archaeology. (Royal Scottish Museum， 
U. K. ); 1(1979)ー

資料館主催全学一般教育ゼミナール
本年第 1・3学期のゼミナールとして「題目:

遺跡発掘一世界各地の先史古代文化を探るJ(責

任教官 赤沢威・資料館助教授)を下記の要領

で計画し、実施中である。

4月18日 「遺跡発掘の歴史及びオリエンテーション」

赤沢威

4月25日 「東大調査団アンデスを掘る 1 J 

寺田和夫(教養学部・教授)

5月9日 「東大調査団アンデスを掘る 2 J 

大貫良夫(教養学部・助教授)

5月16日 「構内遺跡を掘る」

藤本強(文学部・教授)

5月23日 「イラク・イランの遺跡調査」

松谷敏雄(東洋文化研究所・教授)

5月30日、 6月6日
「古代ロー?の別荘を掘る 1、 2J

青柳正規(文学部・助教授)

6月13日、 20日
「日本先史時代の遺跡を掘る 1、 2J 

上野佳也(文学部・教授)

6月27日、 7月4日
「海獣狩猟民の遺跡を掘る 1、 2J 

山浦清(総合研究資料館・助手)

9月 5日 「総合研究資料館見学」

赤沢威・山浦清

9月12日 「シリア砂漠でネアンデルタール人を掘る」

赤沢威

当ゼミナールの主たる目的は本学教官が中心

となって実施している各種遺跡調査の目的、方

法、成果等を紹介することにあるが、同時にこ

の種の調査に接する機会の少ない学生が、調査

研究者の具体的体験談を聞くことによってフィ

ールド研究の楽しさとともにその重要性を認識

することができればと考えている。

発 行日昭和60年 9月6日
編集・発行東京大学総合研究資料館(館長能勢幸雄)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL812-2111 内線2801

印 刷勝美印刷株式会社

東京都文京区小石川 1- 3 - 3 TEL812-5201 
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黒鉱鉱床の鉱石

「チムニーを輪切りにした標本」長径は 19.5om

チムニーを構成している重品石(BaS04)の板状結晶。走査電

子顕微鏡写真。 500倍。
チムニー中にみられる石英(Si02)の両錐自形結晶。周回は重

品右。走査電子顕微鏡写真。 2，400倍。



秋田県花岡鉱山から産出した黒鉱質チムニー

1960年代末頃から地球科学は新しい段階に入

ったといわれる。それはプレート・テクトニク

スとよばれる考えが登場したことによる。現在

では、この考えがほぼ正しいことが実証され、

多くの地質現象がこの考えで説明されるように

なった。この考えの中心にあるのが大洋底拡大

説である。大洋の下にある海底は、海嶺とよば

れる場所で作り出され、あたかもベルト・コン

ベアに乗って動くように拡大し、やがて大陸の

下などへ潜り込んで消滅するというのである。

たとえば太平洋の東端付近で生れた大洋底が、

1億年以上もかかつて日本列島へ辿りっき、日

本海溝から地下へ潜り込む。このために我が国

では地震が頻発し、火山現象もみられるのだと

いう。このような考えを確かめるため、潜水艇

活動をやめた煙突

第 l図 アルピン号により目撃された光景を概念化した図。

玄武岩質マグマが海底面上に流れてつくった枕状溶岩の上

に、高温の熱水噴出によりブラック・スモーカーとよばれ

る煙突ができている。パイプ状の生物のほか、溶岩の割れ

目には二枚員が棲息し、白いカニなどもみられる(日本語

版 サイエンス 1981年 5月号より)。

2 

による海嶺や海溝の調査も近年活滋に行われる

ようになっている。

きて、太平洋の海底を生産している長大な海

嶺の一部であるメキシコ・マサトラン沖の北緯

210

西経109。付近、水深2.650mの地点に潜った

アメリカの有人潜水艇アルビン号は、異様な光

景を目撃した。もうもうと黒煙を吹き上げる煙

突状のものが何本かずつまとまって海底の小山

の上に突き出し、その脇には 3mにも達する巨

大なパイプ状の生物の束がゆれ動いていたので

ある(第 1図参照)。調査の結果によれば、こ

のような場所は350
V

Cにも達する熱い水溶液が

海底下から湧出している部分で、海水により急

冷されるために熱水中に溶けていた重金属が細

粒の硫化物となって沈搬し、あたかも黒煙を吹

き出すようにみえる。また熱水の出口では硫化

物が集ってチムニーとよばれる煙突状のものと

なり、降り積った硫化物や砕けたチムニーのか

けらが小山を作っている。熱水中に含まれる硫

化水素を酸化する化学合成バクテリアが活動し、

これを底辺とする食物連鎖により特殊な生物群

集が発達していることも判った。

前置きが長くなったが、この1979年の調査の

結果は翌年サイエンス誌上に発表され、採取さ

れた小さなチムニーの輪切り断面写真も掲載さ

れた。これを見た時に、何処かで見たことがあ

るという思いが頭をよぎった。それは筆者が所

属している当館岩石鉱床部門所蔵の鉱石標本の

一つに、長径20cmほどの楕円板で中心部に空孔

をもつものがあり、その形状がこの写真によく

似ていたためであった。その標本は、黒鉱鉱床

と総称されるタイプの鉱床の一つである秋田県

花岡鉱山から産出した鉱石で、本学理学部地質

学教室渡辺武男教授(現名誉教授・本館初代館

長)により長〈保管されていたものである。標

本の写真を表紙に掲げた。これが、黒鉱鉱床を

生成した熱水が海底面に湧出した時に作ったチ

ムニーではないのかという考えは、採取者の堀



越叡氏(現富山大学教授)の話を伺うにおよん

で益々強くなった。それは1960年に、当時勤務

していた花岡鉱山の堤沢露天掘の東壁で、粘土

中に横倒しになった長さ数lOcmの惰円柱の鉱石

をみつけ、特異な形状であったことから厚さ 1

cmほどの輪切り標本とし、何枚かを各地の鉱床

研究室へ送ったものであるという。

この標本を調べてみると、まず最外殻には厚

さ1rnrnほどの灰白色の殻があり、細粒の重品石

の結品からなっている。この殻の内側には厚さ

o ~ 2 cmほどの黒色徴密な部分があり、重品石・

方鉛鉱(PbS)・閃亜鉛鉱(ZnS)を主としている。

殻とこの部分との境界付近の反射顕微鏡写真を

図2-aに示した。これより内恨Ijは幾分多孔質に

みえるが、含まれる鉱物は同じである。中心部

はガサカ。サで、重品石は巾数10ミクロンの結晶

に成長しており、中央部には直径 1cmほどの空

干しがある。

黒鉱鉱床は今から約1500万年ほど前に海底火

山活動に伴って形成されたものであると考えら

れている。この標本のように、鉛や亜鉛の硫化

物を主とする部分は黒色を呈するので黒鉱とよ

ばれるが、そのほか銅・鉄の硫化物を含む寅鉱

や珪鉱とよばれる鉱石を産する。渡辺教授らの

第 2関 チムニー内部の反射顕微鏡写真。

(a) 左側の板状結晶は重晶石で、最外殻の徽密な層をつく

っている。中央の白色部は方鉛鉱と黄鉄鉱 (FeS，)で、右

側の灰色部は閃亜鉛鉱。 120倍。
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研究により、このタイプ。の鉱床は熱水の活動に

よって海底面上で形成されたとされてきたが、

形成の具体的なイメージははっきりとは捉えら

れていなかった。たとえば、黒鉱鉱床には破砕

された鉱石片が集って堆積した構造がしばしば

認められるが、これは火山体の斜面のような所

で沈澱した鉱床が、その後の火山活動などで崩

れおちて再堆積したものと考えられてきた。し

かし黒鉱鉱床が形成される際に、熱水のj勇出口

付近にこの標本のようなチムニーが多数できる

ものであるならば、この構造は容易に理解でき

る。このように、鉱床の形成過程の一端を具体

的に示すものが見つかったことは、自然を見る

限を新しくしてくれる点で意義がある。

ここに紹介した例は決して好例とは言えない

だろうが、長い間挨をかぶっていた標本が、或

る日突然重要な意味をもってくることがあり得

る。まして鉱床学の場合には、研究対象である

鉱床を人間が破壊し消費してしまうのだから始

末が悪い。標本を大事に整理し保管してくれる

資料館や博物館が健在で、なければ、我々鉱床学

者は枕を高くして眠れないのである。(本館岩

石鉱床部門主任、理学部地質学教室・助教授・

島崎英彦)

(b) チムニーの中心部付近に発達する重品石の組粒結晶。

点在する白い部介は硫化物。 120倍。



山動物部門

六放海綿類と日本産魚類

4 

動物部門では、一階の展示ホールにおいて、

六方海綿類と魚類の標本を展示している。

六方海綿類はか、ラス繊維のような珪質の骨片

をもっているためカ、、ラス海綿ともいわれている。

その中には、英名でビーナスの花龍、Venus'

flower basket"と呼ばれる美しい骨格をもった

カイロウドウケツ類も含まれる。飯島魁博士(1861

1921)は、当時、深海漁業に用いられていた
ぞこはえなわ

辰延縄を用いて採集される六放海綿類について

研究し、その結果を11篇の論文・モノグラフと

して公表した(1894-1904)。これらの業績には

新科・新属・多くの新種の記載が含まれる。し

かし、飯島は単に種の標徴となる外形や骨片な

どの形態を記述しただけでなく、自ら採集に立

ち会い、その生息、場所や底質を考察し、さらに

得られた新鮮な材料を用いて組織学的な観察を

おこなった。展示ホールには、肉質部が保存さ

れたマーシャルカイロウドウケツ(第 1図)や、

組織標本を切り取った標本(第 2図)の他、ツ

リガネカイメンの巨大な骨格標本などが展示さ

れている。これらの研究は、当時から世界的に

高く評価され、オラン夕、の探検船シボ力、号が東

南アジアで採集した六放海綿類の研究を飯島に

依頼することとなった。その成果は1916年の論

文と没後公表された1927年の膨大な研究報告と

なっている。飯島は、六方海綿類の組織が細胞

毎に反切られていない多核体であることを記載

した。

Eupleotella marshalii Ijima 
マーシャルカイロウドウケツ

相模湾産。この標本は生体をアルコールに漬けたものであ

るので、肉質部が良〈保存されているが、晒して骨格のみと

した襟本はガラス繊維の箆のようになっており、英語名“ビ

ーナスの花箆"が示すように繊細美麗なものである。この種

類は多数の新鮮な標本が得られ、飯島によって詳細な組織学

的石汗究がなされた。高き310m。



最近、この観察は電子顕微鏡により確認され、

各部の連絡の様子はむしろ植物のものに近いこ

と、組織全体が連続した興奮伝導系を、形成し、

鞭毛運動の停止を起す活動電位を伝えること、

他の海綿類にある収縮機能を全く持たないこと

などが明らかとなった。これらの特異な性質か

ら、六放海綿類を独立の亜門とすることが提唱

されている (ReiswigとMackie，1983、他)。

一方、ホールに展示された魚類標本は、いず

れも悶中茂穂博士(1878-1974)によって記載

された日本産魚類の標本または写真である。そ

の中には、日本ではすでに絶滅した背ぴれの黒

いミナミトミヨや、関東地方に限られて分布し、

絶滅が心配されたミヤコタナゴなどが含まれる。

田中は多くの新種を記載し、 Jordanらと共に日

本産魚類の膨大なカタログ (1913)を出版した

ばかりでなく、日本における海産魚、の分布につ

いて北・中・南日本に区分し、その境界線を定

めるなどの重要な業績(1931)も残している。

田中の示した分布は、人工衛星で観測した日本

周辺の海水温の分布(ノア 6号、 1980年10月)

とよく一致する。ホールにはこれらの分布図も、

2つの大著と共に展示されている o (本館動物

部門主任・理学部動物学教室・助教授・村上彰、

本館部外研究者・理学部非常勤講師・富永義昭)
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カイ口ウドウケツ類の l種の液浸標本

中央部が四角く切取ってあるのは、組織学的研究や、種々

の骨片とその配列状態を研究するためのもの。高さ 160m。



地理部門は理学部地理学教室および、その教官

が長年にわたって収集した資料を収蔵している O

主な収蔵品は、古地図・官製園内地図(地形図・

主題図など) ・外国地図(地形図が主) ・アト

ラス・航空写真・地球儀・立体模型・地学標本

などであり、地図に関する図書も若干所蔵して

いる。

古地図として重要なのは、伊能忠敬 (1745

1818)作成の「沿海輿地全図J(1821年)の中図

(縮尺1/21，600)8舗のうち 7鋪(関東地方の部

を欠く)であり、一階ホールに展示されている O

また伊能図をもとに幕末~明治初年に木版刷り

された「宮版実測日本地図」およびその版木 3

版も収蔵されている。古地図類はおもに理学部

地理学教室の初代教授であった山崎直方によっ

て収集されたもので、「新訂蔦国全図J (高橋景

保編、 1810年)や「改正万国輿地全図J(長久保

長水作、 1785年頃)など当時の世界観を示す興

味深い図を含む。

しかし現在の研究資料としてより重要で、よく

利用されているのは、明治以降に陸地測量部(現

在の国土地理院)が作成した 1万分の 1-20万

分の lの縮尺の日本および中国大陸の地形図・

地勢図である。日本については同一地域がくり

かえし測量、作図されているので地形・土地利

用の変化を追跡することができる O また中国や

6 

東南アジア地域については鹿史地理学・社会学・

歴史学の分野の人々にもよく利用されている。

国外地図の大部分は「東京大学総合研究資料館

所蔵地図目録第一部国外篇J (小堀・田中編)

(資料館標本資料報告第八号、 198pp.、1983年)と

して収録されている。国内地図についても目録

作成作業がはじめられており、数年以内に白録

が刊千子できょう。

航空写真は地図以上に多量の情報が記録され

ており、自然地理学・人文地理学・地誌のいず

れの分野の研究にとっても重要な研究資料であ

る。とくに立体視することによって具体的なイ

メージを眼前にすることができる。 1960年以降

に撮影された約2万分の 1垂直写真は全国の主

要地域が収集されており、日常的な研究に利用

きれている。また第 2次大戦直後に米軍が娠影

した約4万分の 1垂直写真(日本全国)は貴重

な記録である。これらはいずれもモノクロ写真

であるが、最近はカラー航空写真も利用されて

いる。

また理学部地理学教室の教官によって行われ

た海外学術調査の際に収集された諸外国(中田

・南米・西アジア・オセアニアなど)の地図・

地学標本・民俗資料なども収蔵されている。

(本館地理部門主任、理学部地理学教室・助教

授・米倉伸之)

「新言T蕎国全図、高橋景保編」

文化 7年(1810年)。



百lePeabody Museum of Harvard 

University (2) 
ノ¥ーバード大学の人類学科は現在20名以上の

教育スタッフと約75名の学部学生及び約1ω名の

大学院生によって構成されている。アメリカの

人類学の教育環境はわが国と異なり、考古学

(archaeology)、生物人類学(biologicalanthropo-

logy)、民族学(ethnology)、社会人類学(social

anthropology)、言語学((linguistics)などが一つ

の学科に網羅され、多角的かっ総合的に進めら

れる点に特色をもっ。現在約2∞以上の大学にあ

る人類学科の中に以上すべての分野をカバーし

ている例はごく稀で、多くは複数の分野を組合

せることによって大学ごとに特色を出すことに

努めているのが実情である。ハーバード大学は

伝統的に考古学、生物人類学、社会人類学を重

視し、現在はいうまでもなく過去にもこれら分

野の優れた研究者を輩出してきた。

人類学科とPeabodyMuseumとの関係を知る

際まず重要な点は、考古学並ぴに生物人類学分

野の研究室が博物館の建物の中にあり、かっそ

の教育も博物館で行われているということであ

る。しかも機能的にも完全に一体となっている。

すなわち、人類学科のスタッフは自動的にすべ

てPeabodyMuseumの正式メンバーとなり、

Peabody Museumのメンバーは人類学科のスタ

ッ'フを兼ねることにより、人類学研究と研究者

の養成を学科と博物館が一体となって推進して

いるからである。つまり、人類学研究に欠かせ

ないフィールド調査の運営とその実施、収集標

本資料の整理分析に至る一連の訓練が博物館に

おいて行われ、人類学専攻学生の教育、訓練、

人類学研究の推進を学科と博物館が表裏一体と

なってあたっている。

Peabody Museumがハーノfード大学の人類学

教育、研究上に果たす役割は以上の通りである

が、その最も基本的役割が蓄積される標本資料

を将来の研究教育活動に活用できる状態に保全

する施設でもあることはいうまでもない。そし

7 

てその機能も学科関係者の協力なくしては維持

できないが、博物館教官(curator)にとってはそ

れが業務ということになる。

Peabody Museumのさらにもう一つの重要な

役割は人類学、考古学関係のコレクションとし

てはおそらく世界最大でかつ最も完備している

といわれる図書約150万冊と各種定期刊行物類を

保全し、さらに一層の充実をはかることである。

この蔵書は1974年に完成したAlfredTozzer 

Memorial Libraryに収まっている。 1860平方メ

ートルの面積をもっこの図書館は、 Peabody

Museumと直結する三階建ての建物で、その中

にはタイプ室、マイクロフィルム室、コピー室

なども整備され利用者へのサービスが計られて

いる。

Peabody Museumの重要な活動に出版事業も

ある。これはPeabodyMuseumを中心とした研

究、教育活動を支える重要な側面であり、現在

Annual Report， Monograph， Memoir， Bulletin 

などの名を冠した 5種類以上の出版物が刊行さ

れている。その事業は博物館専任の編集スタッ

フによって進められているが、現在、財政事情

の悪化もあってハーバード大学出版局との共同

事業の色彩が強くなる傾向にある。

最後にPeabodyMuseumの子算システムを紹

介しておく。当博物館の年間予算は百万ドル以

上であるが、そのための財源は多岐にわたる。

毎年恒常的に見込める収入としては、現在約9

百万ドルに達している博物館基金の利子25万ド

ル、ハーバード大学から15万ドル、連邦政府か

ら20万ドル、入館料5千ドル、売店売上金1万

ドルである o 不足する約40万ドルは個人や民間

団体からの寄付金に依存しており、実はその調

達が博物館長の最大の仕事であるという。

(Nicole Rousmariere Coolidge) 



総合研究資料館標本資料報告第11号 (1985)

秋山敏行 (ToshiyukiAkiyama) 
東京大学総合研究資料館薬学部門所蔵生薬標本目録

(Catalogue of the Crude Drugs in the De-
partment of Pharmaceutical Sciences) 
The University Museum， The University of To. 
kyo， Material Reports No.ll， 128pp. 

薬学部門が収蔵する標本の主なものは、生薬標本

とおしば標本で、東京大学薬学部生薬学教室の研究

者などによって、明治以来集められてきたものであ

る。生薬標本は総計約5，000点で、この中には、戦前

中国各地で収集された歴史的にも貴重な漢薬標本が

多数含まれている。本書は、これら生薬標本の、ほ

ほ、完全な目録で、生薬の名称、標本番号に加えて、

ラベルの記載などをできるだけ忠実に収録し、生薬

学の研究者の便宜に供するよう編集したものである。

「講演会山知らせ|

第32回総合研究資料館講演会を下記要領にて開催し

ます。

日時昭 和61年 4月19日出午後 2時-4持

場所総合研究資料館講義室

講演者荒牧重雄教授(地震研究所)

演題「火山の噴火と災害J

寄贈交換逐次刊行物ワスト(2 ) 

Basler Beitrage zur Ethnologie. (Museum fur 

Vりlkerkunde，Switzerland); 20(1981)， 

22(1984)+ 

Beaufortia. (Institute of Taxonomic Zoology 

University of Amsterdam， Netherland) 

Zoologia; 272(1973)十

Bibliographia. (National Mus巴umsof Canada， Ot-

tawa); 1(1983) + 

Boletim do Museu Nacional. (Museu Nacional， 

Rio do Janeiro) 

Botanica; 30(1963)+ 

Geologia; 31(1960)+ 

Bollettino del Servizio Geologico d'Italia. (Servizio 

Geologico d'Italia， Italy); 95(1.2)(1975) + 

Bulletin de l'Institut Francais d'Etudes Andines. 

(Institut Francais d'Etudes Andines， Peru); 

東京大学総合研究資料館ニュース6号

2(1-4)(1973) + 

Bulletin du Museum National d'Histoire 

Naturelle. (Museum National d'Histoire 

Naturelle， France) 

Miscellanea; 1(1979) + 

Section A (Zoologie); 1(1-4)(1979)+ 

Section B (Botanique); 1(1-4)(1979) + 

Bulletin of the Americn Museum of Natural 

History. (The American Museum of Natural 

History， U.S.A.); 179(1-4)(1984)+ 

Bulletin Zoologisch Museum Universiteit van 

Amsterdam. (Institute of Taxonomic Zoology 

of the University of Amsterdam) 

7(1-21)(1980) + 

Casopis Narodniho Muzea， Oddil Prirodovedny. 

(Narodni乱1uzeumv Nakladatelstve Orblis， 

N.P. CSSR); 140(1-4)(1971柚2)+

Comunicaciones del Museo Argentino de Ciencias 

Naturales“Bernardino Rivadavia". (Museo 

Argentino de Ciencias Naturales， Argentina) 

Botanica; 1(1-9)(1948-60)， 2(1-14)(1967-85)+ 

Ecologia; 1(1-5)(1968-84) + 

Entomologia; 1(1-9)(1964-84) + 

Geologia; 2(1-4)(1966-81) + 

Comunicaciones del Museuo Argentino de Cien-

cias Naturales (Bernardiano rivadavia). 

(Museuo Argentino， Argentino) 

Hidrobiologia; 1(1-8)(1963-75)， 

2(1-12)(1981-85) + 

Paleontologia; 1(1-6)(1966-81)， 

2(1胎3)(1981-84)+

Zoologia; 5(8-14)(1981-85) 

Contributions in Science. (Natural History 

Museum of Los Angeles County， US.A.); 

176(1970)+ 

Contributions to Geology， The University of 

Wyoming: Wyoming Uranium Issue II. (The 

U .S. Geological Survey and Geological Survey 

of Wyoming， U.S.A.); 17(1-2)(1979)， 18(1-2)， 

20(1)， 22(1)， 23(1・2)(1984)

発行日昭和61年|月 10日
編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:能勢幸雄)

東京都文京区本郷 7-3 - 1 TEL812-2111 内線2801
印 刷三鈴印刷株式会社

東京都文京区小日向 4-4-12 TEL941-1181 
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スンクス(ジャコウネズミ)の胎児

スンクス(ジャコウネズミ)胎児(11ミリ)の矢状断切片。内臓がよく観察できる。

妊娠期間は約30日、この胎児は中期に相当する。

l 



台湾の食忠類採集

ジャコウネズミの頭骨腹面

頬骨弓を欠くこと、全体に総長いこと、が特徴的である。

後方の輪状の骨に、鼓膜が張る(鼓骨)。この周辺に骨を欠

くことも、特徴的である。

2 

この四年間、台湾で、食虫類を採集する機会

があった O ただし、ほとんどの場合は、もっぱ

ら、スンクス(ジャコウネズミ)を採;集した o

この種を、実験動物として利用した場合のデー

タは、あちこちで論文になっている。しかし、

採集そのものについて、あまり書かれることが

ない。よい機会なので、ここの紙面をお借りし

て、採集について報告しておきたいと思う。

スンクスは、台湾では、もっとも普通の食虫

類である。人家の近くに見られ、時には、街路

を走るのを見かける。現地では、銭鼠と呼ぶ。

体重は四十から九十グラム、小ぶりのラットと

思えばいい。色彩はまさしく「ネズミ」色であ

る。台湾では、台南以南に多い。採集は主に二

月頃おこなった。夏は、トラップに入ったスン

クスが、脱水のためか、死にやすい。

この種はインド、マレーを中心に、南アジア

に広く分布する。東はグアム島、西はマダガス

カルまで広がるが、ラットと同様、人聞の生活

に適応したふしがあり、この分布の両極は、人

為的だと考えられる。とくにマダ、カ、、スカルの食

虫類は、テンレックであり、 ト庁、リネズミ干ヰの

ような、近代的な食虫類がいるはずがない。

採集には、シャーマン・トラップを用いた。

食虫類の採集には、穴を堀って、くずかごを埋

めるだけでもすむ。これを墜落缶という。しか

し、スンクスの場合は、シャーマンがよい。こ

れは、中に動物が入って踏み板を踏む?と、蓋が

締る o シャーマン・トラップに餌を入れたがる

人もあるが、スンクスの場合、生き永らえさせ

るためならともかく、誘致のためには不要で、あ

る。食虫類は地形の記憶がよく、見慣れない穴

があると、入ってみるのではないかと思う o と

もかく、適当な穴があれば、入る習性があるこ

とは、確かである。

われわれは、養鶏場を好んで利用した。養鶏

場はスンクスの餌が多く、隠れ場も多い。ただ

し、養鶏場の敷地内だけではなく、周辺部にも



もちろん広がって住む。一般に養鶏場での採集

率は、トラップにして、 20-40%、つまり仕掛

けたトラップに、このくらいの率でかかる。こ

れは、野生動物としては非常に高い。したがっ

て、 200個のトラップでは、 40-80頭とれるこ

とになる。これだけの集団が、ーヶ所で手に入

る野生晴乳類は、ほかには、なかなか無いので

はなかろうか。

スンクスは、養鶏場周囲の草むらに多い。巣

は、階、れ場が多いところに作る。したがって、

石を積んであったり、材木を重ねてあったりす

るところで、は、よく 1mまる。スンクスカfいるか

いないかは、糞の有無ですぐにわかる。糞は、

石の上など、目立つところに多い。慣れてくる

と、その場所での収穫予想、が、ある程度つく O

採集には副産物が多い。食虫類は、今年いく

つか採集された。いずれも、台南付近の平地で

ある。シャーマンにかかったもの、および、医科

学研究所の服部氏の、ジネズミ用のトラップに

かかったものである。環境は、養鶏場およびそ

ジャコウネズミの母f子。

の周辺で、とくに変ったところではない。

台湾には、十種近くのトカ、、リネズミ科の食虫

類を産する。今回の標本は同定未了であるが、

どうも四種類を含むようである。台湾未記録の

種が、含まれている可能性が強い。

タカサゴモグラもとれたが、これは、トラッ

クの計量器に落ちたものであった。ただ、その

周辺では、竹を栽培しているが、竹林の柔らか

い土に、多くのトンネルが認められた。日本の

モグラ穴よりも、やや径が太いようである O

別の酎産物として、かなりネズミがとれる。

とくに乾いた土地にワナをかけると、ハツカネ

ズミが多い。これも、慣れると、ある程度、予

測ができる o ラットは若い個体がかかることが

ある。場所によってはヒキカ、、エル、コウラナメ

クジ、へビが入る o 季節によっては、一晩で、

アリがトラップの中を巣に変えてしまう。トラ

ップに餌を入れると、そうなり易い。

(本館医学部門主任、医学部解剖学教室・教授・

養老孟司)

これは飼育でのもので、毛色がこ色になっている。尾が太

いこと、口吻が発達することが特徴的。

3 



山内清男の業績:

日本先史土器の分類学的研究

わが国の考古学的研究が、 1877年に本学の動

物学・生理学教授として来日した EdwardS. 

Morseの大森貝塚の調査にはじまることは衆知

である。その後、1893年に、本学理学部に坪井正

五郎(1863-1913)を初代教授として人類学講

座が開設され、それに先立つ 6年前に坪井らに

よって人類学会が創立されたことなどが大きな

契機となり、考古学的研究は盛んとなる。

坪井が考古学を「古物古建設遺跡等に関する

実地研究を基礎として当時の事実を正確に推考

するを務めとする学問なり」と定義し、また「発

掘も解剖jも射利好事の為に為すは学術上の妨害

と成る事少なしとせず。動物は子孫連続する故

に、一度解剖の機会失ふも再び得るの望有り。

遺跡、は一回発掘すれば又旧に復する事能はずJ

と警告すれども、発掘の多くが古物に対する趣

味的な関心で行われたり、発掘品が珍奇な物と

して弄ばれるという傾向が続いたことは指摘せ

ざるをえない。このような状況を変革した一人

として山内j青男をあげることができょう。

勝坂式土器 縄文時代中期把手付深鉢(高38.0cm)

東京都目黒区下白黒不動堂附近

(UMUT. UK・2250)

勝坂式土器は厚手又は梢厚手であって一般に大

形のものが多い風に見える c しかし小形のものも

あり、形の割に厚手の作りである。器形は深い形

のものが大多数を占め就中口縁部が膨大し内轡す

るものが多い。休部は筒形のものであるが、下方

に於いて直径を増し、以下と轡曲を異にするもの

が著明であり、この式の特徴をなして居る。この

標本はこの轡曲の癖が強調された例。装飾は一般

に重厚であって、太自の隆線が駆使せられて居り、

これに彫刻的な沈線、点線等が併用され所謂雄大

な文様を作って居る。口縁又はこれに近い部分、

又は時には胴部にも突起、把手が加えられ、その

内外面は附近の隆線文様と連絡して、装飾されて

居る。縄紋は比較的少〈、通常文様のない部分に

加えられて居る。(山内清男)

4 

山内清男(1902 1970)は、 1946年から1962

年までの16年間、本学理学部専任講師として、

当人類学教室において先史考古学の研究と教育

にあたった。当時の山内研究室には日本各地か

ら若い研究者が訪れるが、その個性的な指導の

なかで多彩な考古学者、人類学者が育っていっ

た。そして山内の研究法や学問体系はかれらに

引き継がれ、その多くは今日尚命脈を保つ指導

方針として日本考古学のなかに連綿と生き続け

ている。

山内の業績のーっとして先史土器の分類学的

研究とそれにもとづいた日本先史文化の編年体

系の基礎づくりがあげられる O すなわち、土器

(型式)を基準として編年組織を全国的に張り

めぐらし、それをもって日本先史文化の多様性

と相互の類縁性を系統学的に論じ、その成果を

周辺地域の諸文化と対比し、日本先史文化を世

界史的に考祭することを目指したと考えられる。

ところで、山内の分類学的研究及ぴそれにも

とづいた土器型式の想定が科学的で、あるのは、

勝坂式土器
山内清男が定義した縄文土器製式の|例



築地書館、 1974年

佐原異「山内清男論」縄文文化の研究第10巻

(縄文時代研究史)、 232--240頁、雄山関、

1984年

鈴木公雄「百本先史土器の分類学的研究一山内

清男と日本考古学」総合研究資料館展示解

説、 7-9頁、東京大学総合研究資料館、

1984年

鈴木公雄「松本彦七郎一土器研究にみる層位と

型式の関係」縄文文化の研究第10巻(縄文

時代研究史)、 224-231頁、雄山閣、 1984年

寺田和夫「日本の人類学」角川文庫、角)11書房、

1981年

(本館人類・先史部門・助教授・赤j畢威)

土器の形態学的分類が厳密な観察、記載にもと

つ。くことはいうまでもなく、それが常にフィー

ルドにおける具体的な観察データに照らして行

われているからである。その結果が、 1939年か

ら1940年にかけて執筆された「日本先史土器図

譜」全12輯である。約200点の基準標本を用いて

数多くの土器型式が形態学的に定義されている。

山内の業績については、山内が主宰した先史

考古学会が1967年以後刊行した「山内清男・先

史考古学論文集」を通じて知ることができるが、

その他数々の山内清男論も発表されているので、

特に{憂れたもの若干をあげておく O
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I1杖土器:型式の年局的抱総 f銀(1!)

加曽利B3式土器

縄文時代後期深鉢(高13.0cm)
茨城県稲敷郡江戸崎町椎塚貝塚
(UMUT • CT • 1694) 

山内清男が終生その完成を目指した縄文土器型式

編年体系の最初の試案(1936) 
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介|一一一一森j材直物部門

森林植物部門は、農学部森林植物学研究室の

代々の研究者が行った活動に係わる標本類を収

蔵している。同研究室は農学部植物学教室(明

治26年設立)の直接の流れをくみ、昭和18年に

林学科森林利用学研究室の一部と合流して現在

の講座となったところで、標本の内容も多岐に

亘る O 中心は各種のおしば標本であるが、他に

材鑑、木材プレパラート、液浸標本などがある O

おしば標本は、明治以来、白井光太郎、池野

成一郎ほか多くの研究者が蒐集した木本植物の

約 6万点が中心である。国内の樹木標本には、

農学部附属演習林など各地産のほか、倉田悟と

i賓谷稔夫が木本植物の分布に関する研究(日本

産主要樹木分布図集1~5) を通して集めたもの

も多く含まれる。様太、台湾、海南島にあった

旧海外演習林産のほか、猪熊泰三が昭和10年代

にニューギニア探検に参加した襟の採集品など、

外国産樹木の標本も少なくない。これらには若

干のタイプ標本も含まれる。

いま一つの重要なおしば標本は、倉田が森林

植物学研究の一環として、自ら採集しかっ全国

の協力者からも入手した約4万5，000点のしだ植

物のものである G 約250点のタイプ標本を含み、

内外の研究者に広〈利用されている。また、倉

田・中池監修“日本のシダ図鑑"1~4巻(続刊

中)の資料としても多数採用されている。

他に、森林生態学及び樹病学の研究と関連し

て蒐集された蘇苔類及ぴきのこ類の標本がそれ

ぞれ約3，000、4，300点ずつある。

約1万4，000点の材鑑も本部門の重要な標本の

一つである。利用学研究室の藤岡光長や猪熊以

来の蒐集により、日本産のほか世界の主要樹種

を多数包含している。大陸または地域別に整理

され、属・種別の検索カードも完備している。

これらは、永年の木材解剖学及び、組織学研究に

伴って作製された約4万枚のプレパラートとと

もに、系統分類学研究や木材識別同定等広く各

方面の利用に供されている。材鑑は本来同一個

体から採られた保証おしば標本(voucher)を伴

6 

うべきものであるが、わが国の材鑑の多くはこ

の点やや不備があった。そこで新たに導入され

る材鑑には必ずおしば標本を伴うように配慮さ

れているo

ここ数年は、研究室員に熱帯圏における調査

の機会も多くなっており、熱帯樹木の標本資料

の数も増えている。

なお、上記標本のうち、木本植物おしば標本

の大半が本部門に収蔵されており、他のものは

末だ農学部に保管されている。

(本館森林植物部門主任、農学部森林植物学講

座・教授.i賓谷稔夫)

Dryopteris tsutsuiana Kurata 

ツツイイワヘゴ(オシダ科)



!世i界|の|博物|舘|

Bishop Museumーノ¥ワイ-

ビショップ博物館

Bernice P. Bishop Museum通称、ビショップ

博物館は、ホノルル市の閑静な住宅街にある。

大博物館とはいえないが、石造りのどっしりし

た建物だ。

有名なカメハメハ王家の最後の王女ノfウアヒ

と結婚したアメリカ人B.P. Bishopは、王家の

絶えることを惜しみ、またそれを永遠に記念す

るため、 1889年にこの博物館を創設した。

したがって、ビショッブ博物館の当初の目的

は、ポリネシアを始めとする太平洋地域の丈化

ならびに自然に関する標本・資料の収集、展示、

研究であったが、それらが徐々に発展して現在

に至っている。

今では人類学、植物学、昆虫学、動物学、歴

史学の 5部門があり、太平洋諸島について幅広

い研究を行っている。とくに昆虫学部門の標本

と研究は世界的に有名で、多くの重要な論文が

ここで書カ通れたという。

また人類学部門の研究は太平洋考古学を主体

として行われている。現在の部門主任は篠遠喜

彦博士(本学元理学部長篠遠喜人先生のご子息)

で、 30年余にわたって研究を続け、博物館の有

力メンバーとなっておられる。

ビショップ博物館の展示はやや地味だが、わ

れわれにとって有難いのは研究資料の豊富なこ

とで、私の専門についていえば、収蔵されてい

る太平洋民族の人骨は4000個体余りにのぼる O ー

また図書館も実によく整備されており、太平洋

地域の研究には不可欠な文献が揃っている O

7 

しかし余り派手で、はなく、またワイキキなど

から離れているためか、日本人の来館者が少な

いと聞いた。日本人観光客の文化度の低さを皮

肉られたようで、私には耳が痛かった。ホノル

ルに行っても、よく遊ぴ、よく学ぶ精神がほし

いものである。

私自身の印象では、ビショップ博物館はいわ

ゆる展示博物館というより、むしろ研究博物館

の部類に入り、太平洋地域研究の重要な拠点と

しての役割を果しているように思える。

だがいずこも同じ財政難で、最近の情報によ

ると、多くの有力な研究スタッフが解雇された

という。ひとごとならぬ、肌寒い思いがする。

(理学部人類学教室・教授・埴原和郎)



総合研究資料館研究報告第27号(1986年)

Takeru Akazawa (赤津威)

Aikens (編著)

C. Melvin 

Prehistoric Hunter-Gatherets in Japan: 

New Research Methods. 

The University Museum， The University of Tokyo， 

Bulletin No. 27， 234pp.， 66 figs.， 13 plates. 

本書の内容はわが国先史時代に関する 2つの

トピックスから成る。 1つは先史採集狩猟民の

生業及び居住形態に関するもの(4篇)、もう 1

つは日本人集団に関する形質人類学的研究に関

するもの(5篇)である。各研究は近年の考古

学、人類学的調査によって急増した関連テ、ータ

を斬新な研究法を駆使して解析するとともに、

その結果をもって日本人とその文化の形成過樗

を考察していたものである O

各研究は、 1983年カナダ、ウザアンクーパーで

開催された第11回国際人類学・民族学会議に際

して、編集者の1人赤津威が主宰したシンポジウ

ム:New Research Methods for Studies of 

Prehistoric Hunter-Gatherers in ]apan におけ

る研究発表並びに討論内容が基本となっている。

|生物地理研究会のお知らせ|

東京大学総合研究資料では、プロジェクト

研究の一環として、生物地理に関係する研究会

を聞いています。この会は毎回 1名の話題提供

者を中心にいろいろな専門分野の研究者との簡

で討論を行い、お互いの理解を深めることを目

的としています。どなたでも自由に参加するこ

とができます。

場所:東京大学総合研究資料館講義室(101) 

第62回 5月24日(土 10:30-12:00

速水 格(理学部地質)

「海生貝類の古生物地理の見直し」

東京大学総合研究資料館ニュース 7号

第63回 6月7日(土 10:30-12:00

i中山宗雄(海洋研究所)

「底生深海魚の地理的分布と生活史」

第64田 7月5日(土 10:30-12:00

西国治文(国際武道大)

「白亜紀木生シ夕、類の生物地理」

|資料館主催全学一般教育ゼミナ弓引

地球の表層一物賓と環境

地球の表層に存在する物質の由来や変化、生

物とそれをとりまく環境、人間生活との関係な

どについて解説し、総合研究資料館において標

本を府いて行なう講義が2回含まれる O

4月24B 「地球の表層の特徴」
歌田 1'r(資)

5月1日 「陸の物質と変化」
歌田 安(資)

5月8日 '1毎の作用と堆積物」
松本 良(理)

5月15日 「変動する地球の表面」
米倉伸之(理)

5月22日 「化石の魅カー趣味から学問へ」
速水 格(理)

5月29日 予 備 日
6月5日 「陸上植物の多様性」

岩槻邦男(理・植物園)
6月12日 「外洋性サメ類の分布・移動」

谷内 透(農)

6月19日 総合研究資料館見学 I

6月26日 「高山の植物相J

大場秀章(資)
7月3日 「動物の生活と環境」

村上 彰(理)
7月10日 「自然史と自然史博物館」

大場秀章(資)
9月4日 総合研究資料館見学II

出塑号l 新 旧

運営委員 理・嶋昭紘一水野丈夫

部門主任美術史・青柳正規一辻惟雄

本館助手・山浦清は 4月1日付をもって、立

教大学博物館学研究室・助教授に転出。

発行日昭和61年 6月16日
編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:能勢幸雄)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL812-2111 内線2801

印 刷三鈴印刷株式会社

東京都文京区小日向 4-4 -12 TEL941ー 1181
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総合研究資料館ニュース
8号 持お完封祭器完封許諾58許諾8完封許諾88許諾88許諾84祭器 東京九学総合研究資料館

1986.10.11 

サンカヨウの花粉(写真 1) 

本館・走査型電子顕微鏡(5-700型)で撮影

サンカヨウ (DiphylleiaGrayi Fr. Sohm.)は、落葉広葉

樹林や針葉樹林の林床に生えるメギ科の多年草で、初夏

に白い花を着け、本州、北海道、サハリンに分布する。

本穫にたいへんよく似た別の種(写真 2)が北アメリカ

東部に介布しており、植物相における東アジアと北アメ

リカ東部の関連を示す代表的な植物のひとつである。

サンカヨウの花粉は、直径35ミクロン・メートルほど

の球形て¥ふつう 3溝孔粒型と呼ばれる。花粉の表面全

体に多数の刺状の突起があり、お菓子の金平糖を思い起

こさせる。写真の右側や真下付近にあるわずかな窪みが

発芽著しである。

北アメリカ東部に介布する Diphylleiα C仰 osa

Miohaux (写真 2) 

(ノース・カロライナ州、 MaoonCounty， Nan-

tahala箇有林にて、 1986年5月16日)



総合研究資料館の創立20周年を迎えて

本総合研究資料館 (UniversityMuseum)が

できて今年でちょうど20年になる。本館は昭和

41年4月1日に、わが国ではじめての学内共同

利用施設として設立された。しかし、創立20年

というのは生まれたばかりといってきしっかえ

ないであろう。外国には、 1683年にできたという

Oxford大学の大学博物館は別格としても、 1800

年代にできたたくさんの大学博物館があるから

である(r東京大学関係諸資料の保存と利用に関

する予備的研究」研究グループ。、昭和58年)。

はじめ、本館は建物面積1645m'、12資料部門

で発足した。その後、 3度の増築が認められて

現在の5771ぽになり、 3年前に長年同居してい

た東洋文化研究所と別れて独立した。 増築にと

もなって 5資料部門が増えて17部門になり、今

日に至っている。本館がこのように発展できた

のは学内外の関係各方面の温いお力添えのお蔭

であって、この機会にあらためて厚くお礼申し

上げたい。

本館は、東京大学が約 1世紀の間に蒐集した

自然と丈化遺産に関する標本や資料を系統的に

分類、保存し、研究と教育の用に供することを

任務としている。また、これらの標本・資料に

関する研究を行なうとともに、研究・教育の場

を提供することもその任務である。標本・資料

の蒐集は現在も恒常的に続けられており、蒐蔵

数は200万点に達するものと思われる。

Museumの語源はギリシヤ語のMouseionであ

って、ギリシャ神話の芸術?を司る 9人の姉妹神

Musesに捧げる物を集めた場所であるという。

博物館の機能は物の蒐集、保存、展示であるが

研究がその基礎になくてはならない。

この20年の聞に、本館は28号、 5000ページを

を越える研究報告(Bulletin)と426篇の論文を

あつめた18巻の業績集 (CollectedReprints)、

および12巻、 2400ページの資料カタログ (Ma-

terial Reports)を出版して来た。また、本館

所蔵の標本・資料にもとづいて書かれた博士論
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文も 100篇に達している。他に、 32回の講演会と

64回の生物地理研究会を催した。また、現在、

6名の専任教官と 17名の部門主任の他に、さま

ざまな程度に本館を研究の場とする約 100名の

学内外の研究者がいる O そのうちの20名は大学

院学生である。また、一時的な標本・資料の利

用希望者も多い。一般の観監者数は年に2000人

を数えている。

ところで、いま本舘が抱えている悩みの一つ

はスペースが足りないということである。これ

は標本・資料の培加とその整浬が進んだことに

よる。標本・資料が司定され分類されて整理が

進むと、未整理の場合よりも広いスペースが必

要になる。そして、そのスペースがないと整理

も進まない。もちろん、空間のより機能的な利

用法も考えられなくてはならない。

さて、本館では創立20周年を記念して、この

11月末に「東アジア・西太平洋地域の生物地理」

に関するシンポジウムを催すことを企画してい

る。関係の方々の参加を期待したい。

最後に、これからも本館の活動により一層の

御理解と御協力をお願いしたいと思う。

館長能勢幸雄



総合研究資料館が誕生するまで

東京大学総合研究資料館が設置されてから、

本年で満20年を迎えたが、実は、これが初めて

計画されてから実現にいたるまでに十数年にわ

たる長い前史があった。

東京大学はわが国における最も歴史の古い大

学であるだけに、膨大な数の貴重な学術標本を

擁しながら、それを収容する施設が伴わなかっ

たので、標本の管理と研究に大きな支障を来た

すほどであった。なかでも本学の自然史研究の

中心である理学部 2号館は、標本の数が特に多

いだけに、この点の悩みは最も深刻で、あった。

このような状態のもとで、今次の大戦末期には、

資料、標本の安全確保のため、その全部を疎開

するという難事業を体験し、改めて整備された

博物館的施設の必要を痛感した。

戦後になって、欧米なみの大学博物館構想は

理学部 2号館関係者の連絡会議である、いわゆ

る2号館会議で常に話題になりながら、戦後の

悪条件のもとでは致し方なく、昭和25年度まで

は2号館6教室(動物学、植物学、人類学、地

質学、鉱物学、池理学)は毎年の概算要求とし

て、個別に標本室の拡充を申請していた。

この個別申請の効果に対する反省と小林貞一

教授(地質)の強い主張もあって、昭和26年度

に、初めて 2号館の 6教室が合同で「理学部総

合自然研究所」の構想を打ち出した。その趣意

書によると理学部2号館においては、既に標本

が飽和状態であることに鑑み、 「理学部 2号館

に遠からざる構内に列品と蒐集と研究」を目的

とする施設を新設することの要望で、鉄筋、地

上4階、地下 1階、総建坪3，170坪(10，461m')、

工費 3億4，000万円と見込み、敷地として懐徳館

跡地(現資料館敷地)、旧営繕課敷地(現経済学

部)、中央図書館南側(戦前の東大博物館予定地、

現教育学部)のどれかとする計画であった。

この案は昭和30年度には名称が、理学部総合

自然研究館と改められ、基本的には昭和26年度

案と同じではあるが、約15%縮小し、経費は約
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4億円として提出されている。この自然研究館

構想は、その後、歴代の理学部長の強い支持の

もとに、忍耐強〈毎年繰り返し申請され、その

重要性の認識は次第に学内に浸透していった。

昭和34年からは、“理学部自然研究館"の名称

から、全学的規模を目標とする“東京大学自然

研究館"に改め、昭和35、36年にわたって概算

要求が提出された。

そのころ、理学部2号館の標本事情は、どこ

も標本増加のため益々飽和の度を強めていった。

例えば人類学教室では、新しく注目されるに至

った歴史時代日本人骨が急増し、その標本は研

究室廊下のみならず、 2号館玄関、ドライエリ

アにまで溢れ出たため、遂に、 2号館会議の議

題にまでなったほどであった。一方、このころ

から海外学術調査が開始され、本学ではイラク・

イラン調査、アンデス調査、ヒマラヤ植物調査

などにより、海外から持ち帰った資料・標本は

予想以上の量にのぼった。筆者の属する西アジ

ア調査(昭和36年以降)でも事情は同じで、 2

号館の裏の空き地と同館屋上に大学本部の特別

な配慮で、仮設の資料庫が建てられたほどであ

る。

一方文部省に対しでも、あらゆる機会に、 2

号館関係者によって、側面から大学博物館の必

要性と 2号館標本の現状についての理解を深め

るための努力が行われた。

上のような全学的な標本の急増は、総合研究

資料館の実現に対し一段と拍車がかけられたと

いってよい。

あたかも昭和37年 6月19日の東大評議会にお

いて、当時の茅誠司総長から昭和38年度の概算

要求の中に、大学博物館を標梼する総合研究資

料館の設置が提案されるにおよんで、ょうやく

多年の懸案の解決に対して、明るい見透しが得

られるようになった。

これをうけて昭和38年 5月には非公式ながら

東京大学総合研究博物館設立準備委員会が発足



し、委員には各学部長、関連の深い教官が選ば

れ、博物館設立に関して中心的存在であった当

時の理学部長、渡辺武男教授(地質)が委員長

となった。このようにして博物館構想は一歩一

歩と現実に近づいていった。

そして遂に昭和39年 6月になり、この委員会

で“研究博物館"の名称は、当時の博物館法の

関係で問題であるとの文部省見解から、“研究資

料館"に改めること、および、当時、大塚にあ

った外務省研修所に間借りしていた東洋文化研

究所と共用の建物として、現在地に実現するこ

とが報告された。

こうして、その年に初年度 800坪の予算が認

められ、完成の上は資料館 2、東洋丈化研究所

1の割合で配分されるよう内部諒解ができた。

またそれまで非公式で、あった、この委員会は全

学的委員会として正式に発足することになり、

委員には現委員がそのまま新委員とし、委員長

には渡辺武男(地質)、幹事には理学部2号館か

ら高井冬二(地質)、原寛(植物)、鈴木尚(人類)

のほか医、丈、工から各 1名のほか連絡のため

東文研からも l名が加わった。

同年10月には 6 階建ての建物のうち 1~4 階

までは資料館、 5、6階は東洋文化研究所が使

用することに決まった。

このようにして同年12月地鎮祭がとり行われ、

翌、昭和40年 7月に建物が竣工した。さらに規

則改正によって実現することになった、学内共

同教育研究施設の施行第 I号の機関として昭和

41年 4月、総合研究資料館はめでたく発足する

ことになった。

当初、定員は館長(併任)渡辺教授のほか事

務職5名だけで専任教官はなかったが、これは

とりあえず、建築を優先的に考え、その実績の

もとに専任教官を申請するのが現実的で、あろう

との配慮、があった。そして翌、昭和42年度に初

めて助教授 1、助手4の定員が認められたので

ある。発足当初の資料部門は面積の関係もあっ

て考古、文化人類、人類・先史、医学、動物、

植物、薬学、岩石・鉱床、地史古生物、鉱物、

地理、鉱山の12部門であったが、その後、昭和

42年には考古美術、水産動物の 2部門が増設さ

れ、さらに昭和43年には美術史、建築史、森林

植物の 3部門が追加され、現状の17部門にまで

成長した。

東京大学名誉教授鈴木尚

イスラヱルのガリレー地方で発見したアムッド澗窟遺跡において、自ら発掘

したネアンデルタール人の頭骨を取り上げる鈴木尚名誉教授(昭和36年)。
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学問の原点・・・資料館に未来を

資料館の部門のなかでも、地学と文化史の中

間にあたるような“地理"部門は、古地図を含

む地図類の蒐集資料が最大の架蔵品であり、若

干の地学標本や、西アジアなどの海外調査を中

心に私達が集めた物質文化資料は、量としては、

大したものではない。にも拘らず、創設以来、

資料館活動の一部をになってこられたのは、歴

代館長はじめ、関係者の御理解によるものと感

謝に耐えない。

ひるがえってみると、資料館が創設される頃

は東洋文化研究所との部屋割りの交渉から、各

部門毎の面積比迄まことに厳しい議論が行なわ

れた。正倉院なのか、収蔵庫にすぎないのかと

いう資料館本質論もにぎやかであった。以後20

年、その聞に出版された刊行物は、国際学界で

も必須のものも少くなく、又、改築により展示

室も整備されてとにかく、その形を整えること

ができたことは慶賀すべきことである。

しかし、予算、定員(専任教官)など、東大

全体の枠からみると未だ微少で、あり、まことに

憂慮、に耐えない。一体これは何故であろうか。

もう 10年ほど前になるが、国際地理学会議の

会場になったモスクワ郊外ひばりが丘に三十数

階の偉容を誇るモスクワ大学を訪れたことがあ

る。その時、一番感銘を受けたのは最上階の最

良の場所を数階とってつくられた“地理博物館"

であった。そこには各共和国別に、地質、土器

などの断面や、植生、動物相などを、巧みにデ

ィオラマ風に配置し、各地域の自然誌(史)が、

明快にわかるようになっている。なかには、宝

石類を含むすばらしい鉱物標本室もあり、見学

者には、この博物館で半日もすごせばソビエ卜

の総合理解に極めて有効で、ある o (入口に置か

れたV.I.P.の記帳簿には、欧米の著名な政治家

や、学者が見られたが、何故か、日本人は見当

らなかった。)広大な国土を持ち、自然が多く残

っていると云えるが、それきりの事であろうか。

東大本郷キャンパスの片隅にひっそりと建ち入

口のローマ字表示も、心なしか小さすぎるよう

に見える。我々の資料館のあり方を想起して、

5 

切歯把腕したものであった。

私自身、現在週に何日か展示室を通て、資料

室に通っているが、その度毎に、標本と共に飾

られた大先輩の写真が、私達に何かを強〈訴え

ているようなきがしてならない。

資料館に入っている部門は、その多くは、き

わめて基礎的な分類、系統などの古典的な方法

に関係が多い。私が、理学部2号館を卒業した

のは1946年であったが、それからアレヨ、アレ

ヨという聞に、このような分類の学問資料は、

何となく片隅に追やられ、やっと資料館に安住

の地を見出したようなきがしてならない。その

ことは、藤棚までとりのけてしまう悪しき建築

計画を実行してきている東大全体の体質とも無

関係であるまい。

私は、逆説的にいえば、今こそ資料館の存在

理由を、全学に明示しその研究体制の充実をは

かるべきであろうと思う。それには、尼大な、

汗の結晶である資料の整理のための技官定員は

勿論、教授職を何とかとりょせ助教授陣営も拡

大して、兼任でない構成員に十分に勉強して貰

えるようにするべきではないであろうか。

原子力予算にもまがうべき民博の例に従う必

要はないが、せめて中断されている増築部分の

完成は、急務であろう。

私自身、おちついた雰囲気の資料館には、さ

まざまな形で関与してきたので東大の中でも大

好きな場所の一つである。

後十年たった頃には、スタッフも倍増し、快

適な談話室でお茶をのみながら次の国際協力計

画を語る姿が見られ、又資料館の大部分の資料

がオン・ライン化され、共同利用や、一般教育

にも役立つ姿が見られるようになって欲しいも

のである。それには、もう一度学門の原点に返

り総合研究資料館の容する学問分野に対する関

係者の認識を新にするため、私達OBも努力せ

ねばなるまい。それが後から続く世代への義務

であると思うようになったのが、率直な私の現

在の心境である。

本館客員研究員、元本館地理部門主任 小堀 巌



総合研究資料館の発展

私は、昭和48年 2月から11年あまり資料館の

専任教官を勤めさせていただいたので、多分に

借越とは思うが、この聞の同館の発展について

紹介し、若干の感想、を申し述べたい。

着任した頃の資料館はまだ創立期であったが、

2度にわたる増築で現在の17資料部門はすでに

設立されており、業績集や研究報告の出版活動

も始まっていた。しかし、全体としてはまだ雑

然とした標本倉庫の一隅で研究整理が行われて

いたような状況で、そのための共通機器類もほ

とんどなかった。これが比較的短期間で整備さ

れ、自然史・文化史科学の研究・教育の拠点と

なる「大学博物館」を目ざして発展を遂げてき

たのは、歴代の館長をはじめとする教官・職員

の一致協力と、学内・学外の多くの理解者から

の支援と励ましによるものである。専任の教官

・職員は13-4名と少ないが、大所帯の機関に

はない家族的な雰囲気があり、全員が苦労と喜

びを分ちあいながら進んできた感が深い。若手

の一人が提起した新事業のアイディアが館の方

針にとりあげられて実現することもあり、スタ

ッフの励みになった。

在任中に歴代館長のもとで4次にわたる将来

(長期)計画委員会が組織され、館のあり方と

発展の方策が検討され運営委員会等に答申され

た。その結果、実現した主な事柄をあげると次

のようになる。

0昭和50年 2月 資料館規則を改正し、「資料並

びにその保全に関する基礎的な研究」を任務に

加えた(これによって研究機器の導入が容易と

なり、専任教官にかねて望まれていたキユレー

ターとしての位置ずけがなされた)。

0昭和51年 1月 標本資料報告の創刊(学内資

料のアンケート調査のまとめが刊行の動機とな

り、次いでキュレーテイングの成果が遂次出版

されるようになった)。

0昭和53年4月 概算要求の一部が認められ、

助手2名の助教授への定員振替が実現(この効
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果は誠に大きく、懸案であった 3つの系(地学・

生物・文化史)による運営がスタートし、当館

の活動能力が著しく高まった)。

0昭和56年 9月「総合研究資料館の将来像 大

学博物館の構想」の発表(早急な実現は困難な

状況にあるが、その精神は以後の当館の諸活動、

利用者f¥の便宜改善、展示方式、一般教育ゼミ

ナールなどに反映された)。

0昭和58年 3月 増改築により新構想による展

示場・共同研究室・共通機器室などが完成し、

新しい時伐を迎える。

0昭和58年4月「生物地理研究会」の発足(多

くの専門分野の研究者による談話会を現在まで

続け、この秋にはシンポジウムも計画されてい

る)。

0現在までに研究報告28冊、業績集18冊、資料

報告12冊、展示解説、和文・英文要覧、資料館

ニュース、生物地理研究会ニュースが遂次出版

され、内外における当館に対する評価が著しく

高まった。

このように書くと、資料館はきわめて順調に

発展を続けてきたかのように聞えるかも知れな

い。しかし実際にはそれは茨の道でもあった。

最大の障害は、本館創立時の当初計画が実現す

る以前に高度成長期が終り、ゼロ・シーリング

からマイナス・シーリングの時代に入ってしま

ったことである。校費の目減りを補ったり新事

業を行うための予算獲得、人員増や増築理由の

説明にたび、たび出かけたが、生来の口下手で、、

ずいぶん口惜しい思いもした。資料館そのもの

の存在理由や研究資料を保全しなければならな

い理由は我々にとっては自明でも、一般に理解

させるにはそれなりの努力が要る。将来計画委

員会では、理想像についてはほぼ合意が得られ

でも、身近かな問題となると、微妙な意見の食

い違いや立場の違いから来る誤解もあって、概

算要求に盛りこむべき具体案がなかなかまとま

らない。



これは最近の大学の通弊かも知れないが、まと

め役になれなかった責任は痛感している。

最近の社会情勢を見ると、巨大科学の発展と

は別に、自然史・文化史の研究と教育の重要性

はますます高まっている。大学においては資料

館(大学↑専物館)の発展がその鍵を握っている

と言っても過言ではない。今や関係者は些細な

利害にはこだわらず、大きな見地から資料館と

その将来計画を盛り立てていく必要を感ずる。

個人的にも長年お世話になってきた資料館に少

しでも，恩返しができたらと考えるこの頃である。

本館地史古生物部門主任

野外調査だより

五白鉱山周辺地域における地質鉱床調査は本館地学系でおこなった今年

の夏期野外調査の一つである O 五白鉱山は山梨県南巨摩郡早川町に位置し、

静岡県との県境から約 4kmの山奥にあり、いわゆる「老脈型」金鉱床であ

る。当地域には、ほかにも小規模ながら数多くの金鉱床が知られており、

五白鉱山はその代表的なものの一つで、現在でも観察可能で、ある。また、
おくぎれ いなまた 7 

鉱脈は断続的ではあるが、南北によく続くため、奥沢鉱山、稲又鉱山、甲

永鉱山なども合わせて調査した。

ここでいう鉱脈とは、複雑な構造を示すスランプ堆積物(写真 1)を母

岩とするほほN20
0

E60
0

W、厚き40cmの含金石英・ドロマイト脈(写真 2) 

で、今回の調査の目的は、この鉱脈の生成機構を解明するためにじゅうぶ

んな標本・資料の採取と観察をおこなうことであった。

研究は開始されたばかりであるが、金の組成に規則性が認められること、

共存する鉱物の組成も、従来報告されている同様の金鉱床産のものとは異

なることなど、興味深いデータが得られつつある。

(本館岩石鉱床部門・助手・清水正明)

写真 l

五白鉱山通洞坑レベルにおける複

雑な摺幽構造を示す母岩のスラン

プ堆積物。

この箇所では、細粒砂岩層(色の

うすい部介)が遺跡できる。

写真 2

五白鉱山通洞坑レベルにおける含

金石英・ド口マイ卜脈(白色部介)

7 
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東京大学総合研究資料館

創立20周年記念シンポジウム

当館では創立20周年記念事業として「東アジ

ア・西太平洋地域の生物地理」に関連したシン

ポジウムを行なうことになった。期日は本年11

月28日幽・ 29日仕)の両日、会場は当館講義室で

ある。

9月いっぱいには演題の決定を終え、 10月上

旬にはプログラムを正式に決定できる予定であ

る。

なお、このシンポジウムは一般公開で学内に

限らずだれでも自由に参加することができます。

本シンポジウムについてのご意見またはお問い

合わせは大場秀章(内線2839)または望月賢二

(2820)まで。

プログラム(予定)

1日目 11月28日後)

9 :30-9 :40 館長開会の挨拶

9 :40-10:00 未定総合研究資料館と生物地理

座長速水格(東大理)

10:10-11:00 三中信宏(東大農)

生物地理学の方法論

11 : 00 -11 : 50 小沢智生(兵庫教大自然)

古生物地理からみた東アジア

の形成過程

昼 食 (70分)

案内図

|海洋の生物地理|

座長 山口寿之(千葉大理)

13:00-13:50 速水格(東大理)古生物学

13 :50-14 :40 武田正倫(科博)動物分類学

14 :40-15 :30 重井陸夫(東大理)動物系統学

休憩 (20分)

座長沖山宗雄(東大海洋研)

15 :50-16 :40 宮 正樹(東大海洋研)魚類生態学

16:40-17:30 望月賢二(資料館)魚類系統学

17 :40-19 :30 懇親会

2日目 11月29日出

|陸上の生物地理|

座長岩槻邦男(東大理)

9 :30-10:20 棚井敏雅(北大理) 東アジアの

第三紀温帯植生発達史

10 :20-11: 10 米倉伸之(東大理)自然地理学

11 :10-12:00 大場秀章(資料館)植物分類学

昼食 (60分)

座長大場秀章(東大資料館)

13:00-13:50 矢原徹ー(東大理)植物分類学

13:50-14:40 石川良輔(者陸大理)昆虫系統分類学

14 :40-15 :30 尾本恵市(東大理)人類遺伝学

休憩 (20分)

15 :50-17: 00 総合討論

17:00-17:10 閉会の挨拶

線内
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岩登りをする魚

水が全く流れ落ちて来ない岩を、たとえそれがオ けて、大きな群れを作って移動する習性がある。そ

ーパーハングしていても、登ることができる魚がいる。 して、泳ぎきることのできない急流や滝に出会うと、

ボウズハゼ Sicyopterusjaponicus (Tanaka) であ それを乗り越えるために水の外の岩を登ることにな

る。南日本の河川上・中流域に住み、体長も 10棚位 る。時には高さ 7-8幅に達するような場でも、数

までの小型の魚である。初夏に河川lの中流域の下部 時間かけて登ってしまう。

あたりで産卵するが、その後、餌を求めて上流へ向 (本文 2-3ページ参照)
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岩登りをする魚

魚類は水中で生活する動物であるといっても、

その中には水の外へ出て来るー変り者も少なくな

い。ボウズハゼSicyopte代ωjα:ponicus(Tanaka) 

もその一つであろう。これまでの私達の研究の

中から、このボウズハセ、の岩登りについてひろ

い出してみよう。

ボウズハゼは、ハゼ科に属する魚類で、南日

本の渓流に広く住んでいる。産卵は初夏に河川

中流域の下部で行なわれ、 f子魚はすぐに川を下

り、海に入る O そして、つぎの晩春から初夏に

かけ、体長25-30mmに育った若魚、が川をさかの

ぼる。河川中流域から上流域にかけて住みつき、

岩の表面の付着藻類を食べて育つ。寿命は 4-

6年と推定される。これがこの魚、の生活史の概

田各である。

このボウズ、ハゼの岩登りが観察されるのは 6

-9月頃である。場所は滝や急、流の流れのすぐ

わきの岩である O 最近増えている堰堤もよい観

察場所になる O

このような場所で見ていると、岩登りの第一

歩は勢いよく水から飛び出し岩に吸着すること

である。この吸着は腹部にある吸盤一一左右の

膿鰭が膜で連なり吸盤状になったもの によ

り、容易におこなわれる。また、この水からの

飛出しの程度は様々で、水面すぐ近くに取り付

く場合もあれば、体長の 4-5倍の高さに達す

ることもある。

岩のぼり中のボウズハセe

2 

こうして岩に取り付いたボウズハゼは、体を

モゾモゾ動かしながら少しずつ登ってゆく。そ

れも水の全く流れ落ちて来ない所をである。時

にはオーバーハングした岩を尾部を下に垂らし

ながら移動する姿が見られる時もある。

ここで少し岩登りの基本について考えてみよ

う。当然のことながら、岩登りをするには体を

支える点が 2ついる。 1つの点で支えながら体

を上方へ引き(押し)上げる。そして、もう 1

つの点で岩に取り付き、次にこの点で支えなが

ら体を再び引き(押し)上げる。これが岩登り

の恭本である。

ではボウズハセ守ではどのようになっているの

であろうか。体を支える部位の一つが腹鰭吸盤

であることは前に述べた。では、もう一つの吸

着部位はどこであるかというと、口である o ボ

ウズハゼの口は体の腹面にあり、口唇部には皮

質突起が発達し、環状に連なっている。そして

上顎は容易に突出させることができる構造にな

っている。

実際の岩登りにあたっては、まず腹鰭吸盤で

岩の表面に吸着する。そして体を伸ばし、同時

に口を突出させ、できるだけ高い位置に口で吸

着する。次に、腹鰭吸盤をはずし、体を縮める

ようにして引き上げる。こうして、前よりは高

い位置に腹鰭で吸着する。これをくり返してモ

ゾモゾと登ってゆくのがボウズハゼ式登山法で

ある O 言い変えれば、「尺取虫」式登山法である。

そして、この方法だからこそ水の全く流れてい

ない、オーバーハングした岩でも登ることがで

きるのである。

この尺取虫式登山法では、 1回の動作で登る

ことのできる距離はわずかであることは、容易

に理解できるであろう。そのため登山速度は大

変遅く、大きな岩を登るには何時間もかかるこ

とになる。重力のかかる空中で、垂直な岩に、

何時間もとり付いていることは、大変な負担で

あろう。



岩の上を移動中のボウズハゼ

ところで、このような登山をする魚は、この

ボウズ、ハセ、とその仲間だけかというと、実は他

にもいた。南米のナマズの一種Arges rnarmor，αtω 

Reganである。このナマズは、口で岩に吸着す

ることができる。そして、腹鰭は吸盤にはなっ

ていないが、前後に自由に動かせる構造になっ

ている。これらを使い、数mの垂直な岩を登る

ことが報告されている。7kの流れていない所は

もちろん、オーバーハングしている所でも登る

ことができるそうである。それでは、先に吸着

部イ立が2つ必要と書いたことは誤りなのであろ

うか。このナマズの腹鰭の使い方をふくめ、岩

登りの様子を観察してみたいものである。

(本館水産動物部門・助手・望月賢二)

岩のぼりをするナマズ Argesmarmoratus. (Johnson. 1912より)
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イラン・イラク

両国の考古学資料

本館 1階の展示ホールの入口から入って一番

奥、つまり講義室の手前の空間を埋めているの

が、東京大学イラク・イラン遺跡調査団が両国

の遺跡発掘によってもたらした出土遺物の数々

である。本館の展示の中では異例の広い面積が

与えられているが、当初からかように計闘され

たわけで、はない。増築が要求どうりに認められ

ておれば、この展示は、本資料部門の中に納め

られる予定であった。しかしながら、それが実

現しなかったために、止むを得ず便法として採

用されたのが今の展示なのである o ホール中央

の四速の展示棚は、もともと大塚の外務省研修

所敷地内に建てられた調査団の陳列室のために

つくられたものであって、すでに二度の引越し

を経験している。暦辺部に配置された古めかし

い、だが頑丈なケースは旧東方丈化学院時代の

什器である。このように、このホールの展示用

の設備は、新しい建物にふさわしくなしすべ

4 

てが流用された品々である理由もまさにここに

ある。

東京大学イラク・イラン遺跡調査団は、昭和

31年に東洋文化研究所の江上波夫教授を団長と

して、全学的協力のもとに組織された。以来10

年間に 5回の現地調査を実施した。ここに展示

されているのは、この間に発掘調査によって得

られた考古学的遺物である。その頃の両国の古

物法によれば、外国の調査隊は出土遺物の半数

を持ち帰ることが許されており、ここにみられ

るのは、両国から正式に日本に合法的に与えら

れたものの一部である。

展示は大きく 3つの部分に分れる。北側の一

群が、イラン西南部のベルセポリスの立地する

盆地マルヴ・ダシュトのいくつかの先史時代遺

跡からの出土品である。南側jの一群が、同じく

イランのエルブルズ山中のデーラマン盆地の古

墓群より発見された副葬品の資料であり、これ



は時代的にはこつに分れ、古い方は青銅器時代

末から初期鉄器時代のほ f前第 2千年紀後半に

属し、新しい方はアケメネス朝からパルティア

朝にかけての時代に属する。中央の部分は、北

イラクのテル・サラサート遺跡出土のものであ

り、時代は多蚊にわたる。古いものは、農耕が

開始された直後の前第 7千年紀からはじまり、

都市文明発生の基礎となった前4千年前後のウ

パイド期のもの、初期王朝時代直前のニネヴェ

5期のものをへて、最も新しいものは前第 2千

年紀前半の時代まで含まれている。

壁面には、ササン斡時代のターク・イ・ブス

ターンの浮彫の実測図が、マルヴ・ダシュトの

航空写真の両側に掛けられている。この遺跡の

浮彫には、正倉院御物にみられるのと閉じ文様

などが描き出されており、東西文化交渉を研究

する上に大きな手がかりを提供してくれる。

新築後の展示の際に出品されていなかったも

のがある。それは西側の展示棚に入れられてい

る。総長室に日本出土の重要な文化財が展示さ

れていたが、それを移すことになり、欄が資料

テル・サラサート遺跡の発掘調査(イラク国)

5 

立体写真測量によるターク・イ・ブスターンの弱査

(イラン因)

館に移管された。そこで、この展示棚に西アジ

ア関係の資料を納めることになり、発掘による

資料ではないが、模形文字ののこされた遺物を

主たるテーマとして選ぴ、本資料部門の収蔵品

の一部を展覧に供している次第である。

(本館考古美術部門主任、東洋文化研究所西

アジア研究部門・教授・松谷敏雄)

くわしくは、下記の丈献を参照下さいo

rイラン・イラク学術調査の歩み』

「西アジアの考古学的調査J WU P.JJ 84号



当部門の資料の大部分はベルーを中心とする

中央アンデス先史時代関係のものである。 1958年

に第 1次東京大学アンテ、ス地帯学術調査団(石

田英一郎団長)にはじまり、以‘後4次にわたる

発掘調査(泉靖一団長)をへて、 1975年からは

核アメリカ学術調査団(寺田和夫団長)と名称

をかえて1985年まで4度の発掘調査を行なった

ので、それらの調査に関連した資料は膨大なも

のになっている。

ただし中南米各国の文化財保護法がきわめて

きぴ、しく、発掘品のみならずほとんどの古代遺

物の閏外持出しは、一時的な貸出しに限られて

いるので、第一次調査団の一般調査による百余

りの遺跡の表面採集品、寄贈品を除くと、めぼ

しい資料は多くない。 3回(1960、63、66)に

わたって行なわれたベルー中央山地コトシュ遺

跡の 100万点に及ぶ土器破片などの資料のうち、

ペルーに置いて広く世界の学界の研究に供する

べきものはすでに返還したが、相当数のサンプ

ルが資料館に所蔵されている。

核アメリカ学術調査団の発掘したベルー北部

山地ラ・パンパとカハマルカ盆地の諸遺跡の資

料は、数こそ少いが、良質なもので、 1500B.C.

からインカ帝国期までの文化発展の様相を、土

器片をとおして追跡するに十分で、ある。

量的には土器片が圧倒的に多いが、かなりの

数の完形土器、横物、骨角器、石器、自然遺物

が整理、保管されている。アンデスの古代遺跡

に多数存在する石彫については、その拓本を多

数収蔵している。その他、地図、航空写真、ス

ライド、モノクロの写真は、中央アンデスのほ

とんどすべての地域を網羅し、遺跡写真のコレ

クションとしては世界有数と自負している。

これらの資料をもとにして、ほとんど毎年訪

れる外国のアンデス考古学者との協同研究、討

論会を行なっており、国内の研究者にも最大限

の便宜を供与している。資料館の地下 1階の研

究室には常時、部門の関係者が活発な研究活動

を行なっており、資料の整理や訪問者へのサー

ビスに当たっている。アンデス先史学研究者は

本学の他、埼玉大学、東海大学、民族学博物館

などかなりの数の機関におり、本部門はその中

心的存在である。

(本館文化人類部門、教養学部教養学科・

教授・寺田和夫)

ベルー園カハマルカの遺跡
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原寛先生の逝去

本館第 2代館長、本学名誉教授原寛先生は、

昨年(昭和61年) 9月24日心不全のため東京目

黒の自宅で急逝された。 75歳であった。

先生は、明治44年 1月5日に東京で生まれた。

昭和 9年 3月本学理学部を卒業後、 46年定年退

官されるまで、一貫して本学で植物学の研究教

育にあたられた。その問、国際植物分類学会評

創立20周年記念シンポジウム報告

本館創立20周年記念シンポジウム「東アジア

・西太平洋地域の生物地理」が、昨年11月28・

29日、本館講義室で開催された。生物地理学は

ぼう大な標本・資料にもとづく研究分野であり、

本館は本学におけるこの分野の研究に重要な役

割をはたしている。

両日とも午前 9時30分から 5時過ぎまで、多

岐にわたる講演と討論が行われるというたいへ

んハードなシンポジウムであったが、 160名を超

す参加者があり盛会であった。特に若い世代の

参加者が自立ち、東京周辺に限らず京都、松本、

仙台など遠方からの参加者もあり、最後の総合

討論に至るまではずi前席の状況であった。

初日の夕方から山上会館で催された懇親会も

60名を超す参加者があり盛況であった。第 4代

館長関野雄本学名誉教授の祝辞に引き続き、鈴
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議委員、日本学術会議会員、日本植物学会会長、

日本植物分類学会会長などを歴任された。

先生ははやくから本学に自然史研究のための

研究博物館を設立する必要性を痛感しておられ、

本館設立の構想具体化とその実現のためにたい

へんな努力をなされたのである。

先生は、退官されてからもほとんど毎日のよ

うに本館に通われ、植物部門の小さな机でアジ

ア植物の分類学的研究を続けられた。研究のか

たわら関係する標本資料の整理を進んで、行ない

また後進の研究者へ助言を与えてくださった。

先生は筋萎縮性側索硬化症という難病に冒さ

れ、 2年前からは杖を用いての毎日であった。

さらに歩行が困難になってからはタクシーで通

われていた。やりたい研究がまだ山のように残

っていたのである。

先生は、最期まで本館を愛され、不肖の私共

と一緒に本館の将来を考えてくださったのであ

る。昨年9月9日に植物学関係者の会議があっ

た。この日が先生が本館を訪れた最後となって

しまった。(本館植物部門・助教授 大場秀章)

木品名誉教授の音頭で乾杯をおこなった。懇親

会では、生物の分布や生物地理の方法論などに

ついて、日頃の学部・学科の枠を越えて、親し

く意見を交換し交友を深めることができ有意義

であった。



総合研究資料館研究報告第28号(1986年)

Masaa対 Shimizu(清水正明)

The Tokuwa Batholith， Central Japan: An 

Example of Occurrence of Ilmenite-Series 

and Magnetite-Series Granitoids in a Batholith. 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Bulletin No. 28， 152pp.， 64fig.， 13plates. 

地質学・岩石学において、花関岩類の成因は

永年にわたり、未解決の問題のひとつである。

本書では、同一岩体内に磁鉄鉱系およびチタン

鉄鉱系花樹岩類が共存する徳和パソリスを取り

あげ、詳細な岩石記載にもとづき、両系花開岩

類の相違が何に起因するかを解明し、具体的な

花街岩成国論を展開しており、今後の花崩岩岩

石学を指導する出版物のひとつとなろう。

総合研究資料館標本資料報告第12号(1986年)

Yoshimasa Chiyonobu (千代延恵正)・

Toshio Matsutani (松谷敏雄)

東京大学総合研究資料館考古美術(西アジア)

部門所蔵考古学資料目録金属器・金属製品

第 2部イラン

Cotalogue of Archaeological Materials in 

The Department of Archaeology of West 

Asia Part 2 Iran Metal Remains The Uni. 

versity Museum， The University of Tokyo， 

Material Report No. 12， 134pp.， 

今回発表した資料は「東京大学イラク・イラ

ン遺跡調査団」がイラン国ギラーン州デーラマ

ン地区の考古学調査の際に同地で採集した資料

および、イラン各地の古物商等より入手した資料

のなかから金属器・金属製品 376点を整理した

ものである。資料は 1点ごとに笑測図・写真・

観察記録により招介されており、これらの資料

に関心を有する研究者にとってすぐに役立つよ

東京大学総合研究資料館ニュース 9号
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う配慮されている。また資料そのものも報告書

に付された整理番号によりただちに検索し得る

ように整理がなされている。

|講演舎のお知らせ|

第33回総合研究資料館講演会を下記のように

開催します。

由時唱和62年 2月28晋(士)

午後 1 時30分~3 時30分

場所総合研究資料館講義室

講演者能勢幸雄

(本館館長、農学部水産学科・教授)

演題 「アイスランド その自然・人・漁業」

案内図

発行 a昭和62年 2月10日
編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長・能勢幸雄)

東京都文京区本郷 7-3 - 1 TEL812-21 11 内線2801
印 刷三鈴印刷株式会社

東京都文京区小自信J4-4-12 TEL941-1181 
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表紙:ターク・イ・ブスターン大洞
正面天使の浮彫り(部分)、ササン朝時代、 イラン

/ 

本図は 1976年に東京大学イラク・イラン遺跡調査団

が現地で地上実体写真測量(器機SMK120とSMK40

を使用)を行ない、東洋航空事業株式会社が図化

したものである。(本文 2-3ページ参照)
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ササン朝時代摩崖浮彫の写真測量

考古学や美術史の野外調査に写真測量を応用

するのは、きわめて有効な手段である。この測

量法の特性は、撮影瞬間の対象物の状態が、忠

実に半永久的に記録され、またいつでもそれを

再現できることである。そのうえ、同じ作業範

囲の測定精度が同一レベルであること、対象物

が乾板上に固定されるから、測定の同時性を持

つことであろう。対象物が大型のもの複雑なも

のの場合、現場作業がはるかに高い能率で、行な

え、現地作業時間を大幅に短縮する。測定点が

手の届かない位置にある場合や、直接手を触れ

ると変形する物を対象にするときに、この方法

は効果を発揮する。このような忠実性、測定の

均一性、遠隔性、作業の高能率という特性があ

り、そして図化が室内作業であるところから、

時間をかけた分析的な図化を可能にする。した

がってこと測量に関して、原理的には応用範囲

が広く、仏像の実測、水没遺跡の測量、城郭の

石垣の実j則、貝塚で層位ごとの貝の堆積量を測

定するなどに利用されたのも、上記の特性のほ

かに平面、側面、断面を様々な角度から図化で

きる特性を生かした使い方であろう。またここ

に紹介するターク・イ・ブスターンの浮彫実測

のように、作業時聞が制約された海外調査で、

対象物が大型のうえに複雑な細部の実測図まで

要求される場合、実に効果的であった。

ところでいかに有効な手段ではあっても、機

能上の制約や図化費用が高額などの問題点から、

かならずしも万能の測量法ではなく、考古学や

美術史にとっての問題点も少なくない。以下に

ターク・イ・ブスターンの実例に即しながら、

その効果と問題のいくつかを述べることにする。

この遺跡はササン朝時代 (226年一651年)の

帝王が、イランの各地に数多く残した摩崖浮彫

記念碑の中でも代表的なものの一つで、ザグロ

スの山なみに固まれたケルマンシャー市郊外に

ある。ザルド・クーと呼ぶ岩山の肌を削ってア

ルダシール2世 (379-383)の叙任式図を浮彫
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にし、また大小2つの洞穴を穿って、それぞ、れ

奥壁に、小洞にはシャープール3世(383-388)、

大洞にはササン朝末期のホスロー2世(590-628)

の叙任式図を刻んで‘いる。大洞の帝王はペーロ

ーズ王 (457-483) とする説があるが、この大

洞は華麗を極め、奥壁上段に叙任式図、下段に

武装をした騎馬像、そして左壁に帝王猪狩図、

右壁に鹿狩図を無数の動物や魚の細部に至るま

で浮彫に表現している。正面入口の壁面には一

対の飛天と聖樹が刻まれる。まさに当時代の工

芸技術の粋を集めた記念碑である。大きさはア

ーチ天井までの高さ8.7m、入口の幅が7.6mで

聖樹文様の幅を加えると 10.8mあり、奥行は約

8mに達する。

かつてE.フエルツフェルドが1913.16.17年に

この遺跡の実測を行なったが、この巨大さと浮

彫数の多さから、手作業に頼る方法では限界が

あったことは云うまでもない。東京大学東洋文

化研究所教授であった故深井晋司氏は、かねて

からフェルツフエルドの果せなかったこの遺跡

の全容の実測図化を考え、その方法として写真

測量を採用し、 1976年第 1次イラン・イラク学

術調査の時に、 8月14日から 9月8日までの22

日間で現地作業を完了したのであった。

使用したカメラはカール・ツアイス社製の S

MK-40とSMK-120で、 40、120はそれぞ、れ

カメラの基線長(固定された 2個のカメラ聞の

距離が40cmと120cmを表わす。ターク・イ・ブス

ターンでは SMK-40が最も多く用いられた。

これはSMK-120が10m以上離れた位置からの

撮影が能率的であることによる。個々の浮彫の

表現をとらえるためには、被写界深度2.5-10m

のSMK-40が使いやすいわけである。しかし

衣服の紋様などを撮影する時には、 1個のカメ

ラにクローズアップ・レンズを取付けて 1m.L:J 

内に接近させた。この場合カメラを対象物に平

行に一定間隔ずらさねばならない。カメラが重

量物である上に、高いところはやぐらを組んで



行なうので、自由自在というわけにはいかない。

このように遺跡全体図のような広い範囲はSMK

120を、要所をSMK-40で、細部をクローズ

アップレンズを耳又イ寸けてと、{可巨支階かのカメ

ラの使いわけが必要になる。

こうした撮影に先立つて、対象物に測定点を

設定し、それをトランシットによって交会測量

をすることが必要で、ある O 測定点間の距離が対

象物の既知の値となり、それによって図化の際

の縮尺を決定し、また対象物に対するカメラの

3方向の傾きを修正するから、その測定は充分

な精度を持たねは、ならない。われわれはこの作

業に 5秒読みのニコン・セオドライト NT-3

を使用した。どうしても手が届かない場所は目

標を設けてそれを測定するが、それは精度が落

ちる場合が多い。撮影の際には一組の乾板に測

定点が3点以上写し込まれる必要がある。

きて以上の現場作業の後、一般に図化作業は

専門のオペレーターの手に移るが、その場合で

も対象物を良〈知っている研究者が立会うこと

になる。ちょうど平板測量で遺跡、の経験を積ん

だ人がポールを持って誘導するようなものであ

る。しかし図を描きはじめると、浮彫像と背景

の境をどこで決めるか、衣服のヒダ、をどうまと

めるか、紋様の動物の形はなど様々な問題があ

り、研究者が困惑する場面がしばしばある。現

場ではすぐ解決がつけられる問題も、写真が相

手では答を出しかねるのである。これに対処す

るために、補助的な写真や略図をいろいろな角

度からとって来るが、最終的には一度描き上げ

た図面を再び、現場へ持って行って点検するよう

なことがあり、ターク・イ・ブスターンでは実

際にそのような仕事を行なった。したがって、

発掘のように対象が消滅する場合、写真測量だ

けに頼れば問題を残すことが起こるであろう。

次にはカメラが大型なために、小きな物の図

化が難しい問題である。帝王の衣服の紋様など

はその例で、普通のカメラで撮影した写真の引

伸しから図案を作成し、それを測量図にはめ込

む作業が必要で、あった。

写真測量カメラが重量がある上に、ネカ、、フィ

ルムが使えず乾板を使用するから、現場作業に
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は相当な装備をしなければならない。飛天像や

大渦の叙任式図の撮影のために、スチールパイ

プで4段のやぐらを組むなど、肉体労働を覚悟

して撮影に入る。測量図の精度を上げるために

そうなっているのだが、最近国化機の改良が進

み、普通の軽量カメラでも一定の精度が保障で

きるようになりつつあり、実験も行なわれてい

るから、早晩この問題は解決されるだろう。

しかし図化の費用が高額なのが、この方法を

研究に採用する場合の最大の難点かもしれない。

大学の研究者自身が図化機を操作すれば単価も

下り、また問題に応じた利用法が開発されると

思うが、自在に描画できる一級図化機を必要に

応じて研究室に置くことは、場所や費用の点で、

無駄が多い。簡便な図化機ほど描固に制限が多

く出る問題があって、結局は図化専門の民閉会

社に委託することになるのである。

深井教授の構想はターク・イ・ブスターンだ

けでなく、パルティア時代、ササン朝時代の浮

彫の測量図を集成して美術史研究の基本資料と

することにあった。そのためにイラン各地の摩

崖浮彫を写真測量カメラで撮影し、その乾板は

現在当資料館に保管しである。その構想、が実現

し集成図が完成することがなかったのは、端的

には図化費用の問題があったからである。

考古・美術(西アジア)部門

東洋文化研究所・文部技官・古山 学



分ト一一ー地史古生物部門

当館の地史古生物部門が関連する主な展示物

は、1)一階展示ホール西側の日本産アンモナイ

ト標本と、 2)二階吹抜けホールの一般化石標本

である。

アンモナイトは古生代後半から中生代末まで

世界中の海洋に栄えた絶滅頭足類で、日本の中

生層(特に白亜紀層)に産出が多いので、古く

から今日まで盛んに研究が進められている。本

学創立時(1877)に理学部地質学教室の初代教授

を勤めたE.Naumannは、我が国の地質・古生

物学の研究・教育に先鞭をつけたが、 1881年に

東北地方の地質調査に赴いた際、石巻近傍でア

ンモナイト群を発見し、三畳紀層の存在を報じ

た(標本は1888年にE.Mojsisovicsが記載)。次

いで日本人によるアンモナイト研究が本学を拠

点として開始され、横山又次郎(1860-1942)、

神保小虎(1867-1924)、矢部長克(1878-1969)

が相次いで白亜紀アンモナイトを記載していっ

た。彼等はいずれも当時この分野の研究の中心

地であったドイツ・オーストリアに資料を携え

て留学し、成果を彼地の大版の学術誌や本学の

紀要に発表して、日本人の古生物研究のレベル

を遺憾なく示した。

日本産アンモナイトの研究は、その後も多く

の研究者に受け継がれ、国際的にも優れた成果

が挙げられている。つまり、これらの研究は、

本学はもとより日本の古生物研究の縮図とみる

ことができる。一時のホールには、これらのう

ち特に察明期の研究に用いられた標本(または

そのレプリカ)を展示して諸先輩の研究の足跡

と情熱をしのぶこととした。なお、特別の標本

として、玄関ホール正面に最近大学院生によっ

て発見された白亜紀後期の巨大アンモナイト、

矢部長克により記載された蛇行を繰り返しなが

ら成長する異常巻きアンモナイト(ニッポニテ

ス)、深田淳夫によって発見されたジュラ紀の大

型アンモナイト(ペリスフインクテス)が展示

されている。個々の標本の属性については、「総

合研究資料館展示解説」を参照されたい。
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二階の吹抜けホールには、明治年間にドイツ

のクランツ社から本学が購入したヨーロッパ産

の中・大型化石標本約5，800点のうちから約40点

を選んで展示した。クランツ標本は、一般に保

存が良〈、長年にわたって比較研究や学生実習

に利用されてきた。ホール壁面に展示した大型

石膏模型は学術書や教科書のイラストにもよく

登場する化石で、有名なゾルンホープエンの始

祖烏やホル、ソマーテ、ンの海生艇虫類も含まれる。

そのほか、化石層序学の規範とされているヨー

ロッパのジュラ系の示準化石群や、トンボ・甲

穀類の腹面・マンモスの体毛などめったに保存

きれない化石、最近日本で発見されたり新しい

研究がなされた化石などが展示されている。

近年、古生物学は生物科学・地球科学の多く

の分野と同様に大きく変革し、多くの新しい方

向を目ざす研究が生まれた。しかし、古生物学

が本質的に化石標本に根ざす学問であることに

変りはない。次の展示替えの機会には主に近代

的手法をとり入れた新しい研究の成果を紹介で

きればと考えている。

(本館地史古生物部門元主任、理学部

地質学教室・教授・速水格)



Perisphinctes ojikensis Fukada， 1950 UMUT MM6470 完模式標本(約Ys)

このアンモナイトはむかし牡鹿半島牧の浜に

産し近くの神様に奉納されていたのを、深田淳

夫(当時本学学生)が野外調査中に見い出し、

本学に寄贈を受けたものである O 砂質頁岩の岩

塊に印象された雌型で、長径50cmあり、ジュラ

紀アンモナイトとしては我国最大の標本であろ

新刊紹介(1)

総合研究資料館研究報告第29号(1987年)

Takeru Akazawa (赤津威)

Yutaka Sakaguchi (坂口豊)

Paleolithic Site of Douara cave and Paleo-

geography of Palmyra Basin in Syria. Part 

IV: 1984 Excavations. 

The Universtiy Museum， The Universtiy 

of Tokyo， Bulletin No. 29， 166 pp.， 65 figs， 

82 plates. (￥8.500) 
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う。最外周では肋の間隔が著しく広くなってい

るので成熟個体と考えられる O 社鹿半島のジュ

ラ紀層は強い努断棺曲を受けていて、産するア

ンモナイトはすべてこの標本のように楕円形に

変形している。

総合研究資料館研究報告第30号(1987年)

Hisao Ando (安藤寿男)

Paleobiological Study of the Late Triassic 

Bivalve Monotis from Japan. The Universtiy 

Museum， The Universtiy of Tokyo Bulletin 

No. 30，110 pp.， 38 figs. 14 plates. (￥5.500) 

※研究報告は東京大学出版会で購入することが

できます。 (TEL811-8814) 



当部門の資料の中では、魚類標本が大きな比

重を占めている。田中茂穂博士の昭和初期の収

集を中心とした標本資料には多数の模式標本が

含まれる。模式標本以外でも、特に中国大陸の

淡水魚、等は、今では殆ど入手出来ない貴重なも

のである。更に海水魚、は質的には同等、量的に

は淡水魚、を遥かに越えている。分類学上の価値

についてはいうまでもない。国外、園内の研究

者の照会や依頼に対応するのに追われている O

人聞の手に依って淡水魚、の分布は全く乱きれ

てしまった。本来の自然分布がどうであったか

を知る手がかりを残す、掛替えのない膨大な資

料と云う点でも貴重である。絶滅、または絶滅

に瀕している種類が、当館保存の標本を通じて、

昭和の初期にはごく普通に各地に分布していた

ことが窺われたりする O 汚染や環境破壊がまだ

今程ひどくなかった時代の情報が、保存されて

いるといえる。

無脊椎動物や、両棲類、ハ虫類の標本にも魚

類に劣らず貴重なものが含まれる。主として東

京帝国大学理科大学紀要に発表された分類学の

業績の、模式標本等が保存されている O 他に教

育用として、世界各地の特殊な動物も集められ

ている C しかし魚類標本に比べ整理の状態が悪

く、また整理の為の場所も満足に無いのは残念

なことで、現状では収容効率の増大以外に対策

がない。

この様な貴重な標本を、いかに賢〈堅実に守

り継ぐかが、最大の課題である。

(東京大学理学部動物学教室、非常勤講師・

富永義昭)

クモコバン Remora nυbiberαTanakaの完模式標本の側面及び背函のエックス線写真。
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初代館長渡辺武男先生の榔逝去を悼む

本学名誉教授渡辺武男先生は、昨年12月18日

心疾患のため、 79オで逝去された。先生は1931

~rf.に本学理学部地質学教室を卒業された。その

後、北海道帝聞大学で10余年を過され、 1944年

からは本学地質学教室の第三講座担当教授とな

られた。 1968年本学制i退官後も、 1971年まで名

古屋大学に赴かれ、更に1976年まで秋田大学学

長をつとめられた。この問、奥様の言葉を借り

れば、 「殆ど家に居たことがない」ほどの忙し

きで、国内外の鉱床を調査し、学生の指導をし、

数多くの学会の会長・評議員をつとめ、各種委

員会のとりまとめなどをしてこられた。

先生のお仕事は、鉱物学・岩石学・地球化学

新刊紹介 (2)

総合研究資料館標本資料報告第13号(1987年)

東京大学総合研究資料館所蔵長谷部言人博士収

集犬科動物資料カタログ

Nobuo Shigehara (茂原信生)

Catalogue of the Ancient and Recent Canid 

Skeletons Collected by Dr. Kotondo Hasebe 

and Preserved in The University Museum， 

γhe University of Tokyo. Material Report 

No. 13， 114 pp.， 73 plats. 
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など多散にわたっているが、その中心は卒業論

文以来の鉱床学であった。その成果の一端は、

当館展示ホールにも示されており、展示解説に

詳しく紹介されている。本邦金属鉱床の成因に

ついて、それまでの考えを大きく変えてしまう

までに至った先生の鉱床成因論は、野外での綿

密な観察に基いたものであり、世界の学会に与

えた影響は大きかった。また、先生は標本試料

の大切さを身をもって教えられ、当館の設立に

も並々ならぬ情熱を注がれた。設立後は初代館

長として、当館の性格と学内外における役割を

確立された。

先生が採取された鉱石標本の多くは当館に収

蔵され、整理活用される日を待っている。大学

時代はサッカーの選手としてならし、世界各地

の山々を踏破してこられた健脚も、数年前から

始まったパーキンソン氏病のため、最近ではす

っかり弱くなられ、資料館へ来られる回数もめ

っきり減っていた。亡くなられる10日程前にも、

当館地学系助手清水正明氏をお宅に招かれ、試

料や丈献について細々と指示されたそうである。

先生が最期まで心を痛めておられたのは、この

狭院を極めている資料館の窮状ではなかったの

だろうか。資料館を益々発展・充実させること

こそ、残された我々の責務であることを想い、

今はひたすら先生の御冥福をお祈りするのみで

ある。(理学部地質学教室・助教授・島崎英彦)

総合研究資料館標本資料報告第14号(1987年)

Kenji Mochizuki (望月賢二)

Yukio Nose (能勢幸雄)

東京大学総合研究資料館水産動物部門所蔵魚類

標本目録(1 ) 

Catalogue of the Pisces Specimens Pre-

served in the Department of Fisheries， 

The University Museum， The University of 

Tokyo ( 1). Material Report No. 14， 123pp. 
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文化史系

考 古上野佳也(文)

建築史*横山正(養)

考古美術松谷敏雄(東研)

美術史青柳正規(丈)

文化 人 類 寺 田 和 夫 ( 養 )

専任助教授*赤津威(資)

*編集委員

名(所属)氏

総合研究資料館資料部門主任名簿(昭和62・63年度)

名(所属)部門名

生物系

植 物加藤雅啓(理)

森林植物演谷 稔夫(農)

薬 学*三川潮(薬)

動 物*八杉貞雄(理)

水産動物谷内透(農)

人類先史遠藤高里(理)

医 学養老孟司(医)

専任助教授*大場秀章(資)

氏名(所属)部門名

地学系

鉱 物小津徹(理)

岩石・鉱床*鳥海光弘(理)

鉱 山正路徹也(工)

地史古生物吉田鎮男(理)

地 理米倉伸之(理)

専任助教授*歌田 賓(資)

氏

能勢幸雄館長退任

竹内需久欄新館長就任

運営委員会委員の交代

資料部門主任の交代

幹事の交代

編集委員会委員の交代

第216回資料部門主任会議開催

4/1 

4/15 

総合研究資料館日誌抄録 (1987・2-4)

第86回運営委員会開催

第6次将来計画委員会答申

資料部門運営内規改正

第33回講演会「アイスランドーその自然・

人・漁業J (能勢幸雄館長講演)

第215回資料部門主任会議開催

研究報告第29・30号、標本資料報告第13

・14号、業績集第19号刊行

2/24 

2/28 

3/18 

3/31 

発 行 日 昭 和62年6月10日
編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:武内需久禰)

東京都文京区本郷7-3ー TEL812-2111 内線2801
昂j 三鈴印刷株式会社

東京都文京区小日向 4-4-12 TEL941ー 1181
巨H
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京支え学総合研究資料館
The University Museum 

1987.10.12 

ワカロマ遺跡、遠景

ワカロマ遺跡は、南米ペル一国北高地で発見された

形成期から古典期の遺跡である。一見して自然の丘

のようたカミ、重層構造を持つ建築が長い年月の問に

崩れ落ちてできた人工マウンドである o

(本文 2~ 3ページ参照)
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ベルー北高地の遺跡、発掘一一神殿建築と壁画一一

首都リマから北へ約850km、海抜2750m、アン

デスの山懐に抱かれたカハマルカ市は、同名の

県の県庁所在地であり、付近はペルーでも有数

の酪農地帯である。高度から云えば、トウモロ

コシなどの栽培にも適しており、古来、人間に

とっては{主みやすい環境にあったと考えられる。

しかし今日、穏やかなたたずまいを見せるこの

町も、かつては世界史を大転換きせた事件の舞

台となったところでもあった。 1532年、時のイ

ンカ皇帝アタワルノfがスペイン人ビサロによっ

て捕えられ、幽聞の後、あえない最後を遂げ、

インカ帝国終需のきっかけを与えたのがこの地

なのである。

アンテっとえ"1りjとL、うとき、我々の叫にすぐ下子

かぶのは、このインカ帝国であろう。しかし、

インカ帝国は確かに華やかなものを残しはした

が、アンデスの長い歴史からすれば、最後の一

ページを飾ったにすぎず、それ以前に数多くの

丈化が存在し、蓄積されていたことを忘れては

ならない。我々が、インカに先立つこと 3000年

も前の文化に興味を持つ理由もここにある。ベ

ルーに初めて土器が登場し、農耕による定住村

落が確立する頃を形成期と呼ぶ。この新しい生

活様式は、その後の丈化発展に加速度的刺激を

与え、公共建造物の建設や、政治・宗教的組織

の発展を呼んだ。およそ紀元前1800年から紀元

前100年あたりのことである。カハマルカ一帯を

中心に、過去、 1979，1982， 1985年、 3固にわ

たって実施されてきた発掘調査(核アメリカ学

術調査団 団長:故寺田和夫教養学部教授)

は、この形成期の祭最Eセンターに焦点を当てる

ものであった。この問、幾つかの遺跡、の発掘に

手を染めたが、終始一貫して調査の中心となっ

たのが、ワカロマ遺跡である。

遺跡は、カハマルカ市近郊にあり、二つの小

高いマウンドより構成される。高きはおよそ12

メートル、基底部の総面積は、約一万平方メー

トルにも及ぶ。これまでの成果によれば、これ

らのマウンドはすべて人為的な活動によって形

2 

成されたことがわかっており、形成tlJJに属する

四つの文化相とこれに続く古典期 (B.C.lOO~ A. 

D.650)の三つの文化相が重なり合う複雑を極

めた遺跡である。このうち形成期にあたるもの

を古いほうから、前期ワカロマ期、後期ワカロ

マ期、 EL期、ライソン期と名付けた。

マウンドの形成は、後期ワカロマ期に始まる。

まず、関東ローム層のような黄褐色土に礁の混

じった非常に鍛密な土を一気に積み上げ、前期

ワカロマの建物を完全に覆うと同時に、三段の

プラットフォームの土台を造った。この層は、

場所によっては!享き 8メートルにも達し、また

ほとんど遺物は出土していない。以前にこの遺

跡を調査した研究者は地山と勘違いして、途中

で発掘を止めてしまったほどである O 後日、こ

こを訪れたその研究者が呆れ顔で、土層の断面

を見つめていた様子を今まで思い出す。きてこ

の三段のプラットフォームは、それぞれ泥を目

地にして積み上げられた石壁によって支えられ

ていた。各段は、階段によって繋がっていたと

考えられるが、下の二段のプラットフォームを

結ぶものしか見つかっていない。最上段には、

いくつか建物があったと思われるが、残念なが

ら次のEL期の人々による破壊を受けて、土台

干Z度のものしか残っていない。 EL期の人々は、

この破壊により生じた大量の土砂を使って、後



期ワカロマ期の建物をすっかり埋め、さらに大

きなプラットフォームを建設している。従って

後期ワカロマ期の活動の手掛かりが多少とも得

られるとすれば、この土層からである O

前置きが長くなったが、壁画片が見つかった

のは、この層である。圧倒的に赤もしくは白の

単色の壁画片が多いなかに、黒、白、赤、緑、青、

黄、日音褐色の顔料で色鮮やかに仕上げられた蛇

の頭、ジャガーの自のようなモチーフを持った

断片も含まれている点が注目される(写真参照)。

さらに、円柱、段差を持った壁、壁寵の断片に

も彩色が施されており、さぞ、かし複雑なまた華

やかな色彩の建物があったのであろう。

ワカロマの場合、三度の調査にもかかわらず、

この後期ワカロマ期の建築の全貌は明らかにさ

れていない。しかしながら、既に述べてきたよ

うに、基本的には石壁などで支えたプラットフ

ォームを何段か持ち、最上段に中心となる構造物

を据えたことは判明しており、形成期の北部アン

デス高地によく見られる建築形態を示している

(写真参照)。ただしこれは、住居ではない。一

般の住居は、ずっと小型であり、壁や床もそれ

ほど丹念に造られてはいないのである。

このような非居住用の特殊構造物の起源は、

形成期初期あるいは、それ以前の古期といった

農耕の発生にかかわる時期にまでに遡る O 前期l

ワカロマ期に建てられた部屋や東大アンデス調

査団が1960，1963， 1966年

の三回にわたって発掘を行

ったコトシュ遺跡で見つか

っている構造物がこれにあ

たる O 普通の住居よりもや

や大きめの造りを持ち、上

塗りなどを1未や墜に施し、

中央に炉が切られることも

あった。しかし規模の点か

ら言っても、初期村落の共

同祭最E場程度のものであっ

た。やがて登場するのが、

後期ワカロマ期に見られる

ようなはるかに複雑な構造

を持つ大規模な建造物であ

3 

る。農業生産性、人口増、戦争など様々な要素

が考えられるが、いずれにしても初期の村落レ

ベルから、複数の村落社会を統合していく方向

に進んでいったのである。その際に統合のシン

ボル、社会体系の中心的役割を果たしたのが、

この特殊建造物であった。

後期ワカロマ期では、壁画片のほかに、大量

の土器も見つかっている。これらは、煮炊きな

どに使う実用土器というよりも、彩色、造形、

刻丈などを凝らした装飾土器である。しかしジ

ャガ一、鳥、蛇などのモチーフや幾何学文様な

どが一定の様式に従って描かれているところを

みると、単なる装飾というよりも当時の人々が

持っていた観念を表現し、伝達しようとする意

図がここに読み取れるかも知れない。しかもこ

れは新大陸に広く見られるジャカ、、一信仰と結び

付けられることが多い。こうした観念の伝達は、

土器に留まらず、その土器が置かれていた空間

でも実施されたのである。壁画などで鮮やかに

彩られた神殿ともいうべき建物は、そこで催き

れる各種の儀礼や祭礼を通じて、ある種の観念

や世界観を人々に教示する場であった O その意

味で、ワカロマ遺跡は、立派な祭肥センターの

役割を担っていたのである。

(本館文化史系研究資料室・助手・開 雄二)



介ト一一岩石@鉱床部門

当舘岩石・鉱床部門の主な展示物から、 (1)一

階展示ホールにある「;度辺武男教授らによる新

鉱物の発見」と題した研究展示と、 (2)二階吹抜

けホールにある岩石標本展示を紹介する O

渡辺武男(1907-1986)は、 1944年から1968年

までの25年間、本学理学部教授として、鉱床学

の研究と教育にあたった O また、理学部長をつ

とめたほか、当総合研究資料館の設立に力をそ

そぎ、初代館長にも推された。その卓抜した指

導力の下に、多彩な研究者が育ち、今日もなお

渡辺の研究手法や学問体系は引き継がれている。

一階展示ホール中央部分の向って左側ケース(写

真 1)には、渡辺流と言ってもよい鉱床学を確立

した、朝鮮(現朝鮮民主主義人民共和国)黄海道
スーアン ホJレコ Jレ

遂安にある金・銅・蒼鉛スカルン鉱床であるきちil己j

鉱山の研究において用いられた標本から、代表

的なものを展示しである O これら、鉱床の生成機

構の本質にせまる詳細な観察や記載がなされた

標本からは今でも渡辺の感動が伝わってくる。

小藤石 (Kotoite，Mg(B03)2)の発見などの記載

的研究から、鉱床成因論の確立に至る過程におい

て、寝食を惜しみ、日夜研究に没頭した渡辺を

思い出される方もあろう。一階展示ホールの右

側ケース(写真2)には、小藤石のマンガ、ン置換
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イ本である神保石 (Jimboite，Mn(B03)2) をはじ

め、渡辺らにより、本邦マンガン鉱床から発見さ

れた新鉱物の原記載標本が展示しである。これ

らの研究を通して、 1966年、渡辺に日本学士院賞

が贈られた。詳細な観察、慎重な考察、そして

感動した渡辺の足跡をたどることができょう。

岩石部門では 2階展示室コーナーに「上部マ

ントルおよび、下部地殻の岩石」というタイトル

で、かんらん岩と、はんれい岩の標本を展示し

ている。 30km-200kmほどの深さの上部マントル

はおもにかんらん岩と呼ばれる、かんらん石を主

成分として、輝石やスピネル、ぎくろ石を少量

含む岩石からできている。この岩石は、上部マ

ントルで発生した玄武岩マグマが急速に上昇す

るとき取り込まれ、地表にもたらされたり、プ

レートの境界にそって激しい地殻の変形が上部

マントルにまで及び、その結果上部マントルの

一部が断層運動によって地表に押しあげられた

りして我々の手にとどくようになる。いずれの

場合にも、開石が初期の太陽系の情報を伝える

化石であるように、上部マントルの化石と言っ

てもよい岩石標本である。これらの岩石の性質

を知ることは、とりもなおさず、上部マントル

の実体を知ることになり、この岩石の起源を探



ることは上部マントル全体の

起源を探ることになる。

1:部マントルといっても地

域によってちがいがあるかも

しれない。たとえば、日本列

島のようなプレートの境界付

近の上部マントルはれくさび

マントルヶと呼ばれ、沈み込

んでいる太平i羊プレートの上

国で放出されるH20などの成分

が多いといわれている。一方、

ハワイ島のように代表的な海

のプレートはi毎れいで作られ

た上部マントルであろうし、

フランスからドイツにかけて

南北にのぴるリフト帯にある

'" 

マツシフセントラルやアイフエルグ〕地下には陸

のプレートを構成する上部マントルがある。こ

れらの地域で採集された、代表的な上部マント

ルの岩石標本が展示きれている。一見すると、

いずれの岩石も、きれいなオリーブ色のかんら

ん石が多数を占めて、やや褐色の斜方輝石と緑

色の単斜輝石が散在している様子がわかるが、

どの上部マントルだろうとよくにた岩石である

ことがみてとれるだろう。大きさ0.1~ lmm程度

のかんらん石や輝石からなる岩石が、深さ 30~

200kmのヒ部マントルを作る物質であると想像し

ながら展示を見るのは楽しい。ただつけ加える

kn方

5告

150 
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日本海

太平洋

なら標本の今の温度は10"~30oC であろうが、上

吉日マントルにあったときには700
0

C~ 1， 200
0

C干呈

度の高慌である。このiJi!tJ支では標本のような岩

石はオレンジ色~白黄色に光っている。

(本館岩石・鉱床部門主任、理学部地質学教室

助教授・鳥海光弘・本館地学系研究資料室・

助手・清水正明)



当部門には、医学部各教室において長年にわ

たって研究、保存されてきた標本類の中から、

主に解剖学、病理学、法医学および皮膚科学関

連標本を収蔵している。

解音Jj学標本としては、明治初期から今日まで

の歴代解剖学教授がたが整え、研究きれてきた

現代日本人骨格標本、諸外国人骨格標本、ヒト

の胎生各期における歯目玉の連続切片標本、双生

児の歯の石膏印象、さらに比較解剖学的研究の

ために収集された多種の動物骨格・l1~ì受標本等

が保管され、活用されている。

人骨の第 1号標本はオランダ青年の頭蓋骨で

ある。この骨は、幕府の要請に応えてオランタ

政府が派遣した、海軍伝習第二次教師国の軍医

として、安政4年(1857)に来日したボンベが

持参したもので、その後5年間に及んだボンベ

の西洋医学教育の場において、解剖学示説に用

いられたという由緒ある頭蓋骨である。

比較解剖研究用の動物標本は、円口類からH甫

乳類までの多種にわたり、きながら赤門動物国

の観がある。この中には大正の末期に三四郎池

て寸市獲された、{本長が1l2cmもあるオオサンシ

ョウウオといった変り種も含まれている。この

他、近年収集された標本としては、海外学術調

査で持ち帰られたカンジスカワイルカの全身液

浸標本を、本館 H皆ホールに展示しである。

エジプトのミイラと木村も当部門の貴重保管

標本である。!西歴前800年頃に葬られたものであ

る。ミイラ本体は石膏で人形に終えられた内

棺の中に納められているので、 X線で透視しな

いと目視できない。この内桔、中棺および外棺

(写真参照)もホールで展示されている。

人体諸器官の疾患別病理学標本および法医学

的臓器標本は、主として教育標本であって、医

学生の教育示説に供されている。

皮膚科学標本は、このほど附属病院新中央診

療棟新営工事にともなって閉館、撤去された

「土肥記念標本館」に保存されていた、皮膚疾患

滅製模型標本 (Moulage)500点である O この標
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本は、明治後期より大正時代にかけて土肥慶蔵

教授指導の下に製作きれた、世界的に有名な標

本である。対象となる患部を予め精密にスケッチし、

特に色彩について忠実な記録をとったあと、石

膏で患部の雌形をとり、この雌型に蛾を流し込

んで雄型とし、これに着色を施して仕上げられ

た複製標本である。皮膚科領域での疾患のうち、

今日においてはすでに駆逐されたり、撲滅きれ

た過去の疾患、例えば天然痘発疹などの貴重な

ムラージュが多数みられる。

(本館医学部門・客員研究員・神谷敏郎)

エジプトミイラを納めた木棺の外棺上箇。



Geological and Mining Museurn-シドニー-

“Rocks at the Rocks"・・・…この博物館はシ

ドニーの最も由緒ある一角で、現在も観光の中

心になっている Rocks街に位置するためにこう

呼ばれている。これは前固まで紹介されてきた

研究を自的とする博物館とは趣きを異にし、

New South Wales鉱物資源局に属し、産業教

育のための展示に重点が置かれている。

この博物館の歴史は古く、 1876年に設立され

た。一度移転の後、火災に会い、 1909年に現在の

場所に移っているつ火災により約 5万点のサン

プルと沢山の文献を焼失したが、ただちに復興

し、現右約10万点のサンプ/しを所蔵している。

オーストラリアの場合には経済における鉱業の

市める位置は我が固に比べるとはるかに大きく、

国民の関心も高い。このことが、この博物館が

市民から親まれ誇りにされている背景となっ

ているのであろう。実際にこの博物館は市民の

鉱業に対する理解を深めるのに役立っているの

みでなく、初等~中等の地学教育に大きく貢献

していると云う。

名前が示すとおり、地質と鉱業を主体とした

単科博物館である。展示室にはそれ程広くない

二つの階があてられ、特別な区切りもなく、地

質、化石、岩石、鉱物、鉱物資源、宝石、金(き

ん)などのセクションがある。展示はサンプル

の一つ一つにやさしい説明のパネルがついてお

り、大変にわかりやすい。サンプルの量と説明

の量の比は、 3:7か 4:6といったところだろ

うか。全体に見る人の立場にたって展示されて

いることが感じられ、初心者でも専門家でも楽

しめる。例えは¥非金属資源の一つであるカオ

リンのコーナーでは実物か展示されているだけ

でなく、それが製品化されるブ口々スを示すノぐネ

ルと代表的な製品のサンプルもそえられてい

る。ところせましとサンプルが並べられ、鉱物

名と化学組成の書かれたラベルを次々に読まさ

れる展示に馴れている筆者には、感動に近い驚
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のがあった。筆者が最も興味をヲ|いた展示の一

つは宝石コーナーのオパールであった。パネル

の説明によると、展示されている見事な輝きの

オパールが風化帯に生成したものとは驚きであ

るO もちろん、我が国の場合にも岩石が地表で

風化する際、オパールが生成するのはごく普通

のことである。しかし、このオノfールはX線で

やっと鍛定できる程度のもので、宝石オパールに

はまだお目にかかったことはない。 NewSouth 

Wales は石炭の産地が多く、この展示にもかな

り力が注がれていた。筆者らは次の日、石炭の

露天堀の現場を訪れることになっていたので大

変よい予習になった。今世紀半ば、に南オースト

ラリアがら、 WelcameStranger (70. 5kg)や

Welcome N agget (68. 9kg)など自然金の大塊

が次々に発見されたことは大変に有名である。

金(きん)のコーナーには砂金の採掘の方法や

器具とともに大金塊のレプリカが展示されてい

た。これを時価に換算し、もし白分のものにす

ることができれば、と下須なことを考えながら見

たのは筆者だけではなかろう。

この博物館の最もすばらしい点は、市民との

距離が近く、実際に教育面で役iLっている点で

あろう。筆者らが訪れていた時も、先生に引率

された中学生?が課題を与えられ、サンプルの

スケッチをしたり、パネルの説明を書き移した

りして学習していた0'これは教科書を読むだけ

の教育よりははるかに効果があろう。彼らにシ

ドニ一周辺に分布する地層について質問したと

ころ、地層名はもちろん見学できる場所まで教

えてくれた。野外での学習もしは、しば行われて

いるのであろう。筆者はアメリカ西部に滞在し

た折にも同じような経験があり、我が国ではど

うであろうかと考えさせられた。

(本館地学系研究資料室・助教授・歌田 実)



生物地理研究会のお知らせ

東京大学総合研究資料館生物地理研究会では、

4年余りにわたって生物地理に関心を持つ学内

外の研究者による談話会を聞いてきました。こ

の会は毎回 1名の話題提供者を中心にいろいろ

な専門分野の研究者との間で討論を行い、お互

いの理解を深めることを目的にしています。

どなたもお気軽に御参加ください。

場所:東京大学総合研究資料館講義室(101) 

第71回 9月26日出 10時30介-12時
林崎健一(農学部水産学科)

「東北地方のサケの遡上生態と系群特性」

第7回 10月31日出 10時30介-12時
邑田 仁(理学部附属植物園)

「ツルリンドウ属の介類と分布」

第73回 11月14日出 10時30介-12時
千葉 聡(理学系研究科)

「小笠原諸島における陸貝Mandarinaの変異と

進化」

第74回 11月28日出 10時30介-12時
犬塚則久(医学部解剖学教室)

「系統復元の方法ーナウマンゾウの系統復元を

中心にして 」

第75回 12月12日出 10時30分-12時
石井信夫(日本野生生物研究センター)

「野生動物の棲息環境の保護管理」

連絡先生物地理研究会世話人

大 場 秀章、望月賢二

(03-812-2111 内線2839、2820)

|資料館主催全学一般教育ゼミナール|

本年度第 1・3学期のゼミナールとして「題

4月23日 「オリエンテーション」

赤沢 威

5月7日 「ペリンジアの自然」

米倉伸之(理学部・教授)

5月14日 「南米最古の狩猟民」

開 雄ニ(総合研究資料館・助手)

5月21日 「文明への道一アンデス 1J 

欄 雄二

5月28日 「文明への道一アンデス IIJ

開 雄二

6月4日 「アメリカ・インデイアンの誕生」

大貫良夫(教養学部)

6月11日 「文明への道一メソアメリカ」

大貫良夫

6月18日 「アメリカ大陸先住民の起源の推定遺伝学の

立場から 」

平井百樹(理学部・講師)

6月25日 「先史モンゴロイドは、どのような生活をしな

がら新大陸へ移住したか」

赤沢 威

7月2日 「新大陸の自然」

米 l倉伸之

7月9日 「総合研究資料館見学」

赤沢 威・閥 雄二

9月3日 「総合研究資料館見学」

赤沢 威・閥 雄二

9月10日 「先史モンゴロイドは、何時、新大陸へ移住

したか」 赤沢 威

~……一一一一一…一一
〈言ト報〉

本学教養学部教授寺田和夫先生は、去る 9月5

日逝去されました。先生は、運営委員(昭和56

年度~昭和60年度)及び文化人類学資料部門主

任(昭和45年度-)として、本館の運営に尽力

を注いでこられました。また第一回東京大学ア

ンデス地帯学術調査団 (1958年)に参加されて

目:ペリンジア(シベリア・アラスカ陸橋)を渡 以来、約30年という長きにわたって、フィール

った人々J(責任教官赤沢威・本館助教授)を ド・ワークに従事され、数々の業績を上げられ

下記の要領で実施した。 ました。慎んで御冥福をお祈り申しあげます。

総合研究資料館日誌抄録(1987・5-9)

6/17 第217回資料部門主任会議開催

6/24 第87回運営委員会開催

7/15 第218回資料部門主任会議開催

東京大学総合研究資料館ニュース11号
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7/16 赤沢教官シリア出張(8/13帰国)

7120 千葉大学博物館学実習生受入(27日まで)

8/20 大場教官中国出張(10/18帰国)

911 武内館長中国出張(9/9帰国)
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シリアの地溝帯でみつかった

ネアンデルタール人洞窟遺跡デデリ

今次調査の最大の収穫、デデリ洞窟の中から沼沢フ

デイリアの対岸を望仁。対岸にも点々と，向窟がみえ

るが、これらは遺跡ではなかった。

(本文 2~ 3ページ参照)
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、大地溝帯勺じ端における洪積世人類遺跡、の分布調査

“大地溝帯"と人類遺跡

地溝帯とは地質構造の一種で、ほぽ平行する

正断層によって形成された帯状の凹地である。

1885年、E.Suessによって初めてその特徴が記

載されて以来、世界各地で大小の地溝帯が発見

され報告されている。その中で最も大規模な地

溝帯は、 1894年に].w.Gregory によって記載さ

れたもので、東アフリカにあり、大地溝帯

(Great Rift Val1ey) と呼ばれている。

大地溝帯の南端は南アフリカのモザンピーク

に河口をもっザンベジ河の流域に、北端はエチ

オピアにあるが、それはさらに紅海に連なる。

紅海は平行する断層に挟まれた地溝帯に海水が

流入してできたものである。紅海地溝はその北

端で技分かれし、一方はスエズ地峡を経てバル

カン半島へ、もう一方はアカパ湾から死海・カ、、

リレー湖のあるヨルダンの谷、その北のベッカ

の谷、ガーブの谷、アフリンの谷を通ってトル

コへ入札アナトリア高原のマラシュを北端と

する。ザンベジ河からマラシュまでの南北総延

長は約7000kmで、ある。

この大地溝帯は地球の生い立ちを物語る重要

な地質構造であると同時に、人類の誕生とその

進化のプロセスの足跡をとどめる人類遺跡の宝

庫でもある。そのため人類学者、考古学者のフ

ィールドとして長い歴史をもち、すでに多量の

標本・資料が発見されている。特に私達人類の

誕生を告げる数百万年前の最古の人類アウスト

ラロピテクスからはじまり数万年前のより進化

した人類まで、人類の進化過程を示す化石人類

が整然と、しかも多量に発見されていることか

ら各国の研究者に注目され、毎年多くの研究者

が競って調査している。

今回、この大地溝帯の北端にあたるアフリン

の谷一帯で遺跡の発見を目的とする調査を実施

した。今日までこの地域は人類学的に未調査で

あったため、人類化石に関する具体的情報は得

られていないが、大地溝帯の他の地域における

研究結果を参考にする限り、遺跡が発見されれ

2 

ば将来人類化石の発見につながる可能性が高い

と考えられるからである。

遺跡分布調査の方法

まず野外調査に先立ち、調査対象とする地域

を地質図と地形図を使って具体的に選定した。

人類化石は石灰岩の洞窟遺跡で発見される例が

多いので、調査を予定する範囲内にある石灰岩

地域を調べ、さらにその中から洞窟が発達する

ような壁面を有する崖が形成されている地域を

特定し、調査の対象地域とした。

野外調査の方法は単純で、ある。室内作業によ

って選定した地域を歩いて洞窟を探し、洞窟が

見つかればそこにかつて人が居住していたこと、

すなわちその洞窟が遺跡であることを示す証拠

を洞窟の内外で探す。その最も具体的な証拠と

なるのは石器である。もしその洞窟が遺跡であ

れば、遺跡の住人が作った石器が堆積物中に埋

まっており、多くの場合それが自然の営みや人

為的な影響により地表に露出している。石器が

見つかれば洞窟が遺跡であることは勿論、石器

の特徴からその洞窟が少なくとも何時頃のどの

ような人類によって利用されたかという点も明

らかにすることができる。

ところで、アフリン地域はクルド系民族が農

民として住んでいる o 彼らは洞窟には金銀財宝

が埋まっていると信じており、洞窟を見つける

と宝探しと称して地面を掘り起こす。この行為

は、もしその洞窟が遺跡であれば遺跡を破壊し

ていることになるが、結果として石器や動物の

化石骨が地表に露出することになり、その洞窟

が遺跡であるかどうかを判定する私共の手聞は

省けることになる。

調査の結果

以上のような調査を1987年 8月から 9月にか

けて約 1ヵ月間行った。野外調査はシリア、ダ

マスカス大学のAdelAbdulsalam教授(自然地

理学)、 SultanMhesen教授(先史考古学)の 2

人の共同研究者と共に実施し、約 4万年以上の

古さを示すネアンデルタール人の洞窟遺跡を 7



ヵ所、 4-1万年前の後期旧石器時代人の

洞窟遺跡を 2ヵ所、約 1万年前の中石器時

代の洞窟遺跡を 1ヵ所発見した。これらは

いずれも今日まで報告されたことのない洞

窟遺跡である。この結果、このアプリン地

域にネアンデルタール人類以降今日まで連

綿と人類が住みついていたことが証明され

たことになる。

アフリン地域にそれ以上古い人類が居住

していたか否かを明らかにする手掛かりは、

今回の調査では得られなかったが、それは

今回発見した遺跡が将来発掘・調査された

時点で確かめられよう O その意味で重要な遺跡

が今回発見されたので次に紹介する。

“デデリ"澗窟

私共がデデリ (Dederil と命名した洞窟の発

見が今回の調査の最大の収穫である。これはフ

デイリヤとよばれる掴沢の南岸で発見された巨

大な洞窟である。摺沢にあいた通常の入口は幅

約15mとそれ程大きくないが、奥行き約60m、

掘窟奥の幅は約30mもある。これだけの規模を

もっ洞窟は今までに報告された数百を越える洞

窟の中にも例がない。

また、この洞窟はその巨大きに加えて、もう

1つ、煙突をもっという点に特徴がある。これ

は、実は天井の一部が長い間に侵食され煙突状

に穴が聞いているのであるが、この煙突をもっ

洞窟遺跡は非常に稀で、これまでに 3-4例報

告されているにすぎない。しかしこの種の洞窟

遺跡にあってはいずれも西アジア地域の人類学、

考古学‘上、大変華々しい成果をもたらしている O

特に有名なイスラエルのタブン洞窟はホモ ε

エレクタスからネアンデルタール人まで数十万

年にわたって利用されたことがわかっている O

さらに重要なのは煙突をもっ洞窟遺跡で、は多量

の人類化石が発見される例が多いということで

ある。先述のタブン遺跡においてネアンデルタ

ール人が10体以上、同じイスラエルのカフぞー

洞窟でもネアンテ、、ルタール人が10体以上発見さ

れている。煙突と人類の埋葬との間に関連性が

あるかどうかは不明であるが、以上の事実は重

要である。いずれにせよ通常の入口に加え煙突
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デデリ洞窟の入口から内部を望む。洞窟の最奥部は天井に

空いた穴ー煙突ーからの採光で明るく照らされている。

というもう一つの入口をもっこの洞窟を私共は

‘二つの入口"を意味するクノレド語の“デデ 1)" 

をもって命名したわけである。

ところでこのデデリ洞窟にもクルド人が入り、

宝探しをしていた。そのため洞窟内の地表にネ

アンデルタール人の石器や多量の動物の化石が

散乱しており、かつてこの洞窟にネアンデルタ

ール人が居住していたことを明示していた。こ

の洞窟は、その規模と研究上の魅力の大きさか

らそう簡単に掘り上げることはできないと息わ

れるが、クルド人が再び、宝探しに訪れるかもし

れないことを考えるとあまりのんびりともして

おれないと憂慮しながら今回の調査を終えた次

第である。

最後に

遺跡を発掘すれば石器や動物の化石は必ず見

つかる。しかしその石器を作り、動物を狩った

人類の化石を同時に手にするチャンスは非常に

少ない。しかし私共人類学、考古学を志す者に

とって、この 3拍子捕った遺跡の調査は夢であ

る。このような好運に恵まれる研究者はまれだ

が、デデ 1)洞窟はこの夢を実現する機会を与え

てくれしそうである。

今回の遺跡調査にあたって多大なる援助を賜

った三菱財団に対し、心から謝意を表する次第

である。

(文化史系研究資料室・助教授・赤津威)



一一 1階展示ホールの大地球儀一一

玄関から 1階展示室を奥に進むと大きな地球

儀が眼にっしこの地球儀は直径1.59mで赤道

の長さは 5mtこ及ぶ。つまり 800万分の lの地球

の姿を眼前にしているわけである。しかもそこ

には1930年代前半の世界の国々の姿が描かれて

いる。この地球儀は長い間本学総合図書館にあ

ったが、図書館の改修と資料館展示室の竣工を

機に1984年 3月に図書館から現在の場所に移設

された。

何故この地球儀が本学にあるのか?移設に際

しては「白耳義から地球儀本学へ、十年越の贈

物、近く組立開始」という見出しの昭和13年

(1938年) 1月24日付の東京帝国大学新聞に掲

載された記事のコピーだけがつけられてきた。

それによれば、 1923年 9月 1日の関東大震災に

よって焼失した東京帝国大学図書館の復興・再

建に際して、世界各国から多くの援助が寄せら

れた。とくにベルギー学士院から7500冊の図書

とベルギー王立地理学協会から慈善事業の純益

金が寄贈された。図書館では昭和 3年にその寄

贈金により大地球儀の購入を同協会に依頼した

ところ、同協会で製作をひきうけることになっ

た。製作には何故か長年月を要し、昭和12年 6

月18日にベルギー皇帝レオポルド三世列席のも

とに来栖三郎ベルギー駐在日本大使に贈呈され、

同年11月24Bに本学に到着したとのことである。

表面の彩色や保存用塗装は日本側で行われたと

いう。つまり、本地球儀は50年前にベルギー王

立地理学協会から本学図書館へ寄贈されたもの

であるが、その経過の詳細は不明であった。

その後、最近になって、元図書館職員であっ

た薄久代さんによって、「色のない地球儀一一一資

料東大図書館物語 J (197頁、同時代社、 1987

年11月刊)がまとめられ、この地球儀をめぐる

謎が提示された。また「戦前史照らす?地球儀」

と題する紹介記事が朝日新聞 (1987年12月4日

夕刊)に岩垂弘編集委員によって書かれた。薄

さんは、 1985年 3月に定年退職するまで41年間

にわたって東大図書館に勤め、東京大学百年史
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の編集にあたって「国書館百年史」の執筆のた

めの資料整理の途中、「ベルジグ地球儀の件」と

表書きされた封筒を見出した。そこには「地球

儀製作方依頼の経過概要」とか「白耳義王立地

理学協会ニ地球儀製作費支出弗方ノ件」などの文

書類が保存されていた。薄さんは関東大震災か

ら図書館再建にかけての図書館の歴史をたどり

ながら、大地球儀をめぐる経過を明らかにして

いる o

ベルギーより送られてきた地球儀は何故か

「白い地球儀」で、「ベルギー園地理学協会側で

は、特に日本側の好みを考慮、し、彩色を施さず

白地のままなり」とされていた。そして昭和14

年 6月中頃に着色の作業が行われたようだ。し

かし、薄さんは、地球儀の製作に長年月を要し

ていること、着色されずに白地のまま送られて

きたことに疑念をもち、「昭和三年竣工した新図

書館に、飾られる予定の地球儀は、やっと昭和

十二年になって送られてきたが、それは戦争の

谷底にむかつて一段一段下っていくような時代

であったから、ベルギーに製作を依頼した地球

儀は、大きな歴史の流れを避けることができな

かったのであろう。…………当時この地球儀を

見た人々は、戦雲ただならぬ日本への無言の警

告とは感じなかったであろうか。」と記してい

る。

(地理部門主任，理学部地理学教室・助教授・

米倉伸之)



Merseyside County Museum-リパプールー

マージサイドとは1974年のイングランドの地

方制度改革で生まれたリバプールを中心とする

特別都市のことである。リパプールは、かつて

綿花貿易で栄えたイングランド北西部の港湾都

市で、マージサイド博物館はライム駅附近の市

の中心部にある。 1851年に創設され、 1974年ま

ではリパプール市博物館と呼ばれてきた。かつ

て市の庁舎として用いられてきた、いくつかの

建物を連結して再利用しているとのことで、実

際見学してみて、そのうなぎのように長い構造

に驚かされた。博物館には小学生のー匝もいた

が、一般社会人の見学者も多くみられた。産業

革命で発達した都市らしく、産業革命に関係す

る展示が目をひいた。 SL史上有名なライオン

号はこの博物館の目玉のひとつらしい。

リパプールは海に面した大都市であるが、ま

だ自然がよく残された砂浜があり、これを保護

するよう努力している。このことに関係した展

示に力点が置かれていた。生きた海浜植物や魚

類が人工照明装置下や水槽に入って展示されて

いたのには驚いた。

私がこの博物館を訪ねたのは、インドが英国

植民地であった頃、 Saharanpurの植物園のキ

ユレーターであっ た JohnForbes Royle 

(1798-1858年)が収集したヒマラヤ植物の最

初期のコレクションを調べるためであった。彼

の死後、 Royleが収集したヒマラヤ植物のコレ

クションの多くはリパプール王立協会に収蔵さ

れ、 1948年にこの博物館に移管きれた。このコ

レクションがゆえにマージサイド博物館の名前

は、広く植物学の世界に知られているといって

も過言ではない。その他にも著名な植物学者の

コレクションを多数収蔵し、現在はリパブール

大学の標本も一括してここに保管されている。

この博物館の展示はリパブール中心であった

が、スタッフの研究活動はグローパルだ。ちな

みに植物部門のキュレーター John Edmond-
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son 博士はヨーロッパと小アジアのイネ科植物

の分類学の著名な専門家でもある。

この博物館に限らず、欧米ではかなり小規模

の博物館にも一流の研究者がいて研究活動が行

われている O そのことがひとつひとつの博物館

に個性を与え、かつ博物館の充実につながって

いる。日本でも、最近、建物の規模の面だけで

みたら欧米のそれらに劣らない博物館が県単位

で設立されている。しかし、研究者を擁し高度

の研究活動が行われているところは少ない。ど

うもこと博物館については欧米に学ぶところが

まだ多そうである。

(生物学系研究資料室・助教授・大場秀章)
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Royleのヒマラヤ植物標本のひとつ



介ト一一水産動物部門

当館開設以来部門関係者により多くの研究が

なされてきた。当部門にはその時に採集された

水産動物標本が保管され、次の研究のための資

料として整理も進行している O さらに、農学部

水産学科の研究者により長年にわたって蓄積さ

れてきた頭足類、魚類なとやの水産動物の標本や、

先史時代の漁具や研究中に作成された図版類の

原画なども保管されている。

水産動物標本の中には、全長 1mを越すサメ

類の大型標本約200点を含め、約500点の板鯨類

の標本がある。その他にサメ類の顎と骨格の乾

燥標本が約100点ある。これは、主に、現部門主

任谷内透がサメ類の分類、生態、再生産等に関

する研究において採集したものである。軟骨魚

類は大型になるため採集、保管が酒難なものが

多く、大きなコレクションは少ない。当部門の

板鯨類のコレクションは日本産サメ類の約 8割

にのぽる種を含み、おそらく国内最大であろう。

これは多くの研究者にとって貴重なコレクショ

ンで、ある。

故石川昌博士のジンドウイカ類の研究の基に

なった標本と、大陸を含めた各地からの魚類標

本も当部門に収蔵されている。檎山義夫名誉教

授により新種として報告されたトモメヒカリや

トビツカエイ等のタイプ標本を含めた底生魚類

角製の釣り針なども保管されている。

近年では、海外学術調査によりタイ湾内の各

地で採集した底生魚類や無脊椎動物の標本数万

点が当部門に保管され、研究、整理、登録が進

められている O 現在、魚類を中心に標本の整理

をし、種の同定を行い、同湾の魚類相について

の研究が進行中である。さらに、問湾内におけ

る底生動物の分布のパターンについての研究、

食物を中心とする種間関係についての研究、さ

らに生物生産機構の特性についての研究も平行

して進められている。また、世界的な分布パタ

ーンの解析や系統関係についての研究にもとず

く生物地理学的研究なども、いくつかの魚類群

について進行中である。

現夜、当部門の標本収蔵スペースは完全に飽

和状態で、新たに標本を登録務理することが極

めて困難になっている。さらに、大型標本約1000

点をやむを得ず屋外の大型水槽に保管している C

これは標本にとって大変危険な状態である。こ

の中には今後の採集が困難なものも多く、早急

に対策をたてる必要がある。

(水産動物部門主任、農学部水産学第一講座・講

師・谷内透;生物系研究資料室・助手・望月賢

の襟本も保管されて

いる。底生魚類につ

いては、その後も採

集と研究が続けられ、

標本数も増加してい

る。また、故岸上鎌

吉博士が、当時とし

ては極めて先駆的な

サパ型魚類の比較解

剖学的研究を行った

際に作成した詳細な

解剖図類の原聞や、

先史時代の漁具の研

究のもとになった鹿

康久島近海産 ホホジロザメ Oarcharodon carcharias 

(Linnaeus)の標本、雄、全長140cm。

6 



University Museumを考える (1)

「何々を考えるJという表題で文章を書くの

は私にとって初めての経験である。だからとい

って、考えるのが初めてというわけではない。

ただ、この種の表題を目にしたとき先ず想いう

かべるのが、既成概念に批判的考察を加え、そ

の基盤にゆさぶりをかけることのできる迭しい

著者の姿だからである。編集委員の方からこの

表題を示されたとき困惑を覚え、次いで一筋の

光明を見出した。 UniversityMuseumという響

きのよい言葉を簡単には説明できそうもないと

いう光明である。従って、この光の下で私なり

に「考えるJこととする O

博物館は、あらゆる知的関心の対象である「も

のJの収集、分類、展示を行い、資料としての

価値を高め、永続性を与えるため保存修復の手

当てを施し、同時にそれらの方法を研究すると

ころである。以上は一般の博物館に関する既成

概念の範囲である。 UniversityMuseumはその

範囲を少しはみ出すべきであると考える。大学

を構成する学部、研究所、図書館は、継承と蓄

積の可能な有形、無形の知的財産を効率的に生

み出す組織である。 UniversityMuseumも同様

の役割を担うことによってその構成要員として

の資格を有しているからである O そのことを博

物館自体の属性である収集、分類、展示に即し

て検討することとしよう。

University Museumが貴重品主義である必

要はない。「世界で最古、最大、唯一」といった

貴重品主義は、収集の原則をしばしば蚕食する。

十分な検討の下に収集方針をたて、 50年、 100年

の単位で継続することである O 例えば、ある地

域の動植物すべてを炭化させて収集保存しでも

良い。収集は熊手で落葉を集めるわけではない。

より網羅的である科学的収集の方法を同時に研

究することも貴重で、あろう。

分類は UniversityMuseumが最も活躍しう

る分野である。土器の分類が生物の分類学に影

響されたように、ある学問領域の分類j去を他の

領域に適用する可能性に満ちた場所に立地して

7 

いるからである。実際の分類はその苦労に対し

て報われることの少ない研究活動である。しか

し、その点でも UniversityMuseumは大きな

可能性を有している。分類の成果としてのカタ

ログを、論文と伺様に学位授与の対象とできる

のは大学だからである。

展示は、研究成果の発表としてだけでなく、

University Museumがその母体に対して大き

く貢献できる分野である。大学が内外に公開性

を求められている今日、専門的知識なくしでも

ある程度理解され得る提示方法とは、「ものJ、
画像、映像による展示が有効だからである。公

開性を進めるためには、図書館のレファレン

ス・ルームのようなサービスを提供することも

大切である。

一般の博物官官に比較するなら、より実験的で

あると同時に強固な方針によって基礎的研究資

料の収集を推進することが、 University

Museumの存在理由であろう。そのためには、

展示室、収蔵庫、分類管理室、実験室に十分な

スペースを確保すること、カタログ作成を中心

とした研究活動の評価、多くの部局からの積極

的な協力が肝要で、ある。

(美術史部門主任、文学部附属文化交流研究施

設・助教授・青柳正規)

R点点.JIV弘汽AAAAJEPも凡AAAJhhhRAA点'̂'盟

Tetracentron sinense (スイセイジユ)の花。

ネパール東部にて(1977年) (大場秀章〕



寄贈交換逐次刊行物リスト(3 ) 

DEDALO. (恥1:useu de Arqueologia e Et. 

nologia， Universidade de Sao Paulo， 

Brasil.) 

8(1968)， 13(1971)・22(1975)
Deutsches Museum (Deutsches Museum， 

Munchen) 

45(2，3)(1977)司51(1-3)(1983)
Discusion Antropologica. (U niversidad 

N acional Mayor de San Marcos， Depar-

tamento de Ciencias Historico・Sociales，

Seccion Antropologia， Lima) 

3(3)(1978) 

DYN; the Journal of the Durham University 

Anthropological Society. 

(The Durham University， Durham， Eng-

land.) 

6(1981)+ 
Eanhs Bulletin. (N ational Mnseum of Kenya， 

Kenya.) 

1-12(1981)+ 
Earthquake Information Bulletin. (U. S. 

Department of the Interior Geological 

Survey， Washington.) 

7(3)(1975) 

Edot Studies in Ethnography. (The Israel 

Museum， Jerusalem.) 

1(1984) 

Ethnos (Etnografiska Museet， Stockholm) 

1(1936)+ 

一一一一一一一一'
総合研究資料館日誌抄録(1987・10-1988.1)

10/13 清水教官中華人民共和国出張(10/29帰国)

10/21 第219回資料部門主任会議開催

12/16 第220回資料部門主任会議開催

12/23 第88回運営委員会開催

1/20 第221回資料部門主任会議開催

東京大学総合研究資料館ニュース12号
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講演会のお知らせ

このたぴ総合研究資料館では、下記のように

第34回講演会を開催致します。講演者埴原教授

は総合研究資料館長等を歴任され、本年3月に

定年退官されます。本講演は同先生の最終講義

を兼ねております。研究者及び学生の方々を始

め広〈一般の方々の聴講を歓迎いたしますので、

ご希望の方は、直接会場へおいでくださるよう

ご案内します。

演題 「人類学と関連諸科学との接点」

講演者埴原和郎理学部教授

(元総合研究資料館長)

日時昭和63年 3月18日働

午後 2 時~4 時

場所総合研究資料館講義室

*赤門入る右折れ歩60メートル

宮 03(812) 2111 内線2802

入場無料

iil均王子
至後楽園

|人事異動| 新 旧

部門主任丈化人類・大貫長夫寺田和夫

事務主任 中屋俊一小久保幸弘

発行日昭和63年 2月10日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:武内等久爾)

東京都文京区本郷 7-3ー TEL812-2111 内線2801

印 刷糞文社

東京都千代田区西神田3-5-5 T E L 03 (238) 9939 
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アンモナイトの極殻

白亜紀アンモナイト (Metaplaanticerassubtilistriatum 

(Jimbo) )の腔殻段階の走査型電子顕微鏡写真(約150

倍)。北海道遠別産(前田晴良氏採集)。

アンモナイト類の初期の殻はアンモ二テラと呼ば

れ、ここに示したような保存のよい化石では表面に

多数の微小突起が認められる。アンモニテラの末端

には顕著なくびれ(写真では矢印で示す)が存在す

る。現生頭足類との比較研究から、アンモ二テラは

卵の中で形成された医殻であると考えられている。

I 



アンモナイトの初期発生

アンモナイト類は、軟体動物頭足綱に属し、

デボン紀から白亜紀にかけて繁栄した。アンモ

ナイトに限らず、地質時代に栄えた頭足類には、

立派な殻を持った部類(例えば、オウムガイ類、

ベレムナイト類)が多く、化石記録も豊富で、あ

る。

北海道の上部白亜系から産するアンモナイト

化石は、世界的にみて保存がよく、古くから多

くの古生物学的研究がなされている o とくに、

北海道北部の羽帳、アベシナイ、遠別などの地

域から産する1t石は、幼期の殻の微細組織が極

めてよく保存されており、それらを現生種のも

のと比較・検討することにより、アンモナイト

類の発生様式を推定することができる。

アンモナイトの幼期の殻は、アンモニテラと

呼ばれ、中空の原殻とそれに続く約 1巻の螺環

からなる。アンモニテラの末端には、顕著なく

ぴれがあり、ここを境に殻構造や表面装飾が大

Scaphites pseudoaequalisの医殻

表面の微小突起の介布(約1400倍)。北海道羽幌産

2 

棚部一成

きく変化する。アンモニテラを構成する原殻や

螺環の壁はすべて稜柱層からなり、その表面に

は、多数の微小な突起が発達する。この突起は

くびれ以降の螺環表面には認められず、そのか

わりに、成長線(肋)が出現する。くびれは、

真珠層の出現と肥厚により特徴づけられ、それ

以降の螺環壁は外側より稜柱層・真珠層・稜柱

層の組み合わせからなる。

現生頭足類はすべて腔段階で器官形成を終了

し、幼生期を経ずに、卵から親のミニチュアで

ある幼体が直接ふ化する(直達発生型)。上述の

ような殻構造や表面装飾の急激な変化は、頭足

類を含めた直達発生型をとる軟体動物に広く認

められるため、アンモナイトの発生様式は直達

型で、アンモニテラは卵の中で形成された旺殻

であると考えられる。

ところで、アンモニテラ表面に成長線(肋)

を欠く事実は、殻(稜柱層)の分泌、が螺環全体

Gaudryceras tenuiliratumσ〉

sE殻表面の微小突起(約7500倍)。北海道アベシナイ産



Nautilus 

1同riJ--ベームムム:ダ、ー、-~
yolk 

Sepla 

protoconcht 
(prlamatlc) 

Sρirula 

---¥{-ノ
proalphon--

現生有穀頭足類(左よりオウムガイ、コウイ力、 トグロコウイカ)の経後期の模式図

を通じて一様に行われたことを示している。そ

の表面の微細突起は多数の小さな板状結晶の集

合体よりなり、螺環全体を通じてかなり不規則

に分布する。しかもそのサイズは直下の六角型

の稜柱結晶よりやや大きく、いくつかの稜柱結

晶を被覆している。このことは、微細突起が直

下の稜柱層とは独立に形成されたことを示唆し

ている。

現生頭足類は体制上、内殻性の鞘形類(イカ・

タコの類)と外殻性のオウムァゲイ類に大分類さ

れている o しかし、最近の研究により、オウム

カ。イでも腔発生の初期には内殻性の段階があり、

成長線を欠く円盤状の殻 (cicatrix)は外套膜の

内側で分泌されることがわかった。アンモナイ

トの旺殻は、そのサイズや内部構造からみて、

3 

オウムヌゲイ類より鞘形類のそれに類似し、とく

に深海生のトグロコウイカ(5]ρirulasPirula)の

旺殻に酷似する。種々の証拠から、アンモナイ

ト類はオウムyゲイ類と同様に、外穀性であった

と考えられている。しかし、筆者は上に述べた

観察結果から、旺段階では内穀性であり、アン

モニテラの原殻と螺環壁の稜柱層、および表面

の微小突起は、それぞれ内側(腹側)と外側(背

側)の分泌細胞により別個に形成されたと考え

ている。

今後、多くの現生・化石頭足類の旺殻を比較

検討することにより、系統発生における体制の

変化を発生学的立場から追跡できるものと期待

される。

(理学部地質学教室・助教授、本館研究担当)



キュレイター (Curator)の任務と義務事

1987年初めに、鉱物学の分野では、唯一の国

際組織である国際鉱物学連合の「博物館に関す

る委員会jで、キュレイターの任務と義務につ

いて、正式な採択が行われた。この小文はその

大意、の紹介である。一般に、キュレイターとは、

分野ごとに、主として、1)博物館などにおける

標本・資料の採取、保全、整理などの専門的作

業、 2)標本・資料に基く調査研究活動、 3)展示、

講演などの教育普及活動、および、 4)博物館職

員の管理育成などを託される研究者のことであ

り、キュレイティングとは、キュレイターのす

るこれらの活動を指す(以上、訳者注)。

1 .キュレイター:個人コレクターとの相違

キュレイターには、自身の所有物ではない標

本・資料の保全と管理が委託される。標本・資

料の所有者や標本・資料の性格などで決定され

る適切な方針にそい、キュレイターは活動しな

ければならず、自身の標本・資料を任意に取り

扱える個人コレクターとは明確に区別される。

2 .キュレイター:責任ある地位、標本・資料

に対する義務

キュレイターは公的あるいは私的組織から雇

用される。キュレイテイングに関して、キュレ

イターは直接責任を担うが、最終責任は雇用者

である組織が持つと考えられる。したがって、

キュレイターは組織に対しでも、標本・資料に

対しでも、忠誠を誓わなければならない。

3 .標本・資料の管理:同意の得られた方針の

必要性

標本・資料の存在理由やキュレイティング理

由は常に明らかにされなければならない。キュ

レイテイングの体系は、キュレイターと組織(標

本・資料の所有者)との同意に基き、決定され

るべきであろうが、変更されることもあろうか

ら、どちらかというと、細部にわたり綿密に組

Peter G. Embrey (British Museum， Natural History) 

清水正明訳

み立てられているより、ある程度キュレイター

の判断に委ねられている方がよいのではないか。

キュレイターは専門的な経験や知識を生かし、

専門職としての判断が下せるからである。しか

し、時には問題や誤解もおこるだろう。したが

って、キュレイターと組織は互いに方針につい

て、充分話し合う必要がある。同意の得られた

方針を通して、両者は互いの責任に対する相互

理解を深め、標本・資料に対する興味も一層深

めるだろっ。

4.キユレイター:その任務の多様性

キュレイターの任務は多種多様で、ある(補遣

に簡単なリストが掲げられている)。各種任務の

優先順位はキュレイターごとに異なるであろう

し、組織もキュレイターごとに別のことを期待

するだろうから、キュレイターの任務について、

キュレイターと組識との間で話し合う必要があ

る。とくに、標本・資料の管理は継続的任務で

あり、よしゃ新しい任務や決定があろうと、他

のいかなる任務よりも優先されるべきである。

また、組織はキュレイターをも含め、充分な人

数の博物館職員で博物館が運営されているか、

留意しなければならない。

5.キユレイター:スペシャリストでもあり、

ジェネラリストでもある

キュレイターには、ごく狭い特定分野だけで

なく、関連分野にも精通していることが期待さ

れる。また、従来からの伝統的手法だけでなく、

近年の各種機器などの発達からも、物理学や化

学などの基礎科学を修得し、各種機器などを効

果的に活用すべきである。

6 .キュレイティングと研究

キュレイターには、キュレイティングと石汗究

との板狭みがつきものである。有能なキュレイ

ターなら、標本・資料に基く研究はなお一層促

*l原文は MineralogicalRecord18巻 6号に、 MineralCurators : Their Appointment and Dutiesという題目で掲載された。 MineralogicalRecordの編集

者兼発行者である WendellE. Wilson氏より、本年3月11日付で、本小文の翻訳および転載の許可が与えられている。
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進されるだろう。しかし、キュレイテイングは

キュレイターの基本的任務であり、標本・資料

を信託されていることへの責任からも、研究成

果の公表や展示などと同様に、標本・資料のカ

タログ化のような作業をも忘れてはならない。

しばしば予期せぬ事態がおき、常時厄大な標

本・資料に大勢の見学者や研究者が押し寄せる

ので、少数しかいないキュレイターには、キュ

レイテイングと研究を両立させることは大変な

ことであろう。また、標本・資料に基く研究に

は、記載的研究や系統分類上の研究も含まれ、

そのような場合には、キュレイテイングと調査

研究との聞に明瞭な区分がしがたいこともあろ

つ。

有能なキュレイターなら、日常の業務にも、

多くの研究上の疑問を見出すであろうし、最近

では、共同研究や各種機器の利用などにより、

ますます研究面でも活躍できるのではないか。

7 .新キュレイター

標本・資料を適切に評価したり、その意義を

理解し、大切にすることは学校教育ではほとん

ど扱われないが、キュレイターにとっては重要

な資質のひとつである。残念ながら、優秀な研

究者や偉大な個人コレクターが必ずしも有能な

キュレイターとは目艮らない。たとえば、キュレ

イターには、研究者には欠けている標本・資料

を評価したり、交換したりする能力が不可欠で、

あるし、個人コレクターには好まれない、継続

的なカタログ作成作業に従事する能力も不可欠

で、ある。

新規にキュレイターを採用する場合には、キ

ュレイテイングにすでに従事している者も選考

メンバーに加えたほうがよい。雇用者(組織)

は、標本・資料のキュレイテイングには継続性

が必要で、あることを充分に認識しなければなら

ない。通常、永続されてきたキュレイテイング

の体系には、一言では片づけられないほどの多

くの学習すべき点がある。新キュレイターと前

任者との引き継ぎには、充分な期間をとるべき

であるo 新キュレイターは自分の考えで、安直

に変更する点もあろうが、後から悔むことも多

い。新人は他博物館の経験豊富なキュレイター

5 

のもとで、訓練されることも必要で、あろう。

補遺:キュレイターの代表的任務

1.標本・資料の保管とカタログ化

*標本・資料の保管、保全、整理、とくに、模式標本な

どには特別な注意が必要で、ある。

*他分野で開発された標本・資料の保管に関する手法な

どに注意を払う。

地標本・資料を登録し、カタログを作成し、改訂していく o

*カタロク、、作成方法の発達に注意を払う。

*標本・資料の経緯について知る。

*専門分野や関連分野の出版物に目を通し、最新の分類

や命名などに関する知識を持つ。

2.標本・資料の充実化

*交換、購入、寄贈など各種の方法により、種や産地(採

取地)の増加、研究用や教育用(展示用も含める)な

ど用途の異なる標本など、標本・資料を増大させ、充

実させる。

*標本市場や標本商と接触し、評価額を知る。

*調査時に、標本・資料を採取する。

*交換用の標本・資料をストックする。

3.展示と教育

*教育的、芸術的な標本・資料を展示する。

*新しい展示の設計や企画に関し、業者と共同する。

*案内書や解説書などの教育的出版物を作成する。

*講演会、講習会、映写会、研究会などを開催する。

4.一般的義務と公的関係

*報告書、予算要求書などの各種書類を準備する o

*郵送されてくる各種問い合わせに対応する。

*標本・資料を同定、鑑定する。

*標本・資料の相互貸借に対処する。

*内外の各種委員会に奉仕し、学会に参加する。

*将来の発展のための計画を立てる。

*後継者やボランティアを監督し、育成する。

*施設維持について、建物関係者と共同する。

*他のキュレイタ一、研究者、コレクターなどと友好

的、建設的な関係を結ぶ。

*図書館に参考図書などを知らせる。

*標本・資料の安全な保管のために、保険などに留意する。

5.研究

*研究に従事し、成果を公表する。

(本館地学系研究資料室・助手)



[寄書]

総合研究資料館と大学院教育

総合研究資料館に対する要望・提言といった

内容の寄書を求められた。私が近年、米国のい

くつかの大学博物館を歩き回ってきたことを、

編集子がご存知だからであろう。私自身は本年

3月まで資料館に制度上関与したことがなかっ

たので、必ずしもその現状に詳しくない。ここ

では、米国大学博物館での見聞によって感じた

ことを述べて御参考に資することとするが、見

当違いの提言であれば、ご諒恕を乞うしかない。

* 
1985年 7-12月の約半年、文部省在外研究員

として、私は米国・カナダの28都市の34公私博

物館を訪問し、中国の殻周青銅器の調査をした。

1920年代以降、大量の殿周青銅器がアメリカに

流入したが、網羅的な調査は殆どされたことが

なかったからである。この訪問先のうちに、 6

つの大学付設の博物館があった。巡った順にし

めすと、ペンシルヴァニア、コロンビア、プリ

ンストン、エール、ミシカ。ン、スタンフォード

の各大学博物館である(別に、ハーバード大学

のフォッグ美術館は折悪く閉館中であった)。こ

れらの殆んどは大学キャンパスの中心部に偉容

を誇る建物をもっていて、学内で博物館のもつ

相対的地位の高さを自づと示しているようであ

った。その収蔵品も立派で、、独立の博物館ない

し美術館として通用すると思われるほどであっ

た。ただそのこと以上に考えさせられたのは、

それらがいずれも大学のー研究・教育組織とし

て存分に有機的な機能をはたし、ことに教育面

で充分に活用されていると思われた点である。

当然のことだが、訪問に先だって、当方から

調査許可願いと要調査品リストを送付した上で、

日取りの打合わせをする。その上で当日、館長

室を訪れるのだが、その場に殆ど例外なしに私

の専門に近い勉強をしている大学院生が待機し

ていて、館長が紹介して下さる。そして、「調査

のお手伝いをさせます」と言い添えてくれる。

猫の手も借りたいくらいの当方としてはまこと
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松丸道雄

に大助かりである。

実際、調査中彼らは実によく手伝ってくれる。

しかし、同時に私の調査法一一器物の撮影技術、

採拓法、実測・観察結果の記録法など一一ーをつ

ぶさに観察しては、自分もノートをとっている。

場合によっては、カメラを持ち出して私の調査

法を撮影したりしている。そして間断なく、質

問を浴びせてくる。作業を中断してでもつい説

明に熱を入れてしまうことになるのは、人情と

いうものである。

2-3日の調査の終るころには、すっかり親

しい人間関係が出来上っている。手伝ってくれ

たお札に、夕食をご馳走するということにでも

なれば、これはまた 1対 1での特訓ゼミのよう

なものになってしまう。更に、帰国後も文通が

続くことになり、こういった人間関係は彼らが

研究者として一人だちしたのちに、大きな財産

となっていくことだろう。

当初は迂潤だったのだが、鈍い私も流石に米

国の大学博物館を訪ねるたびに必ず同様の状況

が生ずることに気づきはじめ、最後はそれはひ

とつの確信にまでなった。それは、米国の大学

博物館は、外来研究者へのサーヴィスもさるこ

とながら、それ以上に外来研究者訪問の機会を

院生教育の場として充分に活用しようとする明

確な意図のもとに設立・運営されているに相違

ない、という確信である。

* 
モノについての研究は、モノそれ自体を対象

とする以外にない。日本の大学では、知識は図

書を通して得ればよいとでも考えているかのよ

うに、図書館の充実には力癌を入れるのだが、

モノから学ぶ、ことについては熱心で、はなく、ま

た理解も行き届いていないように思われる。こ

れは、行きつくところ、日本の大学が、欧米の

既成の学聞の受容を最大の目的としてきたこと

と深く関わるのであって、そのことが、図書館

に比して、博物館の価値が殆ど顧みられずにき



た最大の理由だろうと思う。米国の大学が、博

物館に大きなウエートを置いているのは、モノ

についてはモノからしか学び、ょうのないという

当然のことを熟知しているからだ、と思われる。

そして、それとともに、モノ(博物館に収蔵

されているもの)によって学生が直接学ぶばか

りでなく、そのモノに惹かれて飛ぴこんでくる

学外の専門研究者が、学生に対する恰好の教師

となってくれることともまた、博物館設置の効

果として織り込みずみなのであろう。そうであ

れば、米国の大学博物館とは、院生教育にとっ

てかけがえのない重要な場として位置づけられ

ているはずなのである。

こういった経験を数回繰り返すなかで、私は

旅の後半、次第に憂欝にならざるをえなかった。

それは、私が過去15年以上行なってきた本学大

学院での殿周青銅器ゼミでの学生指導の実情を

思い起したからである。段周青銅器に関する研

究書・論文やカタログ類は、 100%近く蒐集しで

あり、学生はこれを存分に利用しうる。しかる

に、本学中に実物はただのひとつもなしした

がって学生は写真や他人の記述だけからしか青

銅器の勉強ができない。かりに熱心な学生がい

て学外の博物館に調査申請をしてみても、十中

八九は門前掃いとなるのがオチだろう(展示品

をカ。ラスケース越しに見るのを、私たちはみる

とは考えていない。あくまで自分の手に持ち充

分観察した上で、拓本をとり、実測をし、記録

をとるのでなくては、みるとはいえない)。かく

て一応の研究者として関係者間に自分の名が知

られるようになるまでは、モノに触手する機会

を全くもてない、というのがわが国の若手殿周

青銅器研究者たちの実情なのである。彼我の差

を考えて、思わず頭を抱えこんでしまったとい

うわけである(少なくとも、文部省から支給さ

れた国費が、もっぱら米国入院生の教育のため

に役立つたというのは皮肉で、あろう)。

* 
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本学には、発足後20年にもなる総合研究資料

館がある。その英文名は、 The University 

Museumとの由であり、これは将来「東京大学博

物館」に発展させるふくみでの命名なのであろ

う。私は現在の資料館が、直接大学院教育にど

のように関わり、またどのように有効に利用さ

れているのか、詳らかにしない。しかし、米国

の大学博物館のようには機能していないのでは

あるまいか。本ニュース第 5， 6号に紹介され

ているハーバード大学のPeabodyMuseum (私

も半日を費して参観したが)は、大学博物館の

あるべきひとつの姿を示唆しているように思う。

本学の資料館の根本的改組を真剣に考えるべき

時期にきているように思う。

いま、本学内で、大学院教育のあり方をめぐ

って、その見直しに関する論議が盛んである(ょ

うだ)。だが、学内の各部局における大学院をど

のように改組するかという論議の過程で、資料

館を改組して、大学院教育のための有効な場た

らしめようという意見は、残念ながら、聞いた

ことがない。大きな制度的な枠組みの作り直し

は、それが必要とされる研究分野においては、

もちろん大切で、あろう。ただ、それと同時に、

それこそ個々のゼミナール単位で、どのような

困難な状況が現出しているのかが持ち寄られ、

それを解決するための知恵が集約されるという

形での大学院教育の見直しもまた、ぜひ必要で、

あろう。手ふがいまここに言己したのは、そのほん

の一事例に過ぎない。しかし、そういった実情

解決のための細部の知恵の積み重ねこそが、大

学院教育改革の原動力の、少くともひとつにな

るべきであろうし、また、ぜひ資料館改組の方

向も、それを目指したものであっていただきた

いと思う。妄言多謝。

(東洋文化研究所・教授，本館運営委員)



総合研究資料館研究報告第31号 (1988年)

Hideaki Ohba (大場秀章)・SamalB. Malla (編

著)

τhe Himalayan Plants， Vol. 1. 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Bulletin N o. 31， 398pp.， 78figs.， 104 

plates. 

総合研究資料館は設立当初から学内における

海外学術調査の重要な拠点としての役割をはた

してきた。 1960年に最初の調査隊を派遣して以

来、ヒマラヤ植物の研究は今日にいたるまで継

続している。 1983・85年は、高山帯での集団レ

ベルでの細胞遺伝学、植生と微地形の対応、、ネ

パール産樹木の材解剖を中心に研究を行った。

本研究報告は、上記の両年の研究結果ならび

に長年にわたり進めてきたヒマラヤ植物につい

ての研究成果をまとめたものである。高山帯植

物相に関係するもの 4篇、シオカ、、マギク属、チ

ゴユリ属などの分類誌、ネノfーノレ産シダ植物集

覧、材解剖など10篇の論文を収録する。なお、

チゴユリ属分類誌は元館長原寛教授の最後の論

文となった。

総合研究資料館研究報告第32号 (1988年)

N aotatsu Shikazono (麗圏直建)・

Masaaki Shimizu (清水正明)

Electrum Chemical Composition， Mode of 

Occurrence， and Environment of Deposition. 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Bulletin No. 32， 88pp.， 2lfig.， 3 plates. 

当館には、本邦を中心に、アジアにおける主

要金(・銀)鉱床より産出した、エレクトラムを

含む金(・銀)鉱石が数多く収蔵されている。本

書では、最先端の手法によって、これらの標本・

資料から、主として、地球化学的定量データを

得、金(・銀)鉱床の生成環境を理論的に取り扱

っている。このような厄大なデータに裏付けら

れたエレクトラムを含む金(・銀)鉱石、および

鉱床の実証的、かつ、総括的な研究は未だ例が

なく、学術上のみならず、応用部からも価値が

東京大学総合研究資料館ニュース13号
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高いと思われる。

総合研究資料館研究報告第33号(1988年)

Shinobu Akiyama (秋山忍)

A Revision of the Genus Lespedeza Section 

Macrolespedeza (しeguminosae). 

The Univernity Museum， The University of 

Tokyo， Bulletin N o. 33， 178pp.， 50figs.， 27 

plates. 

本研究報告は高等植物マメ科ハギ属ヤマハキ

節の分類誌である。ハギ属 (Lespedezα)はハギ

節 (Sect. Lesρedeza) とヤマハギ節 (Sect.

M acro lespedeza )の2節からなる。ヤマハギ節の

植物はアジア特産でヒマラヤから中国を経て日

本に至る地域に分布する。筆者は、この節の植

物が 1個体に多数の花をつける点に着目して、

花の形態形質の個体内での可塑性を検討した。

その知見を基礎に、集団内変異、地理的変異を

解析した。これらの知見にもとづいて、ヤマハ

ギ節植物の系統を推定して、分類体系の校訂を

行い、再定義された種をはじめとする各分類群

の記載と異名の整理を行い、分布域を示し、証

拠標本を列挙した。

| !資料館主催全学一般教育ゼミナール

「地球科学における野外調査の方法と実習j

地球科学において野外調査は研究上大きなウエ

イトをもっている。このゼミナールでは伊豆半

島南部の地形・火山・堆積・鉱床・鉱物を題材

として、 2泊 3日(下賀茂寮宿泊)の実習を行

う。いままで実習の経験がなく、将来も機会に

恵れそうもない学生が多く参加することを希望

する。

4月20日 ガイダンス

9月28日 室内における予備競査
9月29日 下回付近の堆積構造の調査
9月初日 堂ヶ島と千畳敷の海底火山および石廊崎

断層の調査
10月1日 蓮台寺付近の鉱床調査と鉱物採集(正后解

散)
担当教宮歌田賓助教授、清水正明助手
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マメ科ノてドゥクの板根

巨大な板根を広げたマメ科のパドゥク (Pteroca仰 ISsoyauxii) 
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カメルーン南西部の熱帯多雨林

1983年および:"85年の 2回、文部省科学研究費

海外学術調査助成による「カメルーン熱帯多雨

林における有用植物の探索と生理活性物質に関

する化学的研究」調査隊(代表、京都大学農学

部小清水弘一教授)の一員として、西アフリカ、

カメルーンの熱帯多雨林の生態学的調査を行う

機会を得た。 2回の調査で得られた結果に基づ

いて、わが国ではあまり知られていない西アフ

リカ地域の多雨林の概要について紹介したい。

調査地は、赤道ギニアと国境を接するあたり

のカメルーン共和国南西部(北緯2'22'、東経10'

06')、大西洋岸のカンポという町から東へ35kmほ

ど内陸に入ったところにある保存状態のよい森

林内に設けられた。

この地域にみられる森林は、日本にも紹介さ

れている A.オーブレヴイルの熱帯多雨林類型の

うち常緑の大型マメ科の樹木からなる森林に相

当する。

調査地付近の年降水量は、大西洋岸のカンポ

の年平均降水量2800mmに比べてそれより少ない

2130mmという値が観測されている。また、降水

量100mm以下の月は 2~ 3ヶ月で、50mm以下の月

はない。現地滞在中('83年 9 月中旬 ~12月下旬)

クワ科のノてラソル トゥリー (Musangacecropioides) 

伐採跡地にいち早く侵入して、 6-7年で樹高20mに達

する生長の早い樹種である。

2 

梶幹男

の日最低および最高気温の平均はそれぞれ23.9'C

と28.9'Cであり、平均気温は26.6'Cであった。

2個のコドラート(各0.5ha)と2本のベルト

(1. 71 ha、1.62ha)内の群落構成樹種についての

調査結果に基づいて、各林分を胸高断面積で上

位を占める 2種で代表させると、 2本のベルト

はいずれも CalPocaly沈 heitzii(ネムノキ干ヰ)と

Strombosia galucescens (ボロボロノキ科)、ま

た2個のコドラートは Loρhiraalata (オコナ科)

とScorodoJうhloeuszenkeri (ジャケツイバラ科)

および Tetraberliniabijoliolata (ジャケツイバ

ラ科)とトウダイグサ科の一種がそれぞれ{憂占

する群落であった。しかし、優占種としてあげ

た上記の樹種にしても、各林分の胸高断面積合

計に占める割合では L.αlataと T.bijoliolata 

の2種が20%代の値で、他はいずれも 10%前後

の値をとるに過ぎなかった。この点から本調査

地においては、決して温帯林のように単純に各

林分の優占種を決定できるものではないことが

わかる。

各林分の立木本数は、胸高直径4.5cm以上のも

のは900~1400本/haあり、これに 1~4.5cmの

小径木を含めると 5~ 6倍の数に昇る。各林分

アオギリ科のコーラ (Colasemecarpophylla)の花

この仲間は多雨林の低木層に多くみられ、種子に含まれ

る成介には清涼作用がある。



森林の最上層は樹高40-50m、直径IOO-150cmの樹木によって構成される。

で計測された胸高直径の最大値は150-160cmと

ほぼ一定しており、 Pterocarp附 soyauxii マメ

手ヰ)、 Sacoglottis gabonensis (フミリア干ヰ)、

Erythroρhleum suaveolens (ジャケツイノてラ

科)、 L.alataとトウダイグサ科の一種がこれに

該当する樹種であった。また樹高では、カメル

ーンにおいて Baillonellatoxispermα(アカテツ

科)に68mのものが記録されているが、一般に

アフリカでは60mを越すような高木は極めて少

ないといわれるように、 L.alataの51.6mが最

大であった。その他40mを越す樹高を記録した

樹種は、S.glaucescens、S.zenkeri、あ110φia

quinstasii (パンレイシ手ヰ)ほか 4干重であった。

出現種数は 2本のベルト(胸高直控4.5cm以上)

でそれぞれ105，93種、 2個のコドラート(胸高

3 

直径 1cmkJ、上)でそれぞ、れ121、97種であった。

これらのうち、アカネ科、 トウグイグサ科、パ

ンレイシ干ヰ、ジャケツイノてラ手ヰおよび、アオギリ

科の樹種の占める割合が比較的高かった。

一般に、熱帯多雨林の特徴のーっとしてそれ

を構成する樹種の多様性の高きが注目されるが、

上記のデータに既存の資料を加えて西アフリカ、

中南米および東南アジアの各地域における熱帯

多雨林群落の多様性の程度を多様度指数 (α)を

用いて比較した。その結果、東南アジア、中南

米、西アフリカの}I僚に多様度が低くなり、なか

でも、東南アジア地域が他の 2地域に比べて 3

-4倍の高い多様度を有する点が注目された。

(農学部附属演習林・助教授、本館研究分担者)



英国ケンブリッジ大学考古学・人類学博物館(1)*
(Museum of Archaeology and Anthropology， University of Cambridge， England) 

設立の由来

ケンブリッジ大学考古学・人類学博物館は1884

年 5月、大学のー研究機関として創設されたも

のである。同博物館設立のきっかけをつくった

のは、 CambridgeAntiquarian Society (ケン

ブリッジ古物収集協会)という私的機関が有す

るコレクションであった。同協会は1840年に発

足して以来、地元イギリス、主として East 

Anglian (東アングリア王国)の骨董品を収集し

管理にあたっていたが、 1880年頃になるとこの

コレクションは大規模かつ価値の高いものとな

り、資金面からその管理が同協会の手に余る状

態になっていた。そこで、ケンブリッジ大学が

建物を提供し、キュレイター(curator)を任命し

てコレクションの管理にあたることを申し入れ

たのである。大学側はコレクションを引き取る

にあたってケンフ令リッジのLittleSaint Mary's 

Laneの建物を取得し、Museumof General and 

Local Archaeologyを創設して、その初代キュ

レイターにアナトール・フォン・フューゲル

(Anatole von HugeI)男爵を任命したのであ

る。

収蔵品の増加に伴う博物館施設の整備

博物館創設とともに、同大学を構成する各学

寮、特に TrinityCollegeなどの収蔵品が博物

館に移管されることになった。また、フォン・

ヒューゲル男爵が就任に先立つてオーストラリ

アやオセアニア、特にフィジー諸島などで収集

した民族誌学上重要な標本の数々も博物館に移

管された。

このようにフォン・ヒューゲル男爵のもとで

地元ケンブリッジの中世以降も含めた各時代の

考古学関係の品々のみならず、世界各地の民族

学及び先史考古学関係の標本を揃えるに至った。

収蔵品がより広範囲なものへと及ぶにつれ、博

David W. Phillipson 赤津威訳)

物館の名称は順次変更されている。まず、Museum

of General and Local Archaeology and of 

Ethnology (1893)という長い名称から、Museum

of Archaeology and Ethnology(1899)となり、

1978年、現在の名称となった。

博物館は、設立当初、 Little Saint Mary's 

Laneの建物内のわずか二部屋を占めるにすぎな

かったが、フォン・ヒューゲ、ル男爵が大規模な

博物館建設について大学側を説得にかかった。

この男爵の尽力が実を結ぴ、 1910年、ケンブリ

ッジの中心部にあるダウニング街に敷地が入手

され、そこに T.G. Jacksonの設計による現在

の四階建ての建物が1920年に完成した。この新

しい建物には、大規模な展示場が計6つ設けら

れていたが、コレクションの収納設備や研究用

設備、研究室については必要最小限度のものし

かなく、当時の博物館が展示に主眼をおいて構

成されていたことが伺われる。

先史考古学・文化人類学講座発展への寄与

同博物館が、ケンブリッジ大学の先史考古学

(Prehistoric Archaeology)、社会人類学

(Social Anthropology)の正式な講座開設前に

設立され発展しつつあったという点は、非常に

大きな意味を持つ。なぜなら、これらの講座が

発展する牽引力となったのは、まさに博物館の

存在そのものであったからである。すなわち、

当館の膨大な収蔵品を素材として様々な研究が

進み、結果的にその研究を基盤として学部にお

ける研究・教育を担う関連の講座が発展し、確

立されていったのである。また、講座出身者や

博物館の研究者が自ら調査隊を組織して収集し、

研究・記載を終えた標本が博物館に持ち込まれ

ることによって博物館の収蔵品が増加し、それ

がまた講座の発展に寄与するという効果をもた

らした。

*l本文は D.w.Phillipson， M.A.， Ph.D.， F.S.A.の本ニュースへの特別寄稿文の翻訳である。氏はアフリカをフィーノレドとする先史考古学者であ

り、 1981年以降同館第 6代館長 (Chiefcurator)である。
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T. G .Jackson設計による現博物館

一例を挙げれば、 1909年から1926年まで民族

学担当の助教授を努めたA.C. Haddonは、博

物館を基盤として、 1888-89年のトレス海峡探

索を始めとする民族学史上先鋒的な調査を実施

する o Haddonが収集し記載した標本か博物館

に収められていることはいうまでもない。

先史考古学の分野においては、M.Burkittの

功績を忘れてはならない。彼はヨーロッパの代

表的な先史学者 A.Breuilの訓導を受けてこの

分野に入り、 1912年に学科の正規教員として認

められた。以来、 1971年に亡くなるまでケンブ

リッジの旧石器時代研究の先導的役割を果たす

とともに、同博物館の石器時代のコレクション

の拡充に貢献した。

この分野の大学における公式教育の発展は立

ち遅れてはいたものの、考古学・人類学研究の

ための委員会 (Boardof Archaeological and 

Anthropological Studies)が正式に設置された

時点 (1920年)から、博物館はこの委員会のも

とに大学の一機関として管理されることになる。

そして現在、博物館は、考古学 (Archaeol-

ogy)、社会人類学 (SocialAnthropology)、自

然人類学 (PhysicalAnthropology)などの学科

とともに、ケンブリッジ大学の考古学・人類学

部 (Facultyof Archaeology and Anthropol-

ogy) を構成している。

1921年、フォン・ヒューゲル男爵引退の後を

受けキュレイターに就任したし Clarkeやその

5 

後任者のもとでも、博物館のコレクションは引

き続き充実拡大していった。特に、ケンブリッ

ジ大学が主宰した調査隊や大学で修留を積んだ

研究者らが世界各地で入手し、自らの研究素材

として記載したものが蓄積されていった。例え

ば、 Radc1iffe-Brownによるアン夕、、マン諸島の

収集品、 SkeatとEvansによるマレ一半島の収

集品、L.S. B. Leakeyによる東アフリカの収

集品、 G.Batesonのニューギニアの収集品など

は特に著名である。また、 Clarkeはアメリカ合

衆国南西部及び東ヨーロッパの青銅器時代の遺

跡の発掘を主宰し、博物館の収蔵品に貴重な品

を加えることに成功した。また、同じくアメリ

カの専門家である二人の後任者、すなわちT.T.

Peterson (1938-49) と G.Bushnell (1949 

70) らの努力によって、旧世界においてアメリ

カ考古学を教育するもっとも充実した標本が収

蔵品に加えられることになる。

また、博物館開設当初から最大の売り物であ

ったオセアニアのコレクションは、同地域の専

門家である五代目キュレイターの P.Gathercole 

(1970-81)によってさらに充実した。Gathercole

の後任者である私はアフリカ先史考古学者であ

るo このように、博物館に関与した様々な専門

分野の研究者のもとで、博物館の収蔵品は増加

し、多様な分野に及んで、いった。(続)

(本館文化史系研究室・助教授)



[寄書]

University Museumを考える

資料館のOBとなってから早くも 4年が過ぎ

た。専任教官として同僚と苦楽を共にした頃が

懐かしく思い出されるようになってしまったが、

いくらか部外者として資料館を見ることもでき

るようになったと思っている。昨今の資料館は

誠に静かである。私の勤めていた10年余りの聞

に、資料館の在り方や将来構想を巡って、活発

な議論が展開されたことがうそのようである。

あの頃の熱気、関係者が抱いていた期待は今ど

うなっているのだろう。

University Museumとしての資料館の将来構

想は、昭和56年 9月に運営委員会の名で公表さ

れた「総合研究資料館の将来像一大学博物館の

構想」によく示されており、私もこの原案の起

草に加わっていたので、ここで改めて私見を申

すつもりはない。ただ、この構想、とマイナスシ

ーリングの現実との聞きが余りにも大きく、実

現が遅れているのは残念で、ある。もちろんこの

目標に向かつて努力はされてきたとは思うが、

昨今では関係者の聞で強い願望があっても無力

感が先立つているのではなかろうか。もう一つ

私が資料館を辞する時、心から残念に思い、か

つ責任を感じたことは、この構想にある「自然

史・文化史の研究・教育の拠点」に関する理解

の食い違いが解消されずに残されたことである。

当時の専任教官は(現在も同じであると信ずる

が)、広〈学内研究者(および、訪問研究者)が標

本・資料を用いて行う研究・教育の場として資

料館(大学博物館)を位置づけていたが、これ

がサービス機関としての使命を忘れた少数者の

エゴのように受け取られて混乱を生じた向きが

あり、誠に心外で、あった。これは私自身の反省

にもなるが、今後将来構想を練る時には、大局

的な現地に立ち、間違っても誤解や小さな利害

から互いに足をヲ|っ張り合うようなことがない

よう願いたい。大学全体あるいは日本全体とし

て研究・教育が進展すれば良いのであるから。

資料館の存在意義については、分野によって
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速水格

さまざまの評価があるかも知れない。しかし、

少なくとも私の知る範囲では、多くの制約にも

かかわらず、ここを拠点として、他の機関では

実施し難いようなきわめて重要な研究・教育活

動が行われてきた。学内外の多くの研究者によ

る自然史・文化史の標本・資料研究とその成果

の公刊、休みなく続けられてきているキュレー

テイングによって与えられる研究者への便宜は

もとより、展示を含む実際の標本・資料に即し

た教育、各種の講演会・談話会など、設立以来

内外の利用者に与えて来た恩恵は計り知れない

ものカfある。

例えば、私の専攻している古生物学は、元来

化石標本なしには存在し得ない学問であって、

研究の手法や目的が大きく変わった現在でも、

これまでに蓄積・研究された標本の重要性に変

わるところはない。理論的・実験的研究にもこ

のような実際の標本とのやりとりが必要になる。

古生物学の研究者は大学院生も含めて一人残ら

ず資料館の標本・施設を利用し、その恩恵に浴

している。資料館なしに我々の研究・教育は考

えられないのである。幸いーキュレーター(市

川健雄氏)の献身的な努力によって、資料館の

研究に用いられた化石標本は、海外からの訪問

研究者からも絶賛されるほど、利用しやすい形

に整理された。通称「イエローフ、、ック」と呼ば

れる 3冊のカタログも出版され、標本の利用度

が著しく高まった。資料館で行われたキュレー

テイングは、この種の仕事にも個人のオリジナ

リティが発揮でき、一般の研究と同様に創造の

喜びがあることを、来訪者に示した点でも大き

な意義があると思う。

近年、各地方自治体に多くの立派な展示場や

施設をもっ博物館が建設されつつある。それ自

体は誠に喜ばしいことであるが、多くの博物館

の目的は普及活動だけに偏していて、入館者数

を増やすべく熱心に努力するが、欧米の博物館

のような研究者にとって魅力ある機関からはほ



ど遠い。文化事業は人気商売や興行物とは違う

はずで、、入場者数でその成功度が計れるもので

はない。書物の良し悪しを発行部数で計れない

のと同じである。これからの発展はあるとして

も、今すぐ日本各地の自治体の博物館に研究者

が求める大学博物館の機能を期待するのは無理

であろう。

私事めいて恐縮であるが、私には自分でも奇

妙と思う夢想にふける性質がある。子供の頃か

ら汽車の時刻表が大好きで、東北線がまだ単線

で急行が二三本しかなかった頃、これに北海道

連絡の特急を走らせたらどのようなダイヤにな

るか想像をめぐらせたり、新幹線の計画を聞い

て架空の時刻表を作ったりした。欧米のいくつ

かの博物館を訪れてからは、しばしば理想的な

大学博物館を夢想するようになった。それはど

のような専門分野からなり、どれぐらいの数の

研究者とワークショップを擁し、建物の見取り

図はどうなるかといった具合に。全く架空のも

のだから、部屋割りでケンケンカ、、クガク議論す

ることもないし、みみっちいことは一切考える

必要はない。そうすると、きまって自然史の分

野だけでも現在の資料館の 5倍から10倍ぐらい

の規模のものが出来上がる。現実から離れたこ

とを夢想するのは私にとって大変楽しいことで、

多少のストレス解消にもなりそうである。

こんなたわごとは別として、歴史のある日本

を代表する大学であれば、学内にこれぐらいの

規模の専門研究と教育を目的とした博物館があ

っても少しもおかしくない。米固などの大きな

大学のキャンパス中央部に位置する宏壮な博物

館、そこで仕事を進めている著名な研究者の活

動、充実した図書と設備、整理の行き届いた標

本、そしてそこに集まってくる学生の服の輝き、

学問的雰囲気を知る人であれば、先進国気どり

でいる日本は、こと博物館に関する限り非常な

後進国であることを認めざるをえまい。なぜ、

これほどの差が生じ、改善が望まれているのに

事態の好転が見られないのだろうか。

7 

最近、学内では大学院の抜本的な充実を目ざ

して多岐に亙る議論が始まっている。自然史・

文化史の分野では、専門研究者の養成に資料館

(大学博物館)の一層の利用とその充実は不可欠

であり、関連する学部・学科では、従来の組織

にとらわれることなく、自然史・文佑史の発展

に最も寄与しうる機構を現在の資料館を含めて

検討するべき時期に来ている。また、資料館も

独自に将来構想を実現しうる状況にないのであ

れば、このような企画に積極的に加わることが

充実の早道かも知れない。これは一大学の課題

というよりは、日本の自然史・文化史の存亡に

かかわる問題でもある。

自然史の研究者にはリベラルで学問的に純粋

な人が多い。目先の効用にとらわれない研究を

やっているのであるから、これは当然のことで

あろう。その半面、集団のコンセンサスをまと

めること(つまり、政治的なタクティックス)

は概して苦手とする。私もそのような人種に属

すると J思っている。要するに、共通の強い願望

がありながら、主義・主張がバラバラで、まと

まった力にならなかった傾向がある。また、最

近の巨大科学や時流に乗った科学での景気の良

い話を聞かされると、いささかひがみっぽくな

るのも仕方がない。しかし、これ以上の地盤沈

下は何としても防がなくてはならないだろう。

このところ国民の自然と文化遺産に対する関

心は大きく高まってきたように思う。私はこれ

まで「大学は社会のニーズに応えよ」という言

葉が嫌いであった。これが目先の経済的発展だ

けを意味しているように受け取れたからである。

しかし、今や大学は、このような大衆の自然と

丈イじをより深く理解したいという知的要求に応

えなくてはならないだろう。また大学では新た

なニーズを生み出す研究が行われなければなら

ない。フィールド・標本・資料に根ざす研究者

が総力を結集しなければならない時が来ている

ように思う。

(理学部地質学教室・教授、本館研究分担者)



東京大学総合研究資料館特別展示

「東京大学本郷キャンパスの百年」のお知らせ

本館では、今秋、本郷キャンパス100年の沿革

を建築物等を通して概観し、かつ、キャンパス

の将来像を展望すべ〈、表題の特別展示を開催

するとともに、公開シンポジウムを千子う。

加賀藩江戸屋敷跡地を引き継いで誕生して以

来、本郷キャンパスは多くの建築物を蓄積し、

百年を越える歳月を経た今日、建築博物館とも

いうべき観を呈するに至っている。

本展では、本郷キャンパスの歴史的変容を写

真、絵画、設計図面等(約100点)の資料を中心

に展示し、解説する。同時に、近現代の日本と

本学の関わり、本学にとっての歴史的背景、大

学キャンパスの歴史等を探り、将来に向けて、

教育研究の場としての、さらに、都市計画の一環

としてのキャンパス造りを考える機会としたい。

主な展示品

〈本郷前史〉

・加賀藩屋敷絵図(写真)

・加賀藩旧建築 赤門(写真)

・加賀藩旧建築 長屋(写真)

・加賀藩旧建築本郷通り沿い錦絵

〈東大前史〉

・各大学の配置とその集合の様子(参謀本部

作成地図M16.17) (写真)

く本郷キャンパスの成立〉

・東大正面全体写真

・総合図書館概観(写真)

く関東大震災とその復興〉

・被害を示した配置図(写真)

・関東大震災の被害状況(写真)

・内回復興計画東大構内構想図油絵

・大講堂設計図

・大講堂工事中(写真)

・総合図書館設計図

東京大学総合研究資料館ニュース14号

8 

-総合図書館工事中(写真)

・現在に残る名木(写真)

・内田計画の実施全体配置図

〈戦後の高度集積〉

・最近の本郷キャンパス航空写真

0特別展示

会期:10月21日幽-12月20日閃

10 : 00-16 : 00 (土曜日は12:00迄)

日曜祭日休館

ι会場:総合研究資料館 1階展示ホール

0公開シンポジウム「東大キャンパス百年」

日時:10月29目的13: 00-17 : 0。
会場:山上会館大会議室

フ。ログラム:

司会鈴木博之(東大・工・助教授)

13: 00-13 : 30 シンポジウム趣旨説明

青柳正規(東大・文・助教授)

13: 30-16 : 00 シンポジウム

パネラー ・天野郁夫(東大・教育・教授)

一一大学史の立場から

・i度辺定夫(東大・工・教授)

キャンパス計画の立場から

・藤森照信(東大・生産研・助教授)

一一建築・都市史の立場から

・清水徹(明治学院大・丈・教授)

一一文化としてのキャンパス

・デ‘イスカッション

16: 00-17: 00 キャンパス巡り

シンポジウムパネラ一同行にて

キャンパス内散策

発行日昭和63年 9月初日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長武内書久禰)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL812-2111 内線2801

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田3-5-5 T E L 03 (238) 9939 
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木彫ノコギリエイ

/てプア・ニューギニアをi荒れるセピックJ11 畔のハウス・タンJ~' ランの中主に周5 られ

ているノコギリエイ O エイが人と深く関っていることを暗示する彫刻である O
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淡水産板偲類の調査

板鯨類(サメ・エイ類)は元来海洋に適応し進

化した生物である c ところが、海水と淡水が交

り合う汽水域ばかりか、海から数千krnも離れた

河川の上流域で捕獲されたり、あるいは淡水域

で生活環を全うする板惚類がいるのである。し

かし、ニカラグア湖のサメやエイを絵けば、淡

水産板鰐、l類の分布や移動、生活史、生理はほと

んど解明されていない。筆者はここ10年余りの

問、淡水産板紙類に関する海外学術調査の末席

に加えていただき、東南アジア、南米、西アフ

リカ、オセアニアでの調査に参加する機会を得

たので、ここにその一端を紹介したい。

このような調査を始めるきっかけは、 1960年

代から70年代にかけて、中米のニカラグア湖の

サメに関する間期的な論文の出現であった。ニ

カラグア湖の形成時に陸封されて種分化を遂げ

たと長い間信じられてきたサメは、実はカ J)ブ

海から補充されているということが形態学的、

生態学的、生理学的な調査から証明されたので

ある c そこで¥11自のj炎7l¥.士或で、はどうで、あろうか

と勇んで調査に赴くと、アマゾン川を初めとす

る大河や湖沼域では、せいぜい年に数尾、それ

もたまたま捕獲されるに過ぎないことがわか 1)、

高胆したこともあった。そうなれば、底着性が

強く、しかも数が多く捕獲が容易なエイ類に目

Queensland Museumに保存3れているブリスベーン)11

産 bullshark Carcharhinus leucas 

2 

谷内透

を向けざるを得なくなる。サメ・エイ類の調査

といいながら、実際はエイが諒査対象となった

のはこういう事情があったからである。しかし、

写真に示したようにオーストラリアのブリスベ

ーンハiでは、ブルシャークが比較的容易に捕獲

されるようなので、来年度の調査では初めて研

究対象となり得る新鮮なサメに出会えることを

期待している。

南米;のポタモトリゴン類を除けば、我々が採

集したエイ類は、 j毎から祷給されたか、あるい

は淡水で一生を送るにしても、生理的には海産

のエイに近いという特徴をもっ。この判断の基

準は、浸透圧の調節に関与する尿素やイオン濃

度が高いことによる G また、淡水で一生を送る

のであれば、当然妊娠した雌を採集して然るべ

きなのに、未たすj台仔をもっ雌を見ていないこと

も、もう一つの理由である。ノコヨ号、リエイでは

この傾向が強〈、東南アジアやオセアニアで見

たり聞いたりした標本は、すべて 1m前後の小

型のものであった。もちろん、どれも性的には

未熟で、ある。ただし、ニカラグア湖では、大型

のノコギリエイが捕獲されることから、湖内で

繁殖する可能性は指摘されている。また、西ア

フリカのアカエイは、生理的には完全に淡水に

適応しているとはいいがたいものの、河口から

スマトラのインドラギリ川で採集したノコギリヱイ、

Pristis microdon 



筆者はこの調査で分類

と形態を担当しているこ

ともあり、世界の様々な

博物館を訪れる機会があ

った。その度に痛切に感

じたことは、標本の管理

体制の整備と研究や管理

要員の充実という点で、

アマゾン川流域で採集したポタモトリゴン科のエイ、 Paratrygonaiereba 

日本と彼地、特に欧米と

では雲泥の差があるとい

うことである。このよう

な差は、自然史研究には、

標本の蒐集と整理保存が

不可欠であるという認識

の違いにより生じたので

あろう。日本でも自然史

千km以上A もさかのぼった場所に生息し、性的に

も成熟した個体が見つかることから、淡水で生

j厚一を過す可能性が強い。

一方、南米の大河流域に分布するポタモト 1)

ブン科のエイ類は、逆に淡水で、のみ生活が可能

である。尿素をほとんどが含有せず、海水には

期11化しないという特徴をも

に関する研究への理解が深まり、一刻でも早〈

標本の管理や研究体制lが欧米と肩A を並べられる

ょう願って筆を置きたい。

(農学部水産学科・助教授、本館水産動物部門主任)

つ。観賞用として日本にも

多数輸入されているので、

どこかの熱帯魚屋でみかけ

た方も多かろう。この類の

エイは、形の上で、余り違い

がなく、色彩、特に斑紋の

有無、その形状で区別され

ていることもあって変異が

多く、種の査定は甚だ難し

い。マグタレナ川、アマゾ

ン川、ラフcラタ川i1rEt或で、t采

集し、本館に登録されてい

る十数個体の標本では、ポ

タモトリゴン科の全容を捉

らえられないのは残念であ

る。

西アフリカのサナガ河で採集したアカエイ、 Dasyatisgarouaensis 

3 



特別展示「東京大学本郷キャンパスの百年」によせて 武内需久禰

昭和62年 4月、図らずも総合研究資料館館長

に併任されてからはや一年半が経過した。この

問、能勢幸雄前館長より引継いだ建物増築、定

員増、運営費増額の要求はもとよりであるが、

限られた運営費のなかで総合研究資料館(以下

資料館と略称)として何をなすべきかは頭の痛

しミ問題であった。運営費総額の少ない小規模施

設では、経費節減に相当の努力を払っても、生

みだせる金額の絶対値は少なく、特別な事業を

行うのは大変に難しい状況にある C ところが、

半年程経過した秋頃から、資料館の事業として

「東京大学本郷キャンパスの百年」と題する特別

展示の企画が検討されることとなった。

モスクワ大学

4 

先に、東京大学創立100周年を記念して「東京

大学百年史」が刊行されたが、その編纂に際し

て各部局に収蔵されていた多数の資料が収集さ

れた。そのなかには、これまであまり人の自に

ふれることのなかった古い建物の設計図や写真

も多く含まれているとのことであった。関東大

震災の被災を契機とした新しいキャンパス構想

に基づく建築物、第二次世界大戦の痛手からの

復興とそれに続く高度成長期の建築物など、そ

れぞれの時代の社会情勢を反映した多彩な建築

物があり、本郷キャンパスはきながら活きた建

築博物館の様相を呈している。これらの資料を

系統的に展示、解説して、教育・研究の場とし

てのキャンパス構想について先人の業

績を回顧し、さらにはキャンパス将来

像検討の糧とすることができれば、そ

れはまさに資料館のなすべき事業であ

り、また資料館の活動の一端をさらに

認識して貰えるよい機会となろうとい

うのが、今司の特別展示の主旨であっ

た。幸い、総長、総長特別補佐、大学

当局の深いご理解と特別展示実行委員

会委員の多大の努力とによって、この

企画は63年10月21日から 2ヶ月間の予

定で実施されたが、参観者数は予想以

上に多く、成功であった。

特別展示の展示品のなかで、明治33

年頃の工科大学機械工学列品室と i司造

船学列品室の 2葉の写真が私の関心を

ヲlいた。列品室には、各種機器や船の

模型が展示されており、技術の変遷を

示すために設けられたものであろう O

私は工学部に属するが、専門分野は鉱

床学であり、地質学・岩石学・鉱物学

など地学と関係が深い。自然科学では

標本は研究上の貴重な資産であり、標

本の系統的整理と保管は研究遂行上欠

くことのできない仕事である。海外の



東京大学本郷キャンパス構想図。

東京帝国大学工学部教授(同大学営繕課長事務取扱兼務)内田祥三が関東大震災前後に構想した

本郷キャンパス全体計簡に基つ、き、工学部教授岸田日出刀が措いた油彩画(昭和11年頃)。

大学・研究機関には種々の標本展示室があって、

教育・研究に利用されている例が多く、訪問に

際し自分の関連した分野の標本室を見学し、ス

タッフから説明を受けるのは大変に楽しいもの

である。例えば、モスクワ大学の中心となる大き

な建物(左写真)には中央に高い塔犀があり、そ

の目指から28B皆は地学関係の大きな展示室とな

っていて、一日そこに居ても飽きない程である。

モスクワ大学に恨らず、このような展示室(館)

はキャンパスや建物の主要部に設置されている

ことが多く、その重要性が認識されていること

を示している。わが資料館は、設置後20年余と

歴史が浅いこともあるが、本郷キャンパスの南

西隅にあり、本学関係者でもその存在を知らな

い人がいるのは残念なことである。かつて、資

料館にi収蔵されているベルギー王立地理学協会

から東京大学に寄贈された大地球儀の由来が朝

日新聞(昭和62年12月4日夕刊)に報道された

が、その書き出しは「東京・本郷の東大構内の

片隅に、だれにも顧みられることもなく、ひっ

そりと陳列されている大きな地球I能がある」と

いうものであった。これは展示物についての記

述ではあるが、資料館にもあてはまりそうな表

現である。

本郷キャンパスの正門を入った左手に、比較

5 

的こじんまりとした 3階建の建物があり、工学

部列品館と呼ばれている。現在は、工学部本部

と応用物理学実験室として使われているが、聞

くところによると、この建物は最初はその名称

が示すように技術の変遷を示す展示室として考

えられていたらしい。明治時代には、工科大学

に前述のような展示室があったにもかかわらず、

昭和期の工学部に無いのは何故であろうか。工

学部に|浪らず、キャンパス全体としても、鈴木

博之工学部助教授が「図書館の窓」に以下のよ

うに述べている (r総合図書館の前」東京大学附

属図書館月報、 27巻 4号、 1988年 4月)0 r本郷

キャンパスの中心をなす軸は、正門と安田講堂

を結ぶ銀杏並木と、これに直交する総合図書館

と工学部 1号館を結ぶ道路で、あるが、当初の構

想では総合図書館と対称の位置に大学博物館の

ような施設が考えられていたといわれる」この

ような構想がどの時点から消えたのかは明らか

ではないが、誠に残念なことである。

今回の特別展示を契機に、自然科学・社会科

学・技術史などの資料保存に、より深い関心が

持たれるようになれば、資料館として大変喜ば

しいことである。

(本舘館長、工学部資源開発工学科教授)



英国ケンブリッジ大学考古学@人類学博物館(2)
(Museum of Archaeology and Anthropology， University of Cambridge， England) 

博物館の機能の変化

1970年代初頭まで、同博物館の収蔵品は増加

の一途をたどるが、それに伴って学生や研究者

が収蔵品の研究を目的として博物館を利用する

ことが増えてきたc すなわち、博物館は単に収

蔵品を陳列するだけでなく、それらを研究素材

として整理し、研究し、その成果を公表する場

へと、いわば、“展示"の場から“研究・教育"

を行う場へと機能が変化していったのである。

そのため、これまで専ら展示のために広いスペ

ースを割き、研究用施設については必要最小限

に限っていた館内の構成・組織を見直す必要が

生じてきた。そこで対応策として、新たに大きな

建物をたてるか、あるいは既存の建物内で大幅な

改変をはかるかという 2案が検討され、ギャザ

ーコールのもとで後者が採択された。

その結果、かつての展示場の半分にあたる面

積が収蔵品を分野毎に分類、保管するための大

きな収蔵庫と、収蔵品の研究を行うための作業

David W. Phi11ipson 赤津威訳)

室、研究室、講義室に造 1)替えられ、同時に、

舘外に主として収蔵品の保管用の大規模な施設

が用意された。この新しい胞設に収蔵されたコ

レクションの分類整理はまもなく完了する予定

である c 以上のような館内外の構成の見直しに

よって、多くの部所で調査研究の効率があがり、

また、それを反映して世界各地から研究のため

に来館する研究者が着実に増加している。

しかしながら、コレクションの多12長化と増加

並び、にその利用者の急増といった状況の変化は

また、主として標本登録カードシステムのみに

よって行っていた収蔵品の整理システムの欠陥

を際立たせることになった。そこで、 1986年よ

りコンビュータを活用した標本・文献資料の検

索システムを徐々に導入し、入力作業を開始し

た。しかし、現在のところ、このシステムがす

でに利用可能な状態にある分野は限られており、

より導入範囲を広げて実効性をあげるにはまだ

数年を要するといった状況である。

ケンブリッジ大学考古学・人類学講座は博物学からスタートしているという歴史があり、その伝統の当然の帰結

として博物館と研究・教育施設とが一体化している。これは館内で行われている動物考古学の実習風景である c

6 



1984年に完成した展示ホール

ところで、上述のような状況の変化によって、

展示方法の抜本的な改革が必要となった。現在、

研究者と一般大衆の双方の関心と必要性を満足

させるような方法で標本を解説し、展示してい

こうとする方針がとられ、それに沿うように様々

な試みが行われている。その展示改善の第一段

階として、先史時代の世界及びケンブリッジの

考古学をテーマにした展示場の設置が企画され

ていたが、これは1984年に完成し、博物館開設

百周年の機会に正式に公開される運びとなった。

現在、第二段階、最終段階として、文化人類学

の展示場と、最近の調査研究を発表するための

特別展示場を設置する企画が進められ、そのた

めの資金の調達も順調に進んでいる。

博物館の位置づけと将来の掲題

上述のようにこの100年の問、博物館は状況の

変化に応じて、展示の方針や組識を大きく変え

てきた。しかし、設立当初より依然として変わ

らないのは、大規模で国際的にも重要な収蔵品

を有し、公共的にも大きな役割を果たしていな

がら、運営にあたる館員、が少なく、予算・運営

費も乏しいという問題である。シニア・キュレ

ーターを含めた 4人のスタッフは、博物館の運

営という本来的業務に加えて専門的な講義をせ

ねばならず、さらに各人それぞれの研究調査を

も行っている。その上、社会人類学・考古学科

大学院課程の講I-義をも担当しなければならない。

また、資金の不足は、次のような問題につな

がっている。例えば館内の設備について、管理

運営用以外の設備、例えば、作業室、収蔵庫、

7 

撮影用設備などは全て博物鮪専用ではなく、学

部の他学科と共用となっている。また警備費の

都合上、一般公開される時聞が規約によって週

12.5時間に限定されているつこのような問題は、

博物館が単に大学組織内の一機関にすぎないと

考えられていることと関係している。すなわち、

博物館が公共的、国際的という性格をもち様々

な機能を果たしているにもかかわらず、財政面

では大学から一機関としての扱いで予算を組ま

れる以外に、例えば中央、地方の政府などから

は何等の定期的財政援助を受けることなく運営

されている。博物館に対する大学側の資金供給

は決して少ないというわけではないが、それに

してもケンブリッジ大学考古学・人類学博物館

の機能を今後最大限に引き出すためには、是非

ともより広い財政援助基盤が必要であると考え

る。

ケンブリッジ大学考古学・人類学講座に付属する

Haddon Library。向講座は研究・教育施設、博物館、

図書館という組み合わせが確立している。



シンポジウム「東大キャンパス百年J

前回の「ニュース」でお知らせしたとおり、

昭和63年11月29日仕)午後、本館特別展示「東京

大学本郷キャンパスの百年」にあわせて計画さ

れた公開シンポジウム「東大キャンパス百年」

が、山上会館大会議室で開催された。学内外か

らの聴衆は150名を超え、ほぽ満席の盛況となっ

fこ。

武内書久繭館長の開会挨拶、有馬朗人総長特

別補佐の来賓挨拶の後、鈴木博之助教授(東大・

工)の司会のもとに、まず青柳正規助教授(東

大・丈)によるシンポジウム開催の趣旨説明が

あり、引き続き次の先生方から発表していただ

いた。

天野郁夫教授(東大・教育)

大学史の立場から一

渡辺定夫教授(東大・工)

キャンパス計画の立場から

藤森照信助教授(東大・生産研)

一建築・都市史の立場から一

清水徹教授(明治学院大・丈)

文化としてのキャンパスー

各先生には、それぞれの専門の立場から、東

大キャンパス成立の過程とその特徴などについ

て話していただいた。論点は東大だけに留どま

らず、大学キャンパスのあり方、その意味と価

値、さらに将来像を含んだ広い視点からの指摘

が相次ぎ、様々な問題点が浮き彫りにされた。

シンポジウムに引き続いて午後4時からは講

師の先生の案内で構内めぐりが行われ、ほぽ全

員の聴衆が本郷キャンパスの環境を堪能した。

このように、これからのキャンパスを考える

きっかけとして貴重な機会を作っていただいた

発表者の先生方、ならびに司会と趣旨説明の労

をとっていただいたお二人の先生に感謝したい。

(総合研究資料館)

東京大学総合研究資料館ニュース15号
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講演会のお知らせ

このたぴ総合研究資料館では、下記のように

第35回講演会を開催します。講演者の武内書久

繭先生は本年 3月に定年退官されます。本講演

は先生の最終講義を兼ねております。研究者及

び学生の方々をはじめ、広〈一般の方々の聴講

を歓迎しますので、ご希望の方は直接会場にお

いでくださるようご案内します。

演題 「地熱帯と金鉱床一一一地殻中の熱

水活動について」

講演者 武内需久禰(本館館長・工学部教授)

日 時平成元年 2月3日後)

午後 3 時~5 時

場所総合研究資料館講義宣

*赤門入る右折れ歩200メートル

fi03 (812) 2111 内線2802

入場無料

案内図

一寸l一一寸ネ郷与F

発行日平成元年 l月10日

編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長ー武内書久嗣)

東京都文京区本郷 7-3 - 1 TEL812 -2111内線2801

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田3-5-5 TEL03(238)9939 
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信州、iダイオウとその綿紋
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大賞の原植物

大黄は重要なj美薬のーって¥現在でも漢方処

方を構成する生薬として繁用されている。大黄

には色々な作用があるとされているが、一番重

要な作用は潟下作用で、古来下剤jとして珍重さ

れてきた。便秘に悩むのは古来東西を関わない

ようで、大黄はヨーロッパでも長年使われてき

た中国の生薬である、起源植物は四川、甘粛、

青海、チベットなどのタデ科植物Rheumμlma-

tum Maxim. ex Reg.をはじめ、各地のRheum

属植物で、その根茎を乾燥した後に形をととの

え生薬としている o 根茎は黄色の色素を含み大

賞の名前はこれに由来している。

中国では既に戦闘時代の「山海経」にも大賞

が記載されている。「山海経」は薬物に関する記

載がある最も古い書物であるが、空想上のもの

も多く、薬物文献としては他の本草書に比べ価

値が劣る。本草書として一番古い「神農本草経」

は365種の薬物を上菜、中薬、下薬に分けて記載

しているが、大貰は作用の激しい下薬として扱

われ、非常に古い歴史を持つ薬物であることが

分かる。明代の本草書である「本草綱目」では、

簡単な絵と共に毒草類の中に大賞が見られる。

「神農本草経」で別名「将軍」というのは、そ

の作用が駿烈、快速であるのに由来すると書か

Rheum palmatum 

2 

三 )11 潮

れている。

大賞が下剤として優れた性質をもっているこ

とから、ヨーロッパにも伝わり、中国からは陸

路ヨーロッパに輸出されていた。 18世紀にはロ

シア政府が専売権を得てヨーロッパ諸国に供給

していた。 1860年以後、中国の港の開港と共に

海路ヨーロッパに輸出されるようになったとい

われる。これらの事実はいかに大賞がヨーロッ

パの人々にも持てはやされていたかを示してお

り、中国がヨーロッパに輸出していた数少ない

薬物である。余談になるがヨーロッパで、茎を食

用とするダイオウ(ルパーブ)は、薬用にする

ものとは違って、下剤となる成分を含んでいな

い。日本で、は正倉院に良質のものが残存してお

り、奈良時代から輸入されていたことが分かる。

江戸時代には軽質で大賞に特有な異常な維管束

組織に由来する「錦紋」と称する放射紋のある

大黄を賞用した。資料館にもこの系統を始め各

種の大黄の標本が収蔵されている。

大黄の黄色はアントラキノンを含むためであ

り、長年に渡ってアントラキノンが潟下作用の

本体と考えられていた。しかし、動物を使った

薬理実験により潟下作用の本体はセンノサイド

という化合物であることが明らかにされた。セ

Rheum coreanum 



「本草綱目」中の大黄の記載
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ンノサイドはこれ以前にアラビア系の生薬で下

剤として使われるセンナ葉の成分として知られ

といた化合物である。中国、アラビアというこ

つの異なった文明が発見した大貫、センナ葉と

いう異なる薬物が閉じ有効成分を含んで、いたこ

とになる。

今から30年以上前に、東京大学薬学の柴田、

藤田教授らは世界各地から大黄の原植物になる

Rheum属植物の種子を集め長野県の野辺山で

栽培を試みていた。武田薬品工業の研究者は、

野辺山で栽培されていたダイオウを使って日本

で栽培可能な新種のダイオウを造り出した。

Rheum ραlmatumに朝鮮産のR.coreanum 

を掛け合わせた雑種のダ、イオウに、さらにもう

一度R.coreαnumを掛け合わせ、薬としての品

質がすぐれ、安定して栽培の出来る新種のダ、イ

オウを得た。元来ダイオウは日本の植物でなく

輸入に頼っていたがこの新種のダ、イオウによっ

て国産イじが可能になった。このダイオウは信州

ダイオウと呼ばれ、現在大々的に北海道で栽培

3 

され、漢方系の便秘薬に使われている。

大賞には最近さらに新しい発見があった。上

に述べたように、大黄の潟下作用成分はセンノ

サイドであるが、この化合物はレインアンスロ

ンが酸化反応により二量化したものにグルコー

スが結合した構造を持っている。富山医科薬科

大学の小橋らは、センノサイドの潟下作用のメ

カニズムをしらべ、経口投与されたセンノサイ

ドは大腸で腸内細菌により加水分解と還元反応

を受け、レインアンスロンとなって潟下作用を

発揮するこのをつきとめた。レインアンスロン

を直接投与すると、腸管の上部で腸の運動を充

進してしまうために腹痛を起こすといわれる。

レインアンスロンはその作用を発揮する場所に

行着いてから活性な形になって作用しているこ

とになる。これはプロドラッグという薬の理想

的な形の一つで、作用のないレインアンスロン

はプロドラッグに相当している。何千年以上も

前の人聞がプロドラック。を使っていたことは、

人間の知恵の深さを示すものであろう。ダイオ

ウの写真は武田薬品工業と薬学部附属薬用植物

園の提供によるものである。

(本館薬学部門主任、薬学部生薬学・植物化学

教室教授)

業

「本草網目」中の大黄の絵



展示紹介(考古美術部門)

「フアーラ時代の土地購入契約文書」

本資料館の一階展示室のいちばん奥まったと

ころ、西アジア考古学セクションの右通路のガ

ラスケ スの中に模形文字の記された練瓦や粘

土板文書が展示されている。そのうちの粘土板

文書2点はレプリカではあるが、いずれも我が

国の研究者によって内容が解読されている。

ここで招介する資料は紀元前 3千年紀半ば頃

南メソポタミアのファーラ(古代都市名シュル

ツパク)から出土したシュメール(ファーラ時

代)期の土地購入契約文書で、当時の不動産売買

の様子が手に取るように判るものである。もと

もとこの粘土板文書の実物は当部門の資料とし

て大切に保管されていたものであったが、現在

はイラク共和国の国立考古博物館(パクゃダ、ッド)

に移管きれている。そして、それに先立つて精

密なレプリカが作製され、ここに展示されてい

るのはそのうちの l点である。

この粘土板文書は縦横ともに8.1cm、厚さ1.6

cmの中央部がややふくらんだ方形のもので、表

側に縦に 5行、うら側に3行の模形文字が記され

ている(図参照)。この文書によると3人の土地

所有者グドゥ、ナムマフ、ニンエパラグニがイ

ルとウルニンウルの2人に土地を売却する際の

代金支払いに関する諸々の契約とそれに立ち合

った証人10人の名前が記されている。以下その

文書全文をそのまま招介しよう(文頭のローマ

字は各行を示し、アラビア数字はその中のパラ

グラフを示している)。

1 -1: 4マナ(単位名)の銅は/2:耕地の代

金。/3:その耕地(の面積)は3イクー(面積単

位)0/4:4マナの銅は/5:付加金。/6:1ニ方、

2ウル(共に単位名)の大麦は/

II -1 :贈り物。/2:4マナの羊毛/3:1着

の??衣類;/4: (この 2つは)衣類;/5: 20 
個のパン/6:20個の「ビスケット J (?) /7 : 
1パプ(単位名)の?? /8: 1パプの??およ

び)/9:1スィラ(単位名)の油は/10:グドゥ

と/

III-l・ナムマフと/2:ニンエパラグニ(た

4 

千代延恵正

ち3人、即ち)/3:r代価を食う人」たち(のた

めのもの)0/4:2ウルの大麦/5:5個のパン/

6: 10個の「ビスケット J ( ?) (および)/7:1 + 
nパプの??とは/8:ウルル方、ルドゥ/9:

(即ち) r人の兄弟J (のためのもの)0/

IV-l :パハル、 /2:アッ夕、ウル、 /3: 

セシュマナ、 /4 :ウトウウルサグ、 /5 : 
サグアントゥク、/6:スィアビ、/7:シュメ

( ? ) /8: ? ? /9: ? ? / 

V-l: (および)シュシュクルラ/2:(即ち)

伝令。く以上の者たちは証人>0/3:1/2ギン(単

位名)の銀/4:10個のパン/5:10個の「ビス

ケット J (?) /6 : 1パフ。の?? (および)/7:1 

パプの??は/8:アハシル(のためのもの)0/

9・Iウルの大麦/10:5個のパン/裏面

VI-l: 10イ聞の「ビスケット J(?) (および)/

2・1+nパプの??は/3: engar-USの職務

(を果した人のもの。/

VII 空白

VIIl-1 :イルと/2:ウルニンウヌとが/3:

耕地を購入した人(たち)0/4:(この耕地は)

e-KU耕地(のー剛)0/5:イニムスダズィが/

6・パラ職務(を果していた時のこと)0 (注:以

上五味亭氏の解読)。

さて、この契約の内容を判りやすく記してみ

よう。土地の売り主はグドゥ、ナムマフ、ニン

エパラグニの 3名、恐らくは共有の土地であっ

た。土地の内容は耕地である。所在地はシュル

ッパク市のらKUと呼ばれている場所で売り地

の面積は 3イクー(約10600m'= 3200坪)であっ

た。売却した年はイニムダズィという人物がパ

ラと呼ばれる職務(内容は不明)についていた

時期にあたる。この土地の買い主はイルとウル

ニンウヌの 2人であった。

この 2人が売り主 3人に支払った代価は次の

通りであった。先ず土地そのものに対する代価

として「銅 4マナ(約 2旬、大麦に換算して116.4

f) Jを支払ったが、更に付加金として「銅 4マ

ナ」をプラスしている。これとはまた別に 2人



I
 

I
 
I
 

W 

表面

は売り主に贈り物として「大麦 1ニ方、 2ウル

(349.2.1') J、「羊毛4マナ(2 kg) Jと r1着の

衣服」、「パン20個」、「ビスケット 20個Jr 1パプ

(という名の単位で計量される)の不明の品物」

と r1パプの(別の)不明の品物」それに「油

1スィラ (0.971)J をつけ加えている。

さらに土地の買い主たちは「人の兄弟」と記

されているウルルガルドゥに「大麦 2ウル

(116.41) J rパン 5個Jrビスケット 10個Jr 1 

パプと少々の量の不明の品物」を贈っている。

このウルルカ'ルドゥがどのような人物であるか

は不明だが恐らくは売り主たちの肉親につなが

る人物であろう。

文書は次にパハル、アッダウル以下10人ほど

の立会人=証人たちの名前を列挙しているが彼

らには(この文書でみるかぎり)謝礼に類する

ものは一切支払われていない。

証人たちの名前のあとにアハシルなる人物に

「銀1/2ギン(約4.2g)J、「パン10個」、「ビスケ

ット 10個」、「不明の品物 1パフ。」および r(もう

1つの)不明の品物 1ノマプ」が支払われている。

またengar-US(と呼ばれる)の職務(その内容

は不明)をはたしている人物には「大麦 1ウル

(58.2.1') J と「パン 5イ回」、「ビスケット 10イ閏」

r 1パプと少々の量の不明の品物」が給与され

ている。この 2人の人物は売買された土地の測

量、あるいは契約書の作成に関わった技術者あ

W 

裏商

るいは書記と思われ、その職務に対する報酬と

して銀や食料品が支払われたのであろう。

ところで当時これらの土地の値段が高価で、あ

ったのかどうかは判断しにくいのであるが、も

う一つの不動産である家屋と比較してみよう。

記録では同じファーラ時代の家屋58m2(15.8坪)

の価が「銅70マナ(約35kg、大麦に換算して2037

1) J と「大麦 1ニガ(約1301)Jだ、ったことを

考え合せると(この 2人の買った)土地の値段

は(家屋に比べると)格安で、あったものと思わ

れる。

この時代の不動産売買に関する記録は非常に

少なく、まだまだその契約方法についても不明

の点が多いのであるが、この文書は契約内容が

具体的に記されているので資料的価値は非常に

高いと言えよう o それにしても現代と同様に土

地や家屋の入手のためには当時としては貴重な

「銅J r銀」さらに「大麦」などをかなり準備せ

ねばならなかったとは……と感慨もひとしお身

にしみることではある。

(注:この稿を記すにあたって五味亨氏の論文

「あるファーラ時代の土地購入契約書」オリエ

ント第26巻第 2号、 1983年、日本オリエント学

会、を参照させていただいた。記して感謝する

次第である)。

(考古美術部門)
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資料紹介.rリースター・南鉱物標本」

本資料館 2階展示スペースの一角にリースタ

ー・南鉱物標本の一部が展示されている。この

鉱物標本は見事な結品形を呈し、鉱物共生関係

や産出状態がよくわかるたいへん価値の高いも

のである。標本の中には原産地標本を含め、世

界的に著名な産地のものが多いことでも、我が

国のコレクションの中では類のないものである。

「リースター・南鉱物標本」は正確に云えば、

本学の所蔵ではない。これは元来西ドイツ、テ、、ユ

ッセルドルフ在住の故WILHELMRIESTER氏の

コレクションであった。標本の一部は交換、寄

贈などによるものもあるが、大部分は彼により、

1920年代から1950年代にかけて購入されたもの

である O 彼の死後に、 i宣言により、コレクショ

ンは一括してイエズス会に寄贈され、 1960年代

に上智大学に移管されたと聞く。上智大学では、

故南英一先生を中心に整理、研究がおこなわれ

たため、「リースター・南鉱物標本」と呼ばれる

ことになった。しかし、上智大学では、 4288点

について、台帳登録が済まされた以後、中断き

れたままになってきた。昭和

清水正明・歌田賓・小沢徹

になって全標本の台帳記載が完了した。なお、

最終的にラベルが見つからず、かっ、標本番号

も判明しない標本については、産地不明として

扱った。また、リースター・南鉱物標本の、体

系的分類にもとづくカタログおよびアルファベ

ット順のカタログを作成した。なお、このカタ

ログに、標本の鉱物学的研究報丈一編(小沢他)

が付されている O

その結果、 リースター・南鉱物標本は59種の

変種および亜種を含み、合計610種、総点数4423

点より構成されることが明らかとなった。

現在、 リースター・南鉱物標本は展示されて

いる一部の標本を除き、 10個のスチール製標本

収納ケース中の合計137箱の木製整理箱(70cmX 

40cm X 10cm) に並べられている。

珪酸塩鉱物以外の物質の体系的分類について

は、主として、 JAMESA.FERRAIOLO (1982)に

よるA Systematic Classification of N on-

si1icate Mineralstこ、珪酸塩鉱物については、主

として、 HUGOSTRUNZ (1978)によるMiner-

61年夏、上智大学の関係者か

ら筆者らがこの鉱物標本の点

検を依頼され、調査した結果、

極めて学術的価値が高いこと

が判明した。その結果、上智

大学と契約をとりかわし、全

襟本を一時本館に移管し、分

類・整理を行なうことになっ

た。また本館側は、標本を用

いて学術的研究が行なえるこ

ととなった。本館では、未登

録標本をも含め、標本とラベ

ルの点検から始められたが、

両者が不一致のもの、行方不

明のものなど、その整理、確

認に相当時間がとられ、最近
パイロリユース鉱の放射状結晶 (7.5cm)

6 



alogische Tabellen第

7版に従った。これら

にもとづくりースタ

ー・南鉱物標本の内訳

は、

( i )元素鉱物 15種

( 2変種・亜種

を含む) 129点

( ii )硫化鉱物・硫塩

鉱物 92種(4 

変種・亜種を含

む 829点

酸化鉱物・水酸

化鉱物 83種

(16変種・車種

を含む) 630点

ハロゲン化鉱物

20種(1変種を

口ックブリッジ石(緑色)とフロンデル石(褐色) (12cm) 

含む 124点

(iii)炭酸塩鉱物・硝酸塩鉱物など222種(15変

種・亜種を含む 1918点

珪酸塩鉱物 177種(21変種・亜種を含む)

792点

(jv)その他(阻石 1種 1点

であり、合計610種(59変種・亜種を含む)、 4423

点である。

リースター・南鉱物標本の特色として、以下

の点、があげ、られる O

(1)原産地をはじめ、世界的に著名な鉱物産

地の標本が多いこと O もちろん、当時のドイツ

から産出した標本も多いが、例として、スイス

Binnental、ナミビアTsumeb、メキシコ Mina

Ojuela、ブラジノレMinasGeraisなどがあげられ

る。

(2)鉱物共生関係や産出状態の違いを考慮し

てあるため、生成環境の推定に役立ち、現代の

鉱物科学にも充分活用でき、したがって、学術

的価値の高い標本が多いこと。

(3) 見事な結晶形を示す標本が多いこと。結

晶の外形は内部の結品構造を反映するため、結

晶形の特徴を把握することは鉱物学の第一歩で

7 

あるが、さらに結晶化学などを通じ、応用科学

へと発展させる上で、貴重な資料となろう。

我が国には本邦産鉱物標本を扱うコレクショ

ンとして、高標本(九州大学理学部地質学教室

に159種、約1200点が保管されている)、和田標

本(三菱金属株式会社に保管、点数等不明)、若

林標本(東京大学総合研究資料館に182種1932点

が保管)、今吉標本(地質調査所に整理済153種

を含め、約 1万点が保管)や個人のコレクショ

ンとしては世界的規模の桜井標本などが知られ

ている。基本的には海外著名産地の標本を扱う

コレクションとしては、筆者らの知る限り、東

京大学、京都大学などにそれぞれ保管されてい

る、いわゆるKRANTZ鉱物襟本のみであり、東

京大学の場合、総合研究資料館に約3000点が保

管されている。したがって、 リースター・南鉱

物標本はおそらく質、量ともに、我が国におけ

るもっとも充実した外国産鉱物標本であろう。

おわりにこの貴重な鉱物標本の整理・紹介な

どを筆者らに委ねて頂いたことに対し、上智大

学理工学部垣花秀武教授、瀬川幸一助教授、小

坂知子助手に深く感謝する。(清水・本館助手、

歌田・同助教授、小沢・鉱物部門主任)



名(所属)

敏嗣(震)

純太(微)

秀(海)

雄(図)

三(事務局長)

貰(資料館)

威(資料館)

章(資料館)

晴

博

秀

氏

藤井

杉山

太田

黒 田

瀧 i畢

歌田

赤 i華

大場

総合研究資料館運営委員会委員名簿(平成元年・ 2年度)

名(所属)

寓 里(理)

誠(農)

夫(農)

樹(経)

士(養)

徹(養)

作(育)

理(育)

潮(薬)

雄(東研)

夫(東研)

和

異

隆

庚

異

道

照

氏

遠藤

清水

鈴木

竹野内

j賓田

芳賀

宮坂

鈴木

三川

松丸

関本

名(所属)

孟司(医)

治(法)

顕(法)

生 (医)

彦(医)

之(工)

也(工)

也(丈)

規(丈)

男(理)

東(理)

典

穆

博

徹

佳

正

邦

氏

養老

渡辺

木庭

石塚

坂本

鈴木

正路

上野

青柳

岩槻

飯島

氏名(所属)

上野佳也(丈)

鈴木博之(工)

松谷敏雄(東研)

青柳正規(文)

大貫良夫(養)

赤津威(資)

文化系

部 門 名

考古

建築史

考古美術

美術史

文化人類

専任助教授

総合研究資料館資料部門主任名簿(平成元年・ 2年度)

氏名(所属)

加藤雅啓(理)

鈴木和夫(農)

三川潮(薬)

八杉貞雄(理)

谷内透(農)

遠藤高理(理)

石塚典生(医)

大場秀章(資)

生物系

部門名

植物

森林植物

薬 学

動物

水産動物

人類先史

医学

専任助教授

氏名(所属)

小津徹(理)

島崎英彦(理)

正路徹也(工)

速水格(理)

米倉伸之(理)

歌回賓(資)

地学 系

部門名

鉱物

岩石・鉱床

鉱山

地吏古生物

地理

専任助教授

東京大学総合研究資料館研究集報第 1号 (1988年)

本書は総合研究資料館で新たに出版すること

になった研究集報の第 1号である。これは、1986

年11月の当館創立20周年記念シンポジウム「東

アジア・西太平洋地域の生物地理」で発表され

た成果を収録した論文集である。海産動物(5 

編)、人類および陸上動物(2編)、陸上植物(2 

編)のについての研究により、西太平洋・東ア

ジア地域における生物相の成立過程とそこでの

生物の進化について、世界的視野にたって検討

されている。

Hideaki Ohba (大場秀章)・ItaruHayami (速

水格). Kenji Mochizuki (望月賢二)

Current Aspects of Biogeography in West 

Pacific and East Asian Regions. 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Nature and Culture， No.1， 170 pp.， 63 

figs， 14 tables， 3 plates. 

発行日平成元年 7月10日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長 養老孟司)

東京都文京区本郷 7-3 - 1 TEL812 -2111内線2801

刷葉文社

東京都千代田区西神田3-5-5 TEL03(238)9939 
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東京大学総合研究資料館
The University Museum 

l宮89.11.10

1 

西暦前約800年前の

エジプト・ミイラを

納めた棺(左)と、

X線コンピューター

断層撮影による透視

画像。

(身長168cm、男性)



エジフ。トミイラのエックス線解剖

永遠の生命を信じた古代エジプト人は、死者

の肉体から心臓以外のすべての内臓を摘出し、

天然のソーダを主剤にして遺体を処置したのち

乾燥させ、亜麻布を幾重にも巻いてミイラとし

た。さらにミイラは、木屑、パピルス紙、亜麻

布などと黄土とをこね合せた練り物で人型に整

えられた棺=カートナジュ棺に納められた。桔

の表面には顔、髪型、衣服、装身具などが鮮か

な色彩で描かれ、さらに被葬者についての銘文

がピエログリフ文字によって記録された。

エジプトのミイラは、本家のカイロ博物館を

始めとして欧米各国の博物館で保存されてきて

いるが、わが国で保管されているエジプト資料

は少なく、ミイラについては全体で10体にも満

たない。とりわけミイラ本体と枢とが揃って保

存されている例は、本研究資料館 1階ホールで

展示されている東大資料以外には見当らない。

東大資料は明治時代に医学部で入手されたも

のである。内容は、 1)明治21年 (1888)に駐日

フランス横浜領事館より譲りうけた「青年のミ

イラ」。三重の枢に納められ、木彫の副葬品 2点

がついている o 2)明治45年 (1912)に駐日ロシ

神谷敏郎

ア大使館より譲られた、年齢14歳と伝えられる

「少女のミイラ」。枢を欠き、剥き出しの状態で

ある。 3) r婦人の頭部のミイラ」で、こちらは

2) と同時に入手されたもの、の 3点である。

貴重な文化遺産であるこれらエジプト資料に

ついて、枢の内部やミイラ本体を非破壊的に観

察して、被葬者の骨格などについての所見を得

ょうとする時には、エックス線をメスにした解

剖が適切な手段となる。とりわけ最新医療機器

の一つである、 X線コンビューター断層装置

(X線CT)による撮影・観察では、細部に

わたる鮮明な像が得られるとともに、三次元画

像解析も容易に行なうことができ、大層有効で

ある。

青年のミイラをX線CTによって撮影した像

をみると(表紙参照)、頭頂骨から指先の骨まで

全身の骨格が見事に保存されている。足の骨は

本体を起こした時に腫が大地に着くように整え

られている。また、左右の大腿骨上部の聞に手

の指骨がみられる O この遺体で、は腕は真っ直ぐ

に伸ばされ、指も伸ばした状態で、大腿骨前面

内側に置かれてミイラとされている。

男性ミイラの人型棺左上半部と X線CTによる被葬者頭蓑骨の三次元像
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ミイラ制作の技法で、上肢の位置をどのよう

に処置したかについて、時代による変遷が認め

られることが報告されている。すなわち、古王

国時代においては、両腕は体軸にそって伸ばさ

れ、手は指を伸ばしたまま、男性では外陰部の

上て治組み合わされ、女性では大腿の外側にあて

がわれた状態で布に巻かれた。中王国時代に

なると、両腕は絢の上で組み合わされ、手は

反対側の肩にかかるように処置された。さら

に新王国時代では、腕は再ぴ伸ばされ、手は男

性では外陰部のわきに、女性では大腿前面に置

かれた。本例は制作技法からすると新王国時代

の人物となる。これは別途実施した、放射性炭

素による実年代測定値 (2810:t80年)とも一致

する。

一方、少女のミイラをみると、腕は胸の前てや

組み合わされ、手は反対側の肩に置かれている o

中王国時代に葬むられたことになる。頭部を観

察してみると、外観は対称的に処置されている

ようにみえる頭骨は、左後方に按じ向けられて

おり、頚椎とは完全に離断された状態で処置さ

れている。このために返って歯の形態や萌出状

態が良くわかる。一般に子供の頭骨のX線像か

らは、骨格年齢を推測できるいくつかの特徴を

みることができるが、この少女の歯の成長段階

を観察してみると、来歴よりは 4、5歳若い所

見である。すなわち、左下顎では犬歯と第 1お

よび第 2小臼歯はまだ乳歯で、それぞれの歯根

部に代生歯(永久歯)の形成が認められる。第

1大臼歯(6歳臼歯)は既に萌出しているもの

の、第 2大臼歯(俗に言う 12歳臼歯)は未萌出

で、顎骨の中に埋もれている。歯の窃出時期に

は人種差、性差さらに生活環境の影響などが

みられることや、 4千年前の少女という年代

の隔りも無視できない要因ではあるが、今日

の日本人少女に当てはめてみると、 8歳位、せ

いぜい10歳前後の子供のX線像にあたるからで

ある。(本館医学部門客員研究員・筑波大学医

療技術短大部・教授)

3 

少女のミイラ(全長124cm)と、胸部およ

び頭部のX線写真(矢印は第2小臼歯)



展示紹介 上野佳也

ていこう。

図 2-1 

考古部門では、三階展示ケースに北海道先史

時代の遺物を展示している。以下にそれらを中

心に、当館考古部門にある資料について解説し

東大では、文学部考古学研究室が昭和22、23、

26年、北海道大学、網走市立郷土博物館等と共

同で、網走市モヨロ具塚の発掘を行なったが、

昭和32年からは北海道東部の常呂町、知床半島

の遺跡を継続的に発掘調査した。その結果多く

の遺物が出土し、わが国北方文化の研究に大き

く寄与することになった。

まず資料説明の前に、北海道先史時代の概略

を述べると、北海道では先土器時代・縄文時代

には本州・四国・九州とほぼ同じ文化があった

が、大陸から北部九州に伝播した稲作農耕に基

礎をおく弥生文化が、東進・北進して東北地方

北端に達した後、北海道に金属器はイ云わったが

稲作農耕文化は入らなかった。これはもちろん

気侯条件によるものと考えられている。そこで

北海道においては、縄文文化を継承しつつ、金

属器をもっ採集狩猟文化が成立した。これを続

縄文文化と呼んでいる。要するに北海道に弥生

図 2-2

q 
O 

J
f
c
 

fuuJ 

~2 -3 

オホーツク海

。

文化は波及しなかったのである。この続縄文文

化は本州、l'四国・九州、|の弥生・古墳文化と並行

して存続するが、やがて本州の文佑の影響の下

に擦文文化へと発展する。一方、北海道北部・

東部の主として海岸地帯に、北方が南下した海

洋狩猟民のオホーツク文化が出現する。そこで

擦丈・オホーツク両文化は奈良・平安時代に併

存することがあったが、やがてオホーツク文化

関l は擦文文化に吸収され、両者とも鎌倉時代に入

るころ消滅して、その後のアイヌ文化へと発展
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していったと考えられている。

図 2-1は北海道常呂町岐阜第二遺跡出土の

続縄文土器である。底部は無い。口径約20cm。

縄文が旋されている。図 2-2は擦丈土器であ

るO 常呂町栄浦第二遺跡出土。高き約26cm、口

径21cmで、ある O 擦丈土器は本州、!の土師器の影響

を受けて成立するが、刻み目の文様や擦った跡

の擦文が施されている。図 2-3はオホーツク

文化の土器である。この土器はやや赤みがかっ

ているが、オホーツク文化の土器は一般に黒色

であり、このような形態がもっとも多い。この

土器は常呂町トコロ・チャシ遺跡出土で、高き

約29cm、口径約29cmで、ある。オホーツク文化の

土器は刻み目をつけた刻文の方が古く、ソーメ

ン様の細い粘土紐を貼りつけたものの方が新し

い。図 3はオホーツク文化の骨角・貝製品であ

る。図 3 1は綱走市モヨロ貝塚出土。匙のよ

うな形をしていて、柄の端には海獣の頭が刻ま

れている。長さ 12.4cmで、ある。図 3-2は常呂

町栄鴻第二遺跡出土で、楽器の一部のような形

をしている。長さ9.0cmo 図 3 3はモヨロ貝塚

出土の牙製の女性像で、頭部は欠けているが現

存の高さは5.5cmで、ある。図 3-4もモヨロ貝塚

出土。貝製品で、帯呉とも妨錘王手ともいわれて

いる o 直径5.4cmで、ある。このようにオホーツク

文化は骨角・製品が著しく豊富で、、本州・四国・

九州の文化とは異質の外来文化である。

以上のように、本州・四国・九州が弥生文化

に入札北海道に続縄文丈イじが成立した時、日

本の歴史は大きく分かれて二つの道を歩み始め

た。われわれは一般に前者の歴史しか教えられ

ていないが、日本の国土の約22パーセントを占

める北海道には、後のアイヌ文化につながる別

の歴史が展開していったことを知らねばならな

い。これもまた日本の歴史である。われわれは

その歴史を明らかにしていくために、北海道の

考古学資料を研究している。

(本館考古部門主任、文学部考古学研究室・教授)

図3-1 図3-2 

図3-3

図3-4
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名古屋大学総合研究資料館(古川i資料館)紹介 望月賢二

10月4日、名古屋大学総合研究資料館(古川

資料館)を訪問する機会を得た。

この資料館は、キャンパスの中央から南西方

向の豊田講堂のとなりに建つ、地下 1階地上2

階の建物である。付近には大きな建物がなく、

広々として気持ちがいい。大きな木曾檎の標本

が置かれている玄関を入ると展示場がある。そ

の入口に、展示の中心となる20億年前の日本最

古の岩石標本、木曾馬の骨格標本、木曾檎の標

本が並んでいる。その回りには、木材の標本を

並べて作った「ついたて」にいろいろな展示が

なされていた。奥に進むと、岩石、化石、木材、

ニワトリ、各地の能舞台の縮尺模型、木曾三川l

の治水資料、昔の研究機器等の標本資料が、研

究成果とともに展示されていた。スペース、予

算、人員等に大きな制約があるとのことである

が、展示内容や展示方法について多くの工夫や

努力がうかがえ、大変参考になった。ただ、こ

の展示の公聞が原則として月 1田なのは、専任

の職員がいないためやむを得ないとは言え、大

変残念に思った。

標本室や研究室は部門毎にあり、研究や教育

のための標本・資料が大量に搬入されていた。ア

フリカ地溝帯産を始めとする多くの岩石鉱物標

本、苔類標本、放散虫1~石標本等を見せていた

だいたが、よく整理されていた。中でもジュラ

紀の放散虫標本は、母岩と電顕写真とともに、

独自のデータベースにより管理されていた。ま

たその報告書も出版され、資料館における舘理

の一つの典型となるものであると思われた。研

究機器としては走査型と透過型の電顕等が備え

られているが、この放散虫の研究などに活躍し

ているとのことである。標本資料は収納するス

ペースはまだ多少のゆとりがあったようだが、

研究が進めばまもなく足りなくなる程度のもの

であり、近い将来には大きな問題となると思わ

れた。

この資料館は、 1982年に、名古屋大学に新た

整理概に収蔵されている岩石標本
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に中央図書館の建物が建設されたのを機会に、

旧図書館(古川図書館)の建物を資料館と中部

地区自然災害科学資料センターに転用すること

により、学内旋設として発足したとのことであ

る。その運営は、古川国書館運営協議会のもと

に関連部局の委員からなる総合研究資料館運営

委員会があたっている。この委員会の中に運営

小委員会を設け、日常的な運営についての処理

をしているとのことである。資料館には生物科

学・農学部門・自然災害科学部門・地球科学

部門・考古美術部門・歴史部門の 5部門があ

り標本・資料の保管、研究、教育、展示、印

刷物の出版などの活動をしている。出版では、

1985年以来、年 1回200ページを超える「名古

屋大学総合研究資料館報告」を出すなど、着

実な成果を積み重ねている。現在多くの図離

を拍えているとのことであるが、それにも関

わらず活発に活動しつつあるとの印象を受け

7こ。

現在、学内施設であるため専任の職員がいな

いことや、予算の上で大変困難な状況に置かれ

ているとのことである。名古屋大学では、これ

らの問題の解決法として、現在アイソトーブ

総合センターに所属する年代測定装置タンデ

トロン加速器と資料館を一緒にし、新たに学

内共同利用の「年代測定資料研究センタ -J

を設立するよう要求中とのことである。今後、

わが国の大学博物館・資料館がどのように発

展していくのか予測する事は困難であるが、一

つのあり方として注目してゆきたいと考えてい

る。

最後に、資料館とタンテ、、トロンの見学に便宜

を図っていただきました諏訪兼位理学部長、

また長時間にわたり詳しい説明をしてくださ

いました永井ひろ美、平岩五十鈴の両氏ほか、

お世話になりました皆様に心から感謝いたしま

す。

(本館助手)
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日本最古の岩石、木曾馬の骨格標本等の展示

名官屋大学総合研究資料館(古JII資料館)

年代測定装置タンデト口ン(年代測定資料研究センター

計箇案パンフレットより)



資料館主催全学一般教育ゼミナール

自然史と自然史博物館

自然史とはnaturalhistoryの訳語で、博物学

ともいい、生物が進化の結果生み出した多様性

とその生い立ちを研究する。本ゼミナールでは、

実際の自然史研究をとおし、自然史研究と博物

館の不可分な関係、現代社会における自然史科

学の意義を紹介し、考察を加える。

10月19日(木，自然史と自然史博物館」

速水格(理)

10月26日(木，化石の魅力」

速水格(理)

11月2日(木，サメの自然史と進イじ」

谷内透(農)

11月9日(木，かたちの自然史」

養老孟司(医)

11月16日(木，陸上植物の多様性」

大場秀章(資)

11月30日(木，総合研究資料館見学 1J 

大場秀章・望月賢二(資)

12月7日(木，総合研究資料館見学IIJ

大場秀章・望月賢二(資)

12月14日(木，硬骨魚類の自然史と進化 1J 

沖山宗雄(海洋研)

12月21日(木，硬骨魚類の自然史と進化IIJ

沖山宗雄(海洋研)

1月11日(木) 予備日

1月18日(木，熱帯植物の自然史」

加藤雅啓(理・植物園)

1月25日(木，人類進佑に関する標本と博

物館の役割」

遠藤高皇(理)

2月1日(木，世界の自然史博物館」

大場秀章(資)

2月8日(木) 予備日

東京大学総合研究資料館ニュース17号
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生物地理研究会談話会のお知らせ

東京大学総合研究資料館生物地理研究会では、

これまで77回の談話会を開催してきました。

これは、生物地理に関心のある人たちが集ま

り、自由に討議し、いろいろな専門分野間での

理解を深めることを目的に開催されてきました。

このたび、下記のとおり 11月と12月に各 1回の

談話会を行う予定です。それぞれ、 2名の方か

ら話題提供をしていただき、それを中心にした

自由な討論により、お互いの理解を深めたいと

思います。どなたでもご自由に参加できます。

関心のある方の参加をお待ちしています。

場所:東京大学総合研究資料館講義室

(1階101号室)

第78回 11月16日(木) 午後 4時-6時

VANNIER， Jean (理学部地質)

'The composition and palaeogeo・

graphical significance of lhe Lower 
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ボウズハゼの上顎歯

hZ 
、J DORSAL 

SNOUT 1 CAUDAL 
てーし一一ゥ

VENTRAL 

O.5mm 

ボウズハゼの上顎歯の発達。顎骨に国定され

た機能歯(F)と、その後方に l列に並んだ発達

中の歯。この歯は、左下から成長を始め、図の

上方に移動しながら発達が進み、図の頂上に達

した後は下方に移動して行く。機能歯の手前の

位置(R1)で完成する。抜け変わり後は上競E

織内に取り込まれ(0F)、空間CPで再吸収さ

れる。
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岩登りする魚の奇妙な歯

資料館ニュース 9号に、岩登りをする魚に

ついて書いたのをご記憶のことと思う。今回

はその魚、ボウズハゼ SicyD.ρterus j~ρonzcus 

(Tanaka)の奇妙な上顎歯について書いてみよ

つ。

ボウズハゼの上顎をを見ると小さな歯が一列

に整然と並んで、いる。(図1)。その数は成長す

るとともに増加し、体長約30mmで、片側約40本、

体長100mmてすま片側約100本で、ある。エナメロイ

ドと呼ばれる歯冠は両側がやや長いへラ状、中

央がやや短い腕状の 3尖頭である(図 2)。実は

このような形態をした歯は魚類のいろいろな分

類群に見られる。例えばアフリカの淡水域にい

るシクリッドと呼ばれるものの一部や、ボラの

仲間である。これらには共通した特徴があり、

いずれも硬い底質の表面をこすって、そこに生

えている微小な藻などを食べている。

ボウズハゼが住む南日本の河川中流域では、

岩の表面にはえる微小な藻類はアユの大事な餌

でもある O アユが縄張り内にいる他のアユを追

いはらうことは有名であるが、それほど真剣で、

ないにしても、このボウズハゼも餌をめぐる競

争者としてその追い払いの対象になっている O

ボウズ、ハゼが餌をとる場合、まず吸盤になっ

ている腹鰭でしっかりと岩に体を固定する O そ

の上で鹿面に位置する口を岩に付け、上顎を前

図l ボウズハゼの左上顎の機能歯の配

列。 1列に規則正しく並んでいる。
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方に突出させ、歯を岩の表面にあてる。次に、

上顎歯を手前に引くことにより付着藻類を掻き

採る。この時、突出した前縁を持つ下顎は、ち

ょうど鹿取りを床にぴったり押しつけた時のよ

うになるo こうして、播き取った餌は効率よく

食道へ送られて行く。この動作は、ボウズハゼ

がちょうど岩登りをする時の動作と同じであり

(資料館ニュース 9号参照)、これらは何らかの

関係をもって進化してきたと考えている。

きて、ボウズハゼの腸内を見ると、藻類など

とともに、多数の小さな石のかけらが混ざって

いる。岩をこするときに削り取ってきたもので

あろう。従って、歯もさぞ、かし早くすり減るだ

ろうと予想される。事実、この歯が抜け変わる

時には歯冠の半分は摩耗して、なくなっている O

しかも、この抜け変わりは、若魚、の場合約 9日

に1回である o 実に頻繁で、あり、脊椎動物の中

で最も短い周期での抜け変わりであろう。そう

すると、次々に新しい歯を用意しなければなら

ない事になる。しかし、多くの魚、の歯を見てみ

ると、歯の形成にはかなりの時間がかかるよう

だ。そのため、ボウズハゼ、の場合は、それぞ、れ

の機能粛の後方に 1列に発達段階の異なる多数

の予備歯を用意している(表紙の図参照)。その

数は体長により異なり、 31ミリでは23本、体長

約85mmで、は約40本てやある。従って、体長31ミリ

の個体では、 9Bに1回の抜け変わりとして、

ひとつの歯の完成に約半年かけている事になる。

こうして、完成に時間がかかる歯を、餌を取る

ために頻繁に交換しなければならないために、

多数の歯を同時につくっていくという仕組みが

出来たのであろう。その数は、体長85ミリの個

体では、左右の上顎で発達中の歯を含めて7000

本以上である O これだけの数の歯があって始め

て、岩の表面の藻類を充分にこすり採る事が出

来るのである。

ボウズ、ハゼの機能歯は全部が一度に抜け変わ

る。この抜け変わりにあたって、使い終わった

歯は体外に捨てられるのではなく、上顎の組織



内に取り込まれ、完全に再吸収されてしまれ

これが、ボウズハゼの歯に関する事で一番特異

的なことである。

歯の抜け変わりにあたって同時にいくつかの

事が起こる。顎骨上に整然として配列されてい

た機能歯が、何となく乱れてくる。この時上顎

の切片を作って見ると、歯根の部分が消失し、

顎骨から離れてしまっている。新しく機能歯と

なる歯は前方への移動を開始する O それに合わ

せて、さらに後方の発達中の予備爾がすぐ前の

位置に移動する O 古い機能歯は基部の方から次

第に消失しつつ、ゆっくりと向きを変えながら

上顎の組織内に沈んで、行く(図 3)0 新しい歯が

機能歯として顎骨に囲着する頃には、吸収中の

古い機能歯は完全に埋没してしまう。その後、

2-3逓聞かけて次第に吸収が進み、ついには

完全に消失する。

これは、たぶんボウズ、ハぜだけに見られる特

図3 抜け変わり中のボウズハゼの上顎の断面。
新しい機能歯が前方に移動しつつあり、古
い機能歯は基部の半分がすでに消失し、上
顎組織内に取り込まれかけている。
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図2 ボウズハゼの上顎歯

異な現象であり、先に述べた多数の歯を維持す

るために、必要な材料を得るための方法として

発達したのではないかと考えている。この再吸

収は、プエルトリコ産ボウズハゼ類の一種でも

確認され、現在研究報告を投稿中である。

これらの研究過程で、少なくともボウズハゼ

類の多くの種で、多少の違いはあるものの、 3

尖頭の歯冠、多数の予備歯、再吸収という特徴

が見られる事が分ってきた。今後、どの様にし

てこのような形質を獲得してきたかについて、

種分化との関連で研究してみたいと考えている。

(千葉県立中央博物館動物科・前本館専任助手)



展示紹介一一一植物部門

植物部門の主な研究テーマの一つは高等植物

の系統進イじであるo このテーマにそって、さま

ざまな興味深い植物群、現象、地域を対象にし

て、いろいろな方法を用いた研究がすすめられ

ている O 植物部門が関係する展示物は 1階展示

ホールに展示されている。「ヒマラヤの植物 日

本の植物との関連一」という標題がついたこの

研究展示はテーマにふさわしい一連の調査研究

の足跡と成果を示したものである。

世界の屋根と称されるヒマラヤの植物が日本

の植物と、両地域が地理的に離れているにもか

かわらず、よく似ていると知られるようになっ

たのは19世紀の中葉である O 明治以来、日本人

による日本の植物相についての研究がすすむに

つれて、日本との関連地域の植物を研究して、

日本の植物相の成立を明らかにしたいという願

いはますます強くなっていった。日本の戦後復

興が軌道に乗ってきた1960年、東京大学のヒマ

ラヤ植物調査が始まった。これを皮切りに 8固

に及ぶ現地調査が20年以上にわたって組織的に

実施された。踏査したルートは東ヒマラヤを網

の自のようにおおい、収集した標本は 5万点に

達する。調査は毎日徒歩で移動しながら行われ、

採集Lた植物は毎日変わる野営地で夜を徹して

乾燥処理された。展示されている植物標本は調

査に参加した多くの研究者の努力の結晶である o

研究成果は逐次 'The Flora of Eastern 

HimalayaJ (1966)、同第 2次報告 (1971)、同

展示のようす
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調査で発見された新植物のひとつ

第 3次報告 (1975)、'TheHimalayan PlantsJ 

(1988)として発表された。さらに、これらの東

京大学の調査研究は、原寛名誉教授(故)らによ

って著わされた 'An Enumeration of the 

Flowering Plants of N epalJ (3巻、 1978-82)

として実を結んだ。東京大学と大英博物館の共

同研究で完成したこの「集覧」によって、ネパ

ールを中心とするヒマラヤの顕花植物の概要が

初めて明らかにされたのである。

展示されている標本や資料から、ヒマラヤの

植物の一端に触れることができる。日本でも期11

じみが深くヒマラヤにまで分布するアオキ属、

ハナイカダ属、 トチノ〈ニンジンなどは、野外調

査、標本との比較研究、細胞分類学や化学分類

学的研究によって、日本とヒマラヤの植物種の

関係が明らかにされたのである。日本で初めて

発見されたナンジャモンジャブケは非常に変っ

たコケであるが、このコケがヒマラヤから記録



され、しかもこれに近縁なヒマラヤナンジャモ

ンジャゴケが再発見されたのも東大の調査の成

果である。これら 2種はそれだけで1つの日(科

の上の分類階級)に分類され、コケの系統を解

く鍵と考えられているものである。

ヒマラヤ植物相の特徴の一つに高山植物があ

る。高山植物は一般に建小になったり、成育期

が短いなどの特徴をもっ。ヒマラヤの多種多様

な高山植物の中に非常に面白い形態をした高山

植物が見られる。葉が透明化してカ、、ラス状にな

り、しかも重なりあって植物体を低温から守る

、温室植物グや、体全体が毛羽立つて保温効果

を高める、セーター植物汐はその代表例である O

このように、植物部門の展示は日本の植物の

系統と進化を知るために実施されたヒマラヤ植

物の研究史とその成果を表わしたものである o

ヒマラヤと日本の植物の関係はその間に介在す

る中国の植物を抜きにしては語れない。 30年前

に始まったヒマラヤ植物研究の流れは、現在、

中国の植物調査へと受け継がれている。

(植物部門主任、理学部附属植物園・助教授)

現地調査のひととき

温室植物のひとつ Rhumnobil日

ヒマラヤの山々を望む調査地
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サンディエゴ自然史博物館を訪れて

まぶしい陽光の下、カリフォルニア州サンデ

イエゴ市の中心部にあるパルボア・パークには、

近接する世界最大の動物題、サンディエゴ動物

思とは対象的に、静かな件のサンディエゴ自然

史博物館がある。このこじんまりした手作りと

いってもよさそうな自然史博物館を訪問した理

由は、市民による自然史博物館とは如何なるも

のかを見たかったからである O

この博物館は、米国西部では 2番めに古く、

1874年に創立され、当初から、サンディエゴ自

然史協会 (theSan Diego Society of Natural 

History)によって運営されている。植物学、昆

虫学、照虫類学、海洋生物学、鳥類学、晴乳類

学、古生物学などの生物学分野のコレクション

が比較的充実しており、地域に密着したそれら

の展示と教育・普及活動の説明を受けた。後者

の例として、定期的に実施し、好評なものは、

ホウエール・ウォッチング(冬期に付近に移動

してくるgraywhalesの生態を観察する 9日間

の航海)や各種のハイキング(南西部やメキシ

コの渓谷や砂漠地域の生態学を中心とした巡

検)などがあげられるそうである。 1989年夏に

は、一般向けの季刊紙EnvironmentSouthwest 

が第526号まで、研究者やセミプロ用のTrans-

actions of the San Diego Society of N atural 

Historyが第20巻まで、刊行されていることか

らも、市民パワーによるこの博物館はただもの

ではないことがわかろう。

折しも、英国のナチュラリスヒチャールズ・

夕、、ーウィン (CharlesRobert Darwin， 1809 

1882)の生誕180周年記念の特別展が開催されて

いた。彼の書斎がそのままに復元され、その中

に、ポツンと置かれた業績と彼の論理を支えた

標本類もさりげなく陳列してあった。それらを

百年以上たった書斎中で目にした時、羨しいほ

どの余裕を感じた。彼のこの空間は、彼にとっ

て、分類学はたしかに基礎ではあるけれども、

ただ意味もなく、尼大な記載を残したり、必要

以上の細分を楽しんだのではなく、本質的な類
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似点や相違点を理解し、追求し、判断し、その

結果、規則性を具体的に指摘しえた空間であろ

う。業績や標本類の展示ということよりも、こ

の書斎を通して、彼の業績を生み出した精神的

余裕や雰囲気を示すことに重点を置いているよ

うに思えた。資料館の、業績展示グもそろそろ

見直してもよいのではなかろうか。

(当館地学系教官)

チャールズ・ダーウィンの書斎(部分)。

アロサウルス フラジリス マーシュ の骨格

サンディエゴ自然史博物館の正面玄関。



江上信雄先生の御逝去をヶ悼む

本学名誉教授、もと総合研究資料館々長江上

信雄先生は、去る10月17日消化器疾患のため64

歳で逝去された。先生は1947年本学理学部動物

学科を卒業され、その後、本学理学部助手、講

師、放射線医学総合研究所生物研室長、部長を

経て、 1970年本学理学部動物学第三講座教授、

ついで、同放射線生物学講座教授となられた。学

内にあっては.評議員、理学部長をはじめ多く

の要職を務められた。 1976年から1978年まで総

合研究資料館長の職にあって、館の発展に尽力

された。学外では学術審議会委員、科学技術会

議専門委員、国立遺伝学研究所評議員などを歴

任された。さらに1979年以来3期にわたって日

本動物学会長として動物学の興隆に尽力され、

逝去までその職にあられた。本学御退官後は山

口大学教授、ついで環境庁国立公害研究所長と

して、研究、教育、環境科学の振興に多大の貢

献をされた。 1988年紫綬褒章を受けられた。

先生の御研究は多岐にわたるが、とりわけ、

脊椎動物における性の分化と、急J生放射線障害

7 

の生物学的機構の解明は、先生の重要な研究テ

ーマであった。性の分化に関してはその実験的

研究によって1951年度目本動物学会賞を受賞き

れ、放射線障害については消化管上皮の細胞動

態との関連を明らかにされて、国際的にもきわ

めて高い評価を受けられた。先生の御研究の多

くは魚類、とくにメダカについて行われ、現在

も理学部 2号館屋上には、先生御在任中から日

本およびアジア各地から集められたおよそ130

系統のメダカが維持されている。

先生は魚類のみではなくあらゆる動物を愛さ

れた。海産動物の分類にもお詳しく、長年にわ

たって動物学教室の臨海実習を指導された。本

学の中でも時折動物を採集され、懐徳館の茂み

に生怠していたコウガイビルには「クロ」とい

う名前をつけて、時々会いに行くのを楽しみに

しておられた。

私事で、恐縮であるが、この数年間東京大学出

版会のUPバイオロジー刊行委員として、先生

と御一緒に仕事をさせて頂いたことは、筆者に

とって誠に有難いことであった。

先生は常に自由閲達な精神と旺盛な知的好奇

心をもっておられた。これからも長く、動物学

のみならず科学全般にわたって御指導頂けるも

のと思っていた私たちにとって、先生の御逝去

は痛恨の極みであった。今はただ、先生の御冥

福をお祈りするものである。

(理学部動物学教室・助教授、動物部門主任 八

杉貞雄)
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クントゥル@ワシ遺跡、第一号墓より出土した

黄金の冠

クントゥル・ワシ遺跡で発見された三つの慕のうち、中心的な

位置を占める第一号墓からは、十四個の人面で飾られた精巧な

細工の冠が出土した。
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神殿と黄金の墓:古代アンデス文明の発掘調査 加藤泰建

昨年 (1989年)南米のベル一国北部カハマル

カ県にあるクントゥル・ワシ遺跡の発掘調査を

行った。目的は古代アンデス文明の生成課程を

実証的な資料に基づいて考察することにあり、

とりわけ、神殿などの祭把建築が持っていた社

会的・文化的意味の解明を目指すものであった。

クントゥル・ワシはすくなくとも紀元前一千年

より前に建てられた、かなり大規模な神殿建築

である。この調査の過程で、思いがけず黄金製

品を含む墓を発見することとなった。

今回発見した黄金製品は冠二点、胸飾り四点、

耳飾り一対の計八点である。それはそれで確か

に見応えのする立派な工芸品であった。しかし、

完全な形で保存されていた墓を発掘できたこと

の方が重要なのである。これまでアンデス地域

で黄金製品などを伴う墓が研究者の手できちん

と調査された例はほとんどない。そして、それ

にもまして重要なことは、クントゥル・ワシの

黄金の墓がきわめて特殊なJ性格を持っており、

当時の祭組をめぐる観念を理解する上で大きな

手掛かりが得られたという点である。

クントゥル・ワシ神殿は四時期にわたって造

営・改築が行われたことが判っているが、本格

的な神殿構造が確立したのは第二期である。こ

のとき第一期の建物が完全に埋められて、その

上に新しいプランのもとに神殿が築かれた。黄

金の墓はこの新神殿の建立という大工事の開始

と時を同じくして造られている。しかもその場

所は全体の構造のまさに中心をなす部分であっ

た。墓は第一期の基壇建築の白土を敷き詰めた

床を垂直に掘り抜いて作られている。この竪穴

は直径1.5m、深さ2.5mの円筒形をなしており、

底部において掘られた小さな横穴が墓室になっ

ている。埋葬の後で、石を積み上げて横穴をふさ

ぎ、続いて竪穴も土ですっかり埋めてしまう。

竪穴の入口に特別の構造を設けた痕跡はなく、

掘り抜いた部分に再度白土を敷き直すこともし

ていない。そのまま、さらに膨大な量の土と石

を積み上げて|日建築全体を完全に埋めてしまい、

はるかに大きな新神殿の主基壇を完成させてい
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た。こうして墓は建物の地下深く完全に宮、封さ

れたのである。

今回発掘した墓は三基で、それぞれ1.5mの間

隔で並んでいた。ただし我々が調査した範囲は

この建物全体の一部分に過ぎず、墓はほかにも

まだ埋まっている可能性が高い。しかし、複数

の墓が集中しているからといって、この場所が

ある時期に墓地であったということにはならな

い。墓の建設過程や土砂の堆積状況、建築の細

部にわたる検討によれば、埋葬と新神殿の造営

が一連の活動であったことは確実で、ある。三つ

あるいはそれ以上の墓が同時に造られ、埋葬が

行われたことも疑問の余地がない。

一方、例えば王墓のように新神殿そのものが

大掛りな墓であったという可能性は低い。墓自

体の構造が、その上の石造建築に比べてあまり

に簡素すぎるのである o それに紀元前一千年頃

のアンデス社会において、そのような権力者が

存在していたことを示す証拠はない。この埋葬

は神殿の建立に先立つ儀式に関連するものと解

釈するのが妥当なようだ。

三基の墓からは、それぞれ被葬者の遺骸が一

体づっと、黄金製品以外にも土器、石製品など

の副葬品が発見されている。これらの副葬品に

ははっきりした図像表現が認められるものが多

クントゥル・ワシ神殿中心部で発見された三基の墓



い。埋葬には何らかのメッセージが込められて

いるようだ。それを読み取るには、個々の図像

の解釈だけではなしそれぞれの墓に何がどの

ような組み合わせで納められていたのかを検討

し、さらに三つの墓を比較してみることが重要

である。組み合わせには明確な意図があり、全

体として一つの図像体系を構成していたと考え

るべきであろう。クントゥル・ワシの黄金の墓

は、新しい神殿建立にあたって当時のもっとも

基本的な観念を図像に表現し、それを神殿の中

心部に埋め込んだものと解釈することができる。

図像表現がもっとも顕著なのは黄金製品であ

る。第一号墓の黄金製品は十四個の入国で飾ら

れた精巧な細工の冠である(表紙写真)。人面は

六角形に切り取られた枠に懸けられていた。こ

の枠は七個づっこ段の計十四である。第二号墓

の冠は正面にジャガーの顔が描かれ、その左右

それぞれに逆さ向きの顔と横顔が続く五面のジ

ャガー像が表現されている。その他にも四枚の

胸飾りがあったが、いずれも鋭い爪や牙をもっ

ジャガーを中心とする図像が打出彫で巧みに表

現されている。第三号墓の場合には、冠や胸飾

りはなく、大きなリング状の一対の耳飾りのみ

で、これには図像表現がない。

三つの墓の中では、第一号墓がもっとも中心

的位置を占めているようだ。冠の他にも青白色

の石製胸飾りと青色の石製耳飾りがあり、黄金

製品と石製品を組み合わせれは守三種類の飾りを

すべて身につけている。また、小さな管玉を除

くと、石製品を含むのは第一号墓のみであり、

ストロンブスという熱帯産の大形の貝が納めら

れていたのもこの墓だけである。冠が表してい

たのは人の顔であったが、その他の副葬品には

コンドルの表現が目立つO はっきりとその形を

示す象形鐙型赤色土器と特徴的なコンドルの目

と鳴を表した彫刻のある石製リング、そして、

おそらくコンドルの目を象徴する圏点丈識の長

頚赤色土器などである。

第三号墓の副葬品である耳飾り、高杯、鐙型

土器、管玉は、いずれも第一号墓に同じタイプ

のものがある。図像表現も希薄で補足的墓のよ

うな印象を受ける。これに対して第二号墓はや
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第一号墓の堤葬状況

や特殊で、ある。五点の黄金製品を含みジャガー

に関係する様々な図像表現を伴っているにもか

かわらず、他の副葬品は三点の小さな石製管玉

と黒色地に赤の彩色模様のあるジョッキ型土器、

それに黒色壷の破片のみであった。この不完全

な土器の存在は興味深い。実は黄金の胸飾りの

中の一点は右下部が折り取られて欠損していた。

冠にも部分的に破損箇所がある。墓は完全に密

封されていたのであり、同じ条件下の他の二つ

の墓の副葬品には、このような欠損はない。し

たがって、もともと埋葬のときに、何らかの理

由でこの基だけは不完全な状態にしておく意図

カずあったようだ。

三つの墓の違いは色の使い分けにもはっきり

示されている。石製の小管玉は、第一号墓では

青と自の混色、第二号墓では繰色、第三号墓で

は緑と白の混色の石がそれぞれ用いられている。

同様に、装飾土器の場合にも第一号墓は赤色土

器、第二号墓は黒地に赤、第三号墓は黒色土器

となっている。それぞれの色に特別の意味があ

るというより、色によって三者を区分すること

に主眼があったようだ。

このように、同時に造られた三つの墓はそれ

ぞれ性格が異なっているが、実際には三者が組

み合わさって、全体的に何かを表現しようとし

ている点が重要で、ある。

クントゥル・ワシの黄金の墓の本当の意味は

まだ解っていない。墓は三基だけではないよう

だ。隣接した未発掘部分の調査がぜひとも必要

であり、その資料が得られたとき本格的な解明

の仕事が始まる。

なお、この調査は平成元年度文部省科学研究

費補助金(研究代表者東京大学教授大貫良

夫)をうけて実施された。

(本館文化人類学部門客員研究員、埼玉大学・

教授)



部門紹介一一一建築史部門

本館の建築史部門には、日本・中国・朝鮮・

インド・西アジアの建築関係史料が多数所蔵さ

れている。これらは明治以来、昭和初年にかけ

て、伊東忠太・関野貞・塚本靖の名誉教授が調

査収集されたもので、古瓦・埠・明器・土器な

どの遺物、そして古建築や遺跡のキャビネ版写

真原版・中国古碑の拓本・古墳石室や古建築の

藤井恵介

装飾画模写図などである。所蔵資料のうちの多

くは関野貞が中国・朝鮮の実地調査にあたって

収集したものである。古瓦.J:専は関野がみずか

ら発掘したもので、現地で購入したものや寄贈

を受けたものも含まれている。

関野貞は明治34年に東京帝閤大学工科大学助

教授に就任すると、翌年には朝鮮へ渡航してお

石巌洞古墳出土幾何学文時(漢代、平壌市楽浪畏)

双関文長方埠(漢代、出土地不明)
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武氏絢画像石第七石拓本(漢代、中国山東省)

り、大陸への関心を急速に深めていった。その

成果は「朝鮮建築調査報告J (東京帝国大学工科

学術報告第 6号、 1904) にまとめられたが、そ

れは朝鮮に関する我が国最初の遺構・遺跡の紹

介であった。内容は木造建築だけにかぎらず、

石造建造物・古墳・仏像などを含み、その年代

涯分を試み、さらに細部様式について解説をお

こなっている。関野はさらに1909年以後数次の

調査を行ない、全道にわたって建築・古墳・城

跡・寺院跡の調査を実施した。その成果は大部

の図錬である「朝鮮古蹟図譜』や『朝鮮の建築

と芸術』などにまとめられている O

一方中国へは1906、1918年に渡航し、山東省・

山西省・険西省などの要所は言うに及ばず、北

は東北のi賓江省、南はj折江省にまで足をのばし

ている。その成果は常盤大定との共著『中国文

化史蹟』や F支那の建築と芸術』などにまとめ

られている。

これらの調査で収集された資料のなかには、

現在では遺跡の所在が明かでないものもあり、

5 

また調査が不能のものも少なくなく、東洋美術

の研究資料としての価値は著しく高い。また近

年では中国側での調査研究が進み、さらに研究

の交流も行われるようになり、あらためて資料

の価値が再認識されつつある。最近では各地の

博物館・資料館で、の特別展への出展依頼も増加

している。

当部門では現在、これらの資料のうち、古瓦・

埠・明器・土器などの遺物について調査をすす

めており、一点ずつ写真版を作成し、所見・関

連情報をカード化し、さらにそれらの情報を集

積したデータベースを作成中である。また膨大

な数に上る写真原版についても、焼付けを順次

作成中である。建築史という研究領域に留まら

ず、広く丈化史に開かれた新しい研究を期待し

つつ、資料整理を継続していきたいと考えてい

る。

(工学部建築学科・助教授、本館建築史部門主任)



トノレコ共和国鉱物資源調査局げ寸属自然史博物館 豊這秋

1987年 3月から 2年間、金属鉱床探査の専門

家としてトルコ共和国に派遣された。この問、

ブ/レカ、、リア国境に近いトラキアから、黒海、マ

ルラマ海、エーゲ海、地中海沿岸、更にアナト

リア高原の東部エルズルム、ディアルパクルま

で実に多くの鉱山や鉱物の産地と見て歩くこと

ができた。 67県のうち実に48県を歩いたことに

なる。現在稼行中の鉱山から、いつどんな人達

が何を掘ったのかわからないような鉱山の跡を

見ることもあった。日本では見られない、教科

書でしか知らなかった鉱物の産状を見ることが

でき、野外調査に出るたびに得られる新しい事

実に毎日が興奮の連続であった。

ヒッタイト時i-t、フリュギア時代、ローマ時

代、即ち、 トルコ民族が逼か中央アジアからこ

の地にやって来て国を築く (セルジュクトルコ

は1071年、オスマントルコは1299年)以前に稼

行していたという鉱山の跡や、ローマ時代に発

見され、今日なお採掘を続けている鉱山が存在

する事実には驚くばかりである。なにしろ日本

ではせいぜい古くても奈良時代で、大部分の鉱

山は江戸時代以後の発見と開発で、年代的には

大人と小人ほどの差がある。まさに人類が地下

資源を利用し発展してきた場が現在の小アジア

を占めるトルコ共和国である。

筆者の派遣されていた鉱物資源調査局「以後

MTA付属自然史博物館
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MTAと記す)はエネルギー資源省に属してい

て、通産省に属する地質調査所とその機構や業

務内容はよく似ている。研究部には地質調査部、

鉱床調査部、エネルギー資源調査部、分析技術

部等があり、地質調査部では地質問の作成、地

震、火山の研究を行い、鉱床調査部では金属鉱

床及び非金属鉱床の調査と評価、エネルギー資

源調査部は石炭、地熱、核燃料資源の調査(石

油と水資源は別機関)、分析技術部は様々な試料

の分析を行っている。アンカラの本部だけでも

所員は5500名で、 11の支所を加えると9000人の

大世帯である(因みに地質調査所は約350人で、あ

る)。

このMTAにはトルコ唯一の自然史博物館が

併設されている。組織上は局長直属で、館長(古

生物学)の下に考古学 4人、古生物学 3人、地

形学 1人のキュレターがいて、この他に標本の

登録係 3人、標本庫係 2人、展示係 3人が主要

スタッフである。自然史を名乗りながら生物系

のキュレターはいない。岩石学や鉱物学の分野

のキュレターもいないが、これは他の研究部の

研究者の支援があるので問題はないそうである。

博物館のあるA棟(中央棟)は地上 3階地下

1階からなり、正面の柱には、建国の父アタチ

ユルクのレリーフと、 f也ド資源の重要きを説い

た彼の言葉が添えられている。一階の古生物に

関する展示は「化石とは何か?J に始まり、種

別に系統的に約2700点の化石が陳列ケースに並

べられ、 トルコ語による説明がされている。北

部テチス海に棲息した主として、中生代の珊瑚

類・アンモナイト類の分類展示は網羅性も高く、

専門家には興味深い。また、本博物館の目玉で

もある、西部アナトリア、クラ地域で発見され

た25万年前の人類の足跡の化石は30cm以上の大

きなもので、保存の良さに驚かされる。古生物

に関しては専門外なので十分な説明はできない

が、展示全体を見ても整然としていて、博物館

が古生物の展示にカを注いでいるのがわかる O

MTAの地質調査部には古生物の研究セクショ



博物館内部(一階:古生物、二階:鉱物・岩石)

ンがあり、 16名の古生物の専門家がいて博物館

の支設グループとなっている。

きて、一方、 2階の鉱物・岩石に関する展示

は古生物と比較すると見劣りする O 鉱物の展示

は化学組成による分類で冗素鉱物から珪酸塩鉱

物まで約250積800点が展示されているが名称の

誤りも多く、標本の質も決して高くない。古生

物の分類学が基本的には標本の比較検討によっ

て行われるのに対し、鉱物は肉眼による同定に

は限界があって、今日の命名、分類には高度の

機器による分析が必要で、あり、 MTAにこうし

た機器が十分でなく、これらを使った鉱物の同

定のできる専門家がいないことからやむをえな

いのかもしれない。しかし、展示標本の中でと

くに目につくものは、世界屈指のクロム産出国

であるこの国の様々なクロムの鉱石や、世界の

埋蔵量の75%を有するという棚酸塩鉱床に産す

る見事なコールマン石の結晶標本である。世界

の鉱物コレクターにとって、垂誕の真紅の董泥

石の結晶や、透明で巨大な夕、、イアスポアの結晶

7 

ももちろん展示されている。所で、欧米先進国

の白然史博物館で見慣れた分類展示のように、

個々の標本が研究のうらずけのあるものではな

く、フィールドで、拾ったものをなんとなく並べ

たという感があるのは、 MTAの現状からすれ

ば仕方がないだろう。この他に、さすがに先史

時代から今日まで人類の歴史の重要な舞台とな

った小アジアだけに多くの鉱山が数千年前から

開発され、これらを考古学的立場から研究した

成果として、発掘された当時の道具や鉱浮等の

展示がある点はユニークである。

この博物館は 1月 1日以外は開館しており、

広い敷地内はよく手入れされ、一年中花が植え

られ、市民の憩の場所となっている。毎日のよ

うに小中学校の子供達がパスで見学にやってき

て、職員の説明に目を輝して聞いている。

(本館鉱物部門客員研究員、通産省地質調査

所・地質標本館)



資料館主催全学一般教育ゼミナール

本年度第 1・3学期のゼ、ミナールとして「題

目:地球を動く 先史モンゴロイドの拡散と

移住J (責任教官赤沢威・本館助教授)を下記

の要領で実施しています。

4月19日 赤i宰威助教授(総合研究資料館)

，;ゲイダンス」

4月26日 赤津威助教授(総合研究資料館)

「最初のシベリア人」

5月10日 米倉伸之助教授(理学部)

「ベーリンジアの環境変遷」

5月17日 斉藤成也助手(理学部)

「人類集団聞の遺伝的近縁関係」

5月24日 平井百樹助教授(理学部)

「遺伝的に見たモンゴロイド」

5月31日 大貫良夫教授(教養学部)

「北・中米への移住」

6月7日 大貫良夫教授(教養学部)

「アジアと新大陸の文化的関係」

6月14日 閲雄二助手(総合研究資料館)

「南米最古の人類」

6月21日 開雄二助手(総合研究資料館)

「アンデス文明の誕生」

6月28日 船曳建夫助教授(教養学部)

「移動する人々」

7月5日 大塚柳太郎助教授(医学部)

「オセアニアへの人類の移動と拡散J

9月13日 赤j畢威助教授(総合研究資料館)

「先史モンゴロイドと日本人」

新刊紹介

東京大学総合研究資料館研究集報第2号(1990年)

Masaaki Shimizu (清水正明) and Gordon 

Gastil (eds.) 

Recent Advances in Concepts Concerning 

Zoned Plutons in J apan and Southern and 

Baja California. 

The University Museum， The University of 

東京大学総合研究資料館ニュース19号

8 

Tokyo， Nature and Culture， No.2， 252pp. 

本書は、世界的にもっともよく研究が進んで

いる地域である、日米両国における累帯深成岩

類に関する近年の研究成果の集大成であり、本

館を中心に編集された。

東京大学総合研究資料館標本資料報告第17号

(1990年)

Azuma Iij ima (飯島東)・MinoruUtada (歌

回賓)

東京大学総合研究資料館地史古生物部門所蔵岩

石標本目録第 1部基礎試錐 (MITI)

List of Core and Cutting Samples Collected 

from MITI-Boreholes for Oil and Gas Explor-

ation in J apan 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports No.17， 139pp. 

東京大学総合研究資料館標本資料報告第22号

(1990年)

Hideaki Ohba (大場秀章). Shinobu Akiyama 

(秋山忍)

東京大学総合研究資料館所蔵植物タイプ標本目

録第4部ユキノシタ科

Catalogue of the Type Specimens Preserved 

in the Herbarium， Department of Botany， 

The University Museum， The University of 

Tokyo. Part 4. Saxifragaceae， S. lat. 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports N 0.22， 39pp.， 

207plates. 

人事異動

新 旧

運営委員教養 谷内達 芳賀徹

部門主任建築史藤井恵介 鈴木博之

会計掛 吉田聡宏 高山和男

会計主任・成井和男は 4月 1日付で、統計数

理研究所に配置換。

4月 1日付で塚越 哲が助手(生物系)に着任。
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東京大学総合研究資料館
The University Museum 

1990.10.31 

夕、γピーラ産ペロブスカイ卜の偏光顕微鏡像(クロスニコ)!.-)、特有の双晶を示す。

P:アパタイ卜。全域に見られる黒い斑点状部分はアタナーゼ。ぺ口ブスカイ卜の割れ目部分から

転移が進んでいる O

ゲリメライト (glimmerite)中のペロブスカイ卜八面体自形結晶(夕、ソピーラ産)

1 



ブラジ、ノレ、アルカリ岩・カーボ、ナタイト

複合岩中の鉱物の研究 小津徹・堀内弘之・床次正安

1987年度に文部省科学研究費海外学術研究

「ブラジル、ポッソス・ド・カルダス (POCC>S

de Caldas)における稀士類鉱物・放射性鉱物

の調査研究J (代表:床次正安)が採択され

て以来今年度迄、われわれは稀土類元素・放射

性元素の鉱物科学的挙動と放射性廃棄物の固定

に関する研究を手掛けてきた。その一環として

1987年より、ブラジルの盾状地の縁に沿ってほ

ぼ南北に点在するアルカリ岩・カーボナタイト

複合岩体に特徴的な稀土類元素・放射性元素を

濃集した地域の鉱物調査・標本採集を行った。

主な調査研究地域はサンパウロ (SaoPaulo) 

の北方 200~700kmに点在するミナスジェライ

ス州ポッソス・ド・カルダス(南緯22
0

50'西経

46
0

35' )周辺のアルカリ岩体およびタッピーラ

(Tapira)、アラシャ (Araxa)、 セラネグラ

(Serra Negra)ゴイアス州カタロン (Catalao)

等の地域のアルカリ岩・カーボナタイト複合岩

。。

200S 

Jacup; ranga 400S 

500S 
宅〉

800W 700W 600W 500W 40oW 

ブラジルの諦査地域

2 

体である O また同時に、大型の鉱物標本を産す

ることで知られるこれら州内のペク守マタイト鉱

床も訪れ、多くの関連標本を入手した。現在調

査結果を整理、また入手試料を種々の研究手段

を用いて検討中で最終報告の完成にはまだかな

りの時聞を要するが、現在までに明らかになっ

た鉱物学的に輿味ある結果を二、三紹介する。

まず磁鉄鉱Fe+2Fe，+30，についてである o こ

の鉱物については今回の調査地域より南部、サ

ンパウロ州のジャクピランガ (Jacupiranga) 

(火成活動は約1億3千万年前)の試料がよく調

べられているが、離溶相 (一般に磁鉄鉱中に

ilmenite group， FeTi03-MnTi03-MgTi03の離

溶が見られるが、殆どイルメナイト、 FeTi03

寄りである)にMnとMgの固溶多く、鉱物と

しては産出の少ないゲイキライト geikielite， 

MgTi03と呼べる場合がしばしばである。この

特徴はキンパーライト中の磁鉄鉱が持つと言わ

れ、関連がとりざたされてしる。われわれは貫

入時期も地域も大きく異なる(上記われわれの

調査地域では約7、8千万年前、更に北方では数

億年に達する)複合岩中に見られる磁鉄鉱を調

べつつあるが、多くの場合に同様の特徴がみら

れ、ブラジル全域の火成活動の類似性と特異性

が明らかになってくると期待している O

次にアナターゼTi02、ベロブスカイト CaTi03

についてである。タッピーラには複合岩に由来

する大規模な鉱床がみられる。主要なものは、

Nb資源のパイロクロア (Ca，Na)2Nb206 (OH， 

F)、燐肥料のアパタイト Ca5(PO，) 3 (F，Cl，O 

H)、Tiのアナターゼである O その他近隣は稀

土類元素にも富む地域である。

燐酸塩採掘現場では多量のアナターゼ、が未

利用のままストッグされていた。燐酸塩の鉱床

で、は数mの表層風化帯に続いて約30から60mの

深さにアナターゼ(Ti02鉱物にはrutile，

anatase， brookiteの多形が知られるが、この

地域のは anataseのみのようである)に富む層



ペグマタイトに産した潤錐水晶単結晶と二色トーマリン(ミナスジェライス州

アラスアイ (Aracuai)産。柱状水晶は長さ約20cm、矢印はトーマリンを示す)

があり、更にその下部約100m付近まで燐酸塩

に富む層となっている。多量に存在するアナター

ゼ、の起源についてはイルメナイトの仮像、ベロ

ブスカイトの仮像、もともとアナターゼとして

結晶、等の説がある O われわれは上記アナター

ゼと燐酸塩に富む層の聞に見出された八面体

(正入国体で、なし、)の形態を示すベロブスカイ

トを多数採取し、分析装置付走査型電顕等を使

用し内部組織の研究をすすめた結果、 CaTi03

1cm 

ジルコン単結晶(トカンチンス州レジンソン (Redencao)

の漂砂中より採取。元来アルカリ岩中に度す)

3 

から Caが溶脱し Ti02化している組織を確認

した。しかしながらベロブスカイトはこの鉱物

に典型的な、立方体サイコロ状形態をとってい

ないし、そもそも等軸品系の対称からはずれて

いる。この特異な結晶の成長条件が解釈で、きれ

ば、これを匪胎した複合岩の貫入環境を知るこ

とに貢献できるであろう。またアナターゼ、がベ

ロブスカイトと同形態であり複雑な微細組織を

持つ二次的なものであることを確認した。この

微細組織がTi02の精製、即ちアナターゼの利

用を妨げている原因だが、技術開発がほぼ成功

しつつあったので、現在では努力が実って望ま

しい利用が行われているものと思う。いずれに

しろ熱帯~班熱帯地域の激しい風化作用を思わ

せる現象である O

この他、入手したジルコン ZrSi04(一部の

アルカリ岩に含まれることを確認)、ベグマタ

イト鉱物を紹介する O われわれの蒐集した試料

が広く研究に利用されることを期待している O

(筆者:小津東京大学理学部講師、本館鉱物

学部門主任;堀内 田理学部助教授;床次 陪

理学部教授)



展示紹介 文化人類学部門 関 雄 二

いわゆる未開社会を対象にした学問として成

立した文化人類学の分野の中に、文化史が含ま

れることを知る人は意外に少ない。東京大学で

は、文化人類学が学科として誕生して以来、終

始一貫してこの分野に注目し、新旧両大陸の文

明形成の解明に力を注いできた。当館の三階の

廊下沿いに展示されている品々は、 1958年以来

継続されてきた南米ベル一国での発掘資料なら

びに、現地で手にいれた完形土器のコレクショ

ンの一部である O ここでは発掘資料について紹

介していきたい。

大きく二つのグ守ループに分けられる O 当館の

設立にも深い関わりを持たれた故泉靖一教授を

団長とする東京大学アンデス地帯学術調査団が

発掘した出土品がその一つである。アンデス山

脈東斜面のコトシュ遺跡とエグアドル国境に近

いベチチェとガルパンサル遺跡からの土器より

なる。なかでもアンデス文明を語るとき、この

コトシュ遺跡の存在を忘れることはできない O

アンデスではインカ帝国が有名だが、インカに

朔ること三千年以上も前に、優れた土器や神股

建設を展開させていた時代があった。これを形

成期(B.C.1800-B.C.100)と呼ぶ。この時期

に、生業としての農耕が確立し、神肢が盛んに

コ卜シュ遺跡の「交差手の神殿」

4 

コ卜シュ遺跡出土の人面土器

造られ、また土器の制作が開始されたという点

では、古くから研究者の聞に異論はない。問題

は、この神殴建設がし、っ頃から始まったかで、あ

るO 今でこそ当然のこととして受け入れられて

いるが、形成期以前、すなわち無土器時代に神

厳が造られていたことを初めて証明したのが、

このコトシュにおける一連の発掘であった。ま

た無土器時代の建築群の上には、展示に見られ

るような土器を伴う五つの文化期(し、ずれも形

成期)が重なり合いを見せていた。こうした完

成度の高い土器の存在は、形成期文化の起源を

めぐる論争に一石を投じた。

展示資料のもう一つのク守ループは、コトシュ

よりもさらに北に位置するラ・パンパ遺跡とワ

カロマ遺跡の出土品である。泉教授の没後、当

館の部門主在を引き継がれた寺田和夫教授は、

1987年に亡くなられるまで、核アメワカ学術調

査団を組織され、コトシュ以来のテーマである

神殿建設の様相とチャピン問題を軸に、四回に

わたって調査を行い、北部高地の形成期文化の

解明に努められた。

とくにワカロマ遺跡は、形成期だけでも四期、

さらに地方発展期からインカにし、たる五期 (B.

C.100-A.D.1532)が重なり合うという複雑を



極めた遺跡で、あり、編年と建築の実体が判明し

たのは、五シーズ、ノ、十年にも及ぶ調査の終了

した昨年で、あった。

最も古い前期ワカロマ期 CB.C.1500-1000)

には、文様の単純な粗製土器が制作され、これ

にはラ・パンパを含めて各地で出土する初期の

土器の特徴が備わっている O これに続く後期ワ

カロマ期 CB.C.l000-500)の土器には、一転

して華やかさが目立つ。鉢の表面に刻線で幾何

学文様やジャガーなどの動物文様が描かれ、焼

成後に顔料を充填する方法がとられる。また、

ジャガ一文様の登場も、ベルーで最も早い部類

に属している。この点は、ここよりもさらに南

のチャビン・デ・ワンタル遺跡が図像の起源地で、

あり、そこより各地に広まったとする従来の考

え方に再検討を迫るデータといえよう O

昨年は、故寺田教授の意志を受け継ぎ、ワカ

ロマ遺跡の最終調査を行うとともに、現地進出

日本企業の助力をあおいで、遺跡の一部の清掃

と復元をおこない、遺跡公園として整備した。

これも調査団、ひいては故寺田教授の研究に対

して常に賞賛と協力を惜しまない現地の人々に

対する感謝のつもりなのである。ささやかな展

示コーナーにも、温かな国際交流を感じ取って

いただければ幸いである O

(本館文化史系研究室・助手)

ぐ:フ/

ワカロマ遺跡より出土したジャガ一文様土器

「
d 

①ぺヲチヱ、ガルバシサJレ

申ワカロマ

由ラーバンパ

@チヤピンデワンタル

由コトシz

中央アンデス地帯と日本による調査が行われた遺跡

ワカ口マ遺跡公習の除幕式の風景
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大英博物館自然史部門の機構改革に寄せて 大場秀章

日本では大英博物館自然史部門と普通呼ばれ

ている、 BritishMuseum CNatural History) 

の名称が1990年4月23日から TheNatural His-

tory Museum， Londonに変わった。

それにともなって同館の将来の研究が環境お

よび人類の健康と福祉に焦点が絞られ、これま

での基礎的分類学の研究はほとんどの分野で停

止する、とL、う内容が盛り込まれた1990年より

向こう5年間の計画案が館側から出された。

大英博物館自然史部門(以下単に大英博物館

という)といえば、その活動は自然史そのもの

であるとさえ言われてきた。実際、 250年近く、

植物、動物、化石などの分類学・系統進化学的

研究に同博物館は絶大な貢献をしてきたのであ

る。その博物館の突然の方針変更は、世界中の

自然史博物館さらには自然史分野の研究者やそ

れを支えてきた関係者たちを驚惇させたのは言

うまでもない。

計画案ではポストの大幅な削減が示されてい

る。館全体で1991年から2年間で100のポスト削

減が予定されている。その計画が実行されれば、

現職の多くの研究者が過剰となる O

機構上の大きな変更として、人員が2つのグ

ループに分けられることがあげられる。ひとつ

のグ、ループはキュラトリアル・ワーク、すなわ

ち、標本の同定と L寸分類学的研究と分類学上

の位置を決める標本管理上の業務に携わり、他

のグループは環境や人類の未来に係わる応用分

野の研究に従事する。後者の研究グ、ループの方

は、その活動に要する経費を外部機関からの助

成によって賄うことが望まれている O 当然、一

部のスタップは館に留まるなら今までとは異な

る業務につかねばならなくなるだろう。

ここにその計画案の全容を詳しく記すスペー

スはないので、植物学を中心に、重要と考えら

れる点についてもう少し紹介してみよう。

植物部門は全49ポストのうち10が削減される。

なかでも陰花植物標本室が大きな影響を受ける。

ロンドンとその近郊には2つの世界的な基礎

6 

植物学の研究センターがある。大英博物館と王

立キュー植物園 RoyalBotanic Gardens， Kew 

である。かつてこの2つの研究機関で研究上の

分担が話し合われ、長らく菌類を除く陰花植物

の研究と標本の管理は大英博物館の方が受け持つ

てきたので、ある O それにもかかわらず、計画案

は陰花植物の研究に強い打撃を与えるものだっ

た。

陰花植物ではわずかに地衣と淡水藻の研究セ

クションが環境問題の研究と関連して残るに過

ぎない。スタッフでは海藻は1名削減で1名残る

が、コケ植物では2人削減されゼロとなり、ケ

イ藻では3つのポストがゼロとなる。陰花植物

標本室ではキュレーターはわずか4名に過ぎな

くなる O

これに対して、いまでも大所帯の顕花植物セ

クションは1名が過剰になるだけである O

大英博物館の運営法人側が通達した、大規模

な変革をともなうこの計画案は、当の博物館ス

タッフに対してほとんど事前に何の協議も連絡

もなしに、突然出されたと言われている。

先にも触れたようにこの計画案に驚いたのは

大英博物館スタップだけではない。様々な方面

でこれが問題にされ、大英博物館には世界各国

の自然史博物館や自然史関連学会などから抗議

や問い合わせの文書が寄せられているときく。

ところで、この計画案は、サッチャ一流の財

政政策の所産であることはいうまでもない。こ

の計画案を見て、これを単に英国の経済事情の

切迫した状況が反映されたものとみる向きもあ

るかもしれなし、。また、自然科学の中での自然

史分野の研究の役割が減ったことを反映したも

のだとみる向きも少なからずあるだろう。

ここで注意しておきたいのは、そのスタップ

が100名減らされても、大英博物館並みのスタッ

プを抱えた自然史博物館など日本にはどこにも

ないことである。さらに、この計画案が実行さ

れたとしても、大英博物館が世界の自然史セン

ターのーっとしての役割を担っていくことには



恐らく変わりがないと思われることである。

私はこれまで、大英博物館が行ってきた基礎的

研究は十分に特徴のあるものであり、またそれ

がし、ま不必要になったとは思っていなし、。その

ための人員を大幅に削減する方針を打出したこ

とには抗議の念を禁じえない。しかし、ここで

述べようとしていることは、博物館当局のキュ

ラトリアル・ワークに対する姿勢についてであ

るO

計画案の中で注目されるのは、スタップを2

つのグループに分けていることと、その分け方

である o 先に述べたように、 1グループはキュ

ラトリアル・ワーグという博物館に不可欠な業

務を行うが、他は時代のニーズに合わせた研究

組織といえる。

大英博物館の計画案は博物館にとって不可分

なキュラトリアル・ワークを切り捨てたわけで

はないことは特に重要な点である ただ、そ

れに割り当てられた定員数が少な過ぎはしまい

かとし寸懸念を覚えるが。博物館の最も重要な

業務にはキュラトリアル・ワークがある o 生物

学でいえば、研究に欠かせない標本を一定の体

系に従って分類するためには、その標本となっ

た生物個体を既存の標本にある他の生物個体と

比較し、その分類学的な同定と分類学上の位置

を決定する、キュラトリアル・ワークは生物の

自然史的研究・教育の進展を左右するほどの重

要度を担っているのである。

意外に知られていないのは博物館が扱う標本

・資料は唯一無三のものであることだ。自然史・

文化史は具体的なものを研究の対象としている。

この分野の研究は新しい方法・テクニッグによっ

て先人の研究者が用いた既存の標本・資料を再

検討するとL、う過程を辿る。あるいは新しく収

集された標本・資料を加え、既存の標本・資料

を再検討するという方法もしばしば行われる。

したがって、自然史・文化史の研究に用いた

標本・資料は捨て去ることはできないし、研究

を積み重ねることによって標本・資料の研究上

の価値が高くなっていくとL、う性質を有してい

る。このような研究方法は独特で、あり、研究に
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は経験の積み重ねが要求される。キュラトリア

ル・ワークを行うキュレーターの養成にもこの

ような研究の積み重ねを必要とする。

私事にわたるが、私は研究の必要上、しばし

ば大英博物館から植物標本を借りる。標本には

先人の研究者の研究結果が記され小さな紙片が

多数貼りつけられている O これらを見ていると、

100年、 200年という長い研究の歴史を今日まで

伝えるこれらの標本を維持管理してきた大英博

物館が自然史研究に果たしてきた重みを思わず

にはいられない。

現代社会では大学における研究でさえ研究自

体の進展ばかりでなく、時代のニーズや流行で

研究そのものが移り変わる側面をもっている。

こうした移変のたびに新しい施設をつくるので

はなく、既存の施設を改革して活用するのが、

スクラップ・アンド・ピルドの発想である o こ

のような流れのなかで、唯一無三の自然史・文

化史の標本・資料は、文字やその他の方法で記

録された情報とともに、スグラップの対象に含

めてはならない筆頭に置かれるべきものである。

自然史・文化史の研究・教育に標本・資料は

不可欠である。この両分野では、その研究はひ

とつひとつの標本・資料に対して研究を積み重

ねてし、く性質を有しているのである。 250年と

いう年月をかけて収集された大英博物館の標本

.資料はし、までは単に大英博物館の研究者のた

めに利用されるだけではなくなっている。世界

中の研究者がここの標本・資料を用いずに高い

研究を進めることが困難な状況にある。大英博

物館の今度の機構改革は、一部で時代や英国の

経済状態に応えたものであるが、その一方でキュ

ラトリアル・ワークの重みに対しでも最低限の

配慮がなされているといえる。

すべてを短期的経済効率で評価する風潮の経

済大国日本での自然史・文化史研究の冷遇ぶり

と比較して、無償に近い自然史・文化史研究へ

のサービスを守り抜く英国ならびに大英博物館

の姿勢はせめてもの救いである o

(本館・助教授・生物系研究室)



第七次将来計画委員会の設置

昨年度の運営委員会で設置が認められた。

委員長 養老孟司 教授(館長)

委員 木庭 顕 助教授(法)

正路徹也 教授 (工)

青柳正規 助教授 (文)

遠藤高里 教授 (理)

清水誠 教授(農)

漬田隆士 教授(教養)

三川潮 教授(薬)

松丸道雄 教授(東研)

松谷敏雄 教授(東研)

歌田 賓 助教授 (資料館)

赤津 威 助教授 (資料館)

大場秀章 助教授 (資料館)

東京大学に学術資料問題連絡会が設置される

7月10日(火)の評議会で標記連絡会を総長

のもとに設置することが承認された。

この委員会は東京大学における学術資料の保

存並びに活用にかかわる諸問題について意見交

換を行うとともに、全学的な将来像等について

検討するために設置されたものである。総合研

究資料館はその構成メンバーの一員となり、養

老孟司館長は座長を、また、事務室は担当事務

部となった。

新刊紹介

東京大学総合研究資料館標本資料報告第18号

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Report NO.18 (1990年)

鳥居龍蔵写真資料研究会編

東京大学総合研究資料館蔵鳥居龍蔵博士撮影

写真資料カタログ第1部解説

Torii Ryuzo Photographic Record Society 

The Torii Ryuzo Photographic Record of 

East Asian Ethnography Part 1 : Text 

東京大学総合研究資料館ニュース20号
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東京大学総合研究資料館標本資料報告第19号

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Report NO.19 (1990年)

鳥居龍蔵写真資料研究会編

東京大学総合研究資料館蔵鳥居龍蔵博士撮影

写真資料カタログ第2部 写 真 台 湾 1:ヤミ

族アミ族プユマ族ノ号イワン族ルカイ族

Torii Ryuzo Photographic Record Society 

The Torii Ryuzo Photographic Record of 

East Asian Ethnography Part 2 : Plates 

Taiwan l:Yami， Ami， Puyuma， Paiwan and 

Rukai Peoples 

東京大学総合研究資料館標本資料報告第20号

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Report NO.20 (1990年)

鳥居龍蔵写真資料研究会編

東京大学総合研究資料館蔵鳥居龍蔵博士撮影

写真資料カタログ第3部 写 真 台 湾 2:タイ

ヤル族・セデック族 ブヌン族 ツォウ族・カ

ナカナブ族・サアロア族サオ族平浦族漢

族その他

Torii Ryuzo Photographic Record Society 

The Torii Ryuzo Photographic Record of 

East Asian Ethnography Part 3 : Plates 

Taiwan 2 : Tayal・Sediq，Bunun， Tsou. Kana 

ka-nabu・Saaroaand Thao Peoples， and Low 

and Sinicized Groups， Chinese and Others 

東京大学総合研究資料館標本資料報告第21号

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Report No.21 (1990年)

鳥居龍蔵写真資料研究会編

東京大学総合研究資料館蔵鳥居龍蔵博士撮影

写真資料カタログ第4部写真満州千島沖

縄西南中国

Torii Ryuzo Photographic Record Society 

The Torii Ryuzo Photographic Record of 

East Asian Ethnography Part 4 : Plates 

Manchuria， Kuril Islands， Okinawa and 

Southwestern China 

発 行 日 平 成2年 10月31日

編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長.養老孟司)

東京都文京区本郷 7-3 - I TEL812-2111内線2801

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田3-5 -5 TEL03(238) 9939 
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鳥居龍蔵写真乾板の再生

満州族の農民、明治38年 (1905)鳥居龍蔵撮影、撮影地点不明。

当時写真撮影の器難のひとつは、人々が写真を恐れて逃げ出してしまうことにあった O

この老人は力メラの前に立たされて、思わず拝んでしまったO

1 



鳥居龍蔵写真乾板の再生

鳥居龍蔵は明治3年 (1870)、徳島市の裕福な

商家の次男として生まれる o 少年時代、学校生

活に馴染めず小学校を中途退学するが、生来知

識欲は高かったため、いろいろな先生について

中学までの課程を独学修了している。

明治21年(1888)、18歳の時、後に東京帝国

大学理科大学人類学講座初代教授となる坪井正

五郎が徳島の鳥居の家を訪ねた。鳥居はすでに、

その2年前に坪井らにより創設された東京人類

学会の会員となっていたが、この坪井との出会

いが人類学を本格的にはじめるきっかけとなっ

たことは間違いない。その後坪井との交流を通

じて鳥居の人類学への情熱はますます高じ、つ

いに明治25年(1892)、徳島の家をたたんで一

家をあげて上京することになる。上京の翌年、

坪井が主宰する人類学教室の標本整理係となる。

坪井29歳、鳥居23歳のことであった。

鳥居は坪井の指導のもとで人類学を研鎖する

かたわら、理科大学では箕作佳吉の動物学、飯

島魁・渡瀬庄三郎の進化論、横山又次郎の古生

物学、神保小虎・小藤文次郎の地質学を、医科

大学では小金井良精の解剖学、大沢岳太郎の発

生学などを聴講して幅広い知識の吸収に努めた。

そのかし、あって明治31年、同教室の助手 (28歳)

に任命される。その後、講師 (35歳)を経て、

大正2年(1913)坪井がベテルブ、ルグで客死す

ると、その後継者として人類学教室を主宰する。

大正11年(1922)には学位をうけて助教授とな

るが、 2年後に辞職してL、る O

その後は園皐院大学、上智大学教授を歴任し、

昭和14年(1939)、中華民国北京燕京大学から

招へいされて客員教授に就任した。戦争勃発で

大学が閉鎖された後も引き続き在留し、終戦に

よる大学の再開で客員教授に復帰するが、昭和

26年(1951)同大学を辞職して帰国し、昭和28

年 (1953)、東京にて死去した (82歳)。その際、

日本人類学会、日本民族学協会、日本考古学会

など6学会が合同葬をもってこの偉大な学者に

弔意を表している o

鳥居の研究は草創期の人類学にふさわしく、

広範で、自然人類学、考古学、民族学、民俗学

の諸分野に及んでいる O 諸民族の身体形質、言
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赤津威

語、文化、風俗など多様な問題を取り上げ、巨

視的に研究に取り組んでいた。また、その調査

活動も、圏内各地はもとより、千島、樺太、東

シベリア、満州、蒙古、朝鮮、西南中園、台湾、

さらには南米ペルーにまで及ぶ。当時の国情、

治安、交通事情などを考えれば、一学者の研究

生活においてこれほど広範な地域にわたる調査

活動が行われたことは驚嘆すべきことである。

このような鳥居の調査状況は当時の新聞でこ

とごとく報ぜられ、かつ鳥居自身が極めて多作

であり、さらに集会などを通して自身の研究を

含む学問の普及、紹介に努めたこともあって、

当時多くの日本国民が鳥居の調査活動に魅せら

れた。しかしその一方で、先駆者、パイオニア

に対してしばしばつきまとう誹諒もうけている O

鳥居の調査行は「学術的というより探険」で

あるとか、その巨視的な研究、調査が「鳥敵的

なおおまかさ」とか「概括的で時に粗策にさえ

感ぜ、られるJとし、う言葉で評価されることもあっ

たようである。

鳥居は調査・研究生活のなかで膨大な著作を

発表したが、学問的遺産はそればかりではない。

鳥居の仕事として、おそらく永遠に命脈を持ち

続けるであろうものに、調査中各地で収集した

諸民族の民族資料並びに多数の写真資料がある。

これらの資料は、今日諸民族の伝統的文化が次々

と消滅、あるいは変容しつつあることを考えれ

ば、人類学、民族学など様々な分野において非

常に高い研究価値を持つものといえよう O

民族資料は国立民族学博物館に移管されたが、

写真資料はそのまま人類学教室に残され、長ら

く死蔵されることになる O 約20年前、当総合研

究資料館が創設され、理学部2号館人類学教室

に収蔵されていた膨大な標本・資料類は、当館

に移されることになった。当時大学院生であっ

た私は、主任教授鈴木尚先生からヲ|っ越し作業

を命ぜ、られ他の学生とともにその準備をした。

その際、大量の写真乾板を箱詰めにして当館へ

運んだ記憶がある O その後資料館の増改築のた

びにこの重い数十箱の乾板はただ右往左往し標

本室の片隅に放置されるばかりであった。

ところが、ある折に、東京外語大学アジア・



アフリカ言語文化研究所の飯島茂先生(現東京

工業大学)にこの写真乾板のことをお話しした

ところ、先生は強い関心をもたれ、数日後実物

をみるために来館された。私は鳥居撮影と思わ

れる写真乾板に関係する他の資料もおみせした

が、先生はますます強い興味を示され、同時に

その重要性を感じられたようで、これらの乾板

を再生することの必要性をこんこんと説かれた。

その後しばらくして、飯島先生は末成道男さん

(東京大学東洋文化研究所)を伴って来館され、

その末成さんは土田滋さん(東京大学文学部)

を、土田さんは姫野翠さん(昭和音楽大学)、

中川裕さん(千葉大学)、笠原政治さん(横浜

国立大学)を連れてこられた。鳥居龍蔵がかつ

て歩いた地域を専門とする、文化人類学者が次々

と来館し、乾板資料を実見したのである O

かくして、鳥居撮影の写真乾板に引き寄せら

れた専門家たちは、当然の帰結としてこれらの

乾板を再生し、その資料的価値を引き出すべく、

プロジェクトを発足することになった。その資

金として、文部省科学研究費補助金をうけるこ

ととなり、香原志勢立教大学教授を代表者とす

る研究組織が誕生した。課題名「鳥居龍蔵博士

撮影の日本周辺諸民族写真乾板の再生・保存・照

合J昭和63・64年度文部省科学研究費補助金総

合研究 (A)というプロジェグトのスタートで

ある。

研究組織は13名からなる大組織となったが、

この人数は一研究者の学聞をカバーするには多

いと思われる向きもあろう O もちろん組織の中

には写真乾板の再生・保存作業を実施する写真

技術の専門家や、資料のデータベース化を実施

するために情報科学の専門家も入っている O そ

れにを除いても、かなりの人数である。これは

鳥居の調査が地域的にも分野的にも広範、巨視

的であり、諸民族に関係する映像資料を解読し、

種々のデータを抽出する作業が今日ではそれぞ

れの地域の専門家をしてはじめて可能で、あるこ

とに起因している。

問題は写真乾板には一部を除いてほとんど記

録がなかったため、研究者は白分の知識をもっ

て写真を解読せざるをえなかった点で、ある O 写

真に映し込まれた素材は、衣装、住居、生活用
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台湾東海岸接話器渓畔でアミ族を聞き取り調査中の鳥居

龍蔵、明治29年 (1896)撮影。

この年、鳥居は東京帝国大学が実施した台湾の動物・植

物・地質・人類学に関する総合的な調査に初めて写真機を

携行し、これがわが国において人類学のフィールドに写

真技術が導入された犠矢となる。

具などの物質文化、身体特徴、先史遺跡・遺物、

宗教儀礼、舞踏などの芸能表現等、はなはだし

く多種多用であった。これらすべてを解読する

ことは各地域の専門家をしても容易ではなかっ

たようである。しかしまた、それこそがこの鳥

居映像資料が計り知れない潜在的価値、重要性

をもつことを示していることにほかならない。

プロジェグトのメンバーがそれぞれの専門的

視点から写真に写し込まれたデータを抽出する

作業は終了した。抽出されたデータのなかには、

あるいは撮影時に鳥居が意識しなかったものも

多くあるかと思う。写真とし、う写実的な映像資

料であればこそ、視点の違いによって、撮影者

の意図をこえた要素をも包含する資料となりう

るのである O 鳥居自身がこれらの資料をもとに

生み出した著作・研究成果、並びにプロジェグ

トメンバーが抽出したデータのほかにも、再生

された写真資料から何かを引き出してくださる

方がし、れば、大変うれしく思う O

(本館文化史系資料室・助教授)



アルゼンチン共和国ラ@プラタ大学附属

自然科学博物館 関 雄 二

昨年9月より一月半ほど、南米のチリとアル

ゼンチンを訪ねる機会があった。現在進行中の

「先史モンゴロイドの拡散と適応J (文部省科

学研究費補助金重点領域研究)プロジェグトの

一環として、入手しにくい南アメリカの考古学、

人類学的情報を現地に直接赴くことで解決しよ

うというのが主な目的であった。南北に細長い

チリと広大なアルゼンチンを前に、しかも限ら

れた期間内に効率的な情報収集を可能にするた

めに、数多くの研究機関、とくに博物館を訪れ

る結果となった。なかでもここで紹介するラ・

プラタ大学附属自然科学博物館は、その規模と

充実したコレグションの内容の点で南米屈指の

存在といえよう O

ラ・プラタは、アルゼンチンの首都ブエノス・

アイレスの南約50kmに位置するラ・ブラタ川河

口の町である O ブエノス・アイレス州の州都と

して、また文化・教育都市として名高L、。駅を

降り立ち、南に歩き始めると、広大な緑地に出

会う。敷地内には古び、たラ・プラタ大学の建物、

動物園等の公共施設が木々の聞に見えかくれす

る。その一角にギワシャ様式の荘厳な構えをも

っ大学附属の博物館がある O 正面階段の両脇に

は、氷河期のパンパに君臨した肉食獣で、ある剣

爾虎 (SmlJodonboraerensi旨)の彫像が横た

わり、頭をもたげ、て入館者を歓迎している O

博物館の歴史は1889年に朔り、フランシスコ・

ラ・プラタ大学鮒属自然科学博物館
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p.モレーノ博士によって創設された。博士は、

それ以前より自然科学の分野を中心にかなりの

コレクションを保有しており、これらはブエノ

ス・アイレスの私設博物館に展示していたとい

うから、かなりの啓蒙家でもあった。

円形の正面玄関ホールには、ダーウィン、ラ

マルク、フンボルトといった著名な博物学者の

胸像が飾られ、重々しさを感じさせる。 H昔か

ら3階までの展示は、この円形空間よりのびる

廊下沿いに展開される。展示は、地質学、鉱物

学、古生物学、動物学、人類学、民族学、考古

学に分けられ、なかでも動物と古生物のコーナー

は圧巻である O その一部は、 1986年に日本で展

覧会が開催された折に紹介されている O

氷河時代にパンパを中心として栄えたオオナ

マケモノ (λdθgatθ刀 umamθ'rJca刀um)、E大

アルマジロ(Glyptodon reticulatus)に代表

される貧歯類、南蹄類、滑距類などの骨格標本

が無数に展示されている。吹抜けの空間にこれ

らが一同に集められている様は壮観というしか

ない。しかし残念なことに、こうした一部の展

示を除いては、ほとんどの資料がアンティーク

といってよし、ほどの古び、た展示ケースに無造作

に格納されてしまい、薄汚れたガラスの向こう

候~に一体何があるのかさえ判断がおぼつかない

場合さえある。歴史を感じさせるといえばそれ

までだが、南米、いや世界屈指のコレグション

であることを考えると実に惜しい気がする。

こうした化石晴乳類の先駆的研究者として忘

れてならないのは、フロレンティーノ・アメギー

ノ博士(1854-1911)である。 博物館内にも胸

像のある博士は各地で発掘を行い、化石動物を

次々と発見した。また考古学、人類学の分野に

も多くの業績を残し、分類と分布に主眼を置い

たその内容は、その後多くの研究者に影響を与

えた。貯蔵の生涯を終えるまで、実に200篇も

の論文を著している O

古生物以外の分野でも、 2万5000点以上が保



古生物コーナーの展示。手前に巨大アルマジ口、後方にオオナマケモノ骨格様本が見える O

存されている植物標本や、南米各地より集めら

れた民族資料、考古資料も豊富である。とくに

南アンデス地域として分類される文化領域を網

羅した土器や金属器のコレグションの洗練度は

高く、数多くの概説書の写真ページを飾りたて

ている O また館内に付設された図書館には、約

図書館内部
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6万冊の蔵書が収められ、その中にはダーウィ

ン、リンネらが著した貴重本も含まれている O

確かに現在、アルゼンチン〆全体を襲っている

経済的危機は深刻で、あり、調査や出版をはじめ

多くの点で研究の停滞化を招いている。ラ・プ

ラタ博物館も例外ではなく、著者が訪問した考

古学者、人類学者は、この博物館の専任スタッ

プとして精力的なフィールド・ワークを推進し

ているものの、財政的困難は如何ともしがたい

とつぶやいていた。

しかし所狭しと走り回る小学生の団体見学者

の姿は、博物館が少なくとも教育の場として重

要な役割を果たしていることは確実であるし、

研究部門にあふれる大学院生の姿は、地続きと

なっている大学との風通しのよい関係を如実に

表現している O この後訪れたはるか南の不毛の

地パタゴニアで出会った夫妻の子息がラ・プラ

タ博物館の考古学チームの調査をきっかけに遠

く親元を離れ、ラ・プラタで学問に精進してい

ることを聞き、博物館の持つ学問的求心力がア

ルゼ、ンチンでいまだに衰えていないことに安堵

を覚えた。

(本館文化史系資料室・助手)



部門紹介 薬学部門

東京大学の総合研究資料館の薬学部門には、

本学に薬学が開設されて以来、主として生薬学

教室の教授や教室研究員等により、収集された

4，500点以上の生薬標本が収蔵されている O

近代科学的な生薬の研究は、初代の東京帝国

大学薬学の教授山下順一郎によって始められ、

当時の研究は、生薬の組織学的な検討による、

原植物の向定といった研究が主流で、あった。こ

のために多くの和漢薬の標本が集められ、講義

や研究に活用された。生薬学での定義では、

「生薬jはもともと自然界から得られる「天然

の薬物Jのことであり、生薬のほとんどは、自

然の産物の草根木皮であり、ほかに動物の器官、

鉱物などがある O 本館に収蔵されている生薬の

標本は圧倒的に植物起源のものが多い。 I漢方

薬」に生薬を使うことは良く知られているが、

スパイスやハーブのような香辛料も生薬に含ま

れ、事実、スパイスやハーブとして使う多くの

「香辛料」の標本も見受けられる I漢方」は

中国の伝統医学と思っている人も多いと思うが、

三川潮

「漢方jの思想、や方法論は「中国医学Jに由来

はしているが、日本に伝えられてからは長年の

間に日本化してしまった伝統医学なので、ある O

「漢方医学jは、今日「中医学Jと呼ばれる

中国の伝統医学とは相当内容が違っている「日

本の伝統医学j というのが正しい。標本の多く

はこの伝統を反映しているか、やはり漢方系の

生薬が多く、現代の中医学で使う生薬の標本の

数は少ないように思う O

生薬は栽培したり、自然界から採集したもの

を起源としているので、生薬として最も大事な、

有効成分の合量が均一でないことは当然として、

閉じ名前の生薬でも、地方により起源植物が異

なる場合さえある O このため、生薬の標本は、

一つの生薬について多数の標本があり、どの様

な経緯で、集められたかを推測することの出来

るものもある。 例えば「大賞J(ダイオウ)と

いう生薬は、現在でも漢方処方を構成する生薬

として繁用されている。大黄には色々な作用が

あるとされているが、一番重要な作用は潟下作

シンシュウダイオウより謂獲した「大黄」の標本
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新しい肝臓薬として期待されている成分を含む

「五味子」原植物の花と果実生薬には果実を使う

用で、古来下剤として珍重されてきた。正倉院

に伝わる「車合那仏種々薬q長Jとし、う、生薬類

を東大寺に奉納したときの奉納帳にも大黄の名

が見られ、現在でも良質の大黄が残存している O

大黄の起源槌物は、白川、甘粛、青海、チベッ

トなどの地方に生育するタデ科の横物 Rheum

paJmatumをはじめとする各地の Rhθum属植

物で、ほとんど中国から輸入されていた。今か

ら30年ほど前に、大黄を日本で栽培しようとす

る研究がされ、世界各地から種々のダイオウの

種子が集められ、交配実験の結果、現在北海道

で大々的に栽培されている「信州ダイオウ」が

生まれた。この過程で得られた植物から調整し

た大黄の標本もあり、古くから所蔵されている

標本との比較研究が行われたようである O 現在

70種以上の大黄の標本がある O

薬用人参は生薬の中でも一番有名であるが、

所蔵されている標本の数は約70種で、大黄の標

本の数がほぼ同じであることは、大黄の研究に

力がし、れられたことを物語っている O 薬用人参

7 

の場合も世界各地からの標本が見られ、中には、

海軍戦利品とラベルに書かれているものもあり、

時代を感じさせる O 人参の標本の内の貴重品は

正倉院に所蔵されていたもので、成分分析の結

果、現在のものと変わらないサボニン成分が検

出された。ただし通常人参に多量に含まれてい

る庶糖はほとんどなく、千年以上の歳月のなか

で、微生物により分解されてしまったものと思

われる O

写真に示したのは、最近新しい肝臓の薬とし

てその成分が医薬品開発されている「五味子」

の植物の写真であるが、この生薬も10種類ほど

あり、通常和漢薬と言われる生薬はほとんど所

蔵されているとみて間違いないだろう。この資

料館薬学部門の生薬標本の目録は、東京大学総

合研究資料館標本資料報告第十一号として昭和

60年に刊行されていることを付加えておきたい。

(本館薬学部門主任、薬学部生薬学・植物化学

教室教授)



東京大学総合研究資料館特別展示

「乾板に刻まれた世界 鳥居龍蔵の見たアジア 」

のお知らせ

本館では、現在、上記の特別展示を開催して

います。鳥居龍蔵博士は、本学理学部人類学教

室の教官として、明治、大正、昭和を通じて活

躍された日本人類学の草分け的存在です。また

今日で、は当たり前になっている野外調査におけ

るカメラの使用を最も早く取り入れた研究者と

しても忘れることはできません。

撮影に使用されたガラス乾板は、理学部の人

類学教室から本館先史人類標本資料室へと移管

され、数年前より整理と復元のプロジェクトが

進行しておりました。この度ょうやくその作業

が終了したことを記念して、成果の一部を公開

する運びとなりました。

写真乾板はおよそ三千点にも及び、その内容

は、 鳥居龍蔵博士が踏破された日本、朝鮮、

満州、中国南部、台湾というように多地域にわ

たっています。こうした一連の写真を通して、

博士のアジア観を探求することができるばかり

でなく、現在では目にすることがかなわない生

活様式や習俗を分析できるとし、う意味で、高い

学問的価値をよんでいます。

本展では、こうした学問的写真資料の持つ潜

在的可能性を探り、この種の研究の立ち後れた

日本での先駆けとしたし、と願っています。なお

特別展示の期間にあわせて、本館が例年行って

おります講演会を開催する予定でおります。

O特別展示

会期:2月2日(金)~ 4月30日(火)

10:00~16:00 (土曜日は12:00まで)

日曜日および祝日は休館

会場:総合研究資料館1階展示ホール

O総合研究資料館期7国語演会

木館では、例年行っています講演会を下記の

東京大学総合研究資料館ニュース21号

8 

通り開催します。今回は、期日および内容を特

別展示に合わせ準備しております。講演者の江

上波夫先生は、本学名誉教授として、また古代

オリエント博物館の館長として活躍され、鳥居

龍蔵博土の業績、人柄を熟知された数少ない方

であられます。

演題:I鳥居龍蔵先生をしのんで」

講演者:江上波夫(東京大学名誉教授・古代オ

リエント博物館長)

日時:平成3年3月23日(士)

14:00~16:00 

場所:総合研究資料館講義室(下図参照)

03 (3812) 2111 内線2802

入場無料

案内図

O臨時休館のお知らせ

特別展示の撤収のため、下記の通り閉館しま

す。

期間:5月1日(水)~ 5月11日(士)

なお、特別展示の期間中は常設展示は休止とな

ります。

発行日平成3年 2月 1日

編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:養老孟司)

東京都文京区本郷 7-3-I TEL812-2111内線280I 

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田3-5-5 TEL03(238)9939 
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スズキ目キン卜キダイ Priacanthusmacracanthus (体長 1 7 cm) の輪切りシリーズ

の一部。上、黒パ‘yク、プラスチ‘Yク枠も写っている O 下、白パ、yク、寒天を使っている

のがほとんど判らない。
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寒天の利用

当資料館に関わる大部分の人は、対象はいろ

いろであっても、多かれ少なかれ、物の形に関

する研究に携わっていると思われる。物の形に

関する研究の手法は多様だが、こうしなければ

ならないと L寸規則はない筈である O 伝統的な

やり方を外れて形態をみると、思いがけない発

見が出来るときがある。

対象物を輪切りにする手法は、顕微鏡で観察

を行う場合日常的に行われている O しかしミク

ロン単位で大きな面積の切片を作るのは、技術

的に難しい。設備も要るし時間もかかる o 1 0 

cm内外の大きさの魚類の、丸ごとの形態の研

究の場合は、適当でなし、。

もっと野蛮な原始的な方法が賢そうである。

問題は輪切りを作り、その輪切りを整理し保存

するやり方である。フォルマリン固定しアルコー

ルに保存した標本を、カッターナイフの刃を取

り替え取り替えしながら、そのまま 2~5mm

の輪切りにした。まあまあ目的の観察が可能な

輪切りが出来た。凍らせて切ったらもっとまし

な製品が出来なし、かと考えた。冷凍庫に標本を

入れたら、これがちっとも凍らなL、。しまった

と頭をかいて、標本のアルコールを抜いて再度

試みた。生のまま切るよりも良い断面ができた。

富永義昭

生の場合より薄い切片も可能である。そのと

きは切断面がすぐ溶けるので、粉末状のドライ

アイスで、凍結を補いながら次の切片を切る O

最初は、輪切りを糸で発泡スチロールの板に

経いつけていた。体長 10 cmの魚を 5mm幅

に切ったとして輪切りは 20個できる o 1 0種

類だと 200枚である O それを丁寧に慎重に糸

でくくりつけるのは、思っただけで、うんざりす

る作業である O 沢山の種類の輪切りシリーズを

並べて比べたいのだが、その気になれそうもな

し、。

寒天を使うことを思い付いた。浅いプラスチッ

グの枠に、適当に輪切りを並べ、その上から溶

かした寒天を、流し入れて固める。枠ごとアルコー

ルにいれて保存する O 枠は重ねて幾つも一緒に

保存もできる O

市販の寒天を気軽に用いている O 寒天は水に

もアルコールにもよく馴染むのが、最大の利点

である O 寒天に包み込んだままで染色したりも

できる O 寒天が固化する温度は 40
0

C以下なの

で、標本を痛める心配もない。

2~5mmの厚さの魚の輪切りを、頭から尾

まで並べて眺めると、思いがけない新鮮な発見

ができる O 不思議な断面の模様に出会うことも

マトウダイ回ヒシマトウダイ Xeno/epidichthys拘 /g/eishiの鱗。表面(約 2倍)と断面(約 13倍)。

2 



ある。眺めるだけで楽しい。

魚の鯨が、体の後ろの方の筋肉の中に延長し

ている場合がある。どの様な種類で、どのよう

な形態で延びているかを調べている O 標が延長

している種類は意外に多い。身近な魚ではアジ、

タラ、カムルチ一等がそうである O 延長してい

る状態も様々である O 断面法は実に有用な手段

となっている。

断聞を観察するのは、魚、全体の輪切りだけで

なく、いろいろな発見をもたらしてくれる。マ

トウグイのある種類は、特殊な長い針状の鱗を

持っている O それだけでなく前後の鱗が固くくっ

つきあって、一枚だけ取り出そうとして、剥が

すとほとんど壊れてしまう。断面を作ってみて

3 

マトウダイ目ガクガクギョ

Oreosoma atlanticum 

(体長 9cm)の側面と腹面。

ともに寒天を用いて定位して撮影。

なるほど納得した。

別の話であるが、体が凸凹している標本を、

望みの角度で写真撮影をするのは、なかなか厄

介である。固まる寸前の寒天に標本を差し込む

と、簡単に解決できる O 寒天は半透明なので、

背景に影も映りにくくなる。撮影後、標本は簡

単に外せる。寒天には、微細部分まで忠実なレ

プリカが残る。

この様に、いろいろ工夫して寒天を使利に使っ

ている。

最後になったが、私と共にいろいろ考え工夫

し、実際の作業の大半をを受け持つていただい

た坂本一男氏に深く感謝する O

(東京大学理学部非常勤講師)



展示館介 鉱山部門

2階の展示ホールに陳列されている輝安鉱

(3tibnite， 3bz 33 )の結晶は、世界で最も大き

く、最も多量で、あろう。この輝安鉱を産した

市ノ川鉱山は愛媛県西条市に位寵する O 古くは、

1773年に出版された木内石亭の「雲根志Jに、

市ノ川鉱山輝安鉱が簡単ながら記載されてい

るO 鉱山の最盛期は1882年から1886年頃で、輝

安鉱の美結品を多量に産し、鉱物標本として位

界中に出回った。現在、各国の博物館で見られ

る輝安鉱の美結晶のほとんどは市ノ JII鉱山産で

ある O

輝安鉱の結晶を形態の面から詳細に観察する

と、多数の結晶面からなっていることが分かる。

ある結晶では、単一結晶でありながら、約90の

結品面が発達している。

正路徹也

四国の脊梁山脈は、三波川変成岩で、構成され

ている O 市ノ川鉱山の鉱床はこのうちの石墨片

岩を主な母岩とする鉱脈で、脈石鉱物の大部分

は石英である。鉱脈の幅は数十cmで、剣のよ

うな輝安鉱の結晶は、脈の延長方向とほぼ平行

に成長していた。ところが、展示物では、結品

は土台にほぼ垂直に生えていて、天然の産状を

表していない。おそらく、展示物の作者の芸術

心が、天然と異なるこのようなオブジェに仕上

げさせたので、あろう O

鉱山部門が所有するもう 1つの巨大標本とし

て、正面玄関を入ってすぐ右に置かれた愛媛県

別子鉱山の銅鉱石がある O 縦50cm、;横200cm、

高さ35cmであり、密度を5g /cm3とすると、

1.75tの重さになる O 現在の位置には、 10人掛

市ノ川鉱山より産出した輝安鉱 (Stibnite)。

4 



かりで、据え付けた。このホールで特別展をす

るときも、この標本だけは誰も動かそうとし

ない。

地質学のような野外科学では、いつも「野外

における事実をし、かに客観的に記載するかJと

いうことで悩む。文字だけの記載では不十分な

ので、スケッチをしたり、写真を撮る。さらに、

試料を採取して、研究室に持ち帰る。しかし、

採取した試料も現地の全体を表している訳では

ない。このような悩みから、また、より実際に

近い産状を学生に見ぜたいと L、う希望から、こ

の巨大標本が採取されたのて、あろう。このよう

な大学教師の熱意に応え得た往時の企業人のお

おらかさに驚かされる。

これら見栄えのよい標本試料以外に、鉱山部

5 

別子鉱山より産出した含銅硫化

鉄鉱鉱石をななめ上方より見る。

上図の部分拡大。

複雑な縞模様が観察される O

門には、工学部資源開発工学科関係者がこの百

年以上にわたって採集した試料が、公称l万点

以上、整理が不十分なのでよく分からないが実

際には2万点あるいはそれ以上ある。その中に

は、海外製鉄原料委員会が1960年代から1970年

代にかけて系統的に収集した世界の鉄鉱石の標

本などもある O これらの標本の一部は、鉱床型

別に鉱山試料室に展示してある O ただし、部屋

が狭いので、陳列ケースの前を蟹のように横に

歩かなければ、見ることができない。

(鉱山部門主任、主学部資源開発工学科@教授)

付記:添付の写真は、地質調査所の豊遥秋博士

(元資料館助手)と、資料館の清水正明f専土の

好意、による O



部門紹介 考古美術部門

本部門に保管されている資料は、東京大学と

して戦後はじめての海外調査であった「東京大

学イラク・イラン遺跡調査団J (団長 江上波

夫教授)が1956年以降に現地において収集し、

わが国に将来したものである O 遺物は発掘品、

表面採集品、購入品に分けられる O 学問的価値

としては、発掘資料が最も高L、。 とはいえ、

1970年頃を境として、各国は発掘遺物の外局調

査隊への分与を止めており、それ以前に合法的

に本学の所蔵品となったものが大部分である。

1976・78の両年の深井普司教授を団長とする

調査、 1987・88の両年にわたる筆者を長とする

調査によってもたらされたのは、わずかに分析

用の破片などわずかしかなし、。

発掘報告書の公刊を優先して整理・研究を用

なってきたために、表面採集資料や購入資料の

整理は大幅に遅れていた。これらについては、

本部門が収蔵していることを知っている限られ

た研究者仲間が利用してきたにすぎなかった。

本部門関係者はこれらの資料の目録作成も大き

な任務のひとつと認識しており、発掘報告書作

成の合聞をみて整理作業に努めてきた。今まで

に公にすることができたものにふたつある O メ

ソポタミア(イラク)の表面採集品をまとめた

6 

松谷敏雄

もの(資料館標本資料報告第6号)とイランの

購入品のうち、金属器、金属製品をまとめたも

の(河第四号)である O すこしずつではあるが

義務をはたしつつある O

遺物以外に保管しているものとして、以下の

ような資料がある。写真資料 これは、発掘に

かかわる記録写真だけでなく、西アジア各地の

主要な遺跡の写真が含まれ、それらの一部はさ

まざまな形で印刷されてきた。ターグ@イ・ブス

ターンの立体写真にかかわる乾板は、なかでも

貴重であろう。図面資料発掘とは研究者によ

る遺跡の破壊であり、破壊にまつわる記録が残

されなければ、無知な盗掘者による破壊と何ら

変わるところがない。写真資料と並んで、発掘

の過程で残された図面は、二度と得られない記

録といえよう O これら図面の一部はすでに報告

書の中にとり入れられているが、すべてではな

L 、。将来、われわれの発掘した遺跡の再検討を

要するときには、大きな力となる資料である。

公式発掘日誌ーこれも発掘のプロセスを再現す

るには欠かせない重要な資料であることはいう

までもない。

(東洋文化研究所西アジア研究部門@教授、本

館考古美術部門主任)

1 964年イラク、

テル・サラサート E号丘

における発掘調査のひとこま。
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全学一般教養セミナー

「地球科学における野外調査の方法と実習」

総合研究資料館主催

験がなく、将来も機会に恵まれそうにない学生

が多く参加されることを希望する。

担当教官:歌田 賓助教授・清水正明助手

日 程:10月上旬予定
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地球科学において、野外調査は研究上大きな

ウエイトをもついる。このセミナーでは、千葉・

茨城両県下の上総層群の堆積構造などを題材に、

2泊3日の野外実習を行う。いままでに実習の経



新 刊 紹介

総合研究資料館標本資料報告第24号 (1991年)

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports No.24 

Tadao Yoshida (吉田忠生)

東京大学総合研究資料館所蔵藻類タイプ標本目

録

Catalogue of the type specimens of Algae 

preserved in the herbarium， Department of 

Botany， the University Museum， 

the University of Tokyo 

日本の植物相の科学的研究は明治期になって

急速に進展するが、海産の藻類についても陸上

植物と同様の経緯を辿った。創設期の東京大学

では、後に北海道大学に移った遠藤吉三郎が中

心となり多数の藻類の分類記載が進められた。

今回出版したカタログは、本学理学部植物学教

室に関係した研究者により記載・発表された新

植物のタイプ標本の写真を、出典、原産地等の

データとともに綴めたものである。著者の吉田

忠生は北海道大学理学部教授で植物学教室て海

藻の分類学的研究を行っている。また、本資料

館客員研究員でもある。

総合研究資料館研究報告第34号 (1991年)

The University Museum， The University of 

Tokyo， Bulletin No.34， 284pp.， 109figs.， 

115plates. 

Hideaki Ohba (大場秀章)and Samar 

B. Malla eds. 

The Himalayan Plants， Volume 2. 

本報告は1983年から数次にわたり行われたヒ

マラヤ地域の植物学に関係する7編の論文を収

載したものである。世界の屋根ともいわれるヒ

マラヤ山脈の植物相の実態やその特性は現地調

査の困難さも加わって、いまだ一部しか解明さ

れていない。標記の論文集第2巻に収めた7編の

論文は23名の日本・ネパール両国の植物学者に

より執筆された。 7編中4編はイネ科、カヤツリ

グサ科、ツリフネソウ科、キンポウゲ科に関す

る分類誌的研究、残り3編は、ヒマラヤ地域に

東京大学総合研究資料館ニュース22号
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自生する樹木の材解剖学的記載、パラ科ヘビイ

チゴ属植物の解析研究ならびヒマラヤ高山帯の

崖錐植生のミクロスケールの解析に関するもの

である。

東京大学総合研究資料館研究集報第3号

(1991年)

The University Museum， The University of 

Tokyo， Nature and Culture， No. 3， 107pp. 

Makoto Shimizu (清水誠)and Toru Taniuchi 

(谷内透)巴ds.

Studies on Elasmobranchs Collected from 

Seven River Systems in Northern Australia 

and Papua New Guinea. 

本書はオーストラリア北部とパプアニューギ

ニアで実施した「淡水産板鯉類の適応および系

統進化に関する研究J (文部省科学研究費補助

金国際学術研究)の成果を取りまとめたもので

ある。 1989年と1990年の両年にわたりオースト

ラリア北部の4河川、パプアニューギニアの3河

川|から合計7種類、 67尾に及ぶサメ・ェイ類を採

集した。各河川毎に1種類に付き少なくともl尾

の板鯨類標本を日本に持ち帰り、総合研究資料

館水産動物部門の登録番号をつけて保存しであ

るO ニカラグア湖を除けば、かつてこのような

総合的、体系的な淡水産板鯨類の研究は行われ

たことがなく、ましてや1つの論文集にまとめ

られたのは本書が初めての試みである。内容は、

7河川における67標本の採集内訳、オーストラ

リアにおける4種の淡水産板鯨類の記載、パプ

アニューギニアの3河川水系で採集した4種の板

鯨類の記載、河川に流入する海水中で採集した

ノコギリエイの浸透圧と分類学的再検討、淡水

産板餌類の体液組成、塩類排出器官である亘腸

腺の組織学的検討、淡水産板偲類の年齢と成長、

ノコギリエイの吻両側に並ぶ練数にみられる性

的二型、淡水のノコギリエイから採集した外部

寄生虫(うち1種は新属新種、 1種は新属)の記

載、タンパク質の電気泳動解析による種や固体

群の異問、以上の10篇である O 第1号、第2号と

比べると頁数は少ないものの、内容としては遜

色ない研究報告である。

発行日平成3年 7月10日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長 養老孟司)

東京都文京区本郷 7-3 -1 TEL3812-2111内線2801

印 刷糞文社

東京都千代田区西神田3-5-5 TEL03(3238)9939 
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岩石表面のカラー電顕像

分析走査型電子顕微鏡のSEM像(明度)、 CaのX線像(赤)、 SiのX線像(縁)を合成 L

て表示したス力)1-ン(石灰岩が熱水による交代作用を受けて生成した岩石)の破断面、赤

色部が方解石、緑色部が石英、黄色部がザクロ石、横幅は約550μm



走査型電子顕微鏡画像に色をつける 正路徹也

総合研究資料館の鉱山部門は、工学部資源開

発工学科*が100年余りの歴史の中で集めた、

日本のみならず世界各国の岩石、鉱石、鉱物、

石炭、石油等の資料を収蔵している。ところで、

我がUniversityMuseumの日本語名は資料館

であるが、我々岩石や鉱物を扱う者は sample

ないしspeClmenの日本語訳として試料を使う。

資料館には我々のような具体的な物(試料)そ

のものが研究の主たる対象で、ある部門以外に、

古地図のように物それ自体よりもそこに残され

ている情報が研究対象となる部門があるので、

「資料館」と名づけられたのだろう O

試料を主たる対象とする研究で、は、試料のキャ

ラクタリゼイションが重要である O ある場合に

は、キャラクタリゼイションの結果そのものが

研究の最終目標である。この場合、研究成果は

「試料の記載」として報告される。別の研究で

は、試料の記載は単なる研究の前段階で、記載

された試料の諸性質にもとづいて多方面からの

推論や議論が展開される。しかし、いずれの研

究にしろ、資料館の試料を使う研究では、キャ

ラクタリゼ、イションが不可欠である O

1960年代、電子顕微鏡とX線分光器を組み

合わせた装置 (X線マイクロアナライザーある

いは分析電顕)が広く普及し、今や岩石や鉱石

の研究にとっても不可欠の武器となっている。

1μm以下に絞った電子線で、試料表面を走査す

ると、試料から二次電子が飛び出す。走査型

電子顕微鏡 (SEM:Scanning Electron Micro-

scope)では、電子線の照射位置をブラウン管

(CRT)上の点に、発生した二次電子の量をそ

の点の輝度に対応させて表示する O このとき得

られる画像を二次電子像ないし SEM像とし、う。

この画像から、対象物の形が分かる。なお、 S

EM像の各点の輝度は試料の平均電子番号と試

料表面の方向によって決まる。電子線を照射さ
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れた試料からは、構成元素の特性X線も発生す

るo この特性X線を分光して、二次電子像と同

様に、結果を CRTに表示するとX線像が得ら

れる。ただし、 X線像は SEM像と違い、輝度

は二値化されていて検出器に入射したX線光子

の有無のみを出力するので、点画像となる O 以

上の説明から明らかなように、 SEM像は対

象物の形を、 X線像は化学組成の空間的変化を

示す。次ページの3枚の写真は、左からスカル

ン(石灰岩が熱水による交代作用を受けて生成

した岩石)の破断面の SEM像、 CaのX線像、

SiのX線像である o SEM像の濃淡パターンか

ら、試料表面の起伏が分かる O また、中央部の

コントラストがその周囲と違うことから、この

部分の物質が周りと違うことが分かる。 X線像

は2枚とも、点、の多い部分、少ない部分、ほと

んどない部分からなっている o Caの多い部分

にはSiがなく、 Siの多い部分には Caがない。

実は、それぞれ方解石 (CaC03)と石英 (Si02)

である。また、 CaとSiがともに存在する部分

はザクロ石 (Ca3(Al，Fe)2Si30心である。 SEM

像と SiのX線像を比較すると、 SEM像でコン

トラストの異なる部分は石英であることが容易

に分かる O しかし、 SEM像とX線像を較べて

みても、 SEM像で方解石とザクロ石の区別は

つかないであろう。 SEM像で両者を区別する

ためには、 X線像と重ねてみなければならない。

ところが、 2枚の写真を重ねて透かしてみても、

通常両画像とも印画紙に焼き付けてあるので暗

過ぎて、両者の関係はなかなか把握できない O

そこで、現在計算機内で両者を合成し、結果を

グラフィッグディスプレイ上にカラー表示する

ことにより、両画像を重ねるとし、う仕事をして

いる。その一例が、表紙のカラー写真である。

写真で赤い部分が方解石、緑の部分が石英、黄

色い部分がザクロ石である O また、明度の変化



スカルン表面の SEM像。

横幅は約550μm

スカルン表面の CaKα 線像 スカルン表面の SiKα 線像

から対象物の形が分かるであろう。

表紙の写真は次のようにして作成した。光の

3原色は赤 (R)、緑(G)、青 (B)、である O

それぞれを適当な階調(例えば256) に分け、

3次元の霞交空間に表示すると、すべての色は

R、G、Bを直交軸とする立方体内の点として

与えられる。このとき、原点は黒 (K)、原点

から最も遠い頂点は白 (W) となり、明度は K

からWvこ向かつて(すなわち対角線に沿って)

無色(灰色)から次第に高く(明るく)なる。ま

ず、この対角線に沿う明度変化に SEM像の輝

度を対応させる O 次に、画像のある点に Caの

みがあるときはその点を表示する色を先の対角

線からR軸方向に、 Siのみがあるときは G軸

方向に、 CaとSiがともにあるときは R軸と G

軸の2等分線 (y軸)の方向にずらせる O これ

により SEM像が画像の明度の変化として、 2

枚のX線{象が色相の変化として表示される。
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このような方法を使うことにより、試料のキャ

ラクタリゼイションが容易になり、試料を使う

研究が推進されると期待している。

なお、走査型電子顕微鏡画像のカラー合成で

は、三洋テクノマリーン(株)の協力を得た O

記して感謝の意を表する。

(工学部資源開発工学科・教授、本館鉱山部門

主任)

*1879年に採鉱・冶金学科の第一回卒業生が出

て以来、学科名称は、他学科との統合、分割を

含めて、採鉱、鉱山、鉱山・冶金、鉱山，資源開

発と変わってきた。



展示紹介 美術史部門

資料館入り口からイルカやアンモナイトを過

ぎたあたり大地球儀の反対側にすりガラスに固

まれた小空聞がある(図1)。ここには他の展示

物とは異質な趣の数点の陶磁器が置かれている。

これらは年月を経て愛玩されてきた美術品で、あ

り、ただ科学的な研究目的にのみ収集されたも

のではない。

現在、美術史学研究室に収蔵されている胸磁

器は四十数点、陶片を含めて五十点ほどである。

これらの陶磁器の存在は殆ど等閑に付され、調

査されたのはこの数年来のことである。これは

図1資料館展示ケース
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矢島律子

当研究室に絵画研究中心の伝統があることにも

よるだろう。従ってこれらの収集品が誰によっ

ていつごろ譲渡されたのか、その経緯は明らか

ではない。ただ、昭和十年代前半に奥田誠一氏

が、昭和二十年代前半に小山富士夫氏が当大学

で講義をされたとのこと、また奥田誠一氏が講

義をされた時点で、すで、にこれらの陶磁器が存在

していたように記憶するとし寸先輩氏の談話か

ら、あるいはこうした陶磁史研究家を介して当

研究室が収蔵するに至ったものかと推測する。

また、陶磁器を納めた箱から関東大震災の新聞

記事が発見されたことや収蔵品の

いくつかに焼成時ではなく、後か

ら何らかの火を受けたと思われる

痕跡があることから、寄贈の契機

を推し量るのみである。

その内容は新羅土器、高麗青磁、

李朝の白磁・粉青沙器・黒紬磁を中

心に、影青などの中国陶磁数点及

び国籍不明の雑器数点からなる O

掬片は殆どが高麗青磁である。

最も質の高いのは高麗青磁で、 12

世紀のいわゆる藷色青磁の輪花皿

や輪花碗はニューヨーグ・ロックフエ

ラー・コレクションのものに類する

美しいものである O また13tl土紀頃

の典型的な象最青磁の碗や合子が

ある O ごく初期の原始的な青磁と

思われる例も入っており、陶片と

あわせて初学者には格好の資料と

いえるだろう O

李朝陶磁では、茶道関係の陶磁

は刷毛目茶碗以外殆どなく、三島

や刷毛目の鉢、白磁の大査や瓶な

どが主だったものである O この他、

黒軸や褐軸の掛かった厚手の土瓶

など、必ずしも断言できないもの

の朝鮮半島の胸磁ではなL、かと思



われる興味深い資料が含まれている。こうして

みると、この収集は大正頃からひろまった新し

い陶磁鑑賞の視点に基づいており、作品の美し

さだけではなくその発生や他の地域との関連ま

で探求しようとする、より科学的な姿勢が窺わ

れる O

現在は以上の収集品のうちから、碗を中心に

朝鮮半島の陶磁が展示されている O 両脇に大型

の袋物として、青磁陰刻蓮唐草文瓶と白磁陽刻

十長生文瓶(図2)を並べ、間の覗きケースに

粉育沙器白泥地刷毛目碗、粉青沙器印花縄簾文

鉢(図3)、青磁象眼雲鶴文合子、青磁陽刻童

子花文輪花鉢、青磁陰刻蓮弁文碗、青磁碗を展

示しである O 各々については解説のプレートが

ついているので詳細は述べない。

収集品全体を見ると名品といえるものはそれ

ほど多くはないが、中国陶磁は典型作が多く、

朝鮮半島の陶磁は新羅以障がほぼ通観できるよ

うになっており、まとまった研究資料となって

いる。今後も展示替えなど考慮して、多くの人

の陶磁史研究に対する理解を深めるように努め

たい。(美術史学科・大学院博士課程3年) 図2白磁陽裏Ij十長生文瓶(李朝)

図3粉膏沙器印花縄暖簾文鉢(李朝)
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部門紹介 人類@先史部門 遠藤寓理

自然史科学のひとつである人類学においても、

標本を集めながらそれを研究する者の心にはゆ

らぎがあり、それもひと様々である。その標本

から新しい発見に向けて一気に突き進みたいJむ

もあれば、採取した標本を丁寧に整理して、丹

念に研究を一段づっ積み上げていく心もある O

この総合研究資料館に収蔵されている古人骨の

収蔵槻を見るとき、そのような様々な心を考え

ることあがる O

最初の収集者であった医学部解剖学教室教授

の小金井良精博士は、明治時代の東京大学には

あったすばらしい博物館思想の持ち主であった

ようである O 小金井博士は日本の古人骨形態学

の創始者の一人であり、世界で代表的な人類学

の概説書に今日まで数多く論文を引用されてい

る研究者である。小金井博土は自然史研究者の

極端に典型的といえる態度で、現世のものであ

れ過去のもので、あれ全ての人骨標本を一つ一つ

了察に整理し、きちんと記録を書かれてから戸

棚に収納され鍵をかけられたそうである。他の

人の目にはひどく極端な態度に見えたらしい。

しかし、標本に記入された記号も誰でも理解で

きるようにされていて、記録簿と即座に対照で

きるようにされてあった。

小金井博士の克明な記録簿は、後の自然、史科

学の心を理解しない人々にとってはあまり必要

には見えなかったらしい。いったんは捨てられ、

また同じ志の若い研究者によってごみ捨て場か

ら回収されたと聞いている O 現在、その記録簿

はこの総合研究資料館の医学部門に大切に保存

されており、それに対応する古人骨標本は医学

人類標本室に再整理されて収蔵されている。

古人骨に関しては、その直後もやはり有名な

研究者が活躍されたが、この研究者は逆方向に

極端で、研究に逸るあまり標本に対応する記録

簿も書かれず、標本自体に記入された記号も本

人しか理解できないものであった。その研究者

の没後、これらの標本を総合研究資料館に収納

するとき、私には大変困った経験がある。結局、

不明標本として整理するしかないものがかなり

あった。ただ、そのなかの一部の標本について

は、それらを直接の研究対象とする若い人が最

6 

近になって現れ、論文と対照しながらようやく

記録簿を作成してくれた。しかし、少なくとも

それが出来たのは、この研究者も有能で、次々と

論文を発表し続けたからである。

(理学部人類学科・教授、本館人類・先史部門主

任)

小金井記録簿

小金井標本

番号のみの不明標本



小櫨川河口干潟の自然

小横JII(おびつがわ)は千葉県木更津市北部

を流れ、東京湾に注ぐ美しい河川である。交通

の便もよいため、東京からであれば一日で十分

に自然と接する時を過ごすことができる。

小橿川河口のように大規模な干潟が発達する

条件は限られている O まず波静かな内湾である

こと、多量の土砂を供給する河川があること、

それに、満子による潮力が必要である O 波や海流

の力が弱し、内湾の河口では、河川が運んできた

土砂がその場で堆積し、さらに堆積した土砂を

緩慢な潮の流れと満干による潮力が長い年月を

かけて遠浅な子潟地形を造り上げてきたのであ

る。例えば干満差に乏しい日本海側では、干潟

は発達しにくい。また、同じ太平洋に面した駿

河湾でも大規模な子潟の発達を見ることはでき

ない。湾口が大きく聞いているため、黒潮から

分岐する強い沿岸流が湾内に浸入し、土砂が運

び去られてしまうからである O

干潟地形は前浜と後浜とに大別される。前浜

とは私たちが潮干狩などを楽しむ場所で、干潮

時には平坦な砂浜が沖合まで現れるが、満潮時

には完全に海面下に没する。前浜では陸側から

沖合に向けた環境勾配に従い、帯状に生物が棲

み分けている O 所々に「湾(みを)Jと呼ばれ

る小さな水路ができ、そこには顕花植物である

アマモ、コアマモ、海諜類のアオサ、オゴノリ

などが生育し、稚魚、貝類、甲殻類などにとっ

て絶好のすみかとなっている O 後浜とはいわゆ

小櫨川河口付近

7 

塚越哲
理睡留臨盛鍾趨置鶴田

る後背湿地で、アシが繁茂する塩性湿地、満潮

の時のみ海水が流入する塩沼、潮と河川との流

れによってできる感潮クリーク(水路)などが

発達している O 後浜の水域は潮の満干ばかりで

なく河川の影響も強く受け、季節あるいは一日

を通して、大きく環境が変化する。例えば感潮

クリーグの塩分濃度は、春の大潮の満潮時には

30指(外洋水は約34%;;)まで上昇し、長雨が

続いた日の干潮時には4括まで低下する。環境

変化が激しく、一見生物にとって棲みにくい環

境のように思われる後浜にも、驚くほど多くの

生物が生息しており、その殆どは干潟にのみ適

応した固有の生き物たちで、ある O

私は後浜の水域に生息するオストラコーダと

呼ばれる微小甲殻類について調査をしているが、

既に2、3の新しい分類群を確認している O ま

た、欧米ではその存在が報告されているが、本

邦での生息は知られていなかった分類群もここ

で見ることができた。それらはすべて干潟とい

う特殊な環境にのみ生息している。私が調査し

ているのは、干潟に棲む生物全体のほんの一群

に過ぎなし、。私たちがまだその存在さえも知ら

ない生物は、この干潟にまだたくさん生息して

いるに違いない。その分類学的・生態学的な調

査にはこの先勝大な時聞を必要とする。

戦前まで、東京湾東岸では、湾奥から富津岬

に至るまで、の数十kmに渡って干潟が発達して

いた。戦後の近代化と高度成長に伴って干潟は

急速に埋め立てられ、今

まで、はその約90%を失っ

てしまい、背後湿地まで

保存された広大な干潟は

東京湾では小橿川河口が

唯一である O

干潟が作り出す単位面

積当りの自然有機物の生

産量は、人聞が生産に携

わる農耕地の2倍以上あ

るといわれる。有機物を

生産しているのは、他で

もない干潟に棲む生き物

Tこちである。彼らは有機



物の生産と同時に水中の汚れや老廃物を浄化し

ている。東京湾の海上、あるいは上空を旅する

ことによって、彼らの働きぶりを目の当たりに

することができる O 干潟沖合だけは明らかに海

水が他よりも澄んでいるからである。

最後に小橿川河口干潟の自然に深い理解と豊

富な知識をお持ちであり、私に研究のきっかけ

を提供して下さった日本大学文理学部応用地質

学教室の小杉正人博士にこの場をお借りして御

礼を申し上げたい。

(本館生物系研究資料室・助手)

新刊紹介

総合研究資料館標本資料報告第23号 (1990年)

栗栖晋二 (KURISUSinji)・
米倉伸之 (YONEKURANobuyuki) 

東京大学総合研究資料館所蔵地図目録
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Catalogue of Maps Preserved in The Depart-
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トコロチャシの溝の断面

トコロチャシの溝の断面 新旧2本の溝が見られる O 左側の溝が新しく、右側の

溝にj留まっている白い士を切って、新たに溝が作られていることが明らかである O

遠くには常呂川の水面を望むことができる O

1 



北海道トコロチャシの調査

トコロチャシはオホーツク海斜面の最大の河

川である常呂川の川口から約500m棚ったとこ

ろにある近世アイヌ期のチャシの跡である。常

呂川は大雪山系に源をもち、北見盆地を横切り、

オホーツク海に注ぐ全長120kmほどの川で、流

域面積は約2000km2、北海道第5の流域面積を

もっ川である。

チャシというのはよく「砦」と訳されること

が多いが、必ずしも防御を意味するものでもな

く、溝などにより周囲から隔離した場所を意味

すると理解すべきである。聖なる場所、見張り

の場所などである。その一部に戦の時に使われ

たものが含まれることになる。

チャシの成立は 15世紀頃になろうが、和人

の侵入などを契機にして、部族内の緊張が高ま

り、戦闘のためのチャシが作られたものと思わ

れる O これらは17~18世紀を中心にしている。

根室地方・釧路地方・十勝地方などを中心にして

北海道内には500を越えるチャシが確認されて

いるが、その規模および内容はさまざまである O

トコロチャシは網走市の西隣の町であり、ホ

タテ貝の養殖で知られている常呂町の市街地を

望む台地上にある。規模は45x 25 m ほどで見

かけ上、 1本の幅5mほどの溝が東と南をL字状

に区切り、西は常呂川への急崖となり、北は常

呂川へ注ぐ小沢に向かい、やはり急な崖になっ

ている。標準的な規模のチャシということが言

えよう。

北見・網走地方は必ずしもチャシの多い地方

ではないが、網走湖の周辺などには、かなりの

数のチャシがある。

文学部のこの地域の調査は1957年以来、毎

年実施されている。 1965年には学内の措置に

より常目研究室が、 1973年には文学部附属北

海文化研究常呂実習施設が設立されている。こ

こを拠点として、日本列島の文化の大陸からの

窓口の一つであった「北の道」の調査・研究を

するとともに、文学部考古学研究室の学生の野

2 

藤本強

外調査の実習を行っている。

常呂川のJII口地帯には、多くの遺跡が密集し

ており、全国有数の遺跡密度である O しかも大

規模な遺跡が多く、種々の性格をもった遺跡が

ある。常日川の川口から我が国第3の湖である

サロマ湖に向かい、オホーツグ海に沿って延び

る砂丘がある O ここに東西5km、2500を超える

数の竪穴住居をもっ史跡「常呂遺跡」がある O

これと北海道最大の規模をもっ縄文時代のトコ

ロ貝塚など、常日平野を取り巻く砂丘と台地上

には、連綿と遺跡が続いている。いずれも北海

道を代表する遺跡である O 常昌川の恵みを求め

て人々が集まったのであろう O

こうした遺跡からは、日本列島の他の地域に

はあまり見られないアジア大陸起源の遺物がよ

く発見される。黒龍江流域に類似のものがある

縄文時代早期の「石刃鍍」を伴う石器群、やは

り黒龍江流域に中心をもっ鞍輯、女真に関係す

る遺物を出土する、平安時代から鎌倉時代に平

行する時期のオホーツク文化はその代表的なも

のである O

文学部の調査はこの地域では組織的な調査の

先駆けとなっていたため、この地域の基準にな

る資料となっているものが多く、初期の調査の

際に出土した遺物のかなりの部分が、総合研究

資料館に収納されている O 近年の調査関係の遺

物は実習施設に併設されている常巨資料陳列館

に保管され、一般公開されてしる O 双方ともこ

れを目的に来館する研究者も多い。

トコロチャシの調査は文学部考古学研究室に

より 1960年と 1963年に実施されており、 1991

年の調査は3回目の調査ということになる。 ト

コロチャシのある台地上からは、前回の調査時

に縄文時代の早~晩期、続縄文時代、擦文時代

の遺構・遺物が発見されており、歴代の居住が

確認されている O

なかでもこの地域特有の文化であり、ルーツ

が樺太にあると考えられるオホーツク文化の時



トコロチャシの柵手1] 手前がチャシの内部であり、ここにほぼ2mおきに3個の柵列用の杭穴があ

り、外債IJにも2個の杭穴が開いている。柵列用の穴はチャシを取り巻く形であるものと考えられる。

期の居住は大々的なもので、オホーツク文化の

基本的な性格の多くがこの遺跡の住居祉から明

らかにされた。またその後、墓祉も調査され、

多くの事実が明らかにされている。

前回の調査がオホーツク文化の遺構が中心で

あり、チャシはトレンチによる部分的な調査に

留まっていたので、チャシに関しては、多くの

不明な点が残されていた。その点を明らかにす

るため、チャシの潜を中心にして平面的に調査

し、 トコロチャシについてのさまざまな状況を

確認していくことした。

まずこ、前回の謁査から既に25年以上を経過

して、各地のチャシが新たに確認され、その多

くが測量調査などにより、規模なども明らかに

なってきている O 前回の調査時には、チャシの

年代すらはっきりしたことはわかっておらず、

この遺跡の調査によりその一端が確認で、きたと

いう事実もある O

また、各地の事前調査を始めとする近年の調

査により、チャシの発掘調査もかなりの数がな

されており、チャシを取り巻く多くの成果も蓄

3 

積されている O このような状況の中でトコロチャ

シを再度発掘調査することにした。

本年の調査は前田の調査の調査区を確定する

ことなどに手間取って、大した面積を調査する

ことはできなかったが平面的な調査をしたため、

溝の内外の柵列の跡を杭穴から推定することが

できている。チャシの機能を探る上で重要な発

見である。

また、前回ははっきりしなかった火山灰との

関係も比較的短い期間に作られた新!日2本の溝

のうち、少なくとも新しい潜はトコロ火山灰N
と呼んでいる火山灰が降った後に構築されてい

ることが明らかになった。今後数年にわたる調

査の中でチャシの性格の一端が究明できること

が期待される O

こうしたチャシをめぐる一般的な問題の解決

とともに常日地区の地域史の中にトコロチャシ

を正しく位置付けていくことも今回の調査の重

要な目的の一つである。

(文学部考古学研究室・教授、本館運営委員)



展示紹介 ガンジスカワイルカ 神谷敏郎

暗乳類のなかで水中に生息環境を求めて特殊

な進化をなしとげた鯨目は、史上最大の動物で

あるシロナガスクジラ(体長が30m、体重は

100t以上にもなる)から、成体でも体長が1.5

mほどしかなし、小型イルカのスナメリまで、 78

種ものクジラ・イルカ類から構成されている。

鯨類の生物学的研究においては、太古に地上

を四つ脚で摺歩していた動物が、どの様にして

水中に進化し、現在の形態と機能を獲得したの

かとし寸謎解を欠かせない。この興味ある研究

課題の解決には、化石鯨類についての古生物学

的な研究とともに、現在地球上に生息している

鯨類の中で最も原始的な形質をもっ種類につい

て研究することになる。鯨類の中で「生きてい

る化石」にあたる種類を探索してみるとカワイ

ルカ科のヨウスコウ、ガンジス、インダス、ア

マゾンおよびラプラタの各カワイルカがあげら

れる G いずれも歯鯨類の祖先にあたる化石鯨類

にみられる原始的な特徴を多く保持している現

生種だからである。

カワイルカは種類によって体の大きさが異な

るが、成体の体長が1.5mから2.5m ほどの小型

のイルカである。東京大学では海洋研究所が主

体となって学内研究プロジェクトとしてカワイ

ルカに関する学術研究が69年から 81年にかけ

て実施され、 4次にわたる海外学術調査も行な

われ、多くの研究成果をあげた。本館を入りす

ぐ右側に展示されているガンジスカワイルカは、

ノミングラデシュのメグナ川流域での野外調査時

に漁師から譲り受け持ち帰られた標本で、ある。

大海に広く生息する海生のイルカと、淡水生

のガンジスカワイルカの体形を比較してみると、

両種の聞で顕著な違いは顔付(頭部)にみられ

る。カワイルカの上下の顎骨は大変長く突出し

ていることと、目が小さい点が目立つ。ガンジ

スカワイルカの頭蓋骨を見ると長い顎骨には鋭

L 、多数の歯が生えている。また、上顎骨の外縁

はドーム状に隆起して特殊な骨を形成している

(写真参照)。他のイルカには見られないこの構

造は、イルカ類が用いている超音波による響測

行動(エコロケーション)の能力を一層高める

f動きをもっている O この{也、カワイルカでは日凶

を取り囲む頭蓋の部分が小さく、脳も大変小さ

い。 海のイルカでは大脳表面に発達の良い脳溝

(シワ)がみられるが、ガンジスカワイルカの

脳溝はイルカ類の中でも単純である O

ガンジスカワイルカの存在はカワイルカ科の

中でも最も古くから知られていて、ローマ時代

ガンジスカワイルカの頭蓋骨(インド博物館所蔵襟本)
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の博物学者ブリニウスに

よって「インドのガンジ

ス)11 ~こ t主 Platanista と

いう大きな魚(イルカ)

が棲んでいる」と紹介さ

れている。学名の Plata

nista ga刀gθticav主ここ

から採られてL、る。ネパー

ルやブータンの川にもガ

ンジスカワイルカが分布している。ヒマラヤの

麓でカワイルカが見られる、と言うと以外に思

われるかも知れないが、ガンジス@ブラマプト

ラ水系の源流はヒマラヤ山系にあるので分布の

上限流域にあたる O ただ、ネパールのカワイル

カはすでに絶滅してしまったのではないかと憂

慮されている O 水力発電のダム建設が主因で川

の生態系が激変したためで、ある O この点はヒマ

ラヤの山国にかぎらず、南米にしても人間の生

活とのかかわりの深い河川に棲むカワイルカを

取り巻く環境は年々悪化してきていて、水生日甫

乳類科学の分野ではカワイルカ保護が緊急課題

となっている O

中国大陸のど真ん中を貫流している揚子江

(長江)の中・下流域にはヨウスコウカワイルカ

が生息している。揚子江流域でも近年の著しい

経済発展にともなう汚染から、カワイルカの生

息数が激減しており、現在では300頭たらずと

なり今位紀末にはその姿が地上から消えてしま

うと心配されている。中闘ではヨウスコウカワ

イノレカをパンダ同様に「国宝獣」に指定して保

護の啓蒙を計り、揚子江の支流にはカワイルカ

自然保護流域を設けるなどして、保護対策にカ

をいれてきている。私達もアジアの構成員とし

てアジアのカワイルカを見守り、その保護に協

力してL、く責務があるだろう。

(筑波大学医療技術短大部・教授、本館客員研

究員)

5 

漁師に抱きあげられたガンジスカワイルカの子供

ガンジスカワイルカの脳(上面)。脳重は280gで、体がほぼ
同じ大きさの海のイルカの脳の 1んほどしかなく小さい。

ヨウスコウカワイルカ愛護の切手
(中国で1980年12月に発行された)



部門紹介 岩石・鉱床部門

地球や惑星の物質の多くは岩石と合金である O

岩石は通常200種ぐらいの鉱物とガラスから成

り立っているが、その量比、大きさ、並び方、

化学組成などの違いで、おどろく程多様である O

岩石・鉱床部門には地球の多くの地域から集め

られた著名なクランツ標本や世界的な火山学者

であった久野久教授の世界各地の火山を構成し

ている岩石のコレクションや彼の指導下にあっ

た多くの著名な岩石学者の研究標本が収納され

ている。それらは多くの場合論文として記載さ

れた岩石標本であるので、教育用の標準試料と

しても、また、異なる角度からの研究用標本と

しても有用であり、現在でもひんぱんに利用さ

れている O

ところで岩石標本にはずいぶんと多様性があ

ることを述べた。実際、人類が手にとって見ら

れる岩石には、岩石学の進歩の結果随分と広い

時間・空間の領域で作られたものがあることが

わかってきた。たとえば、地球深部 100~200

kmぐらいの所のマントルを形づくっている超

マフィック岩や太陽系内の微小天体であったさ

まざまな恒石などがある。かつて部門紹介で日

本列島下のマントルを構成する岩石を紹介した

ことがあるので、今回は約46億年以前に、も

ともとはガスであった太陽系の惑星や衛星、コ

メット、小惑星、関石の原料となったダストと

呼ばれる微細な鉱物やその集合体を紹介しよう。

関石には炭素質コンドライト、普通コンドラ

イト、エコンドライト、鉄慎石などがある。こ

のうちエコンドライトや鉄慣石は、元来がやや

小さめの惑星であった天体が46億年前のいろい

ろな天体が互いに衝突している際に破壊した部

分が微小天体となったものと考えられている O

一方コンドライトと総称される慣石は、特徴的

にコンドリュールと呼ばれる1皿ぐらいの球形

を呈し、一旦融けて、その後急冷したものと、

その聞にマトリッグスと呼ばれる極微細な結晶

の集合から成り立っている。
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鳥海光弘

コンドライトのうち炭素質コンドライトは炭

素を多く含むのでこの名前があるが、その他に

白色包有体と呼ばれるアメーパ状に不原則な形

をした鉱物の集合体(約1mmぐらいの大きさ)

をもつことで有名である。 1969年2月メキシコ

のアエンデ村に落下したアエンデ損石は総重量

2トンにも達する炭素質コンドライトであった

が、次のような事実が明らかにされるに及んで

世界中を興奮させた。その平均的化学組成が太

陽大気のそれと酷似していたこと。上で、のベた

白色包有体が見い出されたこと。それが予想さ

れていた原始太陽系星雲の初期の頃にガスから

凝縮して出来たゲーレン石、アノーサイト、ス

ピネルなどの鉱物から構成されていること、な

どが次々と明らかにされていった。

そして、 1973年、シカゴ大学のクレイトン

グロスマン、マエダ博士らはついに太陽系の物

質とは異なる酸素同位体比をもっ未知物質の存

在をつきとめた。この事実は、太陽系を作る物

質がもともといくつかの異なった元素合成プロ

セスを経てつくられた元素が混さ守って出来たこ

とを示すものであり、そのような元素が白色包

有体にのみ検出されることは、混合はきわめて

不均質であることを示すものであった。

アエンデ慣石はたぶん原始太陽系星雲で起こっ

たさまざまな出来事を記録しているのであろう o

原始太陽系星雲のガスから雪のようにただよう

結晶はどのようなものであろうか。コンドリュー

ルや白色包有体は熱せられたりして形を変えて

いる O 一方マトリックスの細粒結晶はもとの姿

をそのままとどめているようである O 図に示し

たものは、このような結晶の最も小さいものの

一つである。マトリックスを埋める微細な結晶

は大きさが約10μmから1nmぐらいまである。

そのうち最も数の多いものは約5nm程度の結

晶であることがわかって来た。それはかんらん

石、き石、スビネルなどの鉱物である。写真で

はそれらの結品が多角形の成長形を保って集合



1図 アエンデ隈石中のマトリックスを埋める微締結品
(超微粒子)の電子顕微鏡写真

体を形づくっている。このくらいの大きさは超

微粒子と呼ばれ、表面が体積に比べても無視で

きない程度に多くなり、少しの熱エネルギーや、

やや高温下におかれるとたちまちにしてより大

きい粒子へと集まり融合してしまう。雪のよう

にきれいな成長形を保持していることは極めて

低い温度のもとにおかれつづけていたことを示

7 

すものであろう O

46億年前の太陽系に降った珪酸塩結晶の雪

と1992年の警とに思いを置くのも面白いもの

である O

(理学部地学科地質学教室・教授、本館岩石・

鉱床部門主任)
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群生するセイタカダイオウ Rheumnobile (タデ科)

ネパール東部ジャルジャル・ヒマール、海抜4，300mにて、 1991年8月

1 



セーター植物@温室植物に挑む

1991年夏、ネパールにヒマラヤ高山帯の植物

の特性は何かを調べに出かけた。

本総合研究資料館は、世界のヒマラヤ植物研

究のセンターのひとつとして機能している。第

2代館長でもあった故原寛名誉教授が1960年代

に開始した研究が基礎となったものである。

以後、後継者らによる30年に及ぶ長い研究調

査が続けられ、目的も多様化した。研究の蓄積

はいっそうの解析的研究を可能にした。

1991年の調査は、電気で駆動する機器を用い

て光合成量などの計測を行なうということで画

期的であった。車で立ち入ることも不可能なヒ

マラヤの高山には、もちろん電気などない。

すべての物資をボーターの背に託してキャン

プを続ける登山に類した行動の中で、測定に必

要な機材、発電機をどうやって持ち込むか?

計測できれば解明される現象が多いと予想さ

れてきたが、運搬が障害となって、なかなか実

現しないでいた。しかし、思い悩んでいるうち

に、計測機器や発電機が進歩し、小型化したの

で、ある O

セーター植物とは、地上部がまるでセーター

光合成その他の測定・調査の光景

2 

大場秀章

ネパールと調査地域(斜線部分)

を着たように、長い毛で、被われた植物をし、う。

温室植物は地上部の一部の葉が半透明化して、

あたかも温室のガラスのように植物体を被う横

物をいう O

セーター植物・温室植物に注目するのは、理

由がある O それは、高山横物には平地の植物に

比べて嬢生化したかたちをもっ種が多いのに、



セーター植物も温室植物もその逆で、百大化し

ている O

温室植物を代表する、セイタカダイオウ Rhe-

um nobileは写真のように、人の背丈にも達す

るO セーター植物の代表ワタゲトウヒレンは、

直径30cmにもなる。

棲生化がふつうな高山なのに、どうして巨大

になるのか? それは問わないまでも、なぜ巨

大化が可能か、さまざまな視点から総合的に検

討がおこなわれた。

この研究には、日頃野外での研究に馴染みの

少ない形態学、発生学、生理学、細胞遺伝学な

どの専門家も参加した。

せっかく出かけても対象の温室植物やセーター

植物がそこになくては研究は始まらない。ネパー

ル東部のジャノレジャノレ・ヒマールは、 1972年、

1977年にその植物相を調査した。対象としたセー

ター・温室植物があることは確認済みである。

こうして世界ではじめてヒマラヤの高山植物

の光合成を計測することに成功した。他の研究

もおおむね成功した。いまデータの解析が進行

ワタゲトウヒレン
Saussurea gossypiphora (キク科)

セーター植物を代表する

3 

チシマミチヤナギ Koenigiaislandica (タデ科)

媛生形態をもっ穫が多いのも高山植物相の特徴のひとつ

中であるが、予期しない事実も発見された。新

たな謎も生じ、奥の深さを痛感している。

最後に本研究が平成3年度文部省科学研究費

国際学術研究 (03041029)によることを付記す

る。(本館生物系研究資料室・助教授)

セイタカダイオウ Rheumnobile (タデFヰ)

本穫は代表的な温室植物。このような植物の巨大化は
中央アフリ力の高山にもみられる



部門紹介 鉱物部門

鉱物部門は1877年本学創立以後、理学部鉱物

学教室を中心とする本学関係の鉱物学関係者が

集めた鉱物標本を多数収蔵している O そのうち

最も貴重なものは若林弥一郎博士 (1874~1943)

によって蒐集、理学部鉱物学教室に寄贈され、

その後資料館に移管された「若林鉱物標本j

1932点である。標本は2階に常設展示されてい

るが、定永両一教授、豊遥秋博士による詳細な

研究が公になっている(本館研究報告第7号、

1974年発行)。また清水正明博士による紹介記

事が本ニュース4号 0985年発行)に掲載され

ている。

鉱物部門も他の部門と同様、研究・教育にき

わめて重要な役割を果たしている。主に鉱物学

専攻の学生、職員の幾多の研究が本部門の標本

を利用して行われており、また鉱物学実験・実

習、結晶学実験・実習、鉱物学各論などの授業

などへの協力も行っている。

ここで本部門が鉱物学教室と共に開発を進め

ている鉱物・鉱物標本データベース、特に画像

データベースについてふれたL、。一般に、大量

の各種データを取得、蓄積管理しておき、必要

に応じて検索・加工・利用する技術がデータベー

スと呼ばれている。鉱物は、地球深部物質、地

球表層物資、南極関石、月試料などとして、地

第1図・「若林鉱物標本」中の斧石 Ca，(Fe，Mn) AL， 
[OHIBSi4015J (大分県尾平鉱山産)

(研究報告第7号より転載)
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小津徹

球科学、惑星科学などの諸分野、材料物質科学

など広範な分野の研究者・教育者に関心が持た

れて来ている。従って各分野の要望に沿うかた

ちで、基本的データである鉱物名、化合物名、

産地、産状、試料名、化学式、化学組成、文献

デー夕、結品学的パラメター、結品構造デー夕、

元素分配等について、データベースを築きあげ

る努力を続けてきた。

一方近時、各種スベクトルデー夕、平面・立

体図形、写真による表現等、大量の画像をデー

タとする「画像データベース」が大きな関心を

集めつつある。特に大型コンビュー夕、各種記

j憶媒体の飛躍的性能向上、低価格化などによる

ところが大きい。地球科学は、多方面でこの種

のデータベース投手j，jの開発と応用の必要性が痛

感されている分野でもある。しかしながら文字、

数値のデータを扱う一般のデータベースとくら

べて、画像データベースでは情報の抽象度が低

い、と L、う特殊性、また現在の画像認識技術が

不完全であるという理由などにより、実用性の

あるデータベースの確立は困難を極める。鉱物

部門ではかねてより標本の効率的な利用のため

に標本リストの作成なども心掛けてきたが、資

料館が画像情報データベース導入の構想を発表

したのに呼応して、鉱物画像データベース作成

のための問題点を検討してきた O そして本年8

~9月に京都で開催される万国地質学会議中の

鉱物データベースのワークショップに積極的に

参加することとして、鉱物・鉱物標本の画像デー

タベース開発に取り組んでいる。次頁に現在ま

でに組み立てられた画像データベース・システ

ムの概略流れ図を掲載した。

現在、流れ図に示した画像データベース技術

の開発によって、回体地球・惑星物質内の科学

組成の変動を二次元、三次元的な位置と関連さ

せて記録し、これとその物質の微小組織観察と

を融合の上、全体を画像情報として記録させる

試みを行っている。たとえば輝石についての画



DATA 

COMP. CENTER 

(UNIY. TOKYO) 

DATABASE 

KEYEX SUPER8000 SEM 

〆申

二日
BERNOULLI 
DISK 

CARTRIDGE 

第3図:凋発中の画像データベース・システムの概略図

像情報では、その輝石全面の組織の特徴と元素

の分布@変動が記録・蓄積されており、これから

輝石を含む物質の形成と分化の履歴をたどるこ

とが可能となる。

データベースには、新たな技術の開発、改良

の必要性と共に、それがどのような型のデータ

ベースであれ、データの絶えざる蓄積@更新が

必要である。この点については、わが資料館は

大きな役割を果たすことになろう。即ち鉱物部

5 

門では、単に既存既知ないし各方面から発表さ

れるデータを入力することのみによってデータ

ベースの充実を図るのではなく、資料館所蔵の

標本試料、また必要に応じて新たに取得する試

料を用いた実験、観察を通して、データベース

に欠くことの出来ないデータを随時供給する体

制が整っていることによる。

(理学部@講師、本館鉱物学部門主任)



展示解説 西アジア部門所蔵の

Tokyo Lexical Tablet (東京語葉文書) 千代延恵正

当部門に所蔵されている多くのメソポタミア

関係の資料のなかで今回紹介する粘土版文書は

世界各国の古代メソポタミア文明(シュメール

文明)の研究者たちによって TokyoLexical 

Tablet (東京語案文書)と呼ばれている重要な

資料である。この重要な粘土版文書の実物は当

部門に大切に保管されているが、その精密なコ

ピーが当館展示室の一番奥右側のガラスケース

の中に展示されている。大きさは長さ19cm、幅

12.5cmで、あーる。この粘土版文書が当部門に所

蔵された経緯は平山郁夫画伯が当部門主任で、あっ

た深井晋司教授(故人)に贈与され、深井教授

から改めて当部門に寄贈されたものである。と

ころでこの粘土版文書は模形文字で、 sagおよ

び sagから始まる単語群から始まるシュメール

語の語棄とそれをアッカド語に訳したいわばシュ

メール・アッカド語辞典である。そしてこの粘

土版は今までに知られているいずれの辞典にも

属していない極めて貴重な新資料である。この

粘土版は本来は表側4欄・裏側4欄の合計8欄から

成り、最後の奥付によれば352行から成ってい

た。しかし何らかの事情により第4欄と第5欄が

切り取られてしまったために147行目から232行

自までが失われてしまっている。

T'向。...山・IT_bl.t:I帽

6 

シカゴ大学のM.シビ、ル教授によるとこれの

写本と思われるものがイエール大学のパピロニ

アコレクションに、シュメール語部分のみの写

本が大英博物館にあるとのことである。またこ

の出土地は不明であるが幾っかの理由で古代の

エマルの町で、はなL、かと考えられている。また

文末の奥付からはこの辞典はこれで完結してい

る1冊本(1枚本?)であったことが判る O そ

してここに収録されているシュメール語とアッ

カド語には今までに知られていない単語が多く、

音声学的にも語形(綴字)学的にも多くの特徴

が認められる。

ここでこの辞典の中から第3欄114行から136

行自までki-riKA I鼻」に関する部分を紹介し

ておく。まことに驚くことはこの辞典の単語の

配列といい、この項目に人間の「鼻」のあらゆ

る状況が観察されていることといい、いささか

の時代のへだたりも感じさせないことである。

それにしても神殿のうす暗い文書室でまだ柔ら

かし、粘土版を前に葦のペンを持ち、この辞典と

首っ引きで文章を綴っている書記の姿を想像し

てみるのは何とも楽しいものである。

(本館考古美術部門研究分担者)

114) ki.ri KA atρu "鼻"

115) kiri..GUB at:.ku “長い，高い(鼻)"

116) '" kiria-sukud-da kll-ru・1I “短い(鼻)"

117) kiri，.hur ga'Ha'~U111 "鼻をくんくんいわ

せる"

118) kiri..hur ba・1!a.~um “鼻をこする"

119) kiri，.hur lia・ua.sum "鼻先で笑う"

120) kiri，.hur ua-!Ja-runt "鼻息をする"

121) kiri，.si.il.!a ，.(=na・!Ja-rum) “向上"

122) kiri，.tab a・se-tU1J1 "手綱"

123) kiri，.dib ki-ri-di.幼‘ー[bttJ “鼻輪?"

124) kiria-gar.ra SU・削a

125) kiris.gar-ra at-pu so-qa-[tw1tJ "高くした鼻"

126) kiri，.!WD na-ak-su←na-ak-stt) "j;1Jられた(鼻)"

127) kiri，.KUD qα.a$・~1/. "ひっかかれ

た(鼻〕ワ"

128) kiri，.KUD !Ja.am'~lí "皮のむけた(鼻)?"

129) *kiris.{!a-(as)bas ke-el-iwJI "病気の一種"

130) kiri，.dib.ba ~a.ab.twn “鼻をつかまれた"

131) kiris-en-te-na sa-bi-il-[tum] “鼻風邪?"

132) kiri，.su.ga! la.ba・1IU "うやうや Lく祈る"

133) kiri，.hab bi.j-sll “臭い鼻=(蓄膿症)"

134) kiri，ιa !ia・bu-lum “乾いた鼻"

135) kiris"bum hu-um-mu-sum “(鼻の〕皮をむく"

136) kiris"hum ha-am-s1t “ぶかっこうな(鼻)"



公開講座「地球を動くー先史モンゴロイドの移住と拡散」

東京大学総合研究資料館では、下記の要領に

て平成4年度国立大学公開講座「地球を動く一

先史モンゴロイドの移住と拡散」を実施する O

その目的は、平成元年度に始まった文部省重点

領域研究「先史モンゴロイド集団の拡散と適応

戦略J(領域代表者赤津威)の過去3年間の研

究成果を、広く社会一般に公開・公表すること

である。

アメリカの人類学者クーンは、かつて、ニグ

ロイド、コーカソイド、モンゴロイドなど、代

表的な人種が地球上をどのように住み分けてい

たかを調べ、図化してみせた。その中に、ちょ

うど今から500年前、コロンブスのアメリカ大

陸到達を契機とするいわゆる大航海時代幕開け

前夜、すなわちさまざまな人種が相互に激しく

接触、混交、吸収しあうとし、う新しい世界が始

まる直前の状況を想定した図がある。

そこには、地球の3分の2以上、 4分の3近い広

大な地域に住み着いていたモンゴロイドの姿が

描かれている O それは、東アジアを起点とする

先史モンゴロイドが、ベーリンジア(シベリアー

アラスカ陸橋)を渡ってアメリカ大陸へ移り住

み、あるいは大平洋へ乗り出し、あるいは日本

列島へ渡るなど、拡散と移住を繰り返した結果

と考えられる。ところが、彼らがかつて先史時

代に演じたこの壮大なドラマは、いまだにほと

んどが謎に包まれたままである O

モンゴロイドはいつ、どこで誕生したのか、

彼らはどのような適応戦略をもって、いつ、ど

のような自然環境のなかを、どのルートをもっ

て移住、拡散していったのか、そして彼らとコー

カソイド、ニグロイドなどの人種との歴史的関

係はどうなるのか。

近年著しく発展した関連諸科学の新理論や分

析方法を駆使して独創的な研究を実践し、この

ようなさまざまな謎解きをしながらモンゴロイ

ド拡散のドラマのシナリオを書くために始まっ

た重点領域のプロジェグトも、本年、最終年度

を迎えた。

プロジェグトは継続中であるが、これまでの

研究成果の一端を学界のみならず広く社会各方

面に公開するため、公開講座の開講を計画した。

この機会に私どものプロジェクトの目標、内容、

そしてその成果をできるだけ多くの人々に知っ

ていただき、私どももその一員であるモンゴロ

イドとは何か、そのモンゴロイドがかつて演じ

た壮大なドラマのシナリオを、一緒に考えてみ

たし、と思う。(赤津威)

O 開講期間 7月3日-9月 25日 毎週金曜日(7月 11日のみ土曜日)

14:00~17:00 

O 実施場所 東京大学総合研究資料館 1階講義室

O プログラム

7月 3日 赤津威 (東大・総研資・助教授) Iヒト、地球を動く」

11日

17日

24日

31日

8月 7日

14日

21日

28日

9月 4日

11日

18日

25日
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開雄二

百々幸男

闘雄二

米倉伸之
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(東大・総研資・助手)

(札幌医大・教授)

(東大・総研資・助手)

(東大・理・教授)

「モンゴロイド、地球を動く」

「最初のアメリカ人」

「古人骨からみた日本人の成り立ち」

「アンデス文明の誕生」

「最終氷期の地球環境」

大塚柳太郎(東大・医・教授 Iオセアニアへの人類の移動と拡散」

宝来 聴 (国立遺伝研・助教授 I遺伝子からみた日本人の成り立ち」

岡田宏明

斎藤成也

印東道子

落合一秦

赤津威

(北大・文・教授) 「新旧両大陸のクロスロード」

(国立遺伝研・助教授 I遺伝子からみたモンゴロイド」

(北海道東海大・国際文化・助教授) Iオセアニアの人々の環境適応」

(茨城大・教養・助教授) Iヨーロッパ人のみたモンゴロイド」

(東大・総研資・助教授) I先史モンゴロイドと日本人」

7 



総合研究資料館では、一般市民を対象と

した公開講座「環境指標生物種の分類と

同定」を開講いたします。

本講座では自然の中に生育・生息する様々な

生物たちが、どのように私たちの目に触れてく

るのか、またそれらの生物群の観察法や分類の

方法、さらに地球上で歩んだ歴史などが学内外

の各生物群の専門家によってわかりやすく解説

されます。地球環境について学んで、いる方々に

も役に立つ講座です。

紹介されるのは、菌類をはじめ、珪藻類、シ

ダ植物、顕化植物、有孔虫類、線虫類、昆虫類、

甲殻類、魚類に及ぶ多種多様の生物たちで、すO

場所:東京大学総合研究資料館講義室

期日:平成 4年 10 月 1 日~ 1 2月 10日。

:午後 1時30 分~4 時 3 0分。

(毎週木曜日、計 11日間)

フ。ログラム:

10月1日大場秀章(東京大学総合研究資料館)

生物と環境:その進化と現在

10月8日速水格(東京大学理学部地質学教室)

軟体動物の分類と進化生態

10月15日斉藤全生(日本野性生物研究センター)

昆虫類の分類と生態

10月22日塚越哲(東京大学総合研究資料館)

微小甲殻類の分類と生態

10月29日竹内一郎(東京大学海洋研究所)

中型甲殻類の分類と生態

11月5日大場秀章(東京大学総合研究資料館)

高等植物の分類(I)

11月12日谷内透(東京大学農学部水産学科)

魚類の分類と分布

11月19日白山義久(東京大学海洋研究所)

小型底生動物の分類と生態

11月26日小杉正人(日本大学文理学部応用地学)

微化石と環境復元の手法

12月3日杉山純多(東京大学応用微生物研究所)

菌類の分類と保存

東京大学総合研究資料館ニュース25号
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12月10日大場秀章(東京大学総合研究資料館)

高等植物の分類(rr) 

募集期間・平成 4 年 8 月 1 日 ~8 月 3 1日。

定員:8 0名

受講料:8. 3 4 0円(テキスト代含む)

申込方法:必ず往復ハガキを使って、住所、

氏名、電話番号、年齢、職業を明記の上、下記

までお送り下さい。尚、定員になり次第先着順

に締め切らせていただきます。

申込先:干113東京都文京区本郷7-3-1 

東京大学総合研究資料館事務室

生物系公開講座の係

ご不明の点は下記にお問合せください

電話 :03-3812-2111 (東京大学)

内線 28 0 4 :事務室会計掛

内線 28 3 9 :大場秀章

内線 2820:塚 越 哲

案内図

発行日平成4年 7月27日

編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:養老孟司)

東京都文京区本郷 7-3ー TEL3812-2111内線2801

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田3-5-5 TEL3238-9939 
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東京大学総合研究資料館
The University Museum 

1992.11.16 

ハバロブスクのアムール

鳥居博士は、ハノミ p フスグ市に大正8年(1919年)と昭和3年(1928年)のZ度訪れて

いる O その頃のアムール河の情景とはかなり変わっていると思われるが、博士の記

載から考えるとこの写真はハバロフスグ州郷土博物館に隣接する文化の広場から見

た景色て、あろう。
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鳥居龍蔵コレクションー東北アジアの考古資料- 右 代 啓 視

鳥居龍蔵コレクションは、鳥居博士が学会や

大学、公的機関などの要請により、園内調査は

もとより中国の中心部以外の東アジア全域にお

よぶ広範の資料であり、現在、東京大学総合研

究資料館に整理・所蔵されている。その他民族

資料については、国立民族博物館に移管・所蔵

されている O この資料は明治中頃から大正末頃

にかけ収集されたものがほとんどで、鳥居博士

の学問的な関心の中心となった資料である。

近年、東京大学総合研究資料館では、鳥居龍

蔵コレクションの一部である数千点におよぶ写

真資料のカタログ(1990，東京大学総合研究資

料館標本資料報告第18・19・20・21号)を刊行し、

1991年に「乾板に刻まれた世界一鳥居龍蔵の見

たアジア 」と題し特別展示が開催された。こ

れは、学問的視野で、記録された映像資料で、し

かも未発表の資料が大半であり人類学、民族学、

考古学にとっても貴重な資料で、公開されたこ

とは意義深いこととなった。

鳥居龍蔵コレグションには、博士が論文など

で報告した以外にも、写真資料と同様に未発表

資料が多く保管されている。特に考古資料につ

いては、東北アジア考古学研究の出発点として

位置づけられる資料で、その価値については周

知のとおりである o ここ数年、ロシアや中固な

どとの研究交流が公的機関や研究者間などによ

り活発化され、以前に比べ容易に大陸での調査

が実施できるようになってきている。このこと

からも、その資料の比較・検討についても重要

な研究となってきている。

そこで、昨年の9月から11月にかけ鳥居龍蔵

コレクションの考古資料を実見する機会を得た。

それらの考古資料は、先に述べたとおり東北ア

ジアの広範におよぶ地域で調査された資料で、

ここでは、特に樺太(サハリン)、千島、アムー

ル河下流域などの地域にしぼることにした。

この目的については、 5~9世紀頃、北海道北

部から東部にかけ分布する「オホーツク文化の

拡散と年代学的研究」のためである。

2 

オホーツク文化の起源は樺太に求められると

考えられているが、オホーツク海を生業の基盤

とするこの文化は、オホーツク海を取り巻き広

く分布すると L、う考えもでてきている。これは、

オホーツグ文化系の土器がロシア極東地域のオ

ホーツク、マガダンなどの遺跡から出土するこ

とからそれを広義にとらえ、「環オホーツク海

文化」として考えようとするものである。そこ

で、オホーツグ文化の起源についても再考する

必要がでできている O しかも、アムール河流域

に主体を有する同時期の転語(同仁)文化や諸

文化との関係についてもさらに追求しなければ

ならない重要な課題となったので、ある O

したがって、これらの状況からもその課題を

q 埋めるため、サハリン、千島、アムール河流域

の遺跡・遺物の比較・検討が必要となり、鳥居龍

蔵コレクションのデータを収集することにした。

その結果、鳥居龍蔵コレクションの考古資料は、

その比較・検討が総合的に可能で貴重な標本で

あり、各地域、各時期にまたがる膨大なもので、

当時の調査の状況が生々しく伝わるものである。 a

サハリンでは南貝塚、内音、東多来加、鈴谷貝

塚、ハンツーザ貝塚、ノグリキ遺跡などの南北

地域の遺物。千島列島では色丹島、択捉島、ラ

オス島、占守島など、島々の遺跡から出土した

遺物。アムール河下流のニコラエフスグ市付近

ではカモラ、チヌイロフ、クエダ遺跡などの遺

物などこれらを含めると数千点におよぶもので

ある。

これらの資料は、明治32年 (1899年)の北千

島の人類学調査、明治44年(1911年)の南樺太

の調査、大正8年(1919年)の東部シベリアの

調査、大正10年 (1921年)の北樺太・アムール

調査の4回のほか、研究者などから寄贈された

資料もあり、土器・石器・骨角器などや貝・獣骨

などの動物遺存体も保管されている。しかも、

学術的に調査されていることから、資料の属性

についてもある程度の情報が知り得ることがで

きる O 鳥居博士の著書、「北満州|及び東部西伯



利亜調査報告J(1922年)、「人類学及び人類学

上より見たる北東亜細亜J(1924年)、「黒龍江

と北樺太J(1943年)(1鳥居龍蔵全集」に収録)

などの文献上からも資料の情報を得ることがで

きることから一級資料的な価値がある標本であ

るO

このことからも、今後、鳥居龍蔵コレクショ

ンのカタログ化が重要であり、かつ必要なこと

であろう O また、鳥居博士が先鞭をつけた地域

は、今だ解決を見ない課題が多く山積している

のが現状であり、こうしたカタログ作成の作業

の中で課題とされる一端が究明され、それが広

く公開されることによりさらに多くの課題が解

現在のマリンスコエ村とアムール河である。
大正8年 (1919年)10月22日、鳥居博士はニコラエフスク
からハバロフスクへ向かう途中、マリンスコエ村で民族
調査を行っている。

3 

決される手かがりとなるものである。

ともあれ、今年の9月から10月にかけアムー

ル河下流域を調査する機会に恵まれた。これは、

私が所属する北海道開拓記念館が「北の歴史・

文化交流研究事業」として実施している事業の

一環で、行われ、ハバロフスク州郷土博物館との

研究交流により実現した調査て、ある。かつて、

間宮林蔵が樺太から大陸へ、幕命で単独探険を

1809年(文化6年)に東韓鞄の見聞を行った

「東韓紀行」、さらに鳥居龍蔵博士が、大正8年

0919年)、大正10年 (1921年)に調査を行った

その地を訪れることができた。

調査の際、鳥居博士はハパロフスグ州郷土博

物館において、所蔵する資料の記録

や文献などを収集している O 現在も

なお、このことが伝えられ、博士に

関する質問が多く、関心がもたれて

いたことは驚きであった。鳥居博士

がハパロフスクチ1'1郷土博物館を紹介

している中には、「東部シベリアに於

いて最も有名なるものにして、沿海

州及び黒龍州の或る部分のものは務

めて此処に蒐集せられ、最も斯学の

参考となすに足りる。J(北満州及び

東部西伯利直調査報告 1922年)と

記されている O この資料は、鳥居博

士によると昭和3年(1928年)にモス

グワに移管されたようであるが(東

部商比利亜アムール河の思出 1936 

年)、現在は考古・民族・歴史・生物な

ど貴重な資料が総合的に所蔵されて

いる O このハノミロフスク州郷土博物

館は施設修繕、展示改訂のため閉館

しているが、 2年後には鳥居博士の足

跡とともに歴史ある風格を披露して

くれるであろう。

(北海道開拓記念館学芸員)



アイスランドの淡水魚

今年の夏、野暮用で、山形経由で左沢(あて

らさわ)線の羽前長崎まで、出かけた。そのあと、

余白(あまるめ)を囲って鶴岡の湯野浜温泉に

宿をとった。その宿の夕食に、見なれない魚が

出たのである。

長さは10cm足らず、スリムで、頭が長く見

え、尾びれの付け根の部分が細L、。あれこれ考

えて、この魚はトゲウオの仲間であり、背びれ

の練の数が少ないことと、体の大きさなどから、

イトヨ(イトウオ)の降海型の甘煮であるとい

う結論に達した。

イトヨ Gasterostθusaculeafusは、わが国

の日本海側と関東以北の太平洋側、欧亜大陸、

および、北米にも広く分布する魚である。北欧

の漁業園、アイスランドにもいる。

ところで、アイスランドには、大小約250の

河川と1800の湖があるが、淡水魚はイトヨを含

めて5種しかし、ない。あとの4種は、大西洋サケ

Salmo salar (アイスランド名 lax、以下同様)、

ブラウンマスぷ包βηotrutta (urridi)、ヨーロッ

パウナギ A刀IgU111aangU111a (a 11)、北極イワ

ナ Salvelinusalpinus (bleikja)である O イト

ヨの現地名は hornsiliなお、ジュール・ヴェル

ヌの『地底旅行Jに「レイキャピーグの北でマ

スとカワカマスのいる川を渡った」とあるが、

カワカマスは同国にはいなL、。

イトヨなどこれらの5種は、すべてその一生

を淡水域で過ごすいわゆる純淡水魚ではない。

ウナギは産卵のために海に降りるし、サケは

能勢幸雄

逆に産卵期に川に上がる O ブラウンマスと北極

イワナにはそれぞれ降海型と陸封型がある。イ

トヨもそうである O

アイスランドはヨーロッパ大陸やグリーンラ

ンドから分かれてできたものでない。この国

(島)は大西洋中央海嶺の北端に位置し、海底

火山の爆発によって後からで、きた。古地磁気層

序と放射年代とから、向島は1000万年前にはま

だその大部分ができていなかったと推定されて

いる。

いっぽう、トゲウオ科の魚の化石は中新世の

中頃のものが見つかっており、その他のものは

さらに起源が古い。したがって、これらの5種

の魚がアイスランドに棲みついたのは、その先

祖が海を回遊中に気まぐれで、あるいは、迷っ

てアイスランドの淡水域に入ったか、または、

ヨーロッパ大陸から水鳥の足にで、も、泥といっ

しょに卵がついて運ばれたかしたのであろう。

この話はこれで、終わりであるが、ご参考まで

にご披露しておくと、アイスランドには再生類

も腿虫類もいない。また、かぶとむし、蜜蜂は

いるが、蟻はいなし、。さらに、いまでは、同閣

は世界有数の羊毛生産国になっているが、 9世

紀に、この島が発見された頃には、補乳類は北

極ギツネだけだった。植物相も貧弱である O

アイスランドは海の漁業資源管理の先進国で

あるが、火山学、地震学、自然地理学ばかりで

なく、生物地理学的にも興味深い国である O

(本学名誉教授、本館研究分担者)

トゲウオ科の魚の地理的分布 n.M.Berra19S1) 
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干潟に棲むオストラコーダ

lshizakiella paci万'ca(Hanai) 

オストラコーダ(Ostracoda)は、和名「カイ

ミジンコ」とよばれる微小生物で、分類学的に

はエビやカニと同じ仲間の甲殻類に属する O 海

ガ水tい.淡水を間わず

ここに紹介する Is.拍}11勾kわ1e.凶θ811apaα百caは、 H

anai (1959)によって神奈川県葉山の御用邸裏

の砂浜より初めて報告された。本種は河口干潟

にのみ生息するので、近くの河口から死後運搬

され、海岸の砂の中から遺骸として発見された

のである O しかし、現在の葉山ではその姿を見

ることは困難となった。近年、日本の河口域の

殆どはコンクリートで護岸工事され、また上流

にはダムが建設され、生息場である河口干潟は

消失してしまったためで、ある O 千葉県の小橿川

に発達する河口干潟は、首都圏では唯一残され

た自然、干潟であり、本種が現在でも生息してい

るo (総合研究資料館ニュース、 23号、 p.7、8

参照)

Ishizakie.11a属の種は、これまで日本では1

種のみが知られていたが、今回の調査で3種が

生息していることが確認で、きた。本属に含まれ

る近縁種は、インドネシア、オセアニア地域に

分布していることが、 19世紀末に英国の科学者

塚越哲

Bradyによって既に報告されている O 特にイン

ドネシアでは池田探査の目的から、化石オスト

ラコーダの研究が盛んに行われ、 Ishizakie.11a

属の模式種は、鮮新世の地層中から報告された。

これは日本での化石記録(後期更新世)よりも

かなり古く、また本属の直接の祖先種族がテチ

ス海に起源をもっ分類群であることから、日本

の Ishizakie.11a属は更新世に南方より島づたL、

に移動し、定着したと考えられる O

本種は、潮の満干による環境変化の激しい場

所に適応しているため、強い耐性をもち、実験

室での飼育を容易にしている O また卵胎生で、あ

ることは、発生過程の観察に適している。(雌

は背甲内部で卵をふ化させ、育てるため、背甲

後半部が大きく膨らんでいる。下図参照)。本

種を素材として、地理的分布の変遷、種分化、

環境への適応、遺伝と変異などの研究成果が今

後大いに期待できそうである O

本種をはじめとした干潟性オストラコーダの

調査は、平成4年度文部省科学研究費奨励研究

(04740443)によって行われいてる O

(本館助手・生物系研究資料室)

/shizakie//a pacifica (Hanai)の電子顕微鏡写真.a:成体右側面(¥? ). b 成体(甲)の菅甲

右半分を取り去り、軟体部を露出させたところ.付属肢や卵が見える c:成体背面(¥? ). b:成

体背面(♂).e :成体前面作).f成体前面(♂).9 : 1雌の背甲内部から取り出された卵塊と第1
齢幼体.スケールはa~fに対し 100μm 、 9に対し32μm.

5 



世界の博物館

Suleymanie Library---イスタンブル 鈴木董

トルコの古都イスタンブルは、ローマ、ピザ

ンツ、オスマンの三帝国のかつての首都であっ

たため、古跡に富み、各種の博物館もまた多い。

とりわけ、オスマン朝期を中心としたイスラム

文化の遺産については、ミニアチュール入り手

稿本や、イスラム書道芸術の作品をも多く所蔵

し、博物館的性格をもおびた、一連の図書館も

存在している。

これまで、この欄で、図書館機能をも備えた

博物館が、いくつか、紹介されていたが、ここ

では、イスタンブ、ルの博物館的性格をもおび、た

図書館の一つ、スレイマニエ図書館を紹介して

みたい。

現在、イスタンブル所在の図書館中、手稿本

を中心とするコレクションの質と量において、

他を圧倒する規模を有するものが、スレイマニ

エ図書館である O この陸書館は、 16世紀の最盛

期のオスマン朝のスルタン、スレイマン1世の

読書室

建立にかかる、スレイマニエ・モスク附属のス

レイマニエ・イスラム学院に属する四学院中、

第一及び第二学院の建物に、現在は入っている O

1557年、スレイマニエ学院の創設された時、

すでに蔵書が蓄えられ始めたものと考えられる

が、独立の図書館としてのスレイマニエ図書館

の直接の淵源は、 18世紀中葉に、時のスルタン、

マブムート 1世によって創設された、スレイマ

ニエ図書館にある O

その後の曲折をへて、 トルコ共和国最初期の

1924年、教育省、に属するスレイマニエ総合図書

館となり、現在の建物の全体が、施設として与

えられ、ほほ、今日の形をとった。その後、こ

の図書館は、イスタンブ、ノレ市内を中心とする諸

図書館の所蔵してきた手稿本の集中管理施設に

指定され、多くの手稿本コレクションがここに

移管され、蔵書の規模が拡大していった。

現在、スレイマニエ総合図書館は、文化省に

属する施設となっている。

その蔵書の中心は、図書資料であるが、 1982

年現在で、 95の個別文庫コレグションを収蔵し

ていた。そのなかには、イスタンブ、ルの征服者

メフメット2世の寄進にかかる手稿本群を中心

とするブァーティフ図書館、 18世紀中葉のスル

タン、マフムートl世の創設にかかるアヤ・ソフィ

ア図書館、 19世紀前半のイスラム法学者で、オ

場 スマン朝の修史官も勤めたエサト・エブェンディ

6 

の文庫など、多くの稀本、ミニアチュール入り

予稿本が含まれるコレグションがある O

蔵書数は、 1982年現在では、総計102，180点

であるが、うち刊本は37，368点にとどまり、手

稿本が、 64，812点と、圧倒的多数を占めている。

その後、新たに22の文庫が追加され、現在では、

計117の個別文庫をあわせるに至っており、所

蔵の手稿本も、大幅に増加している O

この図書館の最大の特色は何といっても、ア

ラビア語を中心に、 トルコ語、ベルシア語で書

かれた手稿本コレグションであり、イスラム圏



の手稿本に関する限り、欧米

はもとより、イスラム圏をも

含め、世界最大の図書館となっ

ている O そして、世界各地か

らの研究者も多く訪れる、一

大研究センターともなってい

るO

所蔵手稿本中には、多くの

ユニーク・コピーとともに、テ

ズヒプと呼ばれる装飾入りの

ものや、ミニアチュール入り

のものが、多数含まれている O

さらに、ここには、 1，500，点

をこえる、イスラム書道芸術

の作品や、 トルコ古典音楽を

中心とする多数の古レコード

盤コレグション、イスタンブ

ルの古跡を主題材とするスラ

イト、等のコレクションなども

所蔵しており、図書館である

とともに、博物館的性格をも

備えている O

館内には、いくつかの展示

室及びホールもあり、展示が

行われている O 展示室の一つ

では、現在、オスマン朝期の

古文物の収集保存に私人とし

て多年にわたり尽力してきた

ヌーワ・アルラセズ氏により新

たに寄贈された手稿本コレグ

ション中の装飾入り及びミニ

アチュール入り手稿本と書道

芸術作品を中心とする展示が、行われている O

同館はまた、多くの手稿本を所蔵するため、

手稿本の保存・修復部門も有しており、この方

面でも、トルコ国内における指導的機関のーっ

となってきた。トルコでも、手稿本や古文書を

も含む、文化財の保護への関心の高まりつつあ
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図書館内

る現在、スレイマニエ図書館では、現館長で、

書道史研究家でもある、ムアンメル@ユルケル

氏のイニシアティヴの下に、手稿本を中心とす

る、文化財の保護と修復のための研究所を新た

に併設すべく、準備が進められている O

(東洋文化研究所西アジア部門@教授)



東京大学総合研究資料館特別展示

「異民族へのまなざし:古写真に刻まれたモンゴロイド」

文部省重点領域研究「先史モンゴロイド集団

の拡散と適応戦略Jでは発足以来、その研究の

一部として、かつて氷河時代以降にシベリア、

アメリカ大陸、太平洋島嶋域に移り住んだモン

ゴロイド系諸民族の初期映像記録の収集、複写、

分析を行ってきた。当重点領域研究最終年度に

あたり、本館の新しいコレクションとなった古

写真を中心とする初期映像記録から約200点を

選び、その解説・分析結果をもって、標記特別

展示を開催する。

コロンブスのアメリカ大陸到達を契機に、こ

の地球世界は新しい時代に突入したとしばしば

いわれる。その時代を私たちは、「大航海時代」

とか「地理上の発見の時代」といい、素晴らし

い近代が始まったかのように語ることが多い。

ところが、コロンブスに出会ったアメリカ先住

民の側からみると、それはまさに「試練の時代」

「悲劇の時代」の幕開けであった。それはアメ

リカ大陸に渡ったモンゴロイドにかぎって起こっ

た出来事で、はなく、シベリア、太平洋に移り住

み、それぞれの地で固有の文化を創造し繁栄を

誇ったモンゴロ千ド系諸民族にとっても同じで

あった。そして、それが今日世界各地で頻発す

る人種・民族摩擦に象徴される現代社会の抱え

る深刻な問題の始まりとなり、また、人類の大

規模な移動とともに始まった自然の改変につい

ても、森林の破壊や多くの生物の激減、絶滅と

いった今日的問題の本格的な始まりとなってい

るO

本年はコロンブスのアメリカ大陸到達500年

自にあたり、振り返って近代史を見直す絶好の

機会であるといわれる。今回の写真展は19世紀

半ばから20世紀初頭の映像記録であるが、それ

はここ約150年の聞に展開した多彩にして壮大

な人類史を、古写真に写し込まれたモンゴ Pイ

ド系諸民族の顔と自然を通Lてとらえ直す試み

である O それは、単に古写真を楽しむにとどま

らず、現代の我々がおかれている状況、進みつ

つある方向について考え直すための鏡となるこ

とだろう。

(赤津威)

東京大学総合研究資料館ニュース26号
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特別展示

会期.平成4年11月16日(月)~5年3月 25 日(木)

9: 30 ~ 16: 30 

土・日曜日および祝日は休館

入場無料

会場・東京大学総合研究資料館

(地下鉄丸の内線本郷三丁目下車東京大

学本郷キャンパス)

展示構成:

1.異民族を視る:絵から写真へ

1475~1870年代の絵画と古写真15点

TI.東アジアの人々

1896~ 1912年に撮影された古写真50点

阻.シベリアの人々

1881~1920年代に撮影された古写真38点

N.アメリカ大陸の人々

1847~1930年代に撮影された古写真60点

v.太平洋の人々

1860年代~1930年代に撮影された古写真

40点

公開シンポジウム「古写真にみるモンコロイド」

日時:平成5年1月31日(日)13 : OO~ 17 : 00 

会場:東京大学山上会館

(東京大学本郷キャンパス)

プログラム

可 会:養老孟司(東京大・医・教授)

パネリスト:

・落合一泰(茨城大・教養・助教授)

「アメリカ大陸の人々」

・佐々木史郎(大阪大・言語文化・助教授)

「シベリアの人々」

・船曳建夫(東京大・教養・助教授)

「太平洋の人々」

・横山康子(東洋英和女学院大・人文・助教

授)

「鳥居龍蔵の見た東アジアの人々」

発 行 日 平 成4年11月16日

編集・発行 東京大学総合研究資料館(館長:養老孟苛)

東京都文京区本郷 7-3ー TEL3812-2111内線280I 

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田3-5-5 TEL3238-9939 
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琉球の海底洞窟で発見された古代カキの遺存種

Pycnodo刀tθ (Pycnodontθ) ta刀iguchiiHayami and Kase， 1992 [オオベヅコウガキ]の完模

式標本(UMUTRM18908) 写真左は左殻内面、右は右殻外面 (xO.7)、産地琉球下地島の海

底洞窟(通称ダフ守ルアーチ)• 

ピグノドンテ属は白亜紀中頃から第三紀中頃までテチス海域で大発展したカキ類で、外形は

変異に富むが、丸く背側に寄った閉殻筋、紙のように薄く柔軟性のある右殻の腹縁部、右殻の

外層に生じる独特の割れ目、蜂の巣状の殻構造などで特徴づけられる O 本属は絶滅したと考え

られていたが、そのl遺存種がサンゴ礁周辺の薄暗い隠生的環境に生き延びているのが発見され

7こ。
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海底洞窟の貝類

琉球列島の比較的低平な島々の周囲には後氷

期の海面上昇によって沈水した鍾乳洞が沢山あ

る。これらの奥深い海底洞窟には、陸上の洞窟

と同様に、特異で半閉鎖的な生態系が存在する

であろう。近年のスキューパダイビングの発達

と熟練ダイパーの協力により、この未知の世界

の生物相が少しずつ明らかになってきた。

海底洞窟に対する主な進化生物学上の興味は、

1) このように光合成による一次生産が行われ

ない環境が、洞窟性動物の構成や生活史戦略に

どのような影響を与えているか、 2) このよう

な隠生的環境は、通常の環境では生きられない

古風な動物の避難所になっているのではないか、

の2点である。実際に今回の我々の調査により、

中生代型の巻き貝で「生きている化石」として

知られる λ1eritopsi旨radu1a(アマガイモドキ)

や、第三紀中頃に絶滅したと信じられていたカ

キ類のl属 Pycnodo刀tθ の遺存種(オオベッコ

ウガキ)の生息が確認されている(表紙)。

1970年にカリプ海のサンゴ礁のクレパスで中

生代・古生代に繁栄した層孔虫に類似した形態

をもっ硬骨カイメンが発見され大きな話題となっ

た。その後、腕足類、単体サンゴ、コケ虫を伴

う硬骨カイメン群集は、インド・太平洋でも知

られ、琉球でも海底洞窟の入口付近に普通に見

られる O ここでは上記のオオベッコウガキはこ

の群集の重要な構成員となっている。

洞窟奥部の暗黒の環境には、もはや硬骨カイ

メン群集は見られないが、カイメン、さまざま

な甲殻類、アマガイモドキと多数の微小な貝類

が生息している O このような群集と生態系を明

らかにするには、まず分類学的研究を先行させ

る必要があり、それぞれの分類群の専門家によ

る総合研究を現在計画中である。そのうち、三

枚貝類についてはほぼ全容が明らかになったの

で以下にその概要を述べる O

1.研究対象沖縄伊江島東岸の2洞窟、宮古

諸島下地島西岸の9洞窟の壁面及び底質から採

集された資料から約50種の微小二枚貝を識別し

2 

速水格*

加瀬友喜**

た。大量に生息が知られる種の大部分は隠生的

な環境に固有と考えられる新種である。

2.特異な洞窟性二枚員群の構成 インドー西

太平洋の浅海域の三枚貝群としては、極めて異

質で、科や属の構成が偏っている O 優占種の多く

はPhilobryidae，Mytilidae (Dacrydiinae)， 

Propeamussiidae， Carditidaeに属する。

3.深海二枚貝群との類似 深海と共通する種

はないが、 Hux1eyia，Bθ'n tharca， Dacrydium， 

Parvamussium， Ch1amyde11a， Cardite11a， K 

e11ie11a， Ha10nymphaなど、半深海から深海

に特徴的とされてきた属の新種が洞窟内に多く

見られる O 浅海性の属もあるが、その多くは穴

居性である。

4.嬢小化の傾向 洞窟性の二枚貝は、入り口

付近に生息するオオへベッコウガキとツキヨミ

ガイを除き、いずれも非常に小型(長さ5ミリ

以下)で、走査型電子顕微鏡を使って観察・撮

影する。このサイズの二枚貝は東アジアでは現

生・化石とも調査が遅れているので、洞窟外で

の分布、移住経路や化石記録については今後の

研究にまっところが多い。

5.特異な繁殖戦略洞窟の二枚貝では殻頂部

に原殻がよく保存される。原殻 Iの形状・サイ

ズなどから判断すると、洞窟の二枚貝には、幼

生が長期間浮遊する浮遊物食性型の種が少なく、

ほとんど浮遊しない種や母貝内で保育される種

が異常に多し、。この比率は寒海や深海の二枚貝

群のそれに匹敵する。

6.幼形進化の傾向 洞窟性二枚貝の多くの種

では、幼生の蝶番構造が個体発生の後期まで保

持され、プロジェネシスによる幼形進化が卓越

する。原殻 Iのサイズはしばしば成貝のサイズ

の10%以上に達し、一度に生産される卵数は一

般に少ないと考えられる。

7.環境要因との関係 このような洞窟性二枚

貝の共通的特徴は、特殊な環境要因によるもの

であろう。一次生産が行われない洞窟内は恒常

的に貧栄養の環境で、貝類に対する捕食者も少



特徴的な海底洞窟二枚貝の箸修IJ (電子顕微鏡写真)

1 : Hux/eyia sp.右殻内面 x30下地島「通り池」、 2:Bentharca sp.右殻 x25伊江島「小洞窟j、3:Cosa sp. 

右殻 x25下地島「魔ミEの宮殿」、 4:Cratis sp目左殻 x20伊江島「小洞窟J、5: Parvamussium sp目左殻 x 10 

伊江島「小洞窟j、6目Ch/amyde//asp.左殻 x25下地島「クロスホールj、7:Dacrydium sp.右殻 x20下地島

「魔主の宮殿j、8目Cardite//asp目右殻 x25下地島「アホウの管殿」、 9:Ha/onympha sp.右殻内面 x20伊江島

「小洞窟」。これらはいずれも半深海ー深海性の分類群に属する新種である。 2，3，4，6は巨大な帽子形の原殻Iを有し、

母貝の内部で幼貝を保育することが確認または予測されている。

ない。おそらく浮遊物食者の生物量は環境収容

力に近づき、環境は比較的安定しているので、

いわゆるK戦略が有利になるのだろう O 震小化

と幼形進化は貧栄養に対する積極的な生活史戦

略で、深海に類似した属構成、競争に敗れた古

風な遺存種の存在もこの特殊な環境要因に関連

して説明できると思われる。

3 

海底、洞窟の生物相の研究はまだ始まったばかり

であるが、その知見は、分類学、海洋生態学、

生物地理学、古生物学など、広い範囲の自然史

科学に関連し、進化理論の検証にも多くの示唆

を与えると期待される O

(*理学部地質学教室教授叫国立科学博物

館主任研究官)



部門紹介 美術史部門

本館の美術史部門には、日本・中国・朝鮮・西

域などの美術史関係資料が多数所蔵されている O

これらの資料は他の部門と向様に、研究・教育

に極めて重要な役割を果たしている。 以下、こ

こで、はそれらの内主要なものについて触れてみ

TこL、。

その中で目立つのは五十点を越える陶磁器の

コレクションである。朝鮮半島の陶磁は新羅以

降の展開がほぼ通観できるようになっており、

まとまった研究資料となっている O その内容は

新羅土器、高麗青磁、李朝の白磁・粉青沙器が

中心で、陶片はほとんどが高麗青磁である。中

でも質が高いのは高麗青磁で、初期の原始的な

青磁から12世紀のいわゆる弱色青磁の輪花皿・

輪花碗や13世紀頃の象i炭青磁の碗や合子まで含

まれており、陶片をあわせれば初学者の格好の

資料となり得ょう。李朝陶磁では、三島の刷毛

呂の鉢、白磁の大壷や瓶などが主だったもので

ある。又、中国陶磁は典型作が多く、影育など

数点がある O

絵画では、江戸時代を代表する画家狩野探幽

(1602~1674) の手になる「探闘縮図J 一巻が

ある。探幽が中国・日本の古画に接する度に縮

小模写して残したもので、京都国立博物館・大

倉集古館などに分蔵されている。縮図には原図

の作者名・所蔵者名など各種データや鑑定結果

図1.狩野探幽探幽縮図(部分)

4 

青柳正規

などの留め書きがあり、資料的にも興味深い。

この巻には中国・日本の道釈人物画が多く写さ

れているが、中には、南宋時代の禅僧画家牧絡

の代表作「観音猿鶴図J(京都・大徳寺蔵)の図

柄などが見受けられる(図1)。

又、本館には研究資料として価値の高い模写

掛幅 (73点)、粉本・模写巻物(17点)、復製樹

幅(12点)、拓本掛幅(15点)が保管されてい

る。その中には、例えば、キジル石窟第3区マ

ヤ洞(現224洞)の壁画、分舎利図の模写があ

る(図2)。これは釈迦入滅後、舎利の分配をめ

ぐって争う八人の国王を調停し無事に治めたノミ

ラモンのドロナを中心に描いたもので、七世紀

の作例とされている O 第一次大谷探険隊はドロ

ナ像の部分のみを搬出し(東京国立博物館現蔵)、

ドロナ像を欠いた部分はル・コッグ率いるドイ

ツ隊によって持ち出された O そして、後者はベ

ルリンにおいて第二次世界大戦に遭遇し、その

一部が壊滅した。今やその全体像を窺い得る最

良の資料l士、他でもない本館が所蔵するこの模

写なのである。

又、ここには法隆寺金堂壁画のコロタイプ原

寸複製十二幅が所蔵されている(図3)。法隆寺

金堂壁画は外陣の四方入口を除く柱間 1二面に

描かれた四方四仏の浄土図と八体の菩薩像を中

心とし、和鋸年間 (708~715) 以前には完成し

ていたと考えられている。隈取りに

よる陰影法や浄土変相図の構成など

敦煙壁画のそれと共通し、中国・初唐

様式の影響が顕著な作例とされる。

その壁画は昭和24年の火災によって

内陣長押上の小壁を除いて無惨な姿

となってしまい、現在では取り外さ

れその代わりに模写が張壁として飾

られている。本館にある原寸複製は、

京都・便利堂が昭和10年8月に撮影し、

昭和12年にコロタイプ刷複製した二

十総の内の一つである。本館の他に

東京芸術大学資料館・大阪市立美術館

などに蔵され、時折展示されている

のを見か付る。この複製自体の研究



図 2 キジル石窟第3区マヤ洞壁画分舎利図模本

資料としての価値が著しく高いことは、それに

よっても理解されよう。

この二つは現在では見ることの出来ない原作

品を考察する上で最も有効な資料と見なせよう。

最近では、この二つが特別展「シルクロードの

絵画J (於奈良・大和文華館、昭和63年)にお

いて展示されるなど、あらためてこれらの資料

の価値が再認識されつつある O

さらに、本館に保存されている、日本絵画・

彫刻を中心にした写真資料は二万点を越える。

これらは本研究室が断続的に調査もしくは購入

し収集してきたものであり、研究及び教育の上

で欠かせない重要な資料であることは言うまで

もない。

(文学部附属文化交流研究施設 教授)

図3.法隆寺金堂壁画第6号壁複製

5 



ダマスクス国立博物館 シリア 三浦徹

海外旅行ブームの昨今、シリアを訪れる観光

客も増え、日本語で話しかけるみやげ物屋の客

引きも現れている。シリアの観光の目玉は、パ

ルミュラ遺跡とダマスクスのウマイヤ・モスク

である O 前者は紀元2へ~3世紀に隊商都市として

繁栄しローマに対抗した女王ゼノビアの都とし

て知られ、後者は、ウマイヤ朝によって8世紀

はじめに建設された屈指の大モスグである O こ

れらに代表されるように、シリアは、古代以来

東西文明の十字路に位置し、様々な遺跡に富ん

で九、る。

ダマスクス国立博物館は、アラブ反乱に成功

したファイサルのもとでシリアが独立をめざし

ていた1919年に設立され、当初はアラブ・アカ

デミーとともに、|日市外の中心地アーデイリー

ヤ学院におかれた。そこには、オスマン朝支配

下で、貴重な文化財が海外に流失したという危

機意識と、自国の文化に対する民族意識の覚醒

が背景となっていた。 1936年には、市街西郊ス

レイマン・モスクの西に建物を新築し、そこに

はパルミュラの地下墓室などの遺構やウマイヤ

朝の西宮肢のファサードが移築され、その後の

増築をへて現在の形となった。

展示品は、時代11原に①先史時代②古代シリア

(紀元前30~前4世紀)③シリア古典時代(ヘレ

ニズム、ローマ、ビザンティン)④アラブ・イ

スラム時代⑤近代の五つの部門に分かれている。

このなかで、古代、古典時代、イスラム時代が

三本の柱となり、展示面積の上でもほぼ全体を

三分している。古代部門では、地中海岸のウガ

リト(ラス・シャムラ)遺跡(新石器一前12世

紀)、ユーフラテス中流域のマリ(テル・ハリー

リー)遺跡(前31~前16世紀)などから発掘さ

れた青銅器、神像、人物像、粘土版文書などが

展示されている。ユーフラテス流域からシリア

各地に広がる遺跡の発掘調査は、 19世紀以来、

ヨーロッパやまた日本の研究者も参加して盛ん

に行われており、メソポタミア・シリアの古代

6 

の都市文明の水準の高さが示されている O

古典時代とは、ギリシア、ローマ、ビザンティ

ンによって支配された前4世紀から6世紀を指す。

展示品は、パルミュラやシャフパ(フィリポリ

ス)などから発掘された大理石の像やレリーフ、

ブロンズ像、モザイク画などが多くを占め、石

像や遺構の一部は中庭にも陳列されている。具

象的な人物像やモザイク画は、アラベスクや幾

何学模様中心のイスラム時代の美術を知る者に

は、新鮮な驚きをうけるが、人物の表情はヘレ

ニズム・ローマのそれに近い。ダマスグスやア

レッポはもとより、パルミュラやヨルダン国境

に近いボスラーでも、円形劇場、コロナード

(列柱道)などローマ式の都市計画をみること

ができ、ヘレニズム・ローマ文明がシリアの諸

地方に浸透していたことを知ることができる O

またドゥラ・ェウロポス(前3~後3世紀)で発

掘されたシナゴーグが移築され、ユダヤ教美術

の重要な資料となっている。

イスラム時代の展示品の圧巻は、正面玄関を

飾るウマイヤ朝時代の西宮殿のファサードであ

る。これはカリフ・ヒシャームが、パルミュラ

の西80キロの所に727年に建設した宮殿で、周

囲は庭園に囲まれ、濯瓶水路によって給水され

ていた。ヒシャームはより広大な東宮殿を、パ

ルミュラの東10キロのまさにシリア砂漠の只中

に建設したが、これは囲壁と庭園など諸設備を

整えた都市というべきものである。宮肢のファ

サードの装飾には、幾何学模様や植物模様とと

もに、パルミュラとも共通するロゼッタ(パラ

の意匠)やアーチやニッチ(壁がん)が多用さ

れ、ヘレニズム・ローマ文化の影響を窺わせる。

室内展示では、貨幣、金属工芸品・武器、木工、

ガラス工芸、写本、陶磁器、石像などの部屋に

分かれ、イスラム美術の概要を掴むことができ

るO 貨幣は、イスラム最古の金貨といわれるウ

マイヤ朝アブド・アルマリク時代のものからオ

スマン朝時代まで展示され、金貨から社会経済



ダマスクス国立博物館(ウマイヤ朝西宮殿のファサード)

や支配権の変遷をみることもできる。

それぞれ高水準にある3つの部門の展示をみ

るとき、ふと疑問に思うのは相互の関連性であ

る。たとえばヘレニズム・ローマ期を「古典期」

と呼ぶのは、イスラム文明にとってもこれを古

典と考えているのか、それとも単に、ヨーロッ

パ史の用語をそのまま無批判に用いただけなの

だろうか。このような疑問に答える通史的解説

がないのは残念である。

7 

このほか、アレッポにも国立博物館が置かれ、

ここではイスラム以前の展示がほとんどを占め

る。また、ダマスグス民俗博物館は、 18位紀の

総督アズム家の邸宅で、当時の住宅建築の構成

と内装・調度品を一望することができる O パノレ

ミュラ博物館には、同地の発掘品が展示されて

L 、る。

(お茶の水女子大学文教育学部 助教授)



新刊紹介

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports No.26 (1992) 

Catalogue of the Type Specimens Preserved 

in the Herbarium， Department of Botany， 

The University Museum， The University of 

Tokyo. Part 5. Crassulaceae. 

Hideaki OHBA (大場秀章)

東京大学総合研究資料館所蔵植物タイプ標本目

録第5部ベンケイソウ科

東京大学総合研究資料館標本資料報告 第26号

植物部門では創設期から今日にいたるまで東京

大学に関係した植物分類学者によって命名され

た高等植物のタイプ標本約5000点を保管してい

るO その他国内外から寄贈された多数のアイソ

タイプも保管する。これまでシリーズで収蔵す

るタイプ標本のカタログを刊行してきたが、本

書ではベンケイソウ科植物を扱った。 66種(含

む亜種、変種等)105点あり、 70点を写真によ

り図示した。

The University Museum， The University of 

Tokyo， Nature and Culture， 1¥10.4， 83pp. 

(1992) 

The Alpine Flora of the Jaljale Himal， 

East Nepal. 

Hideaki OHBA (大場秀章)

Shinobu AKIY AMA (秋山忍)

東京大学総合研究資料館研究集報第4号

世界の屋根といわれるヒマラヤ山脈の植物相

はまだ十分には研究されていない。本書はネパー

ル、ヒマラヤ東部のー支尾根、ジャルジャリ・

ヒマールの高山帯の植物相を構成する高等植物

の全種を分類体系に従って記載したものである。

ジャルジャリ・ヒマールはその植生が比較的良

好な状態で維持されていて、セイタカダイオウ

やワタゲトウヒレンなどの温室植物、セーター

植物が数多くあり、その植物相が世界的に注目

されている O 東京大学では1972年、 1977年、1991

年とこの地域で、植物相の調査を行った。

東京大学総合研究資料館ニュース27号
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東京大学総合研究資料館標本資料報告 第27号

東京大学総合研究資料館所蔵

南アメリカ大陸先史美術工芸品カタログ

第1部 土 器

大貫良夫 (YoshioONUKI) 

関雄二 CYujiSEKI) 

丑野毅 CTsuyoshiUSHINO) 

Catalogue of South American Prehistoric 

Art Objects in the Department of Cultural 

Anthropology， The University Museum， The 

University of Tokyo 

Part 1. Ceramics 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports No.27 (1992) 

本館文化人類学部門には、南アメリカ大陸の

ベルーやボリビアなど、いわゆる中央アンデス

地帯から出土した先コロンブス期にさかのぼる

考古学的遺物が収蔵されている O その内容は、

土器、石器、骨角器、貝器、木器、織物など多

岐にわたるが、大半はこのカタログにまとめら

れたような土器である o 200点以上を数える完

形、および半完形の土器は、 1958年に派遣され

た東京大学アンデス地帯学術調査団が現地で入

手したものがほとんどである。表面採集品が多

いとはいえ、遺跡の位置など詳しいデータが添

えられた貴重な品ばかりである。この他、 1960

年以降、ペチチェ、ガルパンサル、コトシュ、

シャコトなど、ベル一国の遺跡で実施された発

掘調査の際に発見された土器も若干含まれてい

るO

このようなまとまった形で、の先コロンブス期

の美術工芸品カタログは、わが国で最初のもの

といえる O

人事異動
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東京大学総合研究費料館
The University Museum 

1993.7.31 

ヒマラヤ高山帯のSaussureagraminifolia 

Saussur，θa gramimfoJia Wall. ex DC. (キク科)はセーター植物のひとつで、花茎の上部が白

色の長毛に被われている。他のセーター植物や温室植物と同様に大型で、短小な{也のヒマラヤ

高山の植物の中にあって、その存在が目立つ。

撮影場所 ネパール中部ロルワリン・ヒマーノレ

撮影日時 1983年9月日日



館長就任にあたって

青柳正規

すでに多くの方が承知のことと思いますが、

平成5年度概算要求による助教授、助手各1名の

教援への振り替えが認められました。昭和41年

に当館が発足して以来の悲願が、約4半世紀を

へてようやく実現したことは、ひとえに前館長

養老孟司先生のご努力によるものであります。

そのような名館長のあとを、わたしのような

凡庸怠惰としかし北、ょうのない人聞が引き継ぐ

ことは、あまりにも荷が重く遼巡せざるを得な

いことであります。しかし、就任したからには

運営委員、部門主任、専任の先生方、それに事

務職員のご協力をあおぎながらできるかぎりの

努力を重ねたいと考えております。

現在、東京大学は大学院重点化などの推進に

よる、将来のよりよい大学を目指して未曾有の

改革にとり組んでおります。そのような状況に

あって、当館も、よき伝統を維持する一方、改

善すべきところは積極的に改善していかねばな

らないと考えています。さいわい、第8次将来

計画委員会が平成4年度に策定した将来計画が

ありますので、その計画にもとづきながら、当

館のさまざまな改善をはかりたし、と思っており

ます。当館は、現在170万点にものぼる資料標

本を収蔵していますが、スペースと人員が不足

しているため、それらを研究教育に十分活用で

きない状況にあります。したがって、最低限、

教授、助教授、助手の各l名、および2千平方メー

トル以上のスペースの純増を要求実現していく

2 

つもりです。もちろんすぐに実現することは、

現今の財政事情からして、困難なことは承知し

ておりますが、大学博物館としての活動を十分

に進めるためにはどうしても必要な条件であり

ます。

一方、スペースと人員の不足が当館の活動を

制約しているとはいえ、学内外の当館に対する

期待と需要にできるかぎり応えてし、く必要があ

ります。たとえば、当館がこれまで蓄積してき

た博物館資料の整理、分類、活用に関する知識

を基盤にした専修コース事業もそのーっと考え

ます。このコースは、博物館や美術館ですでに

学芸員として働いている方々を対象に、展示資

料の保存や活用をより組織的に構築するにはど

うすればよいのかなどを、教育研究することを

目的としています。現在、検討委員会を開催し

よりよい専修コースの実施案について検討して

おり、本年度中にパイロット・コースを開設す

る予定です。

以上のような新規事業と概算要求の実現を目

指して努力していくつもりですが、学内の学術

研究資料を収集分類し、研究教育活動を支援し

ていくと L寸当館の目的をさらに充実させて行

かねばならないことは言うまでもありまぜんO

どうか総合大学にふさわしい大学博物館として

の総合研究資料館となるよう、皆様のご支援を

お願し、L、たします。

Primula stuartii Wall. (サクラソウ科)

サクラソウの 1種で高山の湿地に生える

(ネパール東部)。



ヒマラヤの高LLI植物

一極限環境に生きる植物の謎を探る

お花畑の広がった尾根径を辿ってピークに達

した時の感動は大きL、。急斜面をあえぎながら

登り詰めた後で、はなおさらである。高山横物と

いえば、山頂にも近い尾根や雪国の周りに咲く

植物を思い浮かべてしまう。ところが、ヒマラ

ヤのような世界の大山脈では、高山植物といえ

ども山の中腹に生えている O

森林限界より標高の高いところに生える植物

を高山植物と呼ぶ。また、植生の垂直分布から

は森林限界と雪線の開の植生帯を高山帯とし、う。

世界最大の山脈、ヒマラヤはその全長が3叩O∞Oωo cr.θ仰ma剖nt，的hod.
um (Hook. f.) R 

k切mに及び、 8加O∞O∞Omを超すピ一グが連なり、最も G白O∞O吋d(件キク科)

標高の高いエヴェレストは8凶 mに達する O 海 T72FR品自?
面で1013hPaの気圧は、高度5000mで、は540hPa、

6000mで、は472hPaになる。この低圧が、低温、

乾燥、強い放射、強い紫外線量、低い熱拡散な

ど、高山の特殊な環境を生む大きな要因となっ

ている。

とくに生物にとって有害な紫外線は、 1000m

上昇するごとに75%も強くなるといわれている。

育成可能な期間も短い。標高5000mでは、融

雪が7月上旬、積雪開始が9月上旬で、植物が生

育できる期間は、その聞のおよそ5週間だけし

かない。

高山と L、う特殊な環境に生きる植物とその生

きざまを、さまざまな視点から解析している O

ヒマラヤの植物相の類縁
植物区系上、ヒマラヤ(矢印)は、日華区系区 (E) に分類されるが、東ヒ

マラヤでは異なる区系 (A，s， F)に類縁をもっ植物相がZ童相し、 iffiヒマラヤに
は日華区系とは異なる区系区 (C，D)に類縁をもっ植物相が発達する。 AとB

は東ヒマラヤの高山様物相と類縁のある、周北極区系 (A) とユーラシア温帯
区系 (s)、Fはヒマラヤの熱帯植物相と類縁のあるマレーシア・東南アジア区系、
Cは地中海区系、 DI立中央アジア区系。(大場 1993)。

3 

大場秀章

Meconopsis horridula Hook. f. et Thoms. 
(ケシ科)ヒマラヤの青いケシとして名高
い(ネパー}~東部)。

Rhododendr.口narbor.θum Sm. (ツツジ
科)ラリゲラスの名で一般にもよく知られ
ている(ネパール東部)。



Saussurea gossypiー

phora D. Don (キク

科)代表的なセーター

植物で、高山の砂磯地

に生える(ネパール東

Saussur.θa obvallata (DC.) Edgew. (キク科) 高山の砂

磯地に生える、代表的な温室植物でもある(ネパ ル東部)。

ヒマラヤの高山植物の起源

ヒマラヤの山麓にはズタヤグシュやタニギキョ

ウのように日本の個体と同じ種、ツバメオモト

やユズリハのように違いはあっても類似した種

が多い。

日本とヒマラヤの植物相の類似は、その中間

にある中国も含め、共通の起源に由来するもの

と推定される。

しかし、ヒマラヤでも高山の植物相は異質で、

ヨーロッパ・シベリアならびに周北極地域の植

物相に類似することが判った。

ヒマラヤの中心に位置するネパールの高山帯

では、サクラソウ属、ユキノシタ属、シオガマ

ギグ属などわずか29属だけで全種数の約48%を

しめている O これらの29属の大部分の属は、ヨー
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ネパ ル、バ)~ン谷沿いのシャクナゲ類の垂直分布。
(能城修一・鈴木三男 1989)。

念、J

i 
u 

*'f!fliJ.パσ

斜面方位と標高に対する植物群落の分布範囲。 1:キジムシ
口広葉草原。 2シャクナゲ常緑綾低木群落。 3イフ、キトラ

ノオ・7客葉媛低木群落。 4ヒゲハリスゲ・草原。 5高山荒原。

a，b，c，d，e は下佼単位。(菊池多賀夫・大場1988)。

Sθdum oreades (Decne.) Ray.-Ham. (ベンケイソウ科)

砂聖書地に生える媛小化した高山植物のひとつ(ネパール東部)。

Primula tenuiloba (Watt) Pax (サクラソウ科)
媛小化した高山植物で、湿った岩上に生える(ネパール東部)。
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た地域の植物相が共通の「祖先植物相jに由来

することを示している O

ロッパ・シベリア、周北極地域でも種多様性が

高い。属レベルの共通性の高さは、ここにあげ

:二;-J
「一一一一一一一一一一γ一一一一一一……一 γ一一一一 一一一一→←了←一一一一一←一一一寸

三叶 /¥ R 
討ω 1¥1持只 ! 

514 川一/久 J
制壬 守 ' ノ ー i 

引 l12¥i

東ヒマラヤの標高4250m地点の環境とセイタカダイオウの

光合成速度の日変化。光合成速度は、Li-Cor社6200裂携帯

用光合成量測定装置を用いて、 2枚の葉について約30分ごと

に測定した。環境データ中の点は、光合成測定時に同化箱

付近で測定したデータを表している。(寺島一郎 1992)。
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セイタカダイオウ(Rheum nobi/，θ) に関する温度環境。晴天

日と曇天aにおける、花茎(花序)を100cmに伸長させた個体の

周囲の気温・半透明の葉に包まれた内部の気温・ロゼットの業温

を示す。(増沢武弘 1992)。
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セイタカダイオウのロゼヴト型個体の地下部の炭水化物量。炭

水化物として全糖・デンプン・へミセルロースを乾物量あたりの

濃度(%)として表した。地下茎 (5~10cm) に続く直根を深さ
に従って10cmこoとに40cmまで示した。(増沢ら未発表)。
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文L外

セイタカダイオウ Rheumnobi/e Hook. f. et Thoms. 

(タヂ科) (ネパール東部)。
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セイタ力ダイオウでの晴天日の内部気温の変動o 横車由には外気

温(周囲の気温)、縦軸には内部の気温を示した。図中には午前

(回)、正午前後 (CT)、午後(ム)の気温差が表わされている。

(増沢ら投稿中)。



反する現象を引き起こした要因は何か?

巨大化の方を代表するのは、温室植物、セー

ター植物など特殊形態をした植物である。代表

的な温室植物であるセイタカダイオウ Rheum

nohjlθは、高さ1.5mにもなる多年草で、花茎

をだし、種子を生産するまで、発芽から7~8年

かかるが、根茎に糖やへミセルロースを高濃度

で蓄え、これが巨大な植物体を生み出す資源に

なっている。

花茎上方の花序の部分は葉緑素を欠いた半透

明の葉に覆われている o この半透明の葉で覆わ

れた内部の気温は、外気温より恒常的に高く保

たれる。この高温と恒常性がセイタカダイオウ

の成長を促進していると推定される。

モデル研究から、高山の低温と低圧は光合成

速度を抑えないことが示唆された。セイタカダ

イオウで実際に測定した値は、1O~15μmol/

nf秒であった。雨が降っている状態でも同じ程

度の光合成活性を示した。他の高山に特徴的な

乾性形態がみられないことからも、巨大化は、

モンスーンの影響を受ける湿潤な高山とL、う、

他に例を見ない、ヒマラヤ東部の環境特性と密

接に関連していると推測される。

植生

ヒマラヤでは、森林限界を構成するのは10数種

のシャクナゲ類である。標高4100m付近で5m

を超えた樹高が1m以下に変わるが、これには

種の入替えがあり、高木性の種は姿を消すなど、

垂直分布と生育形態との聞には一定の規則性が

見出された。

これまでの調査から、北向き斜面のみ他の斜

面と異なる群落が発達するなど、植物群落の配

置パターンには一定の規則性が見出される。そ

の要因を特定することは困難だが、高度、方位

差、傾斜、基質、人為の影響などが考えられる。

巨大化と嬢小化

嬢小化は世界各地の高山植物相に共通して見

られる。ヒマラヤ東部の高山帯の特徴に、巨大

化する高山植物の存在がある O この嬢小化と相
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高山植物の染色体

ヒマラヤ高山の植物相は、属レベルでユーラ

シア温帯や周北極地域との共通性が高いが、種

のレベルで、は固有化が進んで、いる。

染色体の解析は、種分化が二倍体レベルで、生

じている植物群と、著しい高次倍数化をともな

う植物群の両方があることを明らかにした。

細胞遺伝学的に見ると、ヒマラヤ高山帯での

高い種の固有化はいくつもの異なるプロセスに

よって引き起こされたことを示唆している O

•• •• " n B 

イワベンケイ属 Rhodio/abup/euroidesの二倍体と異数体の

染色体核型。 A・二倍体 (2n=22)目 B:異数体 (2n=20) ス

ケールは 5μmo 大場・若林三千男投稿中)。
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多分野の研究者によるヒマラヤ高山帯植物に

ついての総合的・学際的研究の一端を紹介した

が、今後の研究にゆだねるべき課題も多い。特

殊環境での生物の進化を探るうえで、格好の実

験室でもあるヒマラヤ高山帯の魅力はまだまだ

尽きない。

(本館研究部生物系研究室
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ユキノシタ属 Ci//iatae節の二倍体と三倍体の染色体核型。

A，: Saxifraga sikkimensisの二倍体 (2n=16).A，: S. sikki-

menslsの三倍体 (2n=24).B: S. brachypodavar 丹初brita.
三倍体 (2n=24).スケールは 5μm)o (若林・大場 1988)。



公開講座のお知らせ

総合研究資料館では、一般市民を対象とした公

開講座「生きている化石 一生物進化の謎にせ

まる 」を開講いたします。

「生きている化石」は、何億年にもわたって

その姿をほとんど変えることなく生き残った特

異な生物群で、多くの人々の輿味と好奇心の対

象となってきました。本講座では、多種多様な

「生きている化石」が、各分野の専門家によっ

て紹介されます。また、 「生きている化石」が、

どのようにして度重なる大量絶滅を免れ、しか

も体制上大きな変化を遂げずに今日に至るまで

生き延びることがで、きたのか、 「生きている化

石」の注目すべき形態や生態、さらに生息環境

に関する知見などを交え、生物進化学上のこの

大きな謎についてわかりやすく解説されます。

人類による環境破壊、急激な環境変化が危倶

される現代において、地質時代を生き延びた生

物の歴史を通観することは、あらためて自然環

境とそこに生きる生命のつながりの尊さを考え

る一つの機会となるでしょう O

場所:東京大学総合研究資料館・講義室

期日・平成5年10月7日から12月16日

(毎週木曜日、計11日間)

講師(アイウエオ順、敬称略)

・大路樹生

(東京大学理学部地質学教室)

・太田秀

(東京大学海洋研究所海洋生物生態部門)

.大場秀章

(東京大学総合研究資料館)

.加瀬友喜

(国立科学博物館地学研究部)

.加藤雅啓

(東京大学理学部附属植物園)

.棚部一成

(東京大学理学部地質学教室)

・谷内透

(東京大学農学部水産学教室)

・ 塚 越 哲

(東京大学総合研究資料館)

-山口寿之

(千葉大学理学部地学教室)

.養老孟司

(東京大学医学部解剖学教室)

募集期間:平成5年9月30日まで

定員:60名

受講料:9，130円(テキスト代含む)

申込方法.必ず往復ハカーキを使って、住所、

氏名、電話番号、年齢、職業を明記の上、下記

までお送り下さL、。尚、定員になり次第先着順

に締め切らせていただきます。

申込先:干113東京都文京区本郷7-3-1

東京大学総合研究資料館事務室

ご不明な点は下記にお問い合わせ下さい。

電話:03-3812-2111 (東京大学)

内線 28 0 4 :;事務室会計掛

内線 28 3 9 :大場秀章

内線 28 2 0 :塚越哲

生
口予

資料館では、同じく一般市民を対象とし
た公開講座「地球を動く一先史モンゴロイ

ドの移住と拡散」の開講を計画しています。

内容、講師、期日、授業料等、詳細につき
ましては、資料館ニュース次号 (29号)に

てお知らせいたします。

案内図
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(平成5・6年度)

氏名 (所属)

小川裕充(東)

松井健(東)

小屋口剛博 (地震)

杉山純多(分)

白山義久(海)

清水忠雄(図)

佐藤次郎(事務局長)

歌田賓(資)

赤津威(資)

大場秀章(資)

(所属)

(理)

(理)

(農)

(農)

(経済}

(教養)

(教養)

(教育)

(教育)

(薬)

総合研究資料館運営委員会委員名簿

氏名

武田 弘

川島誠一郎

清水誠

小野寺 節

竹野内真樹

谷内達

中村保夫

吉津昇

鈴木員理

海老塚 豊

(所属)

(文)

(法)

(法)

(医)

(医)

(工)

(工)

(文)

(文)

(理)

規

浩

顕

司

彦

之

也

強

昭

里

名

柳正

辺

庭

老孟

本穆

木博

路徹

本

野元

藤高

氏

青

渡

木

養

坂

鈴

正

藤

河

遠

(平成5・6年度)

今村啓爾(文)

藤井恵介(工)

羽田正(東)

河野元昭(文)

大貫良夫(教養)

歌田寅(資)

赤津威(資)

大場秀章(資)

文化史系

考古

建築史

考古美術

美術史

文化人類

研究部

総合研究資料館資料部門主任会議構成員名簿

長田敏行(理)

鈴木和夫(農)

海老塚豊(薬)

塩川光一郎(理)

谷内透(農)

諏訪元(理)

養老孟司(医)

生物系

植物

森林植物

薬学

動物

水産動物

人類先史

医学

正規(文)

(所属)

小津徹(理)

鳥海光弘(理)

正路徹也(工)

棚部一成(理)

米倉伸之(理)

名

青柳

氏

館長

資料部

部門名

地学系

鉱物

岩石・鉱床

鉱山

地史古生物

地理

当館主催の特別展示「異民族のまなざし一古写

真にみるモンゴロイド」は、期間中 (H4.12.1

~H5.3.25) 2000人を超える方々にご来場いた

だきました。

内

東京大学総合研究資料館資料報告第28号

東京大学総合研究資料館考古美術(西アジア)

部門所属考古学資料目録

第3部 イラン(テベ・シアルク採集土器片)

千代延恵正 (Yoshimasa CHIYONOBU) 

Catalogue of Archaeological Materials in the 

Department of Archaeology of West Asia. 

Part 3. Iran (Potsherds from Tepe Sialk) 

案刊事R
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成
発

平

|日

松本和子

新

飯塚政子

人事異動

職名

会計主任

東京大学総合研究資料館ニュース 28号

平成5年 7月31日

東京大学総合研究資料館(舘長・青柳正規)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL 3812 -2111内線 2801

刷葉文字土

東京都千代田区西神田 3-5-5 TEL 3238 -9939 

発行日

編集・発行

~n 
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東京大学総合研究資料館では、常設展示を休

祝日を除く月曜~金曜の午前10時~午後4時ま

で一般公開しています。入場は無料です。
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四天王奉鉢図浮彫

3~4世紀。平山郁夫コレクションO 左から2人目が(兜駿)毘沙

門天(頭に一対の翼あり)。ガンダーラ地方出土。

(兜践)毘沙門天は東西南北の守護を司る「四天王」の一人で、

北方の守護神と仏典に記されている。だが丹念に古代ギリシア

やローマの美術作品と比較していくと、その図像は古代地中海

世界に源流が存在することが判明する O

l 



ギリシア@ローマから日本ヘ
一一一ヘルメース・メルクリウス神から(兜践)昆沙門天へ 田辺勝美

わが国の古代文化の源流を仏教文化を通じて

遠く、ギリシアやローマの文化にまで求める人

たちが存在するが、ギリシア@ローマ文化起源

論を具体的な資料で以て明快に論証した研究は

皆無に近いと思う。しかしながら、丹念に古代

ギリシアの美術作品とわが国の古美術作品を比

較していくと、古代ギリシアないしローマに源

流が存在する例が確かに散見する O その一例と

して(兜践)毘沙門天像を採り上げてみよう。

(兜践)見沙門天は東西南北の守護を可る

「四天王」の一人で、北方の守護神と仏典に記

されているが、周知のごとく、わが国では財宝

富貴を司るものとして信仰されている O

ギリシアの神々は多数いるが、(兜蹴)毘沙

問天像の成立に関係するのは富みや商業の神、

ヘルメース(p ーマではメルグリウスといった)

である O ヘルメース神の図像の特色の一つは、

頭部やブーツ(あるいはサンダル)に一対の翼

が付いている点である(図1)。これは、へル

メース神が死者の霊魂の運命を左おする力を有

することを象徴するものと言われる O また、富

みを司るへルメース神の職能は、しばしば、羊

を抱き抱える羊飼いの姿によって判明する O 羊

はアーリア民族の間では富みの象徴であったこ

とが、造形遺物によって判明している O

このような富みや商業、さらに死者の霊魂を

導くヘルメース神の図像は、アレクサンダ一大

壬の東征により、中央アジア西部のオグサス河

中流域のノミクトリアに定着したギリシア入植民

ド亜大陸の北西辺境(ガンダーラ地方)にかけ

て知られるようになった。その実例は、 2~3t世

紀にこの地域を支配したクシャン朝の国王が発

行した金貨や銅貨の裏面に刻印されている。そ

の大半はイラン系(ゾロアスター教)の神々を

表したものであるが、しかし、その図像はギリ

シア・ローマの神々のそれを借用しているので

ある。その一つにギリシア文字でファッローと

記された男性神がある(図2)。

クシャン朝のカニシュカ 1世とフヴィシュカ

王が発行したコインに刻印されたファッロー神

のタイプは9種類ほど知られているが、これは

その一つである O 手にカドゥケウス(へルメー

スの杖)を持ち、頭部に一対の大きな翼が付い

ている O ファッローは古代ベルシア語ではクワ

ルナフというが、財産、幸運、幸福、王位、栄

光など人聞にとって善なるもの全て包括した観

念である O カドゥケウスや頭部の翼が証明する

ように、このファッロー像は明らかに、同じ職

能を司るへルメース・メルグリウス像をモデル

としている。特にへルメース・メルグリウス神

の頭部の翼が借用されたのは、イラン系のファッ

ローと L、う観念は鳥の姿で象徴されていたこと

に起因する O ゾロアスター教の聖典『アヴェス

タJによれば、ファッローは鳥の姿をして三度

イマ(閤魔大王)のもとから去ったとし寸。ま

た、グシャン朝のコインでは、閤魔大王(イヤ

ムショー)は右手に、この飛び、去ったファッロー

の化身たる鳥をのせている姿で刻印されている。

者によって、オグサス河

からインダス河に至る地

域へと伝播したのである G

また、メルグリウス像は

ローマとイント、の交易を

とうしてパキスタンへと

伝播した可能性もある。

そして、この地方に移植

されたギリシア・ローマ文

化を継承したイラン系の

クシャン族によって、ギ

リシアやローマの神々の

像が中央アジアからイン

図1ギリシアの重量絵に表されたヘルメー図2フヴィシュ力主金貨に刻印されたフアヴ
ス神(右)と父のゼウス神、前5世紀 口一神、 2~3世紀、鈴木銭男氏蔵
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つまり、イラン系のグシャン族にあっては、

ファッローは鳥で以て表されていたから、頭な

いし履物に烏の翼を付けたへノレメース・メルク

リウス神がファッロー神を表すために選ばれた

ことが判明する。

このようにしてイラン系(グ、ンャン系)のファッ

ロ一二へルメース・メルグリウス神の像がグシャ

ン朝の王朝美術に登場した。これが、やがてガ

ンダーラの仏教美術に取り入れられていった O

ガンダーラの仏教美術では、 「四天王奉鉢函」

(表紙)や「出家臨城図Jなど釈迦牟尼の伝記

を表した浮彫に登場する四天王の一人である

(兜蹴)毘沙門天を表すためにファッロー=ヘ

ルメース・メルグリウス像が用いられているの

であるが、それは(兜践)毘沙門天像の頭部に

一対の翼(図3、表紙)が存在することによっ

て証明される。仏典の『普曜経』にも、出家除

城の場面に「天帝(帝釈天)と毘沙門天が釈迦

牟尼とその愛馬カンタカを前導するJと記され

ているので、この比定は文献的にも裏付けられ

る。このような「出家臨城図」に登場する、弓

(矢筒)を持ち武装した(兜蹴)毘沙門天像は

今世紀初頭以来、釈迦牟尼の出家を妨害する魔

王マーラと言われてきたが、それは完全に誤っ

た解釈で、ある。

このように(兜政)毘沙門天像は、ファッローニ

ヘルメース・メノレグリウス像から一対の翼を借

図3頭に一対の翼をつけた兜践毘沙門天(左端)と出家
日食城の釈迦牟尼(ガンダーラ彫刻部分)、 2~3世紀

3 

図o也天に支えられ、鳥翼冠をかぶった兜践毘沙門天像
(版画)、 10世紀、敦煙出土、大英博物館蔵

用して創造されたが、それは毘沙門天の出自が

インド系の「財宝を司るグベーラ神」であった

からである。かくして、へルメース・メルグリ

ウス神はクシャン(イラン)系の(兜政)毘沙

門天に変貌したのである。そして、その図像が

中央アジア(図 4)、中国をへて臼本に伝播し

た。わが国で、は頭部に翼が付いたり、或いは烏

を表した冠、鳥翼冠を戴く毘沙門天像を兜蹴見

沙門天と別称しているが、本来毘沙門天には鳥

の翼が頭部にあったのである。それを欠く毘沙

門天像は本来の正しい姿ではない、すなわち、

それがへルメース・メノレグリウス神やファッロー

神に起源することが忘れられたのである。今後、

見沙門天像にお目にかかった時、たとえ頭部に

翼がなく、その像容もへルメース・メルグリウ

ス神と著しく異なっていようとも(甲胃を着た

武人像)、遠く古代ギリシア・ローマの文化に

想いを馳せて戴ければ幸いである O

(金沢大学文学部教授)



建築博物館としての町並み

いままでに行われてきた町並みの調査はかな

りの数にのぼるであろう O 町並みの調査はいろ

いろな目的で実施されるが、なんらかの保存措

置をこうずるための基礎史料として多く用いら

れてきた。もっとも有名なのは、文化庁が定め

た「重要伝統的建造物群保存地区」とし寸町並

みを保存する制度を実施するためにおこなわれ

る、事前の基礎調査である O この目的のために

昨年度までに全国各地で百ヶ所が調査され、今

年私の研究室と国立科学博物館の清水慶一氏の

クソレープと共同で行っている網生市の調査が百

一番目であると L寸 O このうち、保存地豆とし

て選定されたのは昨年度までに34件である O 意

外と打率が低いといえばそうだが、この制度が

実現するためには、地元の住民の大方の向意を

原則としているのだから、当然といえば当然で

ある。

桐生の町は戦国時代末の天正年間に町立がお

こなわれた。北端の桐生天満宮を起点に直線の

中心街路が荷にむけてヲ|かれ、その両側に間口

七問、奥行四O聞の町割がなされたことを起源

としている(ただ間口七問、奥行四O閉ですべ

藤井恵介

てが揃っていたわけではなさそうだ)。この町

割を下敷きとして現代に至るまで、さまざまな

活動が行なわれてきた。経済的に成功すると憐

の土地を買収して、大きな区画を造り上げる商

人がし、れば、裏側から敷地を切り売りして、小さ

な区画になってしまった所もある。それは近世

初頭から現代までの約四百年間の歴史を物語る O

桐生にのこされている建築にはさまざまな種

類がある G 中央の通りに面した町屋(庖舗兼用

住宅)、裏側の住居部分、土蔵、敷地ごとの小

柄、背後の工場建築などであって、それぞれ充

実した表情をみせている。年代は幕末から明治

初頭に出来たものがもっとも古く、多くは明治

中頃から昭和初期までである O 火事が比較的多

く、最後の大きな火事が明治三十年代にあった

ので、多くがその後の再建ということになる O

調査(主要な住宅の図面採取と間取り、史料

調査)を実際に行なってみて発見されたことは、

表通りに面した町屋の背後に充実した住宅部分

があることである O その形式は、土間と由の字

型をした居室部分をもついわゆる農家型のもの

である O これは桐生が本来在郷町とし、う類型の

桐生の町並み

4 



町屋の一例

町であって、農家形式の家が並んでいて、それ

を基本に発達したことを物語る。その痕跡を昭

和に入ってから建設された住宅の形のなかにも

見つけだすことができるのである。そして現在

私たちが目の当たりにする町の表情はその後に

町が発展してきた後の姿ということになる。こ

の様な後の発展も栴生では大変に興味深い。背

後の敷地が小さく区画されたのは、恐らく表側

の大きな家で働いていた人々

の住宅地とされたためで、あろ

うし、それは近代に入ってど

んどん進められたようだ。現

在でも大正~昭和の小規模な

住宅が多くのこっている O ま

た大きな敷地の背後に工場群

も少なからずのこされている O

それは例外なく鋸屋根をもち、

桐生が幕末から近代にかけて

織物の町として繁栄していた

ことを物語る直接的な証拠で

ある O

一方、この古い町並みがの

こる一帯から外に目を向ける

5 

と、要所要所に大正~昭和期の近代建築がのこ

されている O また西側に広がる{頃斜地には昭和

初期に開発された住宅地がある。ここでは少し

酒落た洋聞をもっ住宅が分譲されたようだ。桐

生の織物業による蓄積は、周聞に多くの豊かな

近代建築を造り上げたので、ある O

このように桐生の町は古いという点で、は際立っ

ているわけで、はないが、近但:から近代までのさ

住宅への入口の門



土蔵とレンガ蔵

まざまなパワエーションの建築があって、しか

もそれが時代ごとによくのこされて、全体とし

て心地よい調和を保っているということになろ

うか。それはまさに活きた建築博物館といって

もよし、。

建築は建ち続けることによってのみ本来の建

築の文化を伝えることができる。建築の文化の

重なり合いは、過去の町の歩みを物語り、その

町らしさを演出する O 現代建築はさまざまな事

情のために、上質の建築でもせいぜい数十年の

寿命しかなL、。最初から新陳代謝のための建築

であることを余儀なくされている。しかし、戦

多巨的ホールに改修されたレンガ蔵

前まで十こ建った建築は維持管理さえきちんとす

るならば、百年や二百年もたせることはそう難

しいことではない。過去の建築を上手に使うと

いうルールさえ確立することができれば、緩や

かな建築文化の重なったゅうゅうとした町へと

再生する事だけは確かである O

町とし、う広がりのなかに、活きた建築博物館

を構想する、このようなことが多くの都市に実

現するなちば、私たちの生活や環境の質がどれ

だけ向上することか、想像するだけでも楽しい。

(工学部助教授・本館建築史部門主任)

多目的ホールに改修されたレンガ蔵内部
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地図をめぐって

人は言葉で語り、文章に書き、絵を描き、写

真を写し、場合によっては楽器を使うことによっ

て、自分の理解する世界を表現し、他人に伝え

ようとする O 最近は映画やテレビ、さらにコン

ビューターによって映像と音のメディアを同時

に利用した、いわゆるオーディオ・ヴィジュア

ルな手段によって多くの情報を伝えることが盛

んである。そうした中にあって、地理学あるい

はそれに近い分野の研究者は、地図としてまと

められたものを利用することや、自分たちが調

査・研究して得た成果を、地図として表現する

ことが多い。

地理学だけでなく、地表付近に分布している

自然・人文・社会の諸現象を研究対象にしている

研究分野においては、それらの諸現象の空間的

な分布自体が興味の対象でもある。地球におけ

る自然の諸現象を理解するに当たって、地球上

における自然の一様性を仮定して自然の仕組を

数式で記述することよりも、自然の多用性やそ

の地域的な差異に興味をもっている人々が少な

くない。そこでは個々の現象を記述し、現象に

見られる地域的な差異を具体的に把握するため

には、分布図を描くことが重要な仕事になる o

また、地上における観察や観測によってデータ

を得るだけでなく、空中写真や衛星画像を利用

することが有効な調査・研究手段となる。さら

に調査・研究によってえられたデータも地図と

してまとめられ、表現される。地図化する作業

を通じて、いままでみえていなかったことが明

らかになることも多い。さらに、文章によって

表現できる以上のことを地図に描くこともでき

る。

地図には地形図、地勢図、地質図、植生図、

気候図、都市図(市街図)、住宅地図、土地利

用図など、表現されている内容(主題)によっ

て多くのさまざまな種類がある。また地図の縮

尺(スケール)によっても異なった内容を表現

することもできる O 日本では、 2万5千分1地形

図や1万分1都市図などが作成され販売されて、

自由に利用することができる o また最近では海

外旅行が盛んになるにつれ、多くのガイドブッ

クとともに世界各地の地図が輸入され、本屋さ

7 

米倉伸之

んの庖頭に並んで、いる。さらに世界的にはナショ

ナル・アトラスと呼ばれる国勢地図帳の編集・刊

行が盛んになりつつある。海外における研究調

査に際しては、それぞれの園や地域におけるこ

うした地図情報をうまく利用することが、調査

を成功するための基礎条件でもある O しかし世

界的には現在でも地図は軍地理局のもとに管理

され、大縮尺の地図は自由に利用できない国が

多い。

個人的には、地図を利用する立場だけでなく、

地図を作る立場になることもある。私は調査研

究するときにさまざまな地図を利用するだけで

なく、調査結果を地図としてまとめるために苦

労し、論文や報告書の文章を書くより地図を描

くのに多く時聞を費やした経験がある。また、

日本におけるある分野の研究成果を地図として

まとめる仕事に関与したこともある。たとえば、

日本第四紀学会では創立30周年記念事業として、

「日本第四紀地図」を編集し、東京大学出版会

から1987年に刊行した。この地図は、日本にお

ける過去200万年間の地形・地質・活構造を100万

分1図3葉にまとめ、先史遺跡・環境を400万分1

図1葉にまとめたものである O また1991年には

活断層研究会が「新編日本の活断層 分布図

と資料」を編集し、 100万分1r日本活断層図J

3葉と300万分1r日本と周辺の活断層・地震分布

図J1葉を作成して、東京大学出版会から刊行

した(この地図と和文・英文併記の解説は「日

本活断層図」として1992年に同じく東京大学出

版会から刊行されている)。

この二つの地図の編集と刊行に関与して、論

文や報告書としてさまざまなところに散在して

いる情報を収集し、統ーした形に編集し、地図

としてまとめることがし、かに大変であるかを教

えられた。それと同時に、地図として表現され

て始めて、埋もれていた知識が他の情報と共に

生かされることも学んだ。地図の編集は、何を

表現するための地図かとし、う地図の目的を明確

にすることや、そのために多量の情報を収集し、

取捨選択して、どのような内容を地図に盛り込

むかを決めることから始まる。こうした作業で、

は、研究の在り方や研究成果の評価といった基



本的な問題まで遡って議論しなければならない

こともある O さらに線の種類や太さ・色の使い

方など地図表現上の技術的な諸問題を解決する

うえでは、芸術的なセンスが大切である。日本

での地図作りは、おもに国土地理院、地質調査

所、水路部などの官庁でなされており、大学の

研究者が日本全体の地図をまとめる機会はそれ

情ど多くない。上で述べた2回の地図編集の経

験はp 地図を作る難しさと共に、地図を作る楽

しさを味わうことができた。

総合研究資料館の地理部門では、日本で出版・

刊行された地図類の収集に心掛けているが、そ

の活動は諸般の事情から限定されたものである。

将来は大学におけるマップセンターとしての機

能を充実して、学内・学外の研究者・学生が楽し

く地図を利用できるようにしたいと夢みている。

(理学系研究科地理学専攻教授・本館地理部門

主任)

公開講座のお知らせ

総合研究資料館では、一般市民を対象とした公

開講座「地球を動く一一人類の移住と拡散」を

実施します。

4~500万年前、「出アフリカ」を試みユーラ

シア大陸各地へ移り住んでいきました。そして

ヨーロッパに移住、定着したグループからはコー

カソイドが、アジアに移り住んできたグループ

からはそンゴロイドが、生まれることになった

という一つの進化モデルがあります。ところが、

最近脚光をあびているのは別のモデルで、す。コー

カソイド、モンゴロイドの祖先は約20万年前以

降に2度目の「出アフリカJを果たした人々で

あると O この2つのモデルを検証する上でネア

ンデルタール人が鍵を握っているのです。今回

の公開講座では今年シリアで発見されたネアン

デルタール人骨の紹介をしながら、併せてそン

ゴロイドの誕生以降の時代にも目を向け、より

広い視野から人類史を見つめ直そうと考えてい

ます。

O場所:東京大学総合研究資料館講義室

O期間:平成6年1月 14 日 ~3月 25 日

毎週金曜日、尚3月17日のみ木曜日

計10日間 13 : 00 ~ 17 : 00 

Oプログラム:

1月14日 赤津威(東大・総研資)

「人類、地球を動く J(含オリエンテー

ション)

1月21日赤津威

東京大学総合研究資料館では、常設展示を休

祝日を除く月曜~金曜の午前10時~午後4時ま

で一般公開しています。入場は無料です。
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「人類、ヨーロッパに移住」

1月28日 赤淳威

「人類、アジアに移住」

2月4日 百々幸雄(札幌医大)

「人類の誕生と進化」

2月18日 百々幸雄

「ネアンデルタール論争」

2月25日 百々幸雄

「シリア・デデリエ人骨」

3月4日 赤津威

「シリア・デデリエ洞窟」

3月11日 赤津威

「死海地溝と初期人類」

3月17日 闘雄二(東大・総研資)

「人類、アメリカに移住」

3月25日 闘雄二

「アンデス文明の成立J

O募集期間:平成6年1月7日まで

O定員:70名

O受講料:10，140円

O申込方法:必ず往復ハガキを使って、住所、

氏名、電話番号、年齢、職業を明記の上、下記

までお送り下さし、。なお、定員になり次第締め

切らせていただきます。

干113東京都文京区本郷7-3-1

東京大学総合研究資料館事務室

不明な点は、下記にお問い合せ下さい。

電話:03-3812-2111内線2804 事務室会計掛

東京大学総合研究資料館ニュース 29号

発行日平成5年 11月30日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長田青柳正規)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL 3812 -2111内線 2801

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田 3-5-5 TEL 3238 -9939 
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デヂリエ@ネアンデルタール人の子供

顔は左向き、上肢(右腕はまだ出ていなしうを伸ばし、下肢は屈曲して横たわる O 胴部

にきちんと並んで見える背骨や肋骨、左腕の3本の骨が生前と同じようにきちんと連結し

ている状況などから、この子供、親(つ)によりていねいに埋葬されたようである。



シリア、デデリエ・ネアンデルタール 赤津威

人類学の分野で近年もっとも脚光を浴びてい

る話題は、人類の進化の道筋、とりわけ我々現

代人の直接の祖先となる新人(現生人類)の誕

生を説明する2つの仮説モデルに関わる論争で

ある。一つは多地域進化説とよばれ、約150万

年前以降、ユーラシア大陸各地に移り住んだホ

モ・エレグトヮスが引き続き進化を続け、今日

見られる各地の人類集団を生みだしたとするモ

デルであり、もう一つは、 l地域進化説とよば

れ、アフリカで誕生した新人の祖先が再びユー

ラシア大陸各地に移り住み、各地に住み着いて

いたホモ・エレグトゥ

スの子孫と入れ替わっ

て我々現代人の祖先と

なったとするモデルで

ある。

1987年死海地溝の北

端、シリア、アプリン

で発見された巨大洞窟

“デデリエ"から昨夏、

形態学的にネアンデル

タール人と考えられる、

ほぼ完全な人類化石が

発見された(平成5年

度文部省科学研究費補

助金国際学術研究「デ

デリエ洞窟発掘J)oそ

れはシリアにおいて初

めての更新世人類化石

として、また死海地溝

北部における最初のネ

アンデルターノレ人類化

石として一躍注目され

ることになったわけで

ある。そして、新人の

誕生に関する2つの仮

説モデルの解明に格段

の進展をもたらすこと

が期待できる O

1000回目es

ヒ=塑些』

北のベッカーの谷、ガーブの谷、デデリエ洞窟

のあるアフリンの谷を経て、トルコのアナトリ

ア高原へと至る、約1000kmの帯状の凹地である O

死海地溝はアカパ湾の南で東アフリカを南北に

走る大地溝帯(GreatRift Valley)と連結し

ているが、この2つの地溝の成因は相互に違う O

大地溝帯はマントル物質の上昇にもとづく地殻

の隆起運動にともなって形成された文字どおり

のリフト (Rift)型地溝であるが、死海地溝は

リフト型ではなく、帯状の凹地を挟んで西側は

南方向、東側は北方向への逆向きの横ずれ断層

死海地帯はアカパ湾

から、ガリレー湖のあ

るヨルダンの谷、その
東アフリカを南北に走る大地溝帯、西アジアを南北に走る死海地溝は
それぞれ、人類の揺藍とその後の移住・拡散の足跡の宝庫である。
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洞窟の入り口から死海地溝をのぞむ

に起因している。

連結するが成因が異なる2つの地溝、興味深

いことに人類史で、果たした役回りも違っていた。

一方はし、うまでもなく人類が誕生し、その後数

百万年にわたって進化を繰り返した地、もう一

方は人類が「出アフリカ」を試みユーラシア大

陸各地に拡散していく際の最初の移住回廊の役

をはたしたとし、うわけで、ある。そして近年、死

海地溝が再び注目されはじめたので、ある。

それは人類の「出アフリカ」が過去に1度

(多地域進化説)であったか、 2度(1地域進化

説)であったかとし、う問題を解く鍵が死海地溝

に分布する遺跡の調査、とりわけ人類化石や!日

石器の研究によって具体的に得られると考えら

れはじめたからである O そしてすでにその地で、

この問題と直接関わる証拠が発見されているの

である O

1度目の「出アフリカ」と関わる証拠は1960

年代に大規模に調査され、本年報告書が出版さ

れた、ウベイディア遺跡である O この遺跡は今

日、大地溝の外で見つかっている最古の人類遺

跡である。発見される石器は古くは150万年以

前までさかのぼる最古のアシューレアンタイプ

であり、動物化石や古地磁気編年学の分析結果

もほぼこれを裏づけている。

ウベイディアに足跡を残したホモ・エレグトゥ

スの中には、その後、東に転じてアジアに移り

住み、ジャワ原人、ペキン原人の祖先となった

ク心ループ、引き続き北上し、ヨーロッパ人の祖

先となったクーループもあらわれた。では、それ

以降にアフリカ出身の新人が再び死海地溝を経

3 

由してユーラシア大陸各地に移り住んでいった

ことを示す証拠はあるのか。それを死海地溝の

中で探ってみる O

近年注目されているのが、ウベイディアの西

約40切にあるカフゼー洞窟である。そこからは

今日までに沢山の人類化石が発見されている。

人類化石はムステリアンタイプの石器と一緒に

発見され、この点を重視する隈りネアンデルター

ル人と考えられるが、不思議なことに人骨はネ

アンデルタール人というよりむしろ新人に近く、

報告者はプロト・クロマニオン人と呼んで、いる O

しかもその生存年代は3種類の異なる年代測定

法により約10万年前ということになったのであ

るO

この10万年前とし、う年代は、これまでの通説

でし、けばネアンデルタール人が唯一の人類と考

えられた時代である O その時代にすでに死海地

溝に新人的な人類が生存していたことになる。

しかも同時代に典型的なネアンデルタール人も

生存していた証拠もある。このカフゼ一人が2

度目の「出アフリカjを実践したイヴの子孫、

新人の祖先かも知れないと注目される由縁であ

るO

しかし問題の解決はそう容易ではない。カブ

ゼ一人の携えている道具はネアンデルタール人

と基本的には同じタイプなのである O 新人の出

現が分子進化学のモテ、ノレで、いわれる約20万年前

とすると、アフリカにおいてもほつぽつムステ

リアンタイプの中期旧石器が出現する時代であ

る。 2度目の「出アフリカ」を実践した新人の

祖先、彼らは形態学的には新人的だが、道具、

技術は旧人と同じものを持って移住をはじめ、

死海地溝に移り住んできたのか、ムステリアン

タイプの道具箱をかかえて生存していた先住民、

ネアンデ、ルタール人と接触、影響を受け戦略を

替えたのか、謎は深まるばかりである O

デデリエ洞窟は死海地溝の北端、まさに死海

地溝の中で様々な実験を繰り返した初期人類が

ヨーロッパ、アジア各地へ移住、拡散する出口

に当たる O その地で見つかったネアンデルター

ル人骨、一緒に発見される道具はさまざまな新

知見をもたらしてくれそうである。

(本館文化史研究部教授)



先カンブリア時代の大気の源

カナダ，アサバスカ砂岩の石英中の流体包有物一一 正路徹也 山田住範

カナダ、サスカチワン州北部のアサパスカ

(Athabasca)地方は、第三次世界大戦前ゴー

ルドラッシュに襲われ、多くの金山が開発され

た。しかし、それらはすぐに掘りつくされ、ゴー

ストタウンと化して、忘れ去られていた。とこ

ろが、 20年ほど前に高品位のウラン鉱床が発見

され、再び注目されている。このウラン鉱床は、

変成岩とそれを不整合に覆うアサノミスカ砂岩と

の境界部付近に存在し、砂岩堆積後の熱水作用

により生成したと考えられている。

アサパスカ砂岩は東西400km，南北200kmの楕

円形を呈して、変成岩中に分布している(図1)。

地質図上でこのように単純な分布形態を示す地

層や岩体は極めてめずらしし、。 3次元的には中

心部で1500mを越す深さの盆状構造をとる。そ

こで、この地方をアサパスカ盆地と呼ぶ(なお、

地質学的盆地であって、地形表面は大陸氷河に

より削られ平坦である)。

周囲の変成岩の生成は17億年前、不整合面に

存在するウラン鉱床の生成は12億年前であるか

ら、アサパスカ砂岩は十数億年前に堆積したと

考えられる O したがって、この砂岩の年齢は地

球の年齢 (46億年)の約1/3に達する。ところ

があまり硬くない。確かに岩石と呼べる程度に

は固結している。しかし、指でほぐせる程度の

硬さである。日本ではこれより 2桁も若い千数

百万年前の砂岩でももっと固結している。

アサパスカ砂岩の堆積状況を写真(図 2) に

示す。堆積面が水平であることが分かるだろう。

この砂岩層の厚さは現在でも1500m以上と推定

されている O 当然昔は写真の上方にもっと砂岩

があり、大陸氷河の侵食により削り去られたは

ずである。 1500m以上の水平な地層があるとい

うことは、それらがあまりかき乱されることな

く堆積し、そのままの状態に置かれていたか、

あるいは静かに上昇したことを意味する。

楕円の焦点よりもう少し西にグラブレイク

(Cluff Lake)がある。不思議なことに、アサ

ノミスカ盆地内で、ここのみ基盤の変成岩が直径

18kmの円内に顔を出している。したがって、ア

サパスカ砂岩をはぎとると、高さ700mの変成

岩からなる切株のような地形が現れるはずであ

るO これまた何とも奇妙な形である。隙石が衝

突して変成岩の一部が溶融し、貫入したと考え

ている人がし、る。

アサパスカ砂岩の構成物は95%以上が石英粒

子である。これらの石英は周囲の変成岩からも

たらされたと考えられている。この石英を顕微

鏡でみると、水と二酸化炭素を主体とする流体

が包有物として捕獲されている(図3)。この流

体は石英の結晶が成長したとき、すなわち変成

岩が生成していたときその付近に存在していた

流体の一部であると考えられる。このとき捕獲

されなかった流体は結局地球表面に出て、先カ

ンブリア時代の海洋や大気の一部になったはず

である O

図1カナダ盾状地西部の地質図 CStockwellら(1968 Jの図
の一部)。変成岩は曲線文様で、砂岩は打点で示しであ
る。文様のない部分にはより新しい岩石が分布する。
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アサパス力盆地は、西経103'図 -111。、北緯57"-60
0 に位

置する。



石英中に捕獲されている

流体は先カンブリア時代の

流体圏(水圏と気圏)の源

の化石のーっと見なせる O

そこで、この流体を化学分

析した。流体包有物は加熱

によりその流体が100~180

℃で1相になるグループと

250~3500Cで1相になるグ

ループに分けられる O それ

ぞれを分離して分析したと

ころ、低温充填のクゃループ

は H，Oニ 95~96 ， CO，=2.6 
図2キレイク (KeyL白ke)ウラン鉱床を覆うアサパスカ砂岩。

~2.9 ， N，エ1.5~ 1.7 ， CH4= 

。~O.l，高温充填のグループは H，O=96~98 ，

CO，ニ1.1~1.6 ， N，=O. 7~ 1. 1 ， CH4=O.3~O.5 

であった(単位はmol%)。以上の結果がその

まま先カンブリア時代の大気の源の組成を示し

ているわけではなかろう O しかし、 CO，/N，比

が1ないしそれ以上であるということは、原始

大気がその源においてCO，に富んでいたことを

暗示してL、る O

付記: ここに記したアサパスカ砂岩の試料

は、ウラン鉱床の調査に行ったとき採取した。

このときはその構成物である石英に流体包有物

が含まれているとは思わなかった。また、本来

図3アサパスカ砂岩を構成する石英中の流体包有物(長径

が約20μm).包有物の円形部分がCO，Iこ富む気体、そ

の局留の円形部分がCO，Iこ富む液体、残りの部分はト1，0
に富む液体。
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の調査目的および時間的・地理的制約(何と6叩km

南に位置するサスカチワン州の州都、サスカトゥー

ンから飛行機を使って日帰りするという日程で

あった)から、変成岩地帯まで調査の足を伸ば

すことはできなかった。近年地球環境上のlつ

の大きな問題として、大気中の二酸化炭素の増

加が取り上げられている。ただ、現在行われて

いる議論のほとんどは、人間活動による大気組

成の変化を問題にしているため、その対象とす

る期間はぜいぜい数百年に限られている。しか

し、真に未来を予測する議論をするためには、

この数百年という短い期聞を地球史上の時間軸

のL8として捉えるべきであろう。こう考えた

とき、上記の試料中の流体包有物が地球大気の

源に関し何らかの情報を提供するはずであるこ

とに気づいた。このことは、ある目的で採取し

た試料が、他の目的の研究に役立つことを示し

ている。したがって、一度採取され、あるてい

どのキャラクタリゼイションが行われた試料は、

本来の目的のみならず、他の目的のためにも大

切に保管され、またその性賞はデータベース化

されるべきである O このような試料の保管とそ

れに関する情報提供業務は大学博物館の重要な

任務の1つであろう O

(工学部教授・本館鉱山部門主任

工学系研究科資源開発工学専攻院生)



土器の中に残されている圧痕

考古学が研究対象としている先史時代の情報

は、おもに発掘調査によって得られる立地環境

を含めた遺構と遺物を依どころとしている。た

だし、いずれにしても完全な状態で残されてい

ることは少なく、大なり小なり人為的或いは自

然現象によって変形や変質、撹乱を受けている

のが一般的である。通常時代が古くなればなる

ほどその度合は高くなる O 特に日本の土壌的な

性質もあって有機物の検出例は、低湿地の遺跡

や炭化物として出土する例を除くと極めて僅か

な量である O このような条件があるために、考

古学研究者は古くから土器に残されている圧痕

にも注意していた。一つは紋様の施紋方法に関

することであり、いま一つは籾圧痕に代表され

る紋様以外の圧痕である O ただし、土器に残さ

れる庄痕を直接観察することが多く、土器表面

の粒子がみためには粗いためそれほど一般に広

まる方法とはならなかった。また圧痕に石膏な

どの型取材を流し込んでポジ型を取る方法も古

くから採用されていたが、同じ様な理由の他に

型取材によっては資料を傷つける危険が伴うこ

とから、多くの研究者に活用される方法とはなっ

ていなL、。

近年、拡大観察のための機器類や型取材は大

1)土器の紋様(小瀬が沢遺跡)

6 

丑野毅

いに進歩している。土器製作に使われている粘

土は、予想をはるかに越える細かな粒子で構成

されていることもわかってきた。このようなこ

とから、再び土器に残されている圧痕の観察を

行う必要が高まってきている。これまで試行錯

誤を重ねてきた圧痕の観察方法とその成果の一

部をここに紹介してみたL、。

ふつう、圧痕の観察は土器に残されているま

まの状態で行われることが多いが、簡単な代わ

りに隅々まで見えなかったり、ネガ・ポジを頭

の中で逆転させなければならないなど制約も受

ける。ここでは微細な観察を行うために走査電

顕を利用できるよう、超微粒子でできている型

取材によって圧痕を実態化してから観察を行っ

た。型取材は資料に与えるダメージを小さくす

るため、弾力のあるもの(ここではビニル・シ

リコーン)を採用している O 離形材を塗布した

後、型取材を注入する。型取材の硬化したのを

確かめて庄痕から外し、ルーペや実態鏡などで

点検した後、問題がなければよく洗浄して観察・

計部のための資料とする。

写真は、上述の方法によって圧痕から復元し

た原体のレプリカである。撮影には当館の走査

電顕(日立電界放射型8-700)を使用。

2)豆の圧痕(千駄木遺跡)



3)米のEE痕(田園調布南遺跡)ステレオ写真

れている圧痕は形の

保存がよく、かつ微

細な部分まで鮮明に

印象されている。ま

た、粘土の柔らかな

ときにつけられてい

る以上、紋様は土器

製作の時に、そのほ

かは粘土採取時から

土器製作までの聞に

混入したものによる

庄痕であることは明

らかである O そのた

め圧痕として残され

たものがし、つの時代

のどのような文化に

関わるのかをきわめ

て明瞭に知ることが

できる。土器は土器

型式によって確実に

編年され、時間的、

文化的な位震を決め

ることカLで、きるカミら

である O 従って型式

のわかる土器片であ

れば、散歩のついで

に拾った破片の圧痕

でも十分データをと
4)米の庄痕(田園調布南遺跡) 5)指頭の庄痕(高島平北遺跡)

1)縄紋時代草創期土器の紋様:施紋の順序は、

上の2本の撚糸→ループ→下の撚糸の順序でつ

けられていることが解る。

2)縄紋時代中期の豆圧痕:右側部分は表面が剥

落しているものの、へそもはっきり残ってかな

り保存のよい圧痕である。

3，4)弥生時代後期の米圧痕:右下に見える匪の

部分が膨らんでいる o 3)はステレオ写真、 4)

は匪を正面から見たところ O

5)古墳時代前期の指頭圧痕:四つ並んだ内の右

端。右手人差指の先端部であろうか。

掲げたのは僅かな例で、あるが、土器の中には

さまざまなものが圧痕という形で残されている

ことが解っていただけよう O これら土器に残さ
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ることができる O

このように庄痕を観察することによって、紋

様であれば施紋具の様子や施紋方法、残された

状態によっては施紋具の素材にまで迫ることが

可能である。もう一つ、土器の作られた時代や

その環境に関わる情報が得られることも大きな

利点と言えよう。これまで多くの圧痕を観察し

てきたが、土器作りの季節をはっきり説明でき

る資料は残念ながら未だに発見できなし、。しか

し、土器に残されている圧痕は想像以上に量も

種類も多く、圧痕を通して見た古代の人々の生

活を語ることができるのもそれほど遠いことで

はないものと期待している。

(教養学部助手本館研究担当)



The University Museum， The University of 

Tokyo， Bulletin No.35， 133pp. 379 figs. 

(1993) 

Submarine Cave Bivalvia from the Ryukyu 

Island: Systematics and Evolutionary 

Significance. 

Itaru HAYAMI (速水格)

Tomoki KASE (加瀬友喜)

東京大学総合研究資料館研究報告第35号

1989年から1993年にかけてダイパーの協力の

もとに行われた琉球列島の沖縄および宮古諸島

の海底洞窟動物群の調査結果の一部である O 本

報告では、伊江島、下地島、伊良部島のサンゴ

礁外側にある後氷期に沈水した石灰洞に多産す

る48種の二枚貝を分類記載するとともに、その

特異性と進化学的意義を論じている O

海底洞窟産の三枚貝群は、洞窟の薄明部に産

し、“生きている化石"と見られるオオベッコ

ウガキとツキヨミガイを除くといずれも微小種

で28新種、 1新属を含む。その一部は本州、ハ

ワイ、フィリピン、パラオに共通性があるが、

外界の二枚貝群に比べると分類群の構成が偏っ

ていて、生態的原始性を示し、半深海・深海的

な属が多く含まれる O また、著しい短小化やプ

ロジェネシスによる幼形進化、深海や寒海種に

似てK淘汰の傾向が顕著である。この特異性は、

暗黒、貧栄養で捕食圧の低い半閉鎖的環境と関

連して理解され、進化生態学の理論を検証する

上で有効な示唆を与えるであろう(本ニュース

27号を合わせて参照されたし、)。

お 知 ら せ

東京大学総合研究資料館では、 4月より増築工

事が開始されることになり、一部の展示品は撤

去されます。常設展示の公開等詳しいことにつ

きましては、当館事務室(内線 2802) までお

問い合せ下さい。

東京大学総合研究資料館ニュース 30号
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東京大学総合研究資料館標本資料報告第28号

東京大学総合研究資料館考古美術(西アジア)

部門所蔵考古学資料目録

第3部 イラン(テぺ・シアルグ採集土器片)

千代延恵正 (YoshimasaCHIYONOBU) 

Catalogue of Archaeological Materials in 

the Depertment of Archaeology of West Asia 

Part 3 Iran (Potsherds from Tepe Sialk) 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports NO.28 

当館考古美術(西アジア)部門にはイラン、

イラクをはじめとして西アジア各地で採集され

た考古学資料が多量に収蔵されてL、る。それら

の資料の内容は年代的には旧石器時代からイス

ラム時代にまで、わたり、種類としては土器・石

器・金属器・ガラス器・陶器と多岐に及んでいる。

これらの資料については本館標本資料報告とし

てすでに2冊が刊行されているが、本書はその

第3冊目にあたるものである O

本号は西アジア考古学上の標式遺跡であるイ

ラン国テペ・シアルク遺跡にて採集された土器

片796点の詳細な報告書である。この報告書の

特色は土器片一点ごとの実測図を掲載し、その

紋様、厚さ、曲面などを一見して判読できるよ

うにし、また巻末の一覧表によってそれらの色

調、胎土、焼成などを提示した点で、ある O また

可能なかぎり土器から推定されるもとの土器の

口径あるいは胴径を算出してある。これにより

読者は本来の土器の大きさを知ることができ、

さらに全資料の写真と実測図と対照することで

資料のイメージを描けるように配慮、しである。

現在西アジア各国は全ての考古学資料の外国

帯出を禁止しており、今後このような資料が日

本に招来されることは不可能であり、今回この

ような形で、当部門の資料が発表されたことは日

本の考古学界に対して貴重な研究材料を提供し

得たと言えよう O

発行日平成6年3月1日

編集・発行東京大学総合研究資料館(舘長.青柳正規)

東京都文京区本郷 7-3-1 TEL 3812 -2111内線 2801

印 刷葉文社

東京都千代田区西神田 3-5-5 TEL 3238 -9939 
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蛇をわし掴みにする鳥

ジャガー、蛇、猛禽類は、形成却IJ(B.C.l5∞~紀元前後)の代表的な宗教

表象である。この作品は、現在開催されている特別展『文明の創造カ ー

古代アンデスの造形芸術jを飾る逸品である。



文明の創造力:古代アンデスの造形芸術 大貫良夫

古代アンデス文明と形成期

南米大陸の西側を南北に走るアンデス山脈の

ほぼ中央部に、今日のベル一国がある O このベ

lレーから隣国ボリビアの西北部にかけての地域

は、中央アンデス地帯とよばれ、先スペイン期

アンデス文明はここに発生しそして滅んだ。

この古代アンデス文明の逸品が、『文明の創

造力:古代アンデスの造形芸術』と題して、平

成6年6月6日から東京大学総合研究資料館に

おいて公開されることになった。展覧会の実現

に力を尽くしていただいた、ベル一政府をはじ

めとする多くの方々に感謝申し上げたい。今回

展示されるのは、ベルーのエンリコ・ポリ博物

館文化協会所蔵コレクシヨンの一部であり、形

成期と呼ばれる時期の作品である O

およそ紀元前1500年から西暦の初頭までの時

代は、アンデス文明の始まりの時期、その大き

な発展の基礎を築いた時期として、アンデス先

史学では一般に形成期とよばれる。紀元前2000

年頃までには、トウモロコシ、マメ、イモなど

が栽培され、ラクダ科動物などの飼育が徐々に

普及していく。そしてそこへ土器の使用が加わ

ると、文化の形が大きく変わる。形成期は、中

央アンデス地帯に文明がまさに芽生えた時期と

いえよう。

形成期に入る少し前から、ベルーの海岸地方

とアンデス山間部の両方において、公共的な祭

杷の場所と思われる建築物が出現し始める。形

成期になると、祭杷建築はその規模を飛躍的に

増大させ、主要な建物の壁面には粘土を厚く塗

って、彩色壁面を描いたり、レリーフ装飾を施

したりするようになった。中部海岸カマス谷の

セロ・セチンでは、基壇の外壁を線刻彫刻の石

で築いている。山地の遺跡では、クントゥル・

ワシやチャピン・デ・ワンタルのように石彫を

伴う場合もある。

これらの神殿に共通する特徴として、何回か

にわたる作り替えの痕跡がある。たとえばコト

シュの場合、ある時期の神殿の壁を壊し全部を

埋め尽くし、その上に新しい神殿を築いている。

神殿の更新は、文化のさまざまな分野での変化

を促進した。神殿の建築には大量の人力の動員

2 

が必要で、、まずもって食料の増産が基本課題と

して登場する。品種の改良はもとより、生産性

の高い作物の導入や耕作方法の工夫が積極的に

進められた。

一方、神殿の祭把に主役を果たすグループは

ますます専門色を強め、教義や儀礼の細目を洗

練させたにちがいない。神殿の装飾としての壁

面やレリーフの製作のために、そのような専門

家が育成され、技法の地方化が促進された。大

量の人員を確保し、組織的に動員するには、統

治の方法にも工夫が必要である。

こうして、形成期の少し前に始まった神殿更

新の慣習は、形成期においてさまざまな文化的

革新を実現させ、アンデス文明の躍動的なプロ

セスを始動させることになったのである。

東京大学では、アンデス文明の形成期、特に

ベルー北高地における形成期文化の解明を目的

として、 1958年以来学術調査を重ねてきた。今

回の展示品の多くは、東京大学アンデス調査団

の研究に密接なかかわりをもつものであり、展

覧会の学術上の意義も大きい。

遺跡名(企印)

lクントゥlレ・ワシ
2クピスニケ
3セロ・セチン
4チャヒ、ン・デ・ワンタル

5コトシユ o 300km 
6ノfラカス ー~ーー

ベルーの形成期遺跡



学術の発達

土器が中央アンデスで製作されるのは紀元前

1500年頃からである O 形成期にはペルー北海岸

と北高地で、形と文様に独特の工夫を凝らした

土器が発達する O

北海岸の場合、それらの土器はクピスニケ文

化の名前で包括される。光沢を持つほどに磨き

上げられた表面、黒色の還元焼き、赤色の塗彩、

赤地グラファイト(黒鉛)、焼成後の顔料塗布、

刻線、浮き彫りなど、じつに多様な装飾技法を

駆使している O 器形では、鐙形憲と平底の鉢が

代表的であるが、鐙の太さや口縁部の形にいろ

いろな変化が認められる。また査の胴部が人物、

動物、鳥など、立体的な象形物となっているこ

とが注目される。表現の主題はきわめて神話的

であり、その背後に豊かな語りの世界があった

ことをしめしている。

土器のほかに土偶も数多く作られている。男

女、子供、妊婦や母親、アクロパットなど、そ

の表現は多様であり、当時の生活の一端をうか

がう材料にもなる。

クピスニケ文化では、大小の石鉢の外面に彫

刻を施す例が少なくない。そこでもまた神話的

な主題が表現されている。ナイフと首級を持つ

怪獣のモチーフもあれば、二元的原理の絵画的

表現と思われるものもある。

金、銀、銅の金属製品の発明もまたクピスニ

ケ丈化が最初のようである O とくに金には高い

価値がおかれ、冠、鼻飾り、胸飾り、耳飾り、

ベンダントなどの装身具やコップや鉢など容器

が作られ、見事な打ち出し技法が駆使された。

この頃、北高地北部には別の文化伝統があり、

クピスニケ文化とは密接な関係にありながら、

独自の様式を維持していた。また北高地南部の

ワヌコ地方でも独特の土器伝統が存続していた。

高地と北海岸の二つの土器伝統を合わせ、石

彫芸術が発達したのはチャピン・デ・ワンタル

である。同じ頃、北高地のクントゥル・ワシで

も、新しい形の神殿と石彫、そしてクピスニケ

様式の土器や金細工が登場する O これら北高地

の巨大祭紀センターの開始は紀元前6世紀頃と

考えられ、海岸のクピスニケ文化の衰退と年代

的にほぼ一致する。このことがほんとうである

3 

人物象形登、北海岸形成期文化

とすれば、その意味は何か。今後の形成期研究

の大きな課題である O それはまた、紀元前500

年頃から始まる南海岸の形成期文化すなわちパ

ラカス文化の起源にも関わる問題でもある O

アンデス文明形成期の創造性

建築、土器、石彫、金銀細工などは、いずれ

も形成期において百ざましい発達と多様な展開

を実現した。それらは実用に供されるだけでな

く、美の表現の場と考えられた。こうして素材

は選択され、加工され、一方、素材の特色と限

界をぎりぎりまで生かした美のあり方が追求さ

れた。それは壮大な実験でもあった。アンデス

の海岸と山地の両方で、またそれぞれの中の地

方ごとに、素材と表現の実験が遂行されたので

ある。アンデス文明の歴史の中で¥これほど多

様な方向に、芸術的創造力が鼓舞され、創造性

が発揮された時代は、形成期をおいてほかにな

い。この形成期における創造性の発露がなかっ

たら、後のアンデス文明の発展は実現されなか

ったにちがいない。

形成期の文化に見るような驚異的な創造性は、

何によって可能となるのか。人類史の中には創

造性の爆発的な発露を見る時代がいくつか際立

つである。アンデス文明の形成期とはそのよう

な時代の一つである。創造性の原動力となった

ものは何か。その解明もまた今後の形成期研究

の主要課題である。

(教養学部教授・本館文化人類学部門主任)



地熱地域における熱水温度履歴

当館地学系の最近の活動から、地熱系解析に

関する話題を報告したい。

地殻上部に貯えられている熱、すなわち地熱

は温泉など溺iI染深い利用のほか、国内ではすで

に発電にも供され、今後ますます地熱エネルギ、

ーとして多百的に活用されることが期待される O

また、地球環境を考える場合にも、太陽からの

輯射熱とともに、地球の内側からの熱は重要で、

一般にグローパルかつ総合的視野から把握され

なければならない。地下では深さとともに温度

が上昇し、平均的な地温勾配は 3
0

C/IOOmで

ある。しかし、日本列島などの変動帯では、地

混勾配はこの平均値よりも大きく、大陸の安定

陸塊で小さいのとは異なっている O また、一般

に圧縮応力場の地域では地温勾配は小さいが、

伸長応力場の地域では大きいという特徴がある

O O.1mm cal. v. 

清水正明 歌田賓

ことも知られている。そこで、岩石の熱伝導率

や透水性、熱源としての火成岩、地質構造、水

理地質学的諸条件などを考え、地熱地域として、

秋田県南東部の三途川地域を選ぴ、その地質構

造と地熱構造を明らかにし、島弧における熱水

系モデルを提唱することを目的に調査を進めて

いる。

地表の諸調査のほか、ボーリング・コアも用

い、層序・構造の検討、岩石組織の顕微鏡観察、

X線回折実験などを通して、三途川地域は中新

世後期に形成されたカルデラであることが判明

した。先中新世基盤岩を被い、 3サイクルのカ

ルデラ堆積物が認識され、各サイクルでは、下

部に軽石流堆積物、上部にそれらに由来する湖

成砂泥岩から構成されている。ブーゲ異常のデ

ータとも調和的である。

865.4m 

写真 1 ボーリング・コア (MS-3)、深度865.4m
方解石中の気体・液体2相から構成される流体包有物。
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層序が確立されれば、カルデラの地質構造も

明確に見えてくる。カルデラ堆積物は、主とし

てNW-SE及びNE-SW方向の正断層に固まれた

陥没地内(約200km)に分布しており、形成後

700万年を越えないこともわかってきた。

本地域の地表及びボーリンク・コアにみられ

る変質鉱物の三次元分布も把握され、変質帯の

累帯分布も明らかになった。すなわち、変質強

度が増大するにつれ、弱変質帯→斜プチロル沸

石卓越亜帯→モルデン沸石卓越亜帯→濁沸石帯

→ワイラケ沸石帯に分帯された。この累帯分布

は従来知られておらず、カルデラ内に特徴的に

発達するため、新たに、「カルデラ型変質作用」

として提唱された。

地熱水の温度履歴を明らかにするため、引続

き、カルデラ底に達するボーリング・コア中の

方解石を主対象として、流体包有物(写真 1) 

の充填温度を測定した。この場合、充填温度が

ほぼ形成温度に等しいと仮定すると、深くなる

O 50 100 
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ほど形成温度が高くなる傾向が見出された(図

1のII)。図 l中の Iは熱水合成実験の結果に

もとづく主要ステージの温度変化、 Eは流体包

有物の充填温度測定にもとづく方解石ステージ

の温度変化、 Eは現在の坑井温度の温度変化を

示している。時間がI→E→皿と経過するにつ

れ、カルデラ内では、現況の活動は地熱系がも

っとも活動的であった時ほど生産的ではないが、

1000m以深では、現在でも殆ど変わらないほど

活動的であるように見える。深部では、中心が

南東側に隣接する新期カルデラへ移動したもの

の、依然としてマグマが存在しているものと考

えられる。

今後のより詳細で正確な地質構造と熱水活動

の解析は、抽熱の指針を与えるばかりでなく、

熱水系の本質を把握する上からも意義深い成果

が期待されよう。

(本館地学系研究部助手、同教授)
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図 1 ボーリング・コア (MS・3)における温度変化。
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左右不相称の標

“左右性"は生物学における興味深い問題の

一つである O 魚類もカレイ類を除けば、他の動

物と同様に、一般に左右相称の体制をもってい

るO しかし、左右不相称、の構造も意外に多く知

られている O キンチャクダイ類の斑紋、ある種

の鱗食魚、(カワスズメ科)の口部、オニガシラ

類などの背鰭赫の配列などがそれである。ここ

では、最近の魚類の擦に関する研究*から、特

異な左右不相称、の例を紹介してみたい。

際が体の後方の筋肉中に延長している場合が

ある。延長している状態は様々であるが、いず

坂本一男

れの場合もふつう左右相称的である O ところが、

体の左又は右側にだけ延長するという不相称が、

ニシン科やカラシン科の一部でみられる。この

他に、今回新たに以下のようなスズキ亜日の 3

科において悶様な不相称の構造が発見された。

アクタウオ科(図 1)アクタウオの鱒は、

第 3血管糠の下方を過ぎるあたりから右側に曲

り始め、ついには完全に右側を走るようになる。

フエダイ科(図 2)ヨコスジフエダイでは、

鯉は腹腔の後端を過ぎると直ちに右側に曲る O

タテフエダイの擦も同じ構造をもっO

図 1 アクタウオ科アクタウオ Lactariuslactarius (体長18.0cm)の横断面のシリーズ。
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アカタチ科(図 3)アカタチの延長部の構

造は大変特異である。擦は腹腔の後端を過ぎる

と血管腕を避けるようにその左又は右側を走る。

その上、この走り方は個体ごとに異なる O 同様

な構造はイッテンアカタチやインドアカタチで

もみられる O

その構造からみて、これらの左右不相称は、

aJ2フ工ダイ科ヨコスジフエダイ Lutjanus
ophuysenii (体長13.6cm)の横断函。

それぞ、れの科において独立に生じたと思われる。

それでは、このような左右不相称は何故生じた

のであろうか。何か適応、上の意義があるのだろ

うか。残念ながら、今のところよく判っていな

い。実際に観察したわけではないが、たとえば、

浮力との関連で考えてみると、アクタウオ科や

フエダイ科では、この不相称は遊泳に影響を与

えるかもしれないが、アカタチ科ではおそらく

影響はないであろう O 適応上の意義についての

議論は、構造の研究と同様に、グループごとに

行う必要がありそうである。因みに、鱗食魚の

口部の左右性は鱗食一被鱗食魚、の関係で説明で

きる O しかし、カレイ類の眼の位置の左右性に

は、適応上の意義はないらしい。今後、構造の

詳細な比較に加えて、遊泳の他摂餌・繁殖など

の行動との関連で、際の左右性の問題を検討し

てみたいと考えている O

さいごに、これらの左右不相称の発見には、

富永義昭博士が考案した“寒天法" (総合資料

館ニュース22号、 1991年)が大いに貢献したこ

とを付言己しておく。

(武蔵工業大学非常勤講師、動物資料部門客員

研究員)

*富永(理学部非常勤講師)・坂本・松浦(国

立科学博物舘):スズキ亜日魚類の標の後部の

形態

図 3 7'カタチ科アカタチ Acanthocepolakrusensternii (体長28.7cm)の縦断面。左側が頭部。
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富永義昭先生の御逝去を悼む

本学理学部非常勤講

師富永義昭先生は、去

る5月3日脳内出血の

ため58歳で逝去された。

先生は1959年本学理学

部生物学科動物学課程

を卒業され、生物系大

学院に進学された後、

1963年6月に理学部助

手(臨海実験所)になられた。 1966年3月御家

業と動物分類学の研究を両立させるために文部

教官の職を辞され、以来非常勤講師を務められ

つつ、総合研究資料館において魚類の研究に尽

くされた。 1969年から1992年まで日本魚類学会

の機関誌 f魚類学雑誌」の編集委員、また向学

会評議員として斯学の発展に貢献された。御家

業としては、天洋水産株式会社、横浜海運株式

会社、福岡運輸株式会社など10数社の代表取締

役社長または代表取締役の職にあった。

先生の御研究は魚類分類学に関する広範な領

域にわたるが、中心をなすものは硬骨魚類のハ

タンポ科の研究であり、初期の研究成果をまと

めて1968年理学博士の学位を受けられた。ハタ

ンポ科の分類と系統についてのこの頃の論文は

現在でも国際的によく引用され高い評価を受け

ている。最近は、ハタンポ科の研究を発展させ、

ハタンポ科を含むスズキ亜目魚類の混乱した分

類体系を見直し、ウキブクロの形態を重要な分

東京大学総合研究資料館特別展

類指標のひとつに加えてまとめつつあった。ま

た、総合研究資料館に収蔵されているタイプ標

本のカタログを整理しておられた。論文は共同

研究者との共著として、先生がもはやご覧にな

れない時に世に出ることになるであろう O 日本

における魚学の伝統を本資料館動物部門が継承

できたことや、日本の魚学の今日的レベルへの

発展は、富永先生の存在があってはじめて可能

なことであった。私事にわたるが、脊椎動物学

という講義のひと駒を毎年一度先生にお願いし

ており、先生が集められた古生代無顎類や中生

代シーラカンスの化石標本や御専門の標本や貴

重蔵書に直接に触れることのできた学生たちの

感激ぶりが思い出される。

これらの蔵書・標本は本資料館に残して広く

全国や世界の研究者の利用に供されるようにと

御遺族から申出られている。動物部門に所蔵さ

れている資料はこの分野の研究者間によく知れ

わたっており、利用のための来訪者が絶えない。

富永先生の遺された蔵書・標本が魚類分類学の

発展のために広く利用されることが、先生の御

遺志に沿うものあるのは間違いないであろう。

先生は囲碁の強い打ち手であったO そして同

時に、温厚でもの静かで、、人をこわがらせるよ

うなことは生涯一度もなかった。今はただ、先

生の御冥福をお祈りするのみである O

(理学系研究科動物学専攻・教授・資料館運営

委員 川島誠一郎)

文明の創造力一古代アンデスの造形芸術
期 間平成6年6月6日~平成 6年6月30日

時間 9:30 ~ 16:30 

※入場無料

問い合わせ先東京大学総合研究資料館事務室哲(03)3812-2111(内線2802)

東京大学総合研究資料館ニュース31号 発行日平成6年 6月 1日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:青柳正規)

東京都文京区本郷7-3-1 TEL 3812-21竹内線2801
印 刷株式会社三協社

東京都中野区中央4-8-9 TEL 3383-7281 
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本郷キャンパス南西部・昭和11年(東京大学大学史史料室所蔵)

昭和11年、震災復興の大概が終わった頃、本郷三丁目交差点の南西上空から撮影。旧前田侯爵邸すな

わち旧懐徳館全体が望める。残念ながら西洋館・和館は昭和20年3月10日の東京大空襲で焼失した。

現在は懐徳館庭園がそのまま残り、西洋館前庭に東洋文化研究所、総合研究資料館が建っている O



本郷前田侯爵邸と東京大学

東京大学総合資料館の展示・研究部門の拡充

のための増築にともない、旧前田侯爵邸の基礎

部分が発掘された。事前に予測はされていたも

のの、掘り出された見事に堅田な煉瓦壁体は、

かつてここに建っていた前田侯爵邸の素晴らし

さを努需とさせる。そこで、この邸宅建築と東

京大学・本郷キャンパスとの関係を少したどっ

てみることにする O

周知のように本郷キャンパスは江戸時代には

加賀前田藩の上屋敷であったが、明治維新の後

明治4年に屋敷地は収公されて、文部省用地と

なったO 東京医学校(東大医学部の前身)が明

治9年に移転してくるまでは、外国人教師館が

設けられるに留まり、放置同然で、あった。しか

し旧上屋敷の南側の一画、赤Fうから南側の約 1

万3千坪は、前田家の敷地として残されていた。

江戸時代の前田藩の広大な屋敷は明治元年、

収公される以前に近隣の民家からの出火で全焼

していた。明治16年 f五千分一東京図測量原因j

によると、敷地内の北側によせて和風と思われ

る屋敷と庭、その南に18棟の家作、南端に畑が

あって、小さくなった敷地に合せて建築群の再

建が行われたことがわかる。

前田家に新たな建築計闘が開始されたのは明

治35年である O 当主前田利嗣(第15代)はかね

てから屋敷・庭園を改築整備して天皇の行幸を

仰ぐ宿願をもっていたが、次代の利為がそれを

実現しようとしたのである O

新邸の建設の次第は以下のとおり。明治36年

1月地鎮祭および起工、同37・8年日露戦争の

(竣工時、建築雑誌263号より複写転載、以下向)
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藤井恵介

ため約 l年工事中断、同38年12月日本館竣工、

同40年 5月西洋館竣工。

設計を担当した建築家は、西洋館が海軍技師

の渡辺譲、日本館が同設計技師の北沢虎造であ

った。そもそも天皇の行幸が目的であったから、

充実した建築が計画されたことは言うまでもな

い。正面車寄せは西に面し、ルネッサンス式の

デザインでまとめられていた。地下 l階、地上

2階、総面積約214坪で、建築費約四万 5千円、

装飾費は家具・食器を含んで、約11万円であった。

全体の姿が優れていることは言うまでもないが、

いかに内装・家具に力が注がれたか良くわかる O

写真によってその華麗な姿が偲ばれる。渡辺譲

の設計した洋館のなかでも最も上質な建築の一

つであり、都内各所に設けられた華族・貴族・

ブルジョアジーの邸宅のなかでも第一級と認め

られる。

渡辺譲(1855-1930)は、工部大学校造家学

科第 2回(明治13年)の卒業生であって、内閣

臨時建築局技師、清水絶技師長、各鎮守府建築

部長、臨時海軍建築部工務監、海軍経理学校教

授などをつとめた、明治期の代表的な建築家の

一人である。

前田邸新築の少し後、明治43年7月8日に明

治天皇の行幸、 10日皇后(昭憲皇太后)の行啓、

13日皇太子・皇太子妃(後の大正天皇・皇后)

の来臨が実現したO 充分ではなかった日本庭園

は行幸の直前に、前田家庭師伊藤彦右衛門によ

って整備された。現存の懐徳館庭園はこの時に

現在の姿になったと思われる。なお、行幸に際

本郷前回邸2階広間



し、京都鴨川の河鹿数十匹、蛍二万匹が池に放

たれた。

前田家はこの天皇行幸を記念して、東京帝国

大学に国史学講座の増設に 2万円を寄付し、国

史学第三講座が開設された。

この前田家の敷地と邸宅が大学へ移管される

のは、関東大震災の後の大正15年 8月である O

本郷前回邸の敷地と駒場・代々木の本学敷地と

の交換は、関東大震災後の本郷キャンパスの拡

充を目的としたものであり、前田家がそれに応

じたのである O 震災復興の際に新たに建てられ

た現理学部 2号館、医学部 1号館は悶前田部の

敷地の内部に設けられている O 同時に、西洋館、

和館も大学に寄付されることが決った。実際に

は、駒場の前田家新邸宅の新築・移転をまって

昭和 3年8月にそれが完了した。なお駒場の前

田家新邸宅は、建築家高橋貞太郎の設計になる

秀でた西洋館であって、現在は駒場公園内の東

京都立近代文学博物館として公開されている O

このようにして大学に移管された旧前田家邸

宅は、残念ながら震災復興などを急務とする大

学側の経済的事情から、しばらく放置されてい

たようだ。しかし文部省から旧前田邸を聖蹟に

指定したい、との内示があり、昭和 8年再ぴ前

田家から補修費として 2万円の寄付を受け、昭

和10年には完成披露された。またこの時市村讃

次郎・宇野哲人両博士によって{懐徳館」と命

名された。これ以後、懐徳館は本学内外の学賓

を迎える建物として使用されることになった。

しかし、この|日前田家邸宅の西洋館と和館は、

昭和20年3月10日の東京大空襲によって炎上し、

本郷前回邸2階婦人客室
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創設されてから38年のわず、かな生命を終えた。

現在の懐徳、館和舘は戦後早々に再建されたもの

である O

さて、発掘されたかつての懐徳館の基礎は、

4 x 6メートルほどのブロックを切り取って、

地上に取り上げ、総合研究資料館のアプローチ

に置いて保存することになった。これ以外に見

事な壁面もあって掲示版にでも再活用できない

かとも思ったが、それは果せず解体破棄された。

これによって、かつての本郷前悶侯爵邸の痕跡

は、現在の懐徳館庭園を除けば、総合研究資料

館南側の円弧の塀と懐徳館庭園につうじる門だ

けとなった。

総合研究資料館の現在の位置が、この懐徳館

の位置を引き継いでいること、懐徳館が大学内

外に聞かれた優れた施設であったことを思うと、

総合研究資料館が今後学内の総合的博物館とし

て、意欲的に学外へ開いていこうと努力を重ね

ていることには、 f可かの因縁があるように思わ

れてならない。新しい資料館に学内外の多くの

人々が集い、親しく交流する場となることを願

ってやまない。

なお、松谷敏雄教授、田中品氏にいくつかの

点で御教示いただいた。御礼申上げる O

[参考文献]

「前回侯爵邸建築工事概要J(r建築雑誌j263号)1908 

f懐徳館の由来 付赤門と背徳関』東京帝国大学庶務

日果、 1940 

『本郷キャンパスの百年j展覧会カタログ、東京大学

総合研究資料館、 1988

(工学部助教授・本館建築史部門主任)

車寄南側の塀と庭菌への門
(本年 4丹、北より写す)



総合研究資料館増築に伴う埋蔵文化財発掘調査の概要 堀内秀樹

東京大学では本郷キャンパスを中心に昭和58

年以降、建物の建築または増築を行う際に埋蔵

文化財の調査を継続的に行っているO 特に当該

地に江戸時代を通じて経営されていた加賀前田

家の屋敷の発掘は、江戸の武家屋敷に本格的な

考古学的なメスを入れた最初の調査と位置づけ

られ、検出された遺構、遺物から当時の武家屋

敷の状況について予想を上回る調査成果を上げ

ている。

今回の報告は、総合研究資料館が大学博物館

計画具現化の一貫として、現在ある資料館の南

東側に展示、研究スペース拡張のための増築に

総合研究資料館

対して行った事前発掘調査の概報である。

発掘調査期間は平成 6年2月14日から 4月8

日のほぼ2カ月間で、調査面積は約600ばであ

る。遺跡は調査区中央及び北側資料館寄りに総

合資料館建築の際の大きな撹乱によって削平を

受けており、全体の様子は窺えなかった(第 1

図)。にもかかわらず、調査の主目的である江

戸時代の前田家上屋敷跡関連遺構の他に、断片

的ながら明治時代懐徳館関連遺構が検出され、

考古学、建築学的に非常に意味の大きいものと

なった。

以下時代ごとに見てみたい。

凡例

~江戸時代地下室

E3懐徳館関連遺構

01Om  

第 1図遺構配置図
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1 .江戸時代(前田家上屋敷跡関連遺構)

O検出された遺構群の概要

江戸時代の遺構面は、二枚にわたって確認さ

れた。上は黒色土面(以下「上面」と略す)、

下はローム面(以下「下面」と略す)である O

上面は調査区ほぼ全域のわたって認められ、南

側より北側に向かつて厚く堆積していた。中央

の大きな撹乱を挟んで南北に走る溝(南側には

ブリッジがある)より西では上面は叩き締めら

れ、硬化していた。土地利用は、この溝を挟ん

で大きく様相が異なることが看取できた。溝の

東側では、坑底、壁等がしっかり作られる遺構

が多く、地下室(第 l図中斜線部)、小ピット

(柱穴?)など建物の存在を想定させる遺構が

密に展開しているのに対し、西側では不定形の

溝、土坑等の遺構はいずれも浅く、規格性はな

い。また、東側の遺構の多くは上面より確認さ

れたのに対し、西側の多くは下面より検出され

た。このことは上面の時期には東側には建物が

存在し、西側はオープンスペースであったこと

を物語っている。

吋骨や

第2図前田家本郷御屋舗図
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第2図は三井文庫所蔵の「前田家本郷御屋舗

図」の一部である。この絵図面は細川義氏によ

る調査で1761~ 1771に作製されたものであるこ

とが判っているものである。これを見ると当該

調査区付近は南北方向に主軸を有する長屋群が

6棟とその西側には「馬場」と記される南北に

長い区画が存在している。この馬場は現存して

いる本郷邸の絵図面でもっとも古い元禄元年に

作られた「武州本郷第図J(尊経閣文庫所蔵)

に既に存在し、以後、幕末まで続いている。こ

の馬場については宮崎勝美氏の研究で「南之馬

場」と称されたこと、藩士が使用する馬場であ

ることなどが判っている O

上面の遺構検出の状況はまさにこれと符合す

るものであり、少なくとも元禄期以降、調査区

東側、地下室の密に分布している部分は長屋等

の家臣居住空間であり、西側、硬化面の確認さ

れた部分は馬場の空間であると推定できるので

ある。

下面検出の遺構は、中央やや北方に東西方向

に主軸を有する溝が確認されている他は、ピッ

ヒニ二二ゴ
第 3図学内建物配置図



トが全体的に散漫に認められるのみである。こ

の溝は他のすべての遺構に切られ、遺物も 17世

紀前半の瀬戸焼または美濃焼の製品が出土して

いる O また、溝の主軸もその他の遺構が調査時

のグリッド軸に対してやや東に振れているのに

対し、ほほグリッド軸に平行していることなど

から、下面は少なくとも元禄以前に構築された

ことが明らかで、おそらく本郷邸が上屋敷にな

る契機になった天和二年 (1682)の火災以前の

遺構商であろうと考えている。

0検出された遺構

地下室は、全部で13基確認された。以前調査

を行った法学部4号館地点などの下級家臣自の

居住区とされる長塵に伴うものに規模、形態が

類似している O いず、れも袋状を呈し、深さ約

2.5-3 m、床面の広さ 2-4畳程度で階段等

の付帯施設はない。また、床、壁面の整形もラ

フで、工具痕がそのまま残るものも少なくない。

これは物置や火災の際のシェルター的な用途に

使用されたと思われる o (写真2、3) 

井戸は 2基確認されている O とくに調査区西

側を南北に走る 2本の溝のすぐ東倶IJにある井戸

は、出土遺物が18世紀後半のものが主体的であ

り、時期的なものを考慮すると馬場に付帯する

井戸であろう。この井戸は非常に丁寧に構築さ

れており、井桁、井戸側、土屋等の施設が明瞭

に認められた。江戸の井戸は大きな桶の底を抜

き、逆位に積み上げ、土の混入を防止する構築

法が一般的である。この筒状の桶を井戸側、最

上段の棉を化粧側と言い、その化粧倶~を支える

枠を井桁と呼んでいる。土屋はおそらく釣瓶を

下げたものであろう。(写真4) 

溝は上面に 3本、下面に 2本ある。上面の溝

は前述した中央の讃乱を挟んで南北に走るもの

は長屋空間と、馬場空間とを仕切る溝であろう O

簡単な板塀等の存在が想定される O 南側に存在

する半間のブリッジは出入口であったと推定さ

れる O これより西側に 5聞はなれて前述した溝

と平行する溝が2本確認された。あるいは馬場

のコース取りをした区画溝であろうか。

写真 1.遺跡全景

写真 2.地下室

写真 3.地下室入口

写真 4.井戸
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2.明治時代(懐徳舘関係の遺構群)

懐徳館は明治40年に前田侯爵が明治天皇行幸

のために建築された建物で、洋館と和風別館及

ぴそれに附属する庭園とでなる。懐徳館につい

ての詳細は藤井先生の稿を参照されたい。

謂査開始当初より調査区に|日懐徳館洋館が位

置することが絵図面等より確認されていた。な

んらかの形でその痕誹が認められるであろうと

推定していたが、発掘では煉瓦積みの基礎及び

地階部分等が予想以上に良好な遺存状態で検出

された。なお、現存する洋館の図面と照合する

と、玄関、便所にあたる部分に相当しているよ

うである。

基礎は非常に強固に作られている。外壁部分

では、まずコンクリートによって 3段、計 1m

以上幅を減じながら積み上げ、そのうえに煉瓦

を長辺のみが連続するように乗せ、短辺のみが

連続するものと交互に上に積み上げている O コ

ンクリートは 2~ 5 cm程度の玉砂利が多く含ま

れてはいるが、比較的堅牢であった。煉瓦も 3

段、計26層、1.8mの厚さを測る。コンクリー

ト部分の上に 2層積み上げ、その上には短辺の

半分、幅を減じて 2層、さらに短辺の半分を減

じて22層積み上げている(写真 5)。上下水等

の配管はトンネル状に壁を穿ち、その天井はア

ーチ状に煉瓦を配し、強化している(写真 6)0

また、外壁には煉瓦の防腐、地階の防湿のため

であろうが、基礎上端より 90cmまで、厚さ 2

cm程度のタール状の物質が塗布されていた O

基礎の内側は、外側タール状の物質が塗布され

ているレベルにコンクリートで床がはられ、壁

は床面上40cmまでセメント状の腰壁が、以上

には漆喰が張られていt:.o

配管は館内はすべて鉄製で床下、壁内に隠さ

れて配されていた。また、下水管は館内より壁

外にでると土管となるが、そのジョイント部に

は汚臭逆流防止のための iUJ字管を配してい

た。土管は、調査区中央方へ延びている O 中央

の撹乱では一部壊されているが、その中で方向

を変じて、南方へ続いている。

比較的狭い面積の発掘調査であったにも関わ

らず、江戸時代の武家屋敷内の土地利用の様相、

明治時代末の洋館の工法などの一端が明らかに

7 

写真 5.懐徳館基礎

写真 6.懐徳館配管付設状況

なった。特に懐徳館は考古学的な調査によって、

不明の部分が多かった西洋建築における種々の

工法(おそらく建物の性格から推定して当時の

最新技術が用いられているのであろう)の様相

が見られたことは建築史学的にもその収穫は大

きいといえよう。なお、基礎の一部は現在、総

合研究資料館のアプローチに屋外展示されてい

るので、一度見られると様子が理解できょう。

このように発掘調査によって得られる知見は

多く、江戸または明治時代といった新しい時代

のについても、その必要性を理解していただけ

れば幸いである O

また、この調査を行うにあたり、資料館をは

じめ多くの方々に多大なるご協力をいただきま

した。末筆ではありますが感謝の意を表します。

(埋蔵文化財調査室・文学部助手)



新刊紹介

東京大学総合研究資料館資料報告第32号

ネパール産種子植物データベースのための植物

名リスト

木場英久、秋山 忍、遠藤康弘、大場秀章

Name List of the Flowering Plants and 

Gymnosperms of Nepal 

H. Koba， S. Akiyama， Y. Endo， H. Ohba 

Th巴 UniversityMuseum， The University of 

Tokyo， Mat巴rialReports No.32 (1994) 

東京大学総合研究資料館特別展示

東京大学では1960年以来、故原寛名誉教授を

中心にヒマラヤ地域の植物相の野外調査と分類

学的研究を進めてきた。これらの研究によって

収集された標本・資料を10万点以上収蔵する本

資料館は世界有数のヒマラヤ地域植物研究セン

ターとしての役割を呆たしている。

ヒマラヤ地域については未だ植物誌が完成さ

れておらず、学名の採用が研究者間で異なる。

本書は、ネパール植物のデータベース作成の一

環として、これまでに出版されたネパールの植

物に関する文献に用いられた同国産植物名をす

べて網羅した学名一覧である。

東京大学コレクション展(1)
一一束アジアの形態世界一一

東京大学の所蔵になる四百万点以上の学術資料のなかから、これま

で公開される機会の少なかった、中園、朝鮮、日本他、東アジアの美

術文化財四十八点を精選し、その造形美を探る。「東京大学コレクシ

ヨン」の全貌を紹介するための長期断続的事業は、この特別展示を以

てその第一歩を踏み出す。 土曜

期間平成6年10月7日~平成6年12月16日(日、祝日開館)

※ 入場無料

東京大学総合研究資料館案内

開館時間 10 : OO~ 16 : 00 

東京大学本郷構内南西隅に位置

最寄駅営団地下鉄丸の内線本郷三丁目駅

東京大学赤門入構後、南(右)に約150米正面

問い合わせ先

東京大学総合研究資料館事務室

会 (03)3812-2111 (内線2802)

人事異動

発令 職名

H 5. 8.16 東京大学教授
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東京大学総合研究資料館
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わが国で200年前に作製された西洋医学教育用標本「木造人頭模型」

201年前の寛政 6年甲寅 5月(1794) に、参府のため江戸に滞在のオランダ商館長から、幕府の蘭

医・桂川甫周に蝋製の人頭模型が贈られた。甫周はこれを手本にして木造人頭模型を作らせた。材

質は檎で、表層は胡粉を塗って整えられている。桂川甫周の名は『解体新書』に訳注者の一人とし

て、杉田玄白とならんで記名されている。
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東京大学における医学教育標本の変遷 神谷敏郎1)・吉田 穣 2)

東京大学医学部の創立は、安政5年(1858)

5月7日と定められている O この日は江戸の蘭

方医82名の拠金によって、神田お玉ヶ池松枝町

に創設された「お玉ヶ池種痘所」が開所した日

にあたる O 種痘所はその後幕府直轄となり、

「西洋医学所j、「医学所Jさらに「大学東校」

など、めまぐるしい制度・名称、の移り変わりを

経て、ドイツ医学導入による医学教育機関とし

て明治10年(1877)東京大学医学部へと発展し

ていった。この伝統のなかで教育・研究用に蓄

積された標本類は膨大な点数になる O その中で

重点的な資料については本総合研究資料館およ

び医学部標本室において保管され、教育・研究

標本として広く活用されてきている O 今回はこ

れら標本類の中から、医学史的にみた教育標本

の一部を紹介してみる O

木造人頭模型(表紙写真)

201年前の寛政6年甲寅 5月(1794) に、参

府のため江戸に滞在のオランダ商館長から、幕

府の蘭学者桂川甫周(1751~ 1809) に蝋細工の

人頭模型が贈られた史実がある O その後、蝋細

工の人頭模型は行方不明となったが、この記載

写真各務木骨の頭蓋骨。実物の頭蓋骨(写真 2) 
との見分けが困難なほど正確に作られている。

2 

とよく一致する木造の人頭模型が、桂川家から

東京大学医学部に寄贈され保存されてきた。そ

の後、破損が目立ってきたので、昭和42年

(1967) に東京国立文化財研究所に修復を依頼

したところ、修復工程で後頭部の内面に「鈴木

常八作之、寛政寅十月」の墨書きが発見された。

これによって甫周は、蝋細工模型を贈られた年

の10月に、この木製模型を作らせていたことが

明らかになった。模型は頭音問、ら頚部にかけの

右側の筋肉と血管が示説されている精巧なもの

である O 江戸時代の蘭学者たちが、西洋医学の

導入に懸命に努力していたことを示す証の標本

として、わが国における医学史上貴重な史料で

ある。

各務(かがみ)木骨(写真1、3、4、5)

江戸時代においては医師でも、「人間の骨」

を所有することは社会的に容認されていなかっ

たO このために整骨医が指導し、工人に模刻さ

せた木製の骨格模型が存在した。このうち大阪

の整骨医・各務文献(1765~1829) が心血を注

いで完成させた原寸大の全身骨格模型は「各務

木骨Jとして知られている。この木骨は文化2

写真 2:オランダ震官ボンベが、わか、国にて医学教育

に用いた頭蓑骨。



年 (1819)幕府に献上され、後に「西洋匿学所J
において保存され、今日、東京大学医学部に引

き継がれている。その出来映えは実に素晴らし

く、この木骨と真骨とを並べてみると、一見し

ただけでは毘別ができ難いほどで、細部にわた

り正確に作られている。各務文献は整骨術の基

礎は真骨の「手撫目察Jにありとして、このよ

うな真骨に忠実な木骨を座右において、治療と

子弟の教育に当たった。木骨は国際的に見て貴

重な標本であるとともに、江戸時代の「遺骨j

に対する日本人の社会通念を示している史料で

もある。

第 1号骨格標本(写真 2)

明治時代に整理された東京大学医学部解剖学

教室の「解剖学標本台帳Jは、小金井良精教授

は858~1944) によって詳細に記帳されている。

この台帳の第 l号標本は「オランダ人頭蓋骨J
で、その備考欄には「軍医総監松本良順氏の寄

贈J と記録されている。松本良}II真(l832~1907) 

は長崎において、日本に系統だった西洋式の医

学教育を導入したオランダ軍医ポンベ・ファ

ン・メールデルフオールト(l829~1908) につ

いて学び、その助手として、当時の日本人とし

ては、もっとも本格的な西洋底学を修めた人物

写真 3:木骨の頭蓑骨下街(外頭蓋底)。脳神経や血

管が賞通する管や裂孔が正確に存在する。
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である。江戸の「西洋医学所Jに召還され、後

に三代目頭取を務め、明治政府において軍毘総

監に就任した。ボンベは解剖学の講義で、献体

によるとされたオランダ人頭蓋骨を用いて授業

していたが、良順が長崎を離れるときに、この

頭蓋骨を記念に贈った。江戸に戻った良}II夏は、

西洋医学所でこの頭蓋骨を用いて教育にあたっ

た。当時、この頭蓋骨がいかに貴重な教材とし

て活用されていたかについては、「実物を知り

たい学生達でひっぱり凧となり、手垢で黒光し

て、まるで漆を塗ったようになった」と記録さ

れている O 木骨と同様に医学教育では骨格標本

がいかに重要であるかを知ることができる。

眼球模型(写真 6) 

人体の解剖が困難であった江戸末期から明治

初期においては、フランス製のキュンストレー

キと呼ばれた紙塑製の人体模型(一般には全身

模型)が、欧州から輸入され教材として活用さ

れた。東京大学においてもキュンストレーキが

用いられていたが、現在では、唯一この眼球模

型が保存されている。この模型は右観球と眼筋

の構造とが示されたもので、実物のおよそ 5倍

の大きさで作製されている。文久 2年 9月

(1862) ボンベの帰国に従って、最初の海外留

写真 4:大腿骨の比較。①人骨(右側前面)

②木骨(右側前面)③木骨(左側後面)



学生としてオランダで眼科を学んだ伊東方成

(1831 ~ 1898)が、明治元年(1868)帰国に際

して持ち帰ったもの。模型の右下角にある記録

から1863年にヲランスで製作されたもので、極

めて精巧にできている O

ムラージ、ユ fMoulageJ(写真7)

臨床医学の皮膚科学において、色彩、形態と

もに千変万化の疾患記録を残すのには、昔から

いろいろな技法が用いられてきた。その原点は、

忠実かつ精細な描写である。次いで写真記録で、

今日においてはカラー写真やスライドで記録保

存されてきている O 記録画や写真の場合は立体

的な記録はできない(現在ではコンピュータ

ー・グラフィックスが応用されてきている)。

欧州では明治後期から大正時代において、主と

して皮膚科疾患の記録にムラージュ法が盛んに

用いられた。ムラージュ法とは、患部に石膏を

当て凹型を取り、これにパラフインを主剤にし

た蝋を流し込んで、複製をつくり、これに患部の

彩色を施して仕上げる方法である。本学皮膚科

教授土肥慶蔵 (1866~1937)は、 ドイツ留学時

にこの方法が医学教育上極めて優れた技法であ

ることを学び、その技法を日本に導入した。

写真 7は「天然痘(痘癒)J患者の右手のム

ラージュである。その後、天然痘は撲滅され地

球上から完全に駆逐された。今となっては幻の

写真 5:足の骨の比較(足背面)。左足は人骨、右
足は木骨、木骨の第2指末節骨は欠如している。
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f云染病である。従って現在の臨床の場では、天

然痘の患者を診た医師はごく限られてきている。

わが国で天然痘の症例を観察できるのは、この

ムラージュ以外にない。医学部門にはこのほか

に、医療の進歩によって、現在では殆ど診られ

なくなった疾患のムラージュが400余点が保存

されており、学内・外からの医師の参観も多い。

プラステイネーション標本(写真 8)

骨や歯のような硬い組織にたいして、筋肉や

内臓器官を軟部組織という O 解剖j学や病理学教

育用襟本の多くは軟部組織であって、フォルマ

リン溶液またはアルコール液にて固定された標

本である O これらの液浸標本は、行き届いた管

理下であれば、半永久的に保存され、必要に応

じて組織の一部分を摘出して、組織標本にして

顕微鏡で観察することも容易である。 近年、生

活環境汚染の問題が深刻化してきているが、

100年前と現在の人体組織を比較検討すること

によって、体内にどのような汚染の影響がみら

れるかを検査することもできる O このよラに薬

液による体内組織の保存は優れた技法で、医学

分野では極めて重要な標本保存方法である。た

だ難点として、フォルマリンやアルコールなど

の固定液にはかなり刺激臭があり、標本を富接

手にとって観察することは容易ではない。

医学教育用標本保存方法として、必要に応じ

て何時でも、手にとって観察できる標本の作製

が長年の課題であった。このため、第 2次大戦

写真6:眼球模型。入れ子式に組み立てられていて、外
層より内題へと取り外しながら観察できる。



後目覚ましい開発がみられた合成樹脂を応用し

て、 i夜浸標本から薬液を除去して合成樹脂中に

包埋し、永久保存する方法が考案された。この

技法は寄生虫などの小型標本については、作成

過程も簡易で懐れた点も多いが、中型以上の標

本保存には適さない。また、合成樹脂包埋法の

標本は手に取ることはできるが、厚い樹脂層の

中に組織があるので直に触れて観察できない。

この点をシリコーン樹脂を応用して、組織中の

薬液を完全にシリコーン樹脂に置換して、柔軟

性に富んだ、自然状態に極めて近い標本保存方

法がドイツ・ハイデルベルグ大学医学部解剖学

教室において開発・実用化された。プラステイ

ネーション (Plastination) と呼ばれるこの新

しい技法は、現在、国際的に普及してきている O

本学医学部解剖学教室では、わが国で初めてプ

ラステイネ}ション技法を採り入れ、人体肉眼

教育標本の作成を進めている O この技法はかな

りの手聞がかかるので、同時に多量の標本を作

成することは容易でないが、今後の新しい教育

用標本作製技術として広く応用されるようにな

ろう。

写真8はヒトの小腸のプラステイネーション

標本で、腸壁を切開して粘膜の様子が示されて

いる。無臭で柔軟性に富み、観察者は手にとっ

て観察できるという、未来型の標本である。医

学部門でもこの技法による医学教育用標本の充

実をはかり、近い将来、本館参観者にこれらの

標本を提供して、人体の正常構造と病態につい

ての科学的な理解を、深めてもらえたらと願っ

て努力している。

(本館毘学部門客員碗究員、 21医学音防票本室主任)

写真 7:天然疲ムラージ、ュ(幼児の右上肢)。一蕗に広がった発疹は、

発病中期特有の「膿癌期」の症状を示している。膿癒はやがて乾燥

して痴皮(かさぶた)を形成し、快方にむかう。

写真 8:ヒトの小腸(プラステイネーション法標本)。粘膜面には小

腸に特有な無数の輪状ヒダが見事に保存されている。
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熱帯雨林研究とパソーの森林

20年前のローマクラブ・レポートの「成長の

限界Jでは、世界の人口、資源、食糧などをシ

ュミレーションして、「熱帯雨林は、 30~40年

後には消滅してしまうだろうjと予測した。こ

れらの地球規模での環境問題は合衆国政府の報

告書「西暦2000年の地球J(1980年)で決定的

なものとなった。このような地球環境問題に関

連して、 1965年に IC S U (国際学術連合会議)

で世界60カ国(実際には40カ国程度)が参加し

て IB P (国際生物学事業計画) (~1974年)

が計画された。このプロジェクトは、これまで

全く欠けていた生物学的な基礎デー夕、すなわ

ち世界中の生物資源は一体どの位あるのか、ま

た適当な量を収穫していれば永続的に利用可能

であるのか、そして地球上の植物は 1年間にど

れだけの有機物を生産しているのか、などとい

った世界各地での生物生産力評価を初めて取り

上げたものであった。この日本・イギリス・マ

レーシアの熱帯雨林共同研究の拠点となったの

がマレ一半島南部のパソー国有林(図一 1)で

ある。ここでは熱帯雨林の物質生産力や成長速

度が初めて信頼できる方法で世界に先駆けて測

定された。現在、生物学の教科書で用いられて

いる生態系の生物現存量や生産量はこのように

して調べられたのである。パソーの森林は熱帯

5・
C当

図-1 マレ一半島パソーと気候
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鈴木和夫

雨林研究のメッカといえる。

現在のパソーは、 FRIM (マレーシア森林

研究所)のシンパンペルタン試験地2，450haの

うち50haが永久生態環境保護地域として管理

されている。半島マレーシアの西海岸に位置す

る首都クアラルンプールを暫く南下し、セレン

パンより東にマレ一半島の脊梁山脈の南端を抜

けて再び北に向かうとネグリセンピラン州のシ

ンパンベルタンという小さな町に着く。アブラ

ヤシ園に固まれたこの小さな町(図-2)から

はパソーの熱帯雨林の存在は想像できない。ヤ

シ園を奥に入ると IBP調査の際に建てられた

日本隊の作業小屋が見える。ここで、ヒルガー

ドを塗り、虫避けスプレーを浴び¥数少ない残

存原生林の低地フタパガキ林へと入る。以前と

森林の様子は大きくは変わらないと思われるが、

大きな違いは1993年に作られた“treetower-

canopy walkway system"である。大高木層の

樹高30mの樹冠に三角形に作られたこの樹冠歩

道とも言うべき橋の上からの眺め(図-3)は、

上に巨大高木層を見上げ、下はモクモクとした

樹林に満ちて、何とも例えようがない。このウ

オークウェイから手の届く限りの葉や枝には測

定用の沢山の印が付いていることは言をまたな

しミ。

フタパガキ林のパイプルともいえる

“Forest巴rs'manual of dipterocarps" 

(1943)は、出版を見る前に38歳の若さ

で没した英人SymingtonのFRIMでの

14年間にわたる研究をまとめたものであ

るが、出版の経緯を記した印象的な

MAEGAKIを読むと隔世の感がある。

fKono Hon wa Daitoa Senso no 

Massaityu ni Insatu sareta. Kigen 2602 

n巴nno Itigatu Nippongun wa Kuala 

Lumpur 0 Senryδsita， sonotoki kono 

Hon no Koseizuri wa Ikusa no Wazawai 0 

manukarete， (略)Kagaku no Sinpo wa 

Ikusa ni yotte samatage raretewa 

naranai. Kono Hon no Insatu wa tada 

Malai Tatenaosi no tame ni Hituyo dearu 

kara to iunomidewa nai， (略)J



私どもが現在行っている熱帯林再生研

究 (BIO-REFOR:Biotechnologyassisted 

reforestation)は、 IUFRO-SPDC(国際

林業研究機関連合一途上国特別プログラ

ム)と共同して新技術を用いたアジア・

太平洋地域の熱帯林再生を目指すプロェ

クトであるが、 1ω4年はこの地マレーシ

アで行われた。今後、熱帯林再生とその

保全が益々進展することを願う次第であ

る。

(農学部教授・本館森林植物部門主任)

図-2 7"ブラヤシ園前にで

図-3 樹冠歩道から見るパソーの森林
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新 刊紹介

東京大学総合研究資料館標本資料報告第29号

東京大学総合研究資料館所蔵地図目録 第3部

圏内篇 (2) 栗栖晋二・米倉伸之編

Catalogue of Maps Preserved in the Department 

of Geography， The University Museum， The 

University of Tokyo. P紅白.Japan(2) 177pp. 

KURISU Shinji and YONEKURA Nobuyuki 

The University Museum， The University of 

Tokyo， Material Reports No.29 (1994) 

本館地理部門所蔵の地図目録としては、 3冊目

である。第2部国内篇は1卯O年に本館資料報告第

23号として、建設省国土地理院およびその前身の

陸地測量部で作成した地形図・地勢図のうち地理

部門で所蔵しているものの目録として作成された。

その際に、未収録で日本全域の現在の基本図であ

る2万5千分の l地形図の所蔵目録を本冊に収録

した。地図の図番、図幅名、 i則図年または編集年、

修正年と修正の種類、発行年、備考が記載されて

おり、北海道から沖縄まで北から南へ順次20万分

のl地勢図の範囲ごとに一覧表を作成した。なお

閉じ図幅が複数回刊行されている場合には、測図

年の古い順に配列した。本目録には刊行された地

形図が全て所蔵されているわけではないが、日本

全国の大半の図幅が収録されている。最も古い担Ij

図年は明治19年にさかのぼり、年次の異なる図幅

はその地域における土地利用、都市化、自然改変

などの歴史的変化を眼にすることができる貴重な

資料といえる。多くの方々の研究・教育の参考と

して役立つことを期待します。

東京大学総合研究資料館資料報告第30号

モンゴロイド系諸民族の初期映像記録一アメリ

カ・オセアニア篇一

赤津威、落合一泰、船曳建夫

Early Photographs of the Mongoloid Peoples 

-The Americas and Oceania-

東京大学総合研究資料館ニュース33号

8 

T. Akazawa， K. Ochiai， and T. Funabiki 

The University Museum， The Unuversity of 

Tokyo， Material Reports No.30 (1994) 

本書はこの度、当館の新コレクションとなった

古写真のカタログである。それは1989年から 4年

間にわたって実施された先史モンゴロイドプロジ

ェクト(文部省科学研究費重点領域研究「先史モ

ンゴロイド集団の拡散と適応戦略J)が、米国スミ

ソニアン研究所、フランス国立図書館、大英博物

館から提供された古写真複写資料、 437:枚からなる。

当館は過去に鳥居龍蔵博士撮影の古写真を再生し、

カタログ化して刊行したことがある (f東京大学総

合研究資料館所蔵鳥居龍蔵博士撮影写真資料カタ

ログJ東京大学総合研究資料館標本資料報告

Nos.l8-21、平成2年6月)。このようなプロジェク

トが、古写真のもつ資料価値の再認識につながり、

さまざまな機関、個人のもとに眠る映像資料が発

掘され、注目されるきっかけとなればと思う。

東京大学総合研究資料館標本資料報告第31号

東京大学総合研究資料館考古美術(西アジア)

部門所蔵考古学資料目録第4部西アジア各

国採集旧石器時代標本 (1956-1957度調査)

西秋良宏 (YoshihiroNishiaki) 

Catalogue of Archaeologilcal Materials in the 

Department of Archaeology of Westem Asia， Part 

4， Palaeolithic remains from the 1956-1957 survey. 

The UniversityMuseum， The UniversityofTokyo， 

Material Reports No.31 (1994) 15pp.， 125 plates. 

東京大学は19日年から57年にかけて、イラン・

イラクなど西アジア各国で広範な遺跡分布調査を

実施している。その際に収集された大量の考古遺

物・写真類は本館考古美術部門の重要な収蔵品と

なっており、本書が報告しているのはその一部で

ある。ここには旧石器時代の代表的な石器、動物

骨等の写真1500点余りが収録されている。また、

調査参加者の野帳、書簡類に基づいて、標本の入

手経緯に関する記載もなされている。

発行日平成7年 3月 1日

編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:青柳正規)

東京都文京区本郷7-3-1 TEL 3812-2111内線2801

印 刷株式会社三協社

東京都中野区中央4-8-9 TEL 3383-7281 
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増築された総合研究資料館 1階平面図
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1骨量平面図

1階平面図 hd』 A

増築されたのは図の右上(南東)の円弧に固まれた部分であり、 1階には新しい第 3展示ホールが設

けられた。前進的な様々な企画展示の場となることが期待される。
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新館の開館にあたって

総合研究資料館は現在、大学博物館構想を推

進中である O 基礎研究ただのり論や理工離れが

問われるなか、一次資料である学術標本を有効

に活用して、より実証的な研究が可能となる環

境を整え、学術標本を用いた実物教育などによ

ってより魅力的な教育が可能となる基盤を構築

するためである。要するに貴重な学術標本をた

だ保存するだけでなく、さまざまな分野とレベ

ルで活用できるシステムとしての大学博物館を

実現しようとする構想である。

さいわい総合研究資料館には約 I万点のタイプ

標本を含む240万点にものぼる学術標本が収蔵さ

れている。所蔵点数としては我が国最大の規模を

誇っている O この膨大かっ貴重な学術標本を有効

に活用できるようにするためには、また学内共同

利用施設として研究者や学生が資料館で教育研究

を実施できるようにするためには、共同の実験室、

総合研究資料館新館増築の完成

かねてから待ち望まれていた、総合研究資料館

の新館(新しい展示室・会議室・研究室・共同実

験室・演習室)の増築が、平成6年度工事として

本年3月に完了した。従来の建物の南側、懐徳館

青柳正規

研究室、演習室などのスペースが必要である。

このたび関係各方面のご尽力によって完成し

た新館では、そのような活用を可能とするため

の共同スペースをある程度確保することができ

たと考えている O また、最新の設備を有する展

示ホールや、数ヶ国語の同時通訳が可能な国際

会議場(ミューズホール)も完成した。東京大

学の研究教育基盤の強化という資料館の役割が

新館完成によって大きく前進したと考えている O

しかし、 240万点という膨大な学術資料を容

易に閲覧でき、活用できるようにするためには

さらに数千平方メートルのスペースが不足して

いることも事実である O これからの資料館の活

動如何にかかわっているが、大学博物館として

の機能を十分に発揮できるよう関係各位のご理

解を要望する次第である O

(本館館長文学部教授)

藤井恵介

の塀との聞のわずかな敷地で、はあるが、地上7階、

地下 1階、延約3∞Orriの建築が新たに建ち上がっ

た。このうち総合研究資料館の使用するのは約

2200rriで館全体で約8∞Orriの規模となった。基本

図階企画展示室
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設計は本学施設部、実施設計は株式会社山下設計、

施工は株式会社松村組である。

腹案程度の計画はあったのだが、平成 5年の年

末に補正予算による増築が決定すると、急、に慌た

だしい事態となった。本来ならばじっくりと館内

部で、案を練って設計に活かすべきであろうが、そ

の時間がない。しかし、懸案の増築であるから実

現したい項目は多い。最小限の時間で出来る限り

の努力をすることで、納得せざるをえない。設計

作業と並行して、建設予定地では発掘調査カt行な

われた。その経過と発見された遺跡については、

本ニュース32号で報告されている通りである。そ

の後、 5月に着工し、本年無事完成を迎えたので

ある。

今回の増築の目標は、各種の施設を補充する

ことであったが、そのなかで最も力が注がれた

のは、新しい展示ホール(第 3展示ホール)で

ある O 大学博物館として前進的な試みを展望す

る本館としては、それを表現する場として優れ

た展示施設を持つことは最低限の条件であろう。

約380m'の規模で、奥に曲面の固定展示ケース

をもっホールが実現した。重要文化財クラスの

貴重品展示の実現のために、展示ケースはエア

タイトとし、ホールは可能な限り広いひとまと

まりの空間をつくり可動間仕切で自由な展示設

言十ができるようにした。

今後の会両展示はこの新しい展示ホールを会

場とすることが多くなるであろう。個性的な展

示には絶好の施設と思われるので、是非広くご

利用いただきたい。

次に課題となったのは 7階に予定された会議室

である。今後の博物館機能の重要な項目のーっと

して、国際会議掬催に十分な設備をもたせること

が企画された。東京大学にそのような施設が不足

していることも勘案された。ラウンドテーブルに

30席、その周囲に12席、手元灯と 6チャンネル切

替のマイク・イヤホーンを備えることになった。

恐らく国際会議場として恥かしくない程度であろ

うと想像する。学芸の女神の名にちなみ青柳館長

によって「ミューズ、ホール」と命名された。

以上が新しい施設の僅かな紹介であるが、予

算の都合上、計画しながら実現しなかった部分

も少なくない。映像関係の設備は、日進月歩だ

が、それにはほとんど対応出来ていない。また、

今回の新築では資料室をほとんど増加すること

が出来なかったし、!日館の施設老朽も進みつつ

ある O 研究・教育施設を改善する努力は果てし

ない、とつくづく思う O

ともあれ新しい建物は完成した。設計施工に

直接たずさわった方々、また展示ホール設計に

多くのアイデアを提供された佐々木幸一氏、そ

の他多くの方々のご尽力に、建築委員として深

く御礼申し上げたい。

(大学院工学系研究科建築学専攻助教授 本館建

築史部門主任)

図2 7階ミュースホール
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東京医学校外人教師、ヒルゲンドルフについて 矢島道子

ヒルゲンドルフ (FranzHilgendorf， 1839-

1904) は明治 6年(1873)から 9年(1876) ま

で東京医学校で主に博物学を教護していたいわ

ゆる御雇い外国人の 1人である。日本特産の巻

き貝、オキナエビスを「生きている化石」とし

て、世界に紹介した人でもある O 彼の業績は今

日の日本では、ほとんど知られていないが、 ド

イツでは初期ダーウイン主義者として再評価さ

れつつあり、ベルリンの動物学博物館(図1)

には、彼の業績がきちんと整理・保存されてい

る。 1995年 1月ベルリンの動物学博物館を訪問

し、ヒルゲンドルフの業績の一部を検討する機

会を得たので報告する。

私はオストラコーダ(節足動物・甲殻類)の

分類研究を専門としているが、日本のオストラ

コーダの研究は、誰がいつ始めたのだろうかと

疑問を持ったのが、ヒルゲンドルフの業績を検

討することになったそもそものきっかけである O

日本のオストラコーダについては、他の日本産

動物分類群と同じように、何らかの機会で臼本

のサンプルを手にした外国人により、リンネ式

二名j去の記載が始められた。日本近海の現生オ

ストラコーダや第四紀化石オストラコーダには、

図ベルリン動物学博物館

4 

1880年の「チャレンジャーレポートJ(英国)

によって初記載されたものが多い。チャレンジ

ャー号が日本に寄港したのは、明治 8年 (1875)

であるが、その時ヒルゲンドルフは日本に滞在

していた。オストラコーダの仲開であるウミホ

タルを日本で採集したのが、彼であり、ウミホ

タルの学名 Vargulahilgendorfiiはヒルゲンド

ルフに献名されている。

ヒルゲンドルフは1839年ドイツ、マルク・プ

ランデンブルクのノイダムに生まれた。最初、

言語学を勉強しようとベルリン大学に入学した

が、その後チュービンゲン大学に移り、地質学、

古生物学に専心した。彼の博士論文『シュタイ

ンハイムの淡水成石灰Jにおいては、 ドイツの

第三紀巻員の進化系列を編もうと試みた。この

進化系列についてはその当時から議論が多く、

現在ではほとんど取り上げられていない。しか

しながら、オキナエビスを「生きている化石J
と紹介できたのは、彼が地質学、古生物学の研

究を通して、進化について彼なりに考えていた

からだと、 ドイツでは再評価されつつある。

1863年ベルリン動物学博物館館員をふりだし

に、ハンブルグ動物関長、 ドレスデン図書館長

図2:日本の魚の液浸標本



を歴任し、 33歳で来日した。本郷キャンパス内

の外国人屋敷に住み、多いときには週23時間も

博物学、植物学、顕微鏡用法、理学階梯、数学、

ドイツ学、地理学等を教えた。『ベルツの日記j

(岩波文庫)には、ベルツは在日当初、ヒルゲ

ンドルフの住んで、いた館に住んだと記されてい

る。ヒルゲンドルフは、 3年の滞日中に休暇に

なると函館、日光、箱根、仙台、秋田、千葉等

に旅行し、多くの魚を採集している(図 2)。

東京においても、朝早くから市場に足繁く通い、

多くの魚を観察している。オキナエピスは、江

ノ島のおみやげ屋の庖先で発見したと伝えられ

る。

在日時代はドイツ東亜博物学民族学協会の設

立に努力し、魚だけでなく、日本のヘピ、モグ

ラ、ニホンカモシカ、さらにはアイヌ民族の毛

髪についても研究報告を寄せている。離日後も

日本の生物について多く記載報告し、ヒルゲン

ドルフの名前がついている種も多い。

ヒルゲンドルフは、離日後はベルリン動物学

博物館の魚類部長として、魚類学の研究に没頭

した。彼の整理した標本は、甲殻類が 1万点弱、

魚類が 1万 6千点を越える。日本の魚を記載す

るとともに、 1880年ベルリンで開催された万国

漁業博覧会で松原新之助氏をよく助け(図 3)、

図3:万国漁業博覧会に出品された魚標本
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日本の魚学の近代化に大きく貢献している。松

原新之助氏は、ヒルゲンドルフの弟子で、東京

水産大学の前身である水産伝習所の設立(明治

21年)に寄与し、その後の水産講習所の初代所

長(明治36年一44年)も勤め、生涯日本の水産

教育に献身した。ヒルゲンドルフはドイツにあ

って、日本の魚類学、水産学を諸外国に紹介す

るという貢献もしている。まさに日本の魚類学、

水産学の始桓であるといえよう。

ベルリン動物学博物館では、ヒルゲンドルフ

の採集したサンフ。ルが良い保存状態で、残ってい

たO ヒルゲンドルフの一生を語る、博士論文、

写真、フィールドノート、履歴書、日本からの

手紙(図 4)、結婚証明書、死亡証明書等もよ

く整理されてあった。『勇魚取絵詞 上・下J
なる捕鯨に関する日本の古書も保存されている。

ヒルゲンドルフが来日したのは、 120年も前

のことであるが、ヒルゲンドルフのもたらした

もので、今日の日本に定着したもの、しなかっ

たもの、あるいはヒルゲンドルフにより興隆し

た学問、あるいは異なった方向に成長していっ

た学問等の観点で、日本の自然史科学の歴史を

再考してみるのも、よいのではないかと考える。

(東京成徳短期大学非常勤講師、地史古生物学

部門客員研究員)

閲4:ヒルゲンドルフ宛、日本からの手紙



特別展示「東京大学コレクションII-動く対也とその生物」を終えて
大場秀章

昨年夏に催された「東アジアの形態世界Jに

引き続き、本館 1階展示ホールにおいて、平成

7年6月22日より 8月31日までの71日間、特別

展示「東京大学コレクション E一動く大地とそ

の生物」が開催された。この問、記帳者名簿だ

けで、 2.759名の見学者を数えた。また、開催

中3回にわたって講演会が催され、計170名の

聴講者が訪れた。

本学は、 1877年(明治10年)の創立以来、地

質学、岩石学、鉱物学、動物学、植物学、人類

学等広範な自然史分野について、欧米諸国にな

らった近代的な研究活動を展開してきた。約

120年間にわたる研究活動を通して世界中から

収集された膨大な資料は、学内の各部局に保管

され、今日まで研究・教育に積極的に利用され

てきた。また、これらの資料は海外の研究者か

らも高い関心が寄せられ、利用に供している。

これらの資料は、いずれも高い学術的・文化

的価値を有しながらも、これまで一般に公開さ

れる機会を持たないままで、あった。今回の特別

展示では、自然史分野に関連するこれらの資料

の中から、タイトルが示すように、地球表層の

絶え間ない移り変わりとそこに生きる生命の賑

わい、という視点から36項目約150点の資料を

選ぴ、展示を構成した。

展示された資料は以下の通りである。

1.別子銅山の鉱石

2.秋田県花岡鉱山産黒鉱質チムニー

3.鹿児島県菱刈鉱山産金鉱石

4.輝安鉱

5.アレンデ炭素質コンドライト

6.三波川変成帯の角関岩

7.超高圧変成岩のざくろ石巨晶

8.黒雲母花崩岩と童青石黒雲母ホルンフェ

ルスの接触部

9. ノートラット山のベリドタイトゼノリス

10. 三宅島1983年噴火の玄部岩溶岩

11.四万十層砂岩のコンボリューション

12. スコロド石の石街

13.砂漠のパラ

14. ヒメタニワタリ
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15. キレンゲショウマ

16. ツクシハギ

17. マーシャルカイロウドウケツ

18. 中山層のジュラ紀前期のアンモナイト化

石

19. ニッポニテス

20. シロウリガ、イ

21.タカハシホタテ

22. キカイチリス

23. カイミジンコ

24. r生きた化石jオウムガイ類

25.幕臣武蔵孫右衛門自製昆虫標本

26.奄美大鳥の昆虫

27. サメ類シロワニの歯

28. シーラカンスの化石

29.標

30. 南米産のナマズ類

31.デスモスチルスの頭部化石・関節可動式

骨格模型

32. ニホンオオカミ

33.奄美大島の固有晴乳類

34. 明石原人、寛骨(レプリカ)

35.港川人一号人骨

36. 叉状研磨のある縄文時代頭蓋骨

展示されたこれらの収集資料の中には、最新

の科学技術に基づいた研究に供せられているも

のもあれば、 1世紀以上前に収集され、現在の

自然史研究の比較材料として、重要な役割を果

たすものまで様々である。いずれにせよ、これ

らの収集物は、研究者が新しい知見や思考を形

成するための直接の素材として現在も活用され、

高い価値を有している。将来に渡り、博物館が

広く知的財産の生産と備蓄の場であるためには、

自然界から収集されたこれら多くの標本や資料

に基づいた基礎研究が不可欠である事は今後も

変わりはない。

最後に、この特別展示にご協力いただいた学

内外の関係者の方々に、この場をお借りして厚

く御礼を申し上げたい。

(本館研究部生物系研究室助教授)



本展示に関連して、本館講義室において自然

史講演会が次の通り開催された。

第 1回 6月24日(土)午後 1時30分より

(聴講者約35名)

「サメの自然史J谷内透

(農学部水産学科)

「ホウピシダ類の分類と進化J村上哲明

(理学部附属植物園)

「日本の化石人骨」諏訪元

(大学院理学系研究科生物科学専攻)

第 2回 7月8日(土)午後 1時30分より

(聴講者約65名)

「オオムガイの自然史」棚部一成

(大学院理学系研究科地質学専攻)

「岩石・鉱物標本の美」鳥海光弘

(大学院理学系研究科地質学専攻)

「オオカミをめぐる生態学」高槻成紀

(農学部応用動物科学専攻)

第 3回 8月26日(土)午後 1時30分より

(聴講者約70名)

「化石に残されたタンパク質J遠藤一佳

(大学院理学系研究科地質学専攻)

「地表付近で生成する鉱物j歌田 賓

(総合研究資料館)

「日本の植物とその研究史」大場秀章

(総合研究資料館)

東京大学総合研究資料館特別展示「ネアンデルタールの復活」

1993年8月23日、シリア、デデリエ洞窟で発

見されたネアンデルタール人骨、その幼児の埋

葬例は世界的に注目されることになった。なぜ

なら、ほとんどの骨格が生前の組み合わせをほ

ぼ忠実にとどめており、今日まで類例がない極

めて良質の状態で発見されたものだからである。

その幼児の全身骨格、等身大立像そして歩き

方を復元し、魁ったデデリエ・ネアンデルター

ルの子供の視点にたち、住み着いていた自然、

家族の顔、姿かたち、生活ぶり、コミュニケー

ションそして埋葬にまでいたる情報世界を、発

掘資料、その分析・解析結果をもとに、三次元

グラフイツクモデル、三次元実体モデル、立体

映像などを用い、総合的に再現することを標記

の特別展示で試みることとした。

デデリエ洞窟のある死海地溝帯の北端は、約

500万年前にアフリカで生まれた人類の祖先が

その後ユーラシア大陸各地に移り住むとき最初

に足を踏み入れ、滞留し、アジアへ、ヨーロッ

パへとさらに先へと移住する前にさまざまな戦

略を練った場所であり、人類の進化の過程にお

いて非常に重要な場所ある。したがって、今回

の展示は、かつて死海地溝帯のなかで共存して

いたらしいネアンデルタールと我々現代人の祖

先との聞に何が起こったのか、その謎をダイナ
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ミックにとらえ直す機会になることであろう。

尚、標記の特別展示は昨年度増築された総合

研究資料館新館展示ホールの竣工記念の一環と

して企画されたものである。

特別展示

会期:平成 7年11月8日(水)-12月24日(日)

月曜日および11月25日(士)・ 12月 9日

(土)・ 10日(日)は休館

10 : 00-17 : 00 (11月8日(水)は14:00 

まで)

入場無料

会場:東京大学総合研究資料館

文京区本郷7-3-1

TEL 03開3812“21日(内線2802-3)

(地下鉄丸の内線本郷三丁目駅下車東京

大学本郷キャンパス)

特別講演会:平成7年12月2日(士)・ 3日(日)

国際シンポジウム:

平成 7年11月20日(月)-11月25日(土)

iNeanderthals and Modern Humans in 

West AsiaJ 



人事異動

館長青柳正規(再任)

新規採用教官

助手吉田邦 夫

辞職

助手闘雄二

事務職員

新事務主任

庶務主任

事務官

事務補佐員

中川孝雄

塩谷祥子

渡遺亘

清水敬子

旧事務主任 山本宏

事務官 中村知代

事務官 堀内正

事務補佐員 島崎裕子

総合研究資料館運営委員会構成員

(平成 7月4月1日~平成 9年3月31日)

所属 氏名 官 職

委員長・資料館長(文学部)青柳正規 教授

大学院法学政治学研究科馬場康雄 教授

大学院法学政治学研究科新田一郎 助教授

医学部 町並陸生教授

医学部 高取健彦教授

大学院工学系研究科 鈴木博之 教授

大学院工学系研究科 正路徹也 教授

大学院人文社会系研究科今村啓爾 教授

大学院人文社会系研究科河野元昭 教授

大学院理学系研究科 島崎英彦 教授

大学院理学系研究科 新井良一 教授

大学院理学系研究科 諏訪元 助教授

農学部 鈴木和夫教授

農学部 谷口信和教授

経済学部 竹野内真樹助教授

教養学部 谷内達教授

教養学部 中村保夫教授

大学院教育学研究科 土方苑子 教授

大学院教育学研究科 鈴木農理 助教授

東京大学総合研究資料館ニュース34号
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薬学部 海老塚豊 教授

東洋文化研究所 松井健 教授

東洋文化研究所 末成道男 教授

地震研究所 嶋本利彦 教授

分子細胞生物学研究所 杉山純多 教授

海洋研究所 白山義久 助教授

附属図書館長 一関原成允 教授

事務局長 雨 宮 忠

総合研究資料館 歌田賞 教授

総合研究資料館 赤i畢威 教授

総合研究資料館 大場秀章 助教授

総合研究資料館 西野嘉章 助教授

総合研究資料館資料部門主任会議構成員

(平成 7年 4月1日~平成 9年 3月31日)

部門 所 属 氏 名 官職

長官 長文学部 青柳正規教授

【地学系】

鉱 物理学系研究科小津徹講師

岩石・鉱床理学系研究科鳥海光弘教授

鉱 山 工 学 系 研 究 科 金 田 博 彰 助 教 授

地史古生物理学系研究科棚部一成教授

地 理 理 学 系 研 究 科 米 倉 伸 之 教 授

研究部総合研究資料館歌田賓教授

[生物系]

植 物理学系研究科長田敏行教授

森林植物農学部 鈴木和夫教授

薬 学薬学部 海老塚豊教授

動 物理学系研究科新井良一教授

水産動物農学部 谷内透助教授

人類・先史理学系研究科諏訪元助教授

医 学医学部 町並隆生教授

研究部総合研究資料館大場秀章助教授

[文化史系]

考 古人文社会系研究科今村啓爾教授

建築史工学系研究科藤井恵介助教授

考古美術東文研 松谷敏雄教授

美術史人文社会系研究科河野元昭教授

文化人類教養学部 大貫良夫教授

研究部総合研究資料館赤津戚教授

研究部総合研究資料館西野嘉章助教授

発行日平成7年 11月 1日
編集・発行東京大学総合研究資料館(館長:青柳正規)

東京都文京区本郷7-3・1 TEL 3812・2111内線2801

~p 刷株式会社三協社

東京都中野区中央4-8-9 TEL 3383・7281
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	大黄の原植物
	展示紹介（考古美術部門）｢ファーラ時代の土地購入契約文書｣
	資料紹介：「リースター・南鉱物標本｣
	総合研究資料館名簿 
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	東京大学総合研究資料館研究集報第１号
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	表紙：西暦前約800年前のエジプト・ミイラを納めた棺と、X線コンピュータ断層撮影による透視画像
	エジプト・ミイラのエックス線解剖
	展示紹介
	名古屋大学総合研究資料館（古川資料館）紹介
	案内ほか
	資料館主催全学一般教育ゼミナール自然史と自然史博物館 
	生物地理研究会談話会のお知らせ
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	表紙：ボウズハゼの上顎歯
	岩登りする魚の奇妙な歯
	展示紹介―植物部門
	サンディエゴ自然史博物館を訪れて
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	人事異動
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	神殿と黄金の墓：古代アンデス文明の発掘調査
	部門紹介―建築史部門
	トルコ共和国鉱物資源調査局と付属自然史博物館
	案内ほか
	資料館主催全学一般教育ゼミナール
	新刊紹介
	人事異動


	20号 1990.10.31
	ブラジル、アルカリ岩・カーボナタイト複合岩中の鉱物の研究
	展示紹介―文化人類学部門 
	［寄書］大英博物館自然史部門の機構改革に寄せて（大場秀章） 
	案内ほか
	第七次将来計画委員会の設置
	東京大学に学術資料問題連絡会が設置される
	新刊紹介


	21号 1991.2.1 
	表紙：鳥居龍蔵写真乾板の再生
	鳥居龍蔵写真乾板の再生
	アルゼンチン共和国ラ・プラタ大学附属自然科学博物館 
	部門紹介―薬学部門
	案内ほか
	東京大学総合研究資料館特別展示「乾板に刻まれた世界―鳥居龍蔵の見たアジア―」のお知らせ 


	22号 1991.7.10
	表紙：スズキ目キントキダイの輪切りシリーズの一部 
	寒天の利用 
	展示紹介―鉱山部門
	部門紹介―考古美術部門
	総合研究資料館名簿 
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	案内ほか
	総合研究資料館主催全学一般教育セミナー「地球科学における野外調査の方法と実習」
	新刊紹介


	23号 1992.2.28
	表紙：岩石表面のカラー電顕像
	走査型電子顕微鏡画像に色をつける 
	展示紹介―美術史部門
	部門紹介―人類・先史部門
	小櫃川河口干潟の自然
	案内ほか
	新刊紹介

	寄贈交換逐次刊行物リスト（４）

	24号 1992.3.25
	表紙：トコロチャシの溝の断面
	北海道トコロチャシの調査
	展示紹介―ガンジスカワイルカ
	部門紹介―岩石・鉱床部門
	寄贈交換逐次刊行物リスト（5） 

	25号 1992.7.27
	表紙：群生するセイタカダイオウ Rheum nobile （タデ科）
	セーター植物・温室植物に挑む
	部門紹介―鉱物部門
	展示解説―西アジア部門所蔵の Tokyo Lexical Tablet （東京語彙文書）
	案内ほか
	公開講座｢地球を動く―先史モンゴロイドの移住と拡散｣
	一般市民対象公開講座「環境指標生物種の分類と同定｣ 


	26号 1992.11.16
	表紙：ハバロフスクのアムール
	鳥居龍蔵コレクション―東北アジアの考古資料―
	アイスランドの淡水魚
	干潟に棲むオストラコーダ Ishizakiella pacifica (Hanai) 
	世界の博物館 Süleymanie Library―イスタンブル 
	東京大学総合研究資料館特別展示「異民族へのまなざし：古写真に刻まれたモンゴロイド」

	27号 1993.3.1
	表紙：琉球の海底洞窟で発見された古代カキの遺存種
	海底洞窟の貝類
	部門紹介―美術史部門
	ダマスクス国立博物館―シリア
	案内ほか
	新刊紹介
	人事異動


	28号 1993.7.31
	表紙：ヒマラヤ高山帯の Saussurea graminifolia
	館長就任にあたって
	ヒマラヤの高山植物―極限環境に生きる植物の謎を探る―
	公開講座のお知らせ
	総合研究資料館名簿 
	総合研究資料館運営委員会委員名簿 
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	案内ほか
	新刊案内
	人事異動


	29号 1993.11.30
	表紙：四天王奉鉢図浮彫
	ギリシア・ローマから日本へ―ヘルメース・メルクリウス神から（兜跋）毘沙門天へ―
	建築博物館としての町並み
	地図をめぐって
	公開講座のお知らせ

	30号 1994.3.1
	表紙：デデリエ・ネアンデルタール人の子供
	シリア、デデリエ・ネアンデルタール 
	先カンブリア時代の大気の源―カナダ、アサバスカ砂岩の石英中の流体包有物― 
	土器の中に残されている圧痕
	案内ほか
	お知らせ


	31号 1994.6.1
	表紙：蛇をわし摑みにする鳥
	文明の創造力：古代アンデスの造形芸術
	地熱地域における熱水温度履歴
	左右不相称の鰾
	富永義昭先生の御逝去を悼む
	東京大学総合研究資料館特別展「文明の創造力―古代アンデスの造形芸術」

	32号 1994.10.1
	表紙：本郷キャンパス南西部・昭和11年
	本郷前田侯爵邸と東京大学
	総合研究資料館増築に伴う埋蔵文化財 発掘調査の概要
	案内ほか
	新刊紹介
	特別展示「東京大学コレクション展（I）―東アジアの形態 世界―
	人事異動


	33号 1995.3.1
	表紙：わが国で200年前に作製された西洋医学教育用標本｢木造人頭模型｣
	東京大学における医学教育標本の変遷
	熱帯雨林研究とパソーの森林
	案内ほか
	新刊紹介


	34号 1995.11.1
	表紙：増築された総合研究資料館１階平面図
	新館の開館にあたって
	総合研究資料館　新館増築の完成
	東京医学校外人講師、ヒルゲンドルフについて
	特別展示「東京大学コレクションII―動く大地とその生物｣を終えて
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